
大航海 Grand Voyage

米客船 M.S.アムステルダムでの世界一周航海

浦川明彦
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序
章

出
発

は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
世
界
一
周
の
船
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ
州
を
出
港
し
、

日
か
け
て
西
回
り
に
世
界
を
一
周
す
る
旅
で
す
。

112

船
会
社
は
、
ホ
ラ
ン
ド
ア
メ
リ
カ
ン
（

）
ア
メ
リ

H
olland

A
m

erica
Line

カ
の
船
会
社
で
、
乗
る
船
は

、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

。

m
s

A
m

sterdam

こ
の
船
は
次
の
よ
う
な
船
で
す
。

船
籍
オ
ラ
ン
ダ
、
乗
客
定
員
一
三
八
〇
名
、
ク
ル
ー
六
一
五
名

総
ト
ン
数
六
万
二
七
三
五
ト
ン

長
さ
七
八
〇
フ
ィ
ー
ト
、
船
幅
一
〇
五
フ
ィ
ー
ト

最
大
速
度
二
二
．
五
ノ
ッ
ト

※
旅
の
日
記
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
特
に
、
写
真
を
見
た
い
方
は
、
次
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
か
ら
旅
の
日
記
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。

http://w
w

w
.officenet.co.jp/~urakaw

a/gv/gv_index.htm
l

ま
た
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
う
ら
か
わ
さ
ん
の
」
で
検
索
、
大
航
海
の
ペ
ー
ジ
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月

日
（
木
）
日
本
出
発
、
マ
イ
ア
ミ
ま
で

1

5
い
よ
い
よ
出
発

◎

。

。

。

朝
６
時

分
の
バ
ス
で
新
越
谷
を
出
る

は
定
刻
成
田
を
離
陸

時
間
で
シ
カ
ゴ

40

JL
010

10

JL7384

タ
ー
ミ
ナ
ル

で
降
り
て
一
旦
荷
物
の
引
き
取
り

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の

。

５

に
乗
り
換
え
て
３
時
間
少
し
で
マ
イ
ア
ミ
。
シ
カ
ゴ
と
マ
イ
ア
ミ
で
時
差

時
間
。

１

時
半
頃
着
い
て
、
船
会
社
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
大
型
バ
ス
に
一
人

１
乗
っ
て
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
、
マ
リ
オ
ッ
ト
ノ
ー
ス
へ

時
前
に
到
着
。
リ

３

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。

人
も
寝
ら
れ
る
広
い
部
屋
。
時
差
ぼ
け
と
空
腹
が
つ
ら
い
。
荷
物
を
置

４

い
て
近
く
（
と
い
っ
て
も
歩
い
て

分
）
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ピ
ザ
。

＄
。

５

10

近
く
を
歩
い
て
い
る
と
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
発
見
。

で

＄
お
金
を
お
ろ
し
、

A
TM

1000

食
料
な
ど
買
い
込
み
宿
に
戻
る
。
風
呂
に
入
り
、
荷
物
整
理
な
ど
し
て
い
る
う
ち
日
没
。
夕

日
が
美
し
い
。
夕
食
は
買
っ
て
き
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
。

時
間
の
長
い
一
日
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
日
本
は
真
っ
昼
間
。
眠
い
の
や
ら
眠

36
く
な
い
の
や
ら
、
時
差
ぼ
け
の
変
な
一
日
で
あ
る
。
か
く
し
て
１
月
５
日
は
暮
れ
て
い
く
。

明
日
は
９
時
ま
で
に
部
屋
の
前
に
荷
物
を
出
し
て
お
く
、
船
へ
の
移
動
は

時
半
か
ら
と
の

12

連
絡
文
書
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
全
部
英
語
の
世
界
。
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。
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第
１
章

南
ア
メ
リ
カ
か
ら
南
極
ま
で

月

日
（
金
）

第

日
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
（

）

出
航

FortLauderdale

1

6

1

世
界
一
周
航
海
へ
、
出
港
！

◎時
差
で
眠
い
よ
う
な
眠
く
な
い
よ
う
な
夜
で
、

時
過
ぎ
に
寝
て
、
ぐ
っ
す
り
。
朝
起
き

２

る
と

時
半
で
日
は
昇
っ
て
い
た
。
今
日
は
乗
船
の
日
。

時
ま
で
に
部
屋
の
前
に
荷
物
を

７

９

出
し
て
お
く
よ
う
に
、
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
荷
造
り
。
今
回
は
飛
行
機
と
違
っ
て
、

の
制
限
が
な
い
の
で
、

個
に
ま
と
め
出
し
た
。
あ
と
は
の
ん
び
り
昼
ま
で
過
ご
す
。

23
kg

２

時
過
ぎ
に
荷
物
を
取
り
に
来
た
。

時
過
ぎ
に
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し

『
最
後
の
』
陸

、

９

10

地
を
散
歩
す
る
。
大
学
や
鉄
道
の
駅
に
行
っ
て
み
た
が
、
回
り
に
は
何
の
店
も
な
い
。
が
、

陸
地
の
上
を
歩
け
る
う
ち
に
と
、

時
半
ま
で
歩
き
回
り
、
待
機
室
に

に
行
く
。

:
11

11
40

１
時
に
バ
ス
が
来
て
出
発
。
港
に
１
時
半
。
搭
乗
前
に
、
搭
乗
券
を
見
せ
パ
ス
ポ
ー
ト
を

預
け
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
見
せ
、
ル
ー
ム
キ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
い
乗
船
。
こ
の

カ
ー
ド
は
こ
の
先

日
の
生
活
の
す
べ
て
の
場
面
で
活
躍
す
る
。

余
100

部
屋
に
入
り
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ベ
ン
と
顔
合
わ
せ
。
な
ん
と
、
こ
の
船
の
従

業
員
に
日
本
人
の
女
性
が
い
る
と
の
こ
と
。
会
っ
て
挨
拶
を
す
る
。
彼
女
に
よ
る
と
、
日
本

人
の
客
は
誰
も
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
予
想
は
し
て
い
た
が
。
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時
過
ぎ
、
船
内
の
探
検
に
行
く
。

階
の
食
堂
で
は
、
世
界
各
地
の
料
理
の
コ
ー
ナ
ー

２

８

が
あ
り
自
由
に
食
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
野
菜
を
食
べ
る
。
乗
船
記
念

に
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
配
っ
て
い
た
の
で
い
た
だ
く
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
基
本
的
に

。

、

、

、

有
料
で
あ
る

ち
な
み
に

船
室
に
は

乗
船
記
念
の
船
長
か
ら
の
ギ
フ
ト
と
言
う
こ
と
で

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
が
一
瓶
置
か
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
探
検
の
続
き
。
と
に
か
く
広
い
し
、
階
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

階
建
て
の
大
き

10

な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ひ
と
つ
分
だ
。
だ
い
た
い
何
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
っ
て
か
ら
、
部
屋
に

戻
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
避
難
訓
練

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ル
で
あ
る
」
と
船
長
の

。

ア
ナ
ウ
ン
ス
。
非
常
用
ボ
ー
ト
の
と
こ
ろ
で
点
呼
し
、
船
長
の
話
。
約

分
。

15

部
屋
に
戻
る
と
、
荷
物
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。

時
半
の
夕
食
の
時
間
。
行
っ
て
み
る

５

と

人
席
で
、
女
性
一
人
客
、
男
性
一
人
客
、
夫
婦
、
空
席
一
つ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
。
い

６
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

時
過
ぎ
。
第

回
目
の
食
事
の
準
備
の
時
間
。
後
ろ
が
限

７

２

。

、

、

ら
れ
て
い
る
の
は
い
い

メ
ニ
ュ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
用
意
さ
れ
て
お
り

食
べ
物
は

す
ご
く
お
い
し
い
し
、
こ
れ
で
は
体
重
管
理
が
大
変
だ
。

、

。

。

、

食
事
中
の
７
時
過
ぎ
に

音
も
な
く
船
は
動
き
だ
し
た

あ
っ
け
な
い
出
航
の
時

で
も

と
に
か
く
、
航
海
は
始
ま
っ
た
。

食
事
後
船
室
で
荷
物
の
整
理
の
続
き
。

時
半
過
ぎ
、
疲
れ
て
き
て
、
今
日
は
こ
れ
で
寝

８

て
し
ま
お
う
。
ま
だ
時
差
ぼ
け
の
影
響
下
に
あ
る
。
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（

。

、

）

歩
い
た
歩
数

歩

こ
れ
か
ら
毎
日
歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

目
標
は

一
日
一
万
歩

14480

月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

1

7

2

船
上
の
生
活

◎６
時
頃
目
が
覚
め
る
。
外
は
ま
だ
暗
い
。
７
時
ま
で
待
っ
て
、
運
動
。

分
間
プ
ロ
ム
ナ

10

ー
ド
デ
ッ
キ
を
歩
く
。
そ
の
後
、
階
段
を
上
り
下
り
。

１
か
ら

ま
で

階
建

D
eck

D
eck

10

10

、

。

、

。

て
の
建
物
と
同
じ
だ
か
ら

登
り
で
が
あ
る

分
で

５
～
６
回
は
往
復
し
た
だ
ろ
う
か

30

天
気
は
曇
り
、
風
は
強
く
、
回
り
は
水
平
線
の
他
は
何
も
見
え
な
い
。
今
頃
は
カ
リ
ブ
海
の

キ
ュ
ー
バ
沖
く
ら
い
？
天
気
も
よ
く
、
な
か
な
か
い
い
気
持
ち
だ
。
そ
の
後
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

デ
ッ
キ
を

分
ほ
ど
歩
き
、
計
１
時
間
。
約

歩
。

8000

10

そ
の
後
、
８
階
食
堂
で
朝
食
。
パ
ン
・
フ
ル
ー
ツ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

・
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
・
コ
ー
ヒ
ー
。
本
当
は
何
で
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
に
食
べ
て
は

い
ら
れ
な
い
。
食
事
の
あ
と
、
部
屋
で
記
録
の
整
理
、
そ
の
後

階
の
静
か
な
ホ
ー
ル
で
読

９

。

。

、

、

。

書

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
昼
に

昼
食
は

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
と
パ
ス
タ

挽
肉
ソ
ー
ス

そ
れ
か
ら
、

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
。

分
で

＄
だ
か
ら
一
日

分
使

W
i-Fi

1100

250

10

っ
て

円
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
２
日
分
。

w
eb

200

衛
星
通
信
な
の
で
遅
い
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
な
り
の
速
度
は
あ
る
。

部
屋
に
あ
っ
た
フ
ル
ー
ツ
リ
ク
エ
ス
ト
に
記
入
し
て
お
い
た
ら
、
リ
ン
ゴ
・
洋
梨
・
オ
レ
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ン
ジ
が
届
い
て
い
た
。
今
日
は
、
時
差
の
調
整
。
午
後
２
時
に
３
時
ま
で
進
め
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
夕
食
の
時
間
５
時
半
が
近
づ
く
。
運
動
着
か
ら
、
シ
ャ
ツ

と
ス
ラ
ッ
ク
ス
に
着
替
え
て
ダ
イ
ニ
ン
グ
へ
。
席
は
固
定
席
だ
か
ら
、
昨
日
と
同
じ
メ
ン
バ

ー
。
た
だ
し
、
男
性
一
人
で
来
て
い
た
の
が
、
夫
婦
連
れ
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
夫
婦
と
ア
メ
リ
カ
人
女
性
と
私
が
メ
ン
バ
ー
。
あ
ま
り
腹
が
減
っ
て
い
な

い
の
で
、
軽
め
の
シ
ー
フ
ー
ド
カ
ク
テ
ル
、
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
海
鮮
パ
ス
タ
を
頼
む
。
デ
ザ
ー

ト
な
し
の
コ
ー
ヒ
ー
付
き
。
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン

＄
、

時
間
半
く
ら
い
で
終
了
。

5.45

1

そ
の
後
、
部
屋
に
戻
り
、
記
録
。
入
浴
。
そ
の
あ
と
、
映
画
を
見
て

時
就
寝
。

12

歩

15219月

日
（
月
）
第

日

ド
ミ
ニ
カ
国
ロ
ゾ
ー
（

）
上
陸

R
oseau

1

9

4

◎
熱
帯
の
町
ロ
ゾ
ー

朝

時
半
に
起
き
、
歩
く
。

分
間
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
。

周
で

マ
イ
ル
と
な
っ

６

10

3.5

1

て
い
る
。
つ
ま
り
、

マ
イ
ル
＝

だ
か
ら

が
一
周
の
距
離
。
結
構
大
き
い
こ
と

1609m

1

460
m

が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
デ
ッ
キ

か
ら
デ
ッ
キ

ま
で

階
建
て
の
階
段
を

分
間
上
り
下

１

10

10

40

り
。
そ
し
て
最
後
の

分
間
、
ま
た
水
平
の
デ
ッ
キ
を
歩
く
。
こ
こ
ま
で
歩
く
と
、
結
構
汗

10

が
出
て
く
る
。
今
日
は
風
が
強
く
、
帽
子
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

終
わ
っ
て
、
水
分
補
給
。
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
、
シ
ャ
ワ
ー
。
そ
し
て
朝
食
。
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朝
食
後
に
、
ジ
ム
に
体
重
計
が
あ
る
の
を
発
見
。
測
っ
て
み
る
。
ポ
ン
ド
表
記
。
部
屋
に

戻
り
、
記
録
の
整
理
と
上
陸
に
備
え
る
。
上
陸
は

時
か
ら
の
予
定
。

時
半
頃
、
食
事
を

12

11

し
て
、
そ
れ
か
ら
上
陸
。
ド
ミ
ニ
カ
国
の
首
都
ロ
ゾ
ー
（

）
で
あ
る
。
ギ
ャ
ン
グ
ウ

R
oseau

ェ
イ
で
シ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
読
み
取
り
機
に
か
け
、
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
る
と
、

日
ぶ
り
の
陸

３

地
。
ツ
ア
ー
の
バ
ス
の
中
を
抜
け
て
、
寄
港
地
か
ら
町
の
中
心
ま
で

分
ほ
ど
か
か
る
。

10

と
に
か
く
暑
い
。
冬
の
日
本
を
出
て
、

日
目
に
真
夏
の
熱
帯
の
町
だ
。
気
温
は

度
以

５

30

上
は
あ
る
だ
ろ
う
、
照
り
つ
け
る
太
陽
の
日
差
し
も
強
烈
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
こ
な
か

。

、

。

、

。

っ
た
の
を
後
悔
す
る

車
の
脇
を
歩
い
て
行
く
と

川
を
渡
る

こ
こ
が

N
ew

M
arketSquare

露
店
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
椰
子
の
実
を

＄
で
売
っ
て
い
た
。

1
US

そ
こ
か
ら
、
他
の
客
船
が
停
泊
し
て
い
る
波
止
場
に
進
む
と
、

で
、

O
ld

M
arket

Square

こ
ち
ら
の
方
は
道
が
格
子
状
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
店
が
あ
る
。
波
止
場
の
前
に
、
観
光
案

内
と
そ
の
上
は
ド
ミ
ニ
カ
博
物
館
。
階
段
を
上
が
っ
て
み
る
と
受
付
。
３

＄
が
入
場
料
。

US

ワ
ン
フ
ロ
ア
で
は
あ
る
が
自
然
や
歴
史
の
展
示
物
が
置
か
れ
て
い
る
。

人
く
ら
い
で
漕
ぐ

５

丸
木
船
の
実
物
は
な
か
な
か
だ
。

オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
の
中
を
歩
く
。
教
会
が

つ
、
フ
ォ
ー
ト
ヤ
ン
グ
ホ
テ
ル
は
、
昔
の
砦

３

を
そ
の
ま
ま
ホ
テ
ル
に
使
っ
て
い
る
。
郵
便
局
で
、
絵
は
が
き
を
買
い
日
本
に
送
る
。
切
手

と
併
せ
て
２

＄
出
す
と
１

＄
（

＄
）
お
つ
り
。
だ
い
た
い

円
く
ら

Eastrn
C

aribbean

US

XC

25

い
。
お
土
産
屋
を
見
つ
け
て
、

＄
の
白
ワ
イ
ン
と

＄
の
コ
ー
ク
を
買
っ
た
。

９

１

US

US
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じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
日
が
厳
し
く
、
２
時
過
ぎ
に
船
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。
帰
り
の

分
の
暑
い
こ
と
。
停
泊
地
の
前
に
お
土
産
の
店
が
出
て
い
た
。
シ
ン
ブ
ル
を
買
っ
た
。

10
船
に
戻
る
と
、
水
分
補
給
、
そ
し
て
シ
ャ
ワ
ー
。
一
休
み
し
て
か
ら
、
昨
日
の
記
録
整
理

と

の
更
新
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と

時
過
ぎ
て
、
夕
食
の
時
間
。
今
日
は
、
２
組
の

W
eb

５

夫
婦
は
い
な
く
て

と

人
で
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
。
他
も
結
構
人
が
い
な
か
っ
た
。
寄

Phellin

二

港
地
で
は
こ
う
い
う
感
じ
な
の
か
。
食
事
も
終
わ
り
、
部
屋
に
戻
り
入
浴
。
記
録
整
理
。
今

日
は

＄
消
費
し
た
。
普
通
に

＄
で
買
い
物
が
で
き
る
世
界
。

20
US

US

病
人
が
出
て
病
院
に
運
ば
れ
た
の
で
遅
れ
て
出
発
と
い
う
船
長
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
７

時
頃
出
港
し
た
。
テ
レ
ビ
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
船
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
流
さ
れ
て
い

40

る
の
を
発
見
。
こ
れ
は
な
か
な
か
い
い
。

使
っ
た
通
貨

＄

20
US

歩

25545

（

）

（

）

月

日

火

第

日

バ
ル
バ
ド
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
上
陸

B
erbados

B
ridgetow

n

1

10

5

◎
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
も
熱
帯
の
町

今
日
は
、
首
都
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
上
陸
の
日
。
バ
ル
バ
ド
ス
島
は
、
佐
渡
の
半
分
く
ら
い

だ
と
か
。
古
く
は
イ
ギ
リ
ス
の
砂
糖
栽
培
地
、
今
は
独
立
し
て
、
観
光
や
農
業
の
国
。

６
時
過
ぎ
に
起
き
て
、
例
に
よ
っ
て

時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
水
分
補
給
（
ク
ラ
ン
ベ
リ

１
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Japanese
ー
ジ
ュ
ー
ス

シ
ャ
ワ
ー

朝
食

今
日
は
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
行
っ
て
み
た

）
。

、

。

。

朝
食
と
い
う
の
を
試
し
て
み
た
ら
、
卵
焼
き
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
た
鮭
の
切
り
身
、

style白
飯
、
し
ょ
っ
ぱ
い
味
噌
汁
、
と
い
う
代
物
。
こ
れ
は
い
た
だ
け
な
い
。

時
頃
ク
ル
ー
ズ

７

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
入
港
し
、

時
に
用
意
は
で
き
て
い
た
と
は
い
え
、

時
に
出
発
。

８

９

波
止
場
で
バ
ン
ド
が
演
奏
し
て
い
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
結
構
賑
や

か
。
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
中
心
地
へ
。
２

＄
。

US

降
り
る
と
、
タ
ク
シ
ー
の
運
ち
ゃ
ん
が
寄
っ
て
き
て
、
大
変
。
小
さ
な
町
は
、
少
し
歩
く
と

だ
い
た
い
の
様
子
が
つ
か
め
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
の
で
、
車
は
左
側
通
行
。
日

本
車
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
三
菱
と
ス
ズ
キ
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
。

中
心
部
の
ネ
ル
ソ
ン
提
督
の
像
が
あ
る
、

や
国
会
議
事
堂
、
独
立

N
ational

H
eroes

Square

広
場
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
橋
な
ど
が
固
ま
っ
て
い
る
。
古
い
建
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

日
差
し
は
強
烈
で
、
海
の
そ
ば
で
も

度
以
上
だ
ろ
う
。
セ
ン
ト
ミ
ッ
チ
ェ
ル
教
会
、
シ
ナ

30

ゴ
ー
グ
、
市
場
な
ど
を
見
物
の
後
、
バ
ル
バ
ド
ス
博
物
館
に
向
か
う
。

２
～
３
キ
ロ
な
の
で
歩
け
な
く
も
な
い
が
、
正
確
な
地
図
も
な
く
、
日
差
し
も
強
烈
な
の

で
、
タ
ク
シ
ー
で
行
く
。
当
地
の
タ
ク
シ
ー
は
、
メ
ー
タ
ー
も
な
く
、
ア
バ
ウ
ト
な
も
の
で

あ
る
。
着
い
た
と
い
う
の
で
い
く
ら
と
聞
い
た
ら
、

＄
。

渡
す
と
お
つ
り
は
な
い
、

10
US

20

と
い
う
こ
と
で
、

＄
札
を
か
き
集
め
て

枚
渡
し
た
。
＄
の
小
額
紙
幣
を
大
事
に
し
な
け

１

10

れ
ば
・
・
・
。

だ
と
、

＄
札
し
か
出
て
こ
な
い
。

A
TM

20
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降
り
て
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
こ
こ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
（
10
US

＄
）
と
い
っ
て
、
若
き
日
の
英
軍
人
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
赴
任
し
て
日
を
過
ご
し
た
家

で
あ
る
。
涼
し
い
ホ
ー
ル
で
ビ
デ
オ
を
見
て
、
案
内
の
男
に
客
が
連
れ
ら
れ
て
、
建
物
と
調

度
を
見
て
回
る
。
ビ
デ
オ
で
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
熱
病
に
か
か
る
シ
ー
ン
が
出
て
く
る

が
、
も
し
回
復
し
て
な
か
っ
た
ら
、
今
の

は
・
・
・
な
ど
考
え
る
と
妙
な
感
じ
だ
。

U
SA

見
終
わ
っ
て
、
博
物
館
は
ど
こ
か
と
聞
く
と
、
歩
い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
だ
と
教
わ
り
、
移

。

。

。

、

動

こ
ち
ら
は
入
場
料

＄

全
部

＄
で
す
ん
で
し
ま
う

現
地
の
バ
ル
バ
ド
ス
＄
は

15
US

US

２

＄

＄
と
い
う
勘
定
。
昔
の
刑
務
所
跡
に
、
自
然
・
歴
史
な
ど
の
展
示
が
あ
る
。

=

BB

1
US

こ
こ
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
風
車
を
使
っ
て
絞
り
、

煮
詰
め
て
砂
糖
を
精
製
し
、
樽
に
詰
め
て
帆
船
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ん
で
い
た
の
だ
。
そ
の

た
め
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
奴
隷
が
運
ば
れ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
昼
頃
に
な
り
、
オ
レ
ン
ジ

と
リ
ン
ゴ
を
食
べ
水
を
飲
む
。

２
時
過
ぎ
に
、
波
止
場
に
戻
る
。
船
に
戻
っ
て
昼
食
。
お
土
産
に
ラ
ム
の
小
瓶
を
買
う
。

大
瓶
は
、
瓶
が
相
当
重
い
よ
う
で
、
ず
っ
し
り
。
帰
り
に
飛
行
機
に
積
め
な
い
。

時
半
に

５

な
り
、
夕
食
時
間
。
エ
ビ
の
カ
ク
テ
ル
、
ア
ス
パ
ラ
の
ス
ー
プ
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
エ
ル
。

７
時
過
ぎ
に
食
事
を
終
え
、
部
屋
に
戻
る
。
結
構
疲
れ
て
い
る
よ
う
で
、
入
浴
後
寝
る
。

使
っ
た
通
貨

＄

39
US

カ
ー
ド
で
支
払
い

＄

25
US
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歩

24365月

日
（
水
）
第

日

終
日
航
海

1

11

5

◎
船
の
生
活
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

バ
ル
バ
ド
ス
を
出
て
、
ひ
た
す
ら
東
南
へ
と
進
み
、
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
沿
っ
て
次
の
寄

港
地
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ベ
レ
ン
（

）
に
向
か
っ
て
ゆ
く
。
２
日
の
航
海
の
後
に
到
着
す

B
elem

る
。
上
陸
の
な
い
日
は
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
よ
う
だ
。

こ
の
日
も
朝
６
時
半
か
ら

時
間
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
う
っ
す
ら
と
汗
を
か
い
て
か
ら
、

１

。

。

、

。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス
で
水
分
補
給

実
に
お
い
し
い

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
か
ら

朝
食

パ
ン
、
フ
ル
ー
ツ
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
の
『
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

。

日

』

１

３
食
も
ま
と
も
に
食
べ
て
い
る
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
そ
う
。

、

。

。

昨
日
は

部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
も
ら
っ
た

左
右
の
壁
際
に
ベ
ッ
ド
を
配
置

ク
イ
ー
ン
ズ
ベ
ッ
ド
が
部
屋
の
半
分
を
占
領
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
窓
ま
で
の
通
路
が
で
き

て
、
広
く
使
え
る
。
ベ
ッ
ド
の
一
つ
は
物
置
と
し
て
使
え
る
し
、
な
か
な
か
具
合
が
よ
い
。

船
内
の
生
活
で
は
『
魔
法
の
カ
ー
ド
』
が
活
躍
す
る
。
ル
ー
ム
キ
ー
に
な
る
の
は
も
ち
ろ

、

、

。

ん

上
陸
の
際
の
身
分
証
明
書

買
い
物
を
す
る
と
き
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
万
能
だ

室
内
に
忘
れ
て
鍵
を
閉
め
込
ん
で
し
ま
う
と
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
と
こ
ろ
に
行
っ

て
あ
け
て
も
ら
う
羽
目
に
な
る
。
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記
録
整
理
で
、
昨
日
の

の
更
新
を
済
ま
せ
る
。
通
信
速
度
が
不
安
定
で
、
画
像
フ

W
eb

。

、

ァ
イ
ル
の
転
送
中
に

が
切
断
さ
れ
る
こ
と

回

画
像
を
な
る
べ
く
小
さ
く
す
る
と
か

FTP

３

上
陸
し
回
線
状
態
が
い
い
と
き
に
大
き
な
画
像
を
上
げ
る
と
か
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
い
い
と
き
で

悪
く
な
る
と

。

M
bps

M
bps

35

5.5

、

。

。

、

あ
っ
と
い
う
間
に
昼
に
な
り

昼
食

ビ
ー
フ
ン
を
食
べ
る

ラ
ー
メ
ン
食
べ
た
い
な
ー

と
ふ
と
考
え
る
。
上
陸
し
た
ら
、
探
し
て
み
る
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ
る
か
？

腹
ご
な
し
に
船
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
。
初
め
て
の
所
が
あ
る
。
静
か
な
と
こ
ろ
で
読
書
。

時
半
に
は
夕
食
の
時
間
。
同
席
の

人
組
も
息
も
合
っ
て
き
た
よ
う
で
、
気
が
つ
く
と

５

５

食
事
が
終
わ
る
時
間
。
今
日
は
、
蟹
の
サ
ル
サ
ソ
ー
ス
、
ス
ー
プ
、
ツ
ナ
ス
テ
ー
キ
だ
が
、

ツ
ナ
が
と
て
も
ス
パ
イ
シ
ー
。

部
屋
に
戻
り
、
入
浴
。
映
画
を
見
て
就
寝
。
明
日
は
洗
濯
を
し
よ
う
。

月

日
（
木
）
第

日

終
日
航
海

1

12

6

◎
船
の
生
活
・
ラ
ン
ド
リ
ー
と
コ
イ
ン

朝
は
雨
、
熱
帯
特
有
の
シ
ャ
ワ
ー
。
土
砂
降
り
で
、
歩
い
て
い
る
と
９
階
デ
ッ
キ
で
突
然

降
り
出
し
、
ず
ぶ
濡
れ
。
気
温
も

度
近
い
し
、
や
は
り
熱
帯
だ
。
そ
れ
で
も
何
と
か
、
１

30

時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

階
プ
ー
ル
は
屋
根
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ジ
ュ
ー
ス
、
シ

８

ャ
ワ
ー
、
朝
食
と
、
日
課
の
行
動
。
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こ
こ
は
日
本
と
の
時
差
が

時
間
。
丁
度
、
昼
夜
が
真
反
対
。
赤
道
よ
り
わ
ず
か
北
に
位

12

置
し
て
い
る
。
船
は
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
沿
っ
て
東
南
へ
と
進
む
。

今
日
は
、
初
め
て
の
洗
濯
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
が
あ
る
。
一
応
説
明
が
書
か
れ
て
い
る

、

。

、

（

、

、

が

部
屋
係
に
聞
い
て
み
る

回
２
＄
な
の
だ
が

／

ド
ル
硬
貨

ク
オ
ー
タ

１

Q
uarter

1

4

セ
ン
ト
）
を

枚
、
ず
ら
っ
と
並
ん
だ
コ
イ
ン
投
入
口
に
立
て
て
並
べ
て
、
ガ
チ
ャ
ン
と

８

25

、

。

押
し
込
み

引
き
出
す
と

枚
の
硬
貨
が
投
入
さ
れ
あ
と
は
ボ
タ
ン
一
つ
で
洗
濯
が
始
ま
る

8
、

。

。

分
で
洗
濯
が
終
わ
る
と

乾
燥
機
は
無
料

分
た
つ
と
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
て
い
た

45

60

、

、

。

。

。

昼
食
時
間
に
な
り

今
日
は

中
華
風
牛
肉
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
炒
め
物

鶏
肉

野
菜

。

。

。

、

船
は
赤
道
に
接
近
し
て
い
る

外
気
温

度
弱

湿
度
は

％
以
上

海
上
で
こ
れ
だ
か
ら

30

80

陸
地
は
・
・
・
・
。

、

。

、

右
弦
は
ア
マ
ゾ
ン
川
の
河
口
こ
れ
が

以
上
も
続
い
て
い
る

陸
地
は
見
え
な
い
が

500
km

海
水
の
色
が
変
わ
っ
て
く
る
そ
う
だ
。

夕
食
時
、
海
鮮
プ
レ
ー
ト
・
ス
ー
プ
・
ア
ラ
ス
カ
の
蟹
。
終
わ
っ
て
か
ら
、
ラ
ウ
ン
ジ
に

行
き
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
少
し
見
る
。
そ
の
後
入
浴
、
ビ
デ
オ
を
見
て
、
寝
る
。

今
夜
中
に
赤
道
を
越
え
る
。
明
日
の
朝
は
、
南
半
球
だ
。

歩

15313月

日
（
金
）
第

日

ベ
レ
ン
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
上
陸

1

13

7
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◎
南
米
大
陸
へ
の
第
一
歩

朝

時
半
に
起
き
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
海
が
泥
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
大
ア
マ

５

ゾ
ン
川
の
河
口
か
。
向
こ
う
岸
は
霞
む
ほ
ど
遠
い
。
ア
ン
デ
ス
の
山
並
み
を
発
し
、
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
を
横
断
し
、
大
量
の
泥
と
栄
養
を
大
西
洋
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

。

。

、

。

朝
食
の
の
ち
上
陸
の
支
度

南
米
大
陸
初
上
陸
の
日

ア
マ
ゾ
ン
川
河
口
の
町

ベ
レ
ン

こ
こ
で
は
、
沖
に
停
泊
し
た
ま
ま
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
（
渡
し
船
）
で
上
陸
、
そ
の
後
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
約
１
時
間
で
市
街
地
へ
。
行
く
ま
で
に
１
時
間
半
く
ら
い
か
か
る
。

８
時
半
に
出
発
。
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
が
横
付
け
さ
れ
て
待
っ
て
い
る
。
結
構
波
が
高
く
、

揺
れ
て
い
る
。

乗
り
込
ん
で

分
ほ
ど
で
船
着
き
場
。
何
艘
も
の
船
が
待
っ
て
お
り
、
混

10

ん
で
い
る
。
よ
う
や
く
上
陸
。
記
念
す
べ
き
、
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
第
一
歩
。
と
に
か
く
暑

い
。
日
差
し
が
強
烈
だ
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
１
時
間
で
町
の
中
心
。
プ
レ
ジ
デ

ン
チ
・
ハ
ル
ガ
ス
通
り
。

エ
ス
タ
サ
ン
・
ダ
ス
・
ド
ッ
カ
ス
は
、
元
の
倉
庫
を
再
開
発
し
た
新
し
い
施
設
で
、
店
や

A
TM

=

レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

で
ブ
ラ
ジ
ル
レ
ア
ル

を

入
手
。

＄

１

R

100
R

US

1.8
R

だ
か
ら
、
１
Ｒ
が

円
弱
。
そ
の
と
な
り
が
、
ヴ
ェ
ロ
ペ
ー
ゾ
市
場
。
果
物
、
野
菜
、
肉
、

50

魚
、
穀
物
、
民
芸
品
な
ど
の
店
が
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
る
。
食
べ
物
屋
台
も
あ
る
。

海
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
真
っ
黒
な
ハ
ゲ
ワ
シ
が
え
さ
を
あ
さ
っ
て
い
る
。
公
園
を
過
ぎ
る

M
useu

と
カ
ス
テ
ロ
要
塞
（

。
昔
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
要
塞
の
跡
。
隣
が
宗
教
美
術
館
（

２

）
R
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・
４

）
で
礼
拝
堂
や
展
示
室
が
あ
る
。
か
つ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
こ
の
よ

de
A

rte
Sacra

R

う
な
物
を
持
っ
て
世
界
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
感
想
。

市
内
に
は
、
電
車
の
線
路
の
跡
に
沿
っ
て
、
店
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
衣
料
品
店
が

多
い
。
南
に
１

の
と
こ
ろ
に
あ
る
マ
ン
ガ
ル
・
ダ
ス
・
ガ
ル
サ
ス
公
園
は
と
て
も
い
い
公

km

園
だ
。
中
央
に
塔
が
あ
り
こ
れ
に
登
る
（

）
と
、
公
園
の
全
景
そ
し
て
ベ
レ
ン
の
高
層

３

R

ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
町
並
み
、
そ
し
て
ア
マ
ゾ
ン
川
が
見
え
る
。
こ
こ
に
来
て
初
め
て
、
ベ
レ

ン
は
ア
マ
ゾ
ン
川
の
町
な
の
だ
、
と
実
感
す
る
。
公
園
に
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
あ
り
、

白
鷺
や
真
っ
赤
な
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
キ
が
い
る
。
歩
い
て
プ
レ
ジ
デ
ン
チ
・
ハ
ル
ガ
ス
通
り

沿
い
に
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
戻
る
。
近
く
に

な
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

Y
A

M
A

D
A

り
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
を
買
っ
て
帰
る
。
２
時
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
で

帰
船
は
３
時
半
。
暑
い
中
、
疲
れ
た
一
日
だ
っ
た
。

一
休
み
す
る
と
、
も
う
夕
食
。
こ
の
日
の
テ
ー
ブ
ル
は
フ
ェ
リ
ン
と

人
。
彼
女
が
、
朝

２

鮮
戦
争
の
頃
東
京
に
１
年
い
た
こ
と
、
そ
の
後
大
阪
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
聞
い
た
。

部
屋
に
戻
る
と

「
赤
道
通
過
証
明
書
」

な
る
書
類
が
配

、

C
rossing

The
Equator

C
ertificate

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

緯
度

度

分
・
経
度
西
経

January
13

2012
01:20am

00

00

度

分
で
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
、
ビ
デ
オ
を
見
て
、
寝
て
し
ま
っ
た
。

47

47
つ
め
の
大
陸
に
足
を
運
ん
だ
日
、
２
０
１
２
年

月

日
。

六

1

13

使
っ
た
通
貨

レ
ア
ル
（
約

円
）

20.7

870



- 17 -

歩

29530月

日
（
土
）
第

日

終
日
航
海

1

14

8

上
陸
グ
ッ
ズ

昨
日
の
疲
れ
か
、
朝
起
き
る
と
、
か
ら
だ
が
重
い
。
日
課
の
１
時
間
歩
き
、
水
分
補
給
、

シ
ャ
ワ
ー
、
例
の
ご
と
く
パ
ン
と
フ
ル
ー
ツ
の
朝
食
。
今
日
は
イ
チ
ジ
ク
つ
き
。

船
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
、
新
し
い
所
を
発
見
。
ロ
フ
ト
（
屋
根
裏
部
屋
）
と
そ
こ

か
ら
続
く
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
。

と
か
か
れ
て
い
る
が
。

Teens
only

午
前
中
、
記
録
整
理
、

更
新
。
写
真
を
上
げ
る
の
が
重
い
。
大
き
な
写
真
だ
け
は
あ

W
eb

と
で
条
件
の
い
い
と
き
に
ま
と
め
て

し
よ
う
。

分
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

UP

30

昼
食
に
行
く
と
、
中
華
風
の
屋
台
が
並
ん
で
い
て
、
自
分
で
材
料
を
集
め
て
、
焼
い
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
い
う

。
や
き
そ
ば
を
作
っ

）

て
も
ら
っ
た
の
だ
が
い
ま
い
ち
味
が
違
っ
て
い
る
。
ラ
ー
メ
ン
が
な
つ
か
し
い
。

昨
日
の
上
陸
で
、

シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
の
で
首
筋
が
焼
か
れ
て
、
ひ
り
ひ
り
す
る
。

T

回
上
陸
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
物
を
準
備
す
べ
し
。

３
《
上
陸
グ
ッ
ズ
》

ザ
ッ
ク

水

食
べ
物

タ
オ
ル

地
図

資
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ

財
布

カ
ー
ド

ペ
ン

ノ
ー
ト

傘

A
TM
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キ
ン
ド
ル

電
話

電
池

辞
書

カ
メ
ラ

G
PS

サ
ン
グ
ラ
ス

ポ
ロ
シ
ャ
ツ

帽
子

靴

靴
下

今
日
は
、
２
度
目
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ナ
イ
ト
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ー
ツ
で
食
堂
へ

「
ブ
ラ
ッ
ク

。

＆
シ
ル
バ
ー
」
と
銘
打
っ
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
ら
し
て
い
る
。
エ
ビ
と
ホ
タ
テ
の
グ
リ

ル
、
ス
ー
プ
、
フ
ィ
レ
と
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
ソ
テ
ー
。

イ
タ
リ
ア
の
コ
ス
タ
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
地
中
海
で
座
礁
（

）
し
た
と
い
う
話

run
aground

を
聞
く
。
部
屋
で

を
見
て
い
る
と
、
報
道
さ
れ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス
カ
ー
ナ

C
N

N

地
方
で
の
話
だ
が
、
な
ん
と
あ
っ
け
な
く
座
礁
し
て
し
ま
う
の
か
、
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

時
頃
就
寝
。

10

歩

12283月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

1

15

10

◎
船
内
探
検

６
時
起
床
、
６
時
半
か
ら
歩
く
。
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
、
記
録
整
理
、

更
新
。

W
eb

テ
レ
ビ
の

の
イ
タ
リ
ア
船
の
報
道
に
よ
る
と
、

名
亡
く
な
り
、

名
安
否
不
明
。

C
N

N

３

18

そ
の
後
、
船
内
探
検
。
日
本
に
寄
港
し
た
と
き
の
記
録
が
あ
る
。
神
戸
、
仙
台
、
横
浜
、

。

、

、

「

」

鹿
児
島

読
書

い
く
つ
か
静
か
な
居
心
地
の
い
い
所
が
あ
る
が

階
の
バ
ー

烏
の
巣

９

（

）
は
船
首
に
あ
る
景
色
の
い
い
部
屋
。
明
日
の
上
陸
地
レ
シ
フ
ェ
の
下
調
べ
。

crow
s

nest
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夕
食
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
デ
ー
。
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
シ
ー
フ
ー
ド
前
菜
、
黒
豆
ス
ー
プ
、
白
身
魚

の
フ
ラ
イ
。
イ
タ
リ
ア
船
の
話
題
も
で
る
。

歩
13728月

日
（
月
）
第

日

レ
シ
フ
ェ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
上
陸

1

16

11

◎
南
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ニ
ス
・
レ
シ
フ
ェ
散
歩

６
時
起
床
、
６
時
半
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
レ
シ
フ
ェ
（

）
の
町
が
遠
く
に
見
え

R
ecife

て
く
る
。
白
い
高
層
建
築
が
多
い
。
水
平
線
上
に
見
え
る
そ
の
姿
は
、
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の

よ
う
な
感
じ
。
７
時
半
ま
で
歩
い
て
、
朝
食
。
上
陸
す
る
日
は
、
少
し
し
っ
か
り
食
べ
る
。

８
時
半
出
発
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

分
ほ
ど
の
町
の
中
心
に
あ
る
カ
ー
ザ
・
ダ
・
ク
ル
ツ

10

ー
ラ
（

文
化
の
家
？

）
へ
。
こ
こ
は
、
昔
の
監
獄
を
改
造
し
て
作
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

「

」

セ
ン
タ
ー
で
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
町
歩
き
開
始
。
レ
シ
フ
ェ
は
「
南
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ニ
ス
」
だ
と
か
で
、

つ
の

二

。

、

島
と
陸
地
の
間
に
多
数
の
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
る

橋
を
渡
っ
て
現
代
美
術
館
を
目
指
す
が

行
っ
て
み
る
と
、
建
物
に
看
板
だ
け
あ
り
、
入
り
口
が
開
か
れ
て
い
な
い
。
閉
館
？

、

、

、

橋
を
渡
り

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
地
区
に
戻
り
サ
ン
タ
イ
ザ
ベ
ル
劇
場

ハ
プ
ブ
リ
カ
広
場

カ
ン
ポ
ザ
ス
プ
リ
ン
セ
ザ
ス
宮
殿
と
回
る
。
宮
殿
は
火
曜
金
曜
の
み
公
開
。
残
念
。
と
に
か

く
暑
い
。
歩
い
て
い
る
と
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
焼
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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ヅ
ラ
ー
ダ
・
ダ
・
オ
ル
デ
ン
礼
拝
堂
の
博
物
館
に
入
る
。

世
紀
末
に
作
ら
れ
た
礼
拝
堂

17

は
、
天
井
か
ら
壁
ま
で
金
ぴ
か
。
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
渡
っ
て
き
た
頃
は
、
こ
の
よ
う
な

、

。

、

。

出
で
立
ち
で
宣
教
師
た
ち
が
登
場
し
た
の
か

と

郵
便
局
で

日
本
に
絵
は
が
き
を
送
る

は
が
き
１

切
手

。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
修
道
院
、
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
・
ド
ス
・
グ
レ
ゴ

R

2.7
R、

。

。

リ
ス
大
聖
堂
と
回
り

サ
ン
ジ
ョ
セ
市
場
へ

小
さ
な
店
が
お
び
た
だ
し
い
数
入
っ
て
い
る

市
場
の
反
対
側
に
あ
る
シ
ン
コ
・
ポ
ン
タ
ス
城
塞
に
行
く
。
シ
ン
コ
は
５
だ
か
ら
五
稜
郭

、

、

。

と
同
じ
形
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

つ
な
く
な
っ
て

今
は

つ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ

１

４

博
物
館
が
あ
る
は
ず
が
、
今
、
準
備
中
だ
と
か
。

。

。

市
場
で
半
袖
シ
ャ
ツ
を

で
購
入

カ
ー
ザ
・
ダ
・
ク
ル
ツ
ー
ラ
に
戻
り
店
を
覗
く

25
R

「

」
と
か
い
う
瓶
入
り
の
飲
み
物
を

本

で
購
入
。
の
ど
が
渇
い
た
の
で
街

Tio
Paulo

２

10
R

角
で

と
か
い
っ
て
い
る
椰
子
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。
よ
く
冷
え
て
お
い
し
か
っ
た
。

C
O

C
O

。

。

。

、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
船
に
戻
る

時

カ
レ
ー
味
ビ
ー
フ
ン
の
昼
食

ス
ケ
ッ
チ
を
し
て

２

記
録
整
理
。
入
港
す
る
す
べ
て
の
港
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
つ
も
り
。

夕
食
は
、
エ
ビ
の
カ
ク
テ
ル
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
、
鶏
胸
肉
ソ
テ
ー
。

使
っ
た
通
貨

レ
ア
ル
（
約

円
）

2100

43.7

歩

27055月

日
（
火
）
第

日

終
日
航
海

1

17

12
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地
球
の
反
対
側
の
サ
ー
バ
ー

時
半
起
床
、
例
に
よ
っ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。
そ
の
後
、
昨
日
の

６
レ
シ
フ
ェ
の
記
録
整
理
。
最
後
に
ア
ッ
プ
。
回
線
速
度
が
遅
い
の
で
、
大
き
な
写
真
は
ど
こ

か
条
件
の
い
い
と
こ
ろ
で
ま
と
め
て
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
で
も
、

分
。
通
信
速
度

８

を
見
て
い
る
と
、
最
高
で

か
ら
、
時
に
は

ま
で
落
ち
る
。
そ
れ
で
も
、
大

M
bps

M
bps

36

5.5

西
洋
の
海
の
上
で
、
地
球
の
反
対
側
の
日
本
に
あ
る
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
る
の

か
と
思
う
と
、
不
思
議
な
気
も
す
る
。

と
に
か
く
昨
日
は
暑
い
日
で
、
疲
労
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
午
前
中
の
ん
び
り
す
る
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
と
、
昼
。
今
日
は
午
後
、

時
間
時
計
を
進
め
る
と
い
う
連
絡
が
あ
る
の

1

で
、
正
午
か
ら
夕
食
ま
で
に

時
間
半
し
か
な
い
。
し
か
し
、
船
は
東
に
向
か
っ
て
進
ん
で

４

お
り
、

時
間
遅
ら
せ
る
の
だ
と
思
う
の
だ
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
時
間
に
設
定
さ
れ
た
。

１

夕
食
は

名
。
シ
ー
フ
ー
ド
カ
ク
テ
ル
と
ス
ー
プ
、
鴨
肉
の
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
。

２

日
没
が
遅
く
な
っ
て
お
り
、

時
で
も
明
る
い
。
散
歩
し
て
、
船
室
に
戻
り
、
入
浴
。

７

歩

11644月

日
（
水
）
第

日

終
日
航
海

1

18

13

◎
カ
モ
メ
・S

e
a
G
u
ll

朝

時
過
ぎ
起
床
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
天
気
晴
れ
、
気
持
ち
の
よ
い
朝
。
気
温
は
高
い
。

７
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日
差
し
も
強
い
。

船
の
回
り
に
数
羽
の
カ
モ
メ
（

）
が
飛
ん
で
い
る
。

Sea
G

ull

朝
食
後
、
カ
モ
メ
の
写
真
を
撮
影
。
海
岸
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
船
に
つ

か
ず
は
な
れ
ず
飛
ん
で
い
る
。

を
ア
ッ
プ
し
た
後
、
読
書
。
昼
食
時
間
に
な
り
、
今
日
は
、
マ
カ
ロ
ニ
と
サ
ラ
ダ
。

W
ebま

た
、
写
真
撮
影
。

枚
以
上
撮
っ
て
、
使
え
そ
う
な
写
真
が
数
枚
。
飛
ん
で
い
る
鳥
を

100

船
の
上
か
ら

の
レ
ン
ズ
で
追
い
か
け
、
鳥
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
の
は
結
構
大
変
だ
。

300
mm

青
い
海
で
カ
モ
メ
の
白
が
引
き
立
つ
。

の
テ
レ
ビ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
客
船
難
破
（

）
５
日
目
が
話
題
に
な
っ
て
い

C
N

N
w

reck

る
。
未
だ
に
確
認
で
き
な
い
人
が
い
る
と
か
。

夕
食
は
、
白
身
魚
の
ソ
テ
ー
。
８
時
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
バ
ン
ド
を
見
た
。

、

。

、

明
日
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
入
港

初
の
１
泊
２
日
の
寄
港
だ

資
料
を
少
し
読
ん
で

予
習
。
地
下
鉄
と
バ
ス
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
さ
っ
ぱ
り
だ
。
さ

て
、
ど
う
な
る
。

歩

13968月

日
（
木
）
第

日

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
上
陸

1

19

14

◎
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
博
物
館
巡
り

時
に
目
が
覚
め
、
二
度
寝
を
し
た
ら

時
半
に
な
っ
て
い
た
。
今
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

５

７
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な
し
。
た
ぶ
ん
体
が
睡
眠
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
湾
口
に
か
か
る
橋
を
く
ぐ
り
、
港
へ
と
近
づ
い
て
い
る
。

朝
食
の
あ
と
、
上
陸
の
用
意
。
今
日
は
波
止
場
に
横
着
け
な
の
で
簡
単
に
シ
テ
ィ
セ
ン
タ

に
出
る
。
こ
こ
は
、
か
つ
て
、
首
都
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
機
能
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
、
経

済
・
文
化
な
ど
の
中
心
で
あ
る
。

を
探
し
て
お
金
を
お
ろ
す
。
表
示
さ
れ
る
金
額
が
、

＄

と
か

＄
と
か

A
TM

40
R

90
R

140

＄
と
か
の
き
り
の
よ
く
な
い
数
字
が
並
ん
で
い
る
。

＄
お
ろ
し
て
み
た
。
あ
と
で
、

R

140
R

＄

お
ろ
す
と
、

＄
が
２
枚
出
て
き
て
、
非
常
に
使
い
勝
手
が
悪
い
の
だ
。

100
R

50
R

に
ぎ
や
か
な
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
大
通
り
を
進
み
、
カ
ン
デ
ラ
リ
ア
教
会
を
見
物
に
行
っ
て
み

る
と
、
結
婚
式
ら
し
く
着
飾
っ
た
一
団
が
写
真
を
取
り
合
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
進
む
と
、
山
の
会
の

さ
ん
に
勧
め
ら
れ
た
店

「
三
浦
」
の
あ
る
ビ
ル
。
中
に

、

N

入
る
と

「
リ
オ
の
秋
葉
原
！
」

、
電
話
や
、
そ
の
手
の
店
だ
ら
け
だ
。
昼
に
食
べ
に
来

、

PC

る
こ
と
に
し
て
、
す
ぐ
先
の
、
国
立
美
術
館
に
行
く
。
向
か
い
は
市
立
劇
場
、
隣
は
国
立
図

書
館
の
立
派
な
建
物
。
８

＄
。
ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
マ
の
彫
刻
か
ら
始
ま
り
、

世
紀
の
ブ
ラ

R

20

ジ
ル
の
画
家
た
ち
の
作
品
ま
で
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
館
員
が
軍
服
の
よ
う
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
軍
人
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
の
は
ち
ょ
っ
と
い
た
だ
け
な
い
。
の
ど
が
渇
き
、
二

回
も
給
水
器
で
水
を
飲
ん
だ
。

、

。

。

。

１
時
間
ほ
ど
見
た
後

次
の
国
立
歴
史
博
物
館
へ

分
ほ
ど
で
着
く

と
に
か
く
暑
い

15
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日
差
し
が
強
く
、
く
ら
く
ら
す
る
よ
う
で
、
途
中
公
園
で
座
り
込
み
給
水
。
歴
史
博
物
館
は

南
国
風
の
建
物
で
、
庭
に
は
椰
子
の
木
が
並
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
は
６

＄
。
最
初
の
部
屋

R

は
博
物
館
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
だ
が
、
冷
房
が
効
い
て
い
て
と
て
も
心
地
よ
い
。
こ
ち
ら
の
建

物
は
、
比
較
的
新
し
く
造
ら
れ
た
よ
う
で
、
全
館
冷
房
の
、
快
適
な
展
示
棟
で
あ
っ
た
。

、

、

、

。

次
に

チ
ラ
デ
ン
チ
ウ
ス
宮
殿
に
回
っ
た
が

こ
ち
ら
は
２
月
か
ら
公
開
と
あ
り

残
念

で
、
先
の
三
浦
に
１
時
過
ぎ
。
行
っ
て
び
っ
く
り
。
客
が
ぎ
っ
し
り
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に

席
を
作
っ
て
も
ら
う

「
三
浦
う
ど
ん
」
と
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
ビ
ー
ル
を
頼
む
。
他
の
客
は
、

。

マ
グ
ロ
や
サ
ー
モ
ン
の
握
り
や
海
苔
巻
き

「
海
苔
巻
き
の
天
ぷ
ら

、
焼
き
そ
ば
の
の
っ

、

」

た
プ
レ
ー
ト
等
を
食
べ
て
い
る
。
中
に
は
、
升
で
日
本
酒
の
女
性
も
い
る
。
う
ど
ん
は
、
細

麺
で
つ
ゆ
の
色
が
濃
い
が
い
い
味
だ
っ
た
。

＄
。
明
日
も
こ
こ
で
昼
に
し
よ
う
か
。

47
R

そ
の
後
、
国
立
博
物
館
に
行
く
た
め
地
下
鉄
の
カ
リ
オ
カ
駅
に
行
く
。
切
符
売
り
場
の
長

い
行
列
に
た
じ
ろ
い
だ
が
、
意
を
決
し
て
並
ぶ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
し
か
通
じ
な
く
、
チ
ャ
ー

ジ
で
き
る
切
符

と
言
っ
た
の
に
く
れ
た
の
は
、
シ
ン
グ
ル
の
切
符
。
こ
ち
ら
の

PR
E-PA

G
O

切
符
は
、
ど
れ
も
同
じ
大
き
さ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー
ド
な
の
だ
。
再
度
並
ん
で

回
分

10

チ
ャ
ー
ジ
し
た
カ
ー
ド
を
購
入
。
改
札
口
か
ら
入
っ
て
み
る
と
ま
た
び
っ
く
り
。
カ
リ
オ
カ

の
よ
う
な
二
本
の
線
が
平
行
し
て
走
る
大
き
な
駅
で
は
、
人
の
流
れ
が
一
方
通
行
に
な
る
よ

う
に
、
電
車
が
来
る
と
降
車
口
が
開
き
、
次
に
反
対
側
の
ド
ア
が
開
い
て
乗
車
口
に
な
る
の

だ
。
当
然
、
上
り
（
北
行
き
）
と
下
り
（
南
行
き
）
は
全
く
違
う
ホ
ー
ム
に
な
る
。
と
い
う
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こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
北
行
き
に
乗
り
た
い
の
に
南
行
き
し
か
こ
な
い
。
仕
方
な
く
、
一
つ

南
に
戻
る
。
こ
こ
は
小
さ
な
駅
だ
か
ら
上
り
下
り
が
同
じ
ホ
ー
ム
か
ら
出
て
い
る
の
で
反
対

側
に
乗
り
換
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
改
札
を
出
て
し
ま
っ
た
。

＄
の
授
業
料
で
あ
っ

3.1
R

た
が
、
こ
れ
で
リ
オ
の
地
下
鉄
に
は
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５
つ
先
の
駅
で
降
り
て
、
公
園
の
中
を
行
く
と
国
立
博
物
館
。
建
物
は
、
昔
の
コ
ロ
ニ
ア

ル
様
式
の
大
き
な
建
物
。
３

＄
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
く
、
一
部
分
し
か
使
わ
れ
て
い

R

。

、

。

な
い

こ
ち
ら
は
エ
ア
コ
ン
は
全
く
な
く

い
く
つ
か
の
部
屋
で
窓
か
ら
の
風
が
心
地
よ
い

歴
史
博
物
館
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
自
然
史
博
物
館
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
。

、

。

、

４

時
に
な
っ
た
の
で

船
に
戻
る
こ
と
に
す
る

地
下
鉄
で
ウ
ル
グ
ア
イ
ア
ナ
駅
で
降
り

プ
レ
ジ
デ
ン
チ
バ
ル
ガ
ス
大
通
り
、
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
大
通
り
を
通
り
、
波
止
場
に
戻
り
、
乗

船
。
途
中
で
買
っ
た
ビ
ー
ル
が
冷
え
て
い
て
、
カ
ラ
カ
ラ
に
渇
い
た
の
ど
に
染
み
渡
る
。
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
夕
食
時
間
。
サ
ー
モ
ン
の
前
菜
、
ト
マ
ト
ス
ー
プ
、
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
入

。

、

、

り
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

今
日
は

上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
メ
リ
カ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
と
か
で

メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
が
ら
空
き
だ
っ
た
。

歩

28281

月

日
（
金
）
第

日

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
上
陸
・

日
目

1

20

15

2

◎
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
名
所
巡
り
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今
日
は
９
時
出
発
。
歩
い
て
ウ
ル
グ
ア
イ
ア
ナ
駅
ま
で
行
き
、
地
下
鉄
で
南
へ
。
北
行
き

が
ガ
ラ
ガ
ラ
な
の
に
南
行
き
は
ぎ
っ
し
り

今
日
は
休
日
な
の
で

海
を
楽
し
む
人
た
ち
か
？

。

、

ボ
タ
フ
ォ
ゴ
ま
で
行
っ
て
降
り
、
タ
ク
シ
ー
で
コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
丘
の
登
り
口
、
コ
ズ
メ

。

。

、

。

）

ベ
ー
リ
ョ
へ

時

＄

行
っ
て
み
る
と

大
混
雑

ト
ラ
ム
の
チ
ケ
ッ
ト(

＄

10

16
R

43
R

、

。

。

は

な
ん
と
乗
車
時
刻

時

こ
こ
で
２
時
間
待
っ
て
い
た
ら
今
日
一
日
終
わ
っ
て
し
ま
う

12

そ
こ
に
い
る
タ
ク
シ
ー
と
掛
け
合
っ
て
、
イ
パ
ネ
マ
の
ビ
ー
チ
に
行
っ
て
く
る
こ
と
に
し

た
。
と
い
っ
て
も
、
英
語
は
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
運
ち
ゃ
ん
。

＄
で
行
く
こ
と
に
な
っ

40
R

た
。
行
っ
て
み
る
と
、
途
中
ロ
ド
リ
ド
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
湖
を
通
っ
て
、
イ
パ
ネ
マ
ま
で

は

分
で
着
く
。
湖
の
周
り
は
、
す
っ
か
り
観
光
地
。

20イ
パ
ネ
マ
の
ビ
ー
チ
は
、
ま
さ
し
く
別
世
界
。
白
い
砂
が
広
が
り
、
遠
く
は
大
西
洋
。
そ

し
て
背
後
に
は
白
い
ビ
ル
が
林
立
し
、
太
陽
は
さ
ん
さ
ん
と
輝
き
、
人
々
は
、
波
と
戯
れ
、

浜
に
横
た
わ
り
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に
興
じ
、
と
い
う
絵
に
描
い
た
よ
う
な
世
界
で
あ
っ
た
。

浜
辺
を

分
ほ
ど
さ
ま
よ
い
、
タ
ク
シ
ー
に
戻
り
コ
ズ
メ
ベ
ー
リ
ョ
へ
。
無
駄
に
し
な
か
っ

20

た

時
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
そ
の
あ
た
り
を
歩
く
と
、

時
に
な
り
、
ト
ラ
ム
へ
。

１

12

分
ほ
ど
で

の
岩
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
山
頂
駅
に
つ
く
。
歩
い
て
（
エ
レ
ベ
ー
タ
と

20

700
m

エ
ス
カ
レ
ー
タ
も
あ
る
の
だ
が
）
登
る
と
、
高
さ

の
大
キ
リ
ス
ト
像
が
立
っ
て
い
る
。

39.6
m

こ
れ
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
コ
ル
コ
バ
ー
ド
の
キ
リ
ス
ト
像
で
あ
る
。

海
か
ら
く
っ
き
り
と
見
え
、
港
の
目
印
に
な
っ
て
い
る
。
リ
オ
の
景
色
は
す
ば
ら
し
い
、
の
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ひ
と
こ
と
。
町
並
み
、
あ
る
い
は
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
や
イ
パ
ネ
マ
の
海
岸
、
そ
し
て
海
。
人
が

。

、

。

多
い
の
が
難
点
だ
が

下
り
の
ト
ラ
ム
も
混
ん
で
い
て

分
後
の
便
に
よ
う
や
く
乗
れ
た

20

タ
ク
シ
ー
で
地
下
鉄
駅
へ
。
現
金
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

＄

カ
ー
ド
で
払

12
R

う
。
昼
食
を
昨
日
の
「
三
浦
」
で
食
べ
よ
う
と
カ
リ
オ
カ
駅
に
戻
っ
て
み
る
と
、
今
日
は
ホ

リ
デ
ー
だ
と
か
で
、
町
中
、
店
や
会
社
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
歩
く
人
も
多
く
な
い
。
買
い
物

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
だ
め
。
現
代
美
術
館
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
残
り

時
間
と
中

１

途
半
端
な
時
間
。
途
中
で
冷
た
い
ビ
ー
ル
と
絵
は
が
き
を
買
っ
て
３
時
過
ぎ
に
船
に
戻
る
。

R
IO

G
U

ID
E

M
apa

波
止
場
の
観
光
案
内
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
地
図
は
で
き
が
よ
い

（

と

。

）
特
に
地
図
の
方
は
よ
い
。
惜
し
い
こ
と
に
、
紙
質
が
悪
く
、
使
う
と
破
れ
る
の
が

do
R

io

難
点
。
ち
な
み
に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
は
、

：
一
月
の
川
の
意

river
ofJanuary

、

、

。

、

ピ
ザ
を
つ
ま
ん
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

冷
た
い
ビ
ー
ル
で
の
ど
を
潤
す

そ
の
う
ち
に

外
の
景
色
が
変
わ
り
、
船
が
動
い
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。

夕
食
は
、
牡
蠣
、
ス
ー
プ
、
茹
で
た
鱈
。

二
日
間
で
使
っ
た
通
貨

＄
（
約

＄

、
約
１
万
円
）

240
R

137
US

歩

17446月

日
（
土
）
第

日

終
日
航
海

1

21

16

通
信
速
度
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７
時
に
起
き
て
、
一
時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
昨
夜
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
、
甲
板
は
濡
れ
て

い
た
が
天
気
は
回
復
し
て
晴
れ
て
き
て
い
る
。
風
も
そ
ん
な
に
強
く
な
く
、

な
一
日

Lovely
の
始
ま
り
。
軽
く
汗
を
か
き
、
ジ
ュ
ー
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。

二
日
分
た
ま
っ
た

の
原
稿
作
り
。
昼
前
に
よ
う
や
く
完
了
。
た
だ
、
通
信
料
金
が

W
eb

か
か
る
の
で
、
拡
大
写
真
は
ど
こ
か
で
ま
と
め
て

で
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
で
も

FTP

）
。

、

、

、

。

分
間(

円
か
か
る
！

通
信
速
度
は

相
変
わ
ら
ず

か
ら

と
遅
い

M
bps

16

320

5.5

16

24

、

。

、

。

作
業
を
し
な
が
ら

回
目
の
洗
濯

こ
ち
ら
は

洗
い
１
時
間
と
乾
燥
１
時
間
で
完
了

二

昼
食
は
チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
。
午
後
は
天
気
が
よ
く
、
せ
っ
か
く
水
着
を
持
っ
て
き
た
か
ら

プ
ー
ル
に
行
く
。

四
方
の
小
さ
な
物
だ
。
少
し
泳
い
で
、
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
ー
で
甲
羅
干

５
ｍ

。

。

、

。

。

。

し

吹
き
渡
る
風
が
さ
わ
や
か

そ
の
後

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
下
調
べ

読
書

昼
寝

、

、

、

。

、

今
日
は

フ
ォ
ー
マ
ル
の
日

３
回
目
だ
が

同
じ
服

シ
ャ
ツ
が
ち
ょ
っ
と
違
う
け
ど

代
わ
り
映
え
し
な
い
。
テ
ー
マ
は
、

と
銘
打
っ
た

「
ブ
ラ
ジ
ル

Sam
ba

C
O

PA
C

A
B

A
N

A

、

祭
」
と
い
っ
た
風
。
食
事
は
エ
ス
カ
ル
ゴ
、
ミ
ネ
ス
テ
ロ
ー
ネ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
ポ
ッ
ト
パ

イ
。
船
の
映
画
館
で
「
エ
ビ
ー
タ
」
を
見
る
。
い
よ
い
よ
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
だ
。

歩

13136月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

1

22

17

◎

日
が

時
間
の
日
を

回
＝

日

1

25

24

1
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、

。

、

。

７
時
に
起
き
て

１
時
間
歩
く

曇
り
だ
が

明
る
く
な
っ
て
青
空
が
見
え
始
め
て
い
る

昨
日
も
同
じ
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
夜
の
う
ち
天
気
が
悪
く
、
日
が
差
す
と
雲
が
上
が
っ
て
い

く
、
と
い
う
具
合
か
も
し
れ
な
い
。
汗
を
か
き
、
ジ
ュ
ー
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。

配
ら
れ
て
い
る

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
Ａ
３
・
３
枚
裏
表
）
に
は
、
イ

N
ew

Y
ork

Tim
es

タ
リ
ア
ク
ル
ー
ズ
船
の
記
事
が
ま
だ
載
っ
て
い
る
。

昨
夜
は
、
今
夜
１
時
間
時
計
を
戻
せ
（

）
と
い
う
指
示
が
入
っ
て
い
た
。
夜
が

時

B
ack

１

間
延
び
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
、
西
に
向
か
っ
て
航
海
を
し
て
い
く
と
、
１
日
が

時
25

間
の
日
を

回
過
ご
す
と
、
西
回
り
世
界
一
周
。
当
然
ど
こ
か
で
、

日
な
く
な
り
つ
じ
つ

１

24

ま
が
合
う
の
だ
が
、
そ
れ
が
、
日
付
変
更
線
で
あ
る
。
一
日
が

時
間
長
い
日
々
に
な
る
。

１

、

、

。

逆
だ
と

睡
眠
不
足
に
な
る
が

西
回
り
だ
と
１
時
間
ず
つ
夜
が
長
く
な
る
の
で
楽
で
あ
る

昨
日
分
の
記
録
整
理
。
疲
れ
を
感
じ
る
の
で
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
読
書
。
明
日
の
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
の
資
料
を
読
む
。

昼
食
。
マ
カ
ロ
ニ
と
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
。
そ
の
後
、
読
書
、
散
歩
。

そ
し
て
夕
食
。
今
日
は

「
日
本
料
理
」

の

添
え
と
い
う
前
菜
と
エ
ビ

、

tuna
sashim

i
soba

と
野
菜
の

が
出
て
い
た
の
で
食
べ
て
み
た
。
エ
ビ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ア
ス
パ
ラ

Tem
pra

の
天
ぷ
ら
が
出
て
い
た
。
海
上
で
の
一
日
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
経
過
す
る
。

歩

11231
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月

日
（
月
）
第

日

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
上
陸

1

23

18

◎
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
町
歩
き

６
時
過
ぎ
起
床
、
外
に
陸
地
が
見
え
る
。
歩
く
支
度
を
し
て
外
に
出
て
み
る
と
、
海
は
、

茶
色
の
泥
の
海
。
ラ
プ
ラ
タ
川
の
河
口
に
入
っ
た
の
だ
。
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
く
る
。
こ
の

船
、

と
同
型
船
の

が
隣
に
接
岸
し
て
い
る
。

A
m

sterdam
V

eendam

シ
ャ
ワ
ー
・
朝
食
の
後
、
９
時
に
出
発
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
波
止
場
の
入
口
ま
で
移
動
。

（
ラ
プ
ラ
タ
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
と
書
か
れ
て
あ
る
、
海
港
の
出
入

Term
inals

R
io

de
la

Plata

国
管
理
事
務
所
だ
。
広
い
通
り
を
歩
い
て
行
く
と
、
レ
テ
ィ
ー
ロ
駅
。
駅
前
広
場
に
「
英
国

塔
」
と
い
う
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
塔
の
よ
う
な
塔
が
立
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
関
係

が
良
好
な
時
期
に
作
ら
れ
、
そ
の
公
園
も
「
イ
ギ
リ
ス
広
場
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
フ
ォ
ー

ク
ラ
ン
ド
戦
争
以
来
、
関
係
が
悪
化
し
、
今
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
空
軍
広
場
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
く
サ
ン
マ
ル
テ
ィ
ン
広
場
を
過
ぎ
る
と
フ
ロ
リ
ダ
通
り
で
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
一
の
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
で
あ
る
。
歩
い
て
い
る
と

の
支
店
。
こ
こ
で
ア
ル

citibank

ゼ
ン
チ
ン
ペ
ソ
を
入
手
。
＄
と
表
示
す
る
の
で
、
紛
ら
わ
し
い
の
だ
が
、

ペ
ソ
＝

円
く

１

20

ら
い
で
、

ペ
ソ
（
＄
）
下
ろ
し
た
ら
、

円
と
レ
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
た
。

＄
か
ら

500

9568

US

、

。

始
ま
り

＄

そ
し
て
こ
こ
の
ペ
ソ
＄
と
値
段
が
次
々
に
違
う
の
で
頭
が
つ
い
て
い
か
な
い

R

本
屋
で
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
と
リ
オ
の
都
市
地
図
を
購
入
。

そ
の
ま
ま
進
ん
で
、
５
月
広
場
、
こ
の
回
り
に
は
、
教
会
、
国
営
銀
行
、
大
統
領
府
、
財
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務
省
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
大
統
領
府
の
前
は
、
な
ん
と
、
写
真
展
が
開
か
れ
、
大
統
領
と

婦
人
の
「
活
躍
」
の
写
真
パ
ネ
ル
が
お
か
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
入
っ
て
い
る
。
な
ん
と

の
ど
か
な
・
・
・
。
こ
の
周
辺
に
、
博
物
館
が
あ
る
は
ず
が
、
う
ま
く
探
せ
な
い
。

、

、

。

少
し
歩
い
た
レ
サ
ー
マ
公
園
に
い
き

国
立
歴
史
博
物
館
を
さ
が
す
も

休
み
で
あ
っ
た

公
園
で
し
ば
し
休
ん
で
、
北
上
し
地
下
鉄

線
の

駅
ま
で
歩
き
、
乗
車
。
切

independencia

C

符
を
買
い
、
改
札
機
に
通
す
と
バ
ー
が
回
る
。
日
本
の
銀
座
線
を
作
る
と
き
に
こ
の
街
の
地

下
鉄
を
参
考
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

駅
ま
で
乗
車
。

D
iagoalN

orte

降
り
て
、
オ
ベ
リ
ス
ク
を
通
り
、
コ
ロ
ン
劇
場
。
こ
の
劇
場
は
、
周
辺
が
工
事
中
で
あ
っ

た
が
、
威
風
堂
々
と
し
た
建
物
で
、
ミ
ラ
ノ
・
パ
リ
と
と
も
に
世
界
の
三
大
劇
場
と
い
わ
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
次
に
、
高
級
住
宅
街
の
レ
コ
レ
ー
タ
に
あ
る
、
レ
コ
レ
ー
タ
墓
地
に
エ
ビ

ー
タ
の
墓
を
訪
ね
る
。
墓
地
と
は
い
え
、
立
派
な
石
の
建
物
が
林
立
し
迷
子
に
な
り
そ
う
な

と
こ
ろ
だ
。
近
く
の
国
立
美
術
館
は
、
休
み
で
あ
っ
た
。

レ
テ
ィ
ー
ロ
駅
ま
で
戻
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
見
つ
け
、

分

＄
で
ア
ク
セ

15

3.5

ス
。
ブ
ラ
ウ
ザ
は
日
本
語
も
表
示
が
で
き
る
。
入
力
で
き
な
い
が
。
メ
ー
ラ
ー
ソ
フ
ト
を
落

と
し
て
、
保
存
し
た
。

も
デ
ー
タ
と
ソ
フ
ト
を

メ
モ
リ
ー
を
使
っ
て

で
き
る
か

FTP
U

SB

UP

も
し
れ
な
い
。
ラ
プ
ラ
タ
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
向
か
う
。
３
時
半
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、

。

。

、

、

。

船
に
戻
る

暑
い
日
だ
っ
た

夕
食
は

ガ
ウ
チ
ョ
風
ス
テ
ー
キ
と
か
で

牛
肉
の
串
焼
き

な
お
、
船
内
で
、

（
胃
腸
の
病
気
）
が
発
生
し
て
い
る
と
言
う
こ

gastroinstinal
illness

GI
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と
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
の
連
絡
文
書
が
２
日
続
け
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
食
事

中
の
い
く
つ
か
の
対
応
が
変
更
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
調
味
料
は
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
、

と
か
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
も
、
自
分
で
取
ら
ず
に
係
に
取
っ
て
も
ら
う
、
と
か
だ
。

歩
41113月

日
（
火
）
第

日

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
上
陸

日
目

1

24

19

2

◎
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
町
歩
き:

ボ
カ
、
カ
ミ
ニ
ー
ト

、

、

。

、

。

朝

雷
雨
が
あ
っ
た
ら
し
い

デ
ッ
キ
は
濡
れ
て
い
た

歩
い
て
朝
食
の
後

９
時
出
発

レ
テ
ィ
ー
ロ
駅
ま
で
歩
い
て
行
き
、
地
下
鉄

線
で
、
終
点
の
コ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
シ
オ
ン

C

（
憲
法
）
駅
ま
で

分
ほ
ど
乗
る
。
結
構
混
ん
で
い
る
。
車
内
の
電
光
掲
示
板
の
時
計
が
８

15

分
違
う
。
朝
の
時
間
に
公
共
の
乗
り
物
の
時
計
が
違
っ
て
い
て
も
済
む
こ
の
お
お
ら
か
さ
。

終
点
の
コ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
シ
オ
ン
駅
は
、
鉄
道
が
出
て
い
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
だ
。

タ
ク
シ
ー
で
ボ
カ
、
カ
ミ
ニ
ー
ト
へ
、
途
中
、
大
き
な
ス
タ
ジ
ア
ム
の
脇
を
通
っ
た
が
、

こ
れ
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
チ
ー
ム
、
ボ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
。
カ
ミ
ニ
ー

ト
は
原
色
の
カ
ラ
フ
ル
な
色
で
建
物
が
塗
ら
れ
て
い
る
、
い
か
に
も
南
米
的
な
陽
気
な
町
並

み
。
と
て
も
た
の
し
い
と
こ
ろ
だ
。
タ
ン
ゴ
は
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
と
か
で
、
街
に
は
観
光

客
相
手
の
ダ
ン
サ
ー
が
た
く
さ
ん
。
ボ
カ
は
、
か
つ
て
の
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
唯
一
の
港

だ
っ
た
街
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
出
入
り
口
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。



- 33 -

キ
ン
ケ
ラ
マ
ル
テ
ィ
ン
美
術
館
は

時
開
館
。
キ
ン
ケ
ラ
マ
ル
テ
ィ
ン
は
画
家
で
、
こ
の

11

地
区
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
港
の
風
景
の
絵
が
印
象
的
。
力
強
い
港
湾
労
働
者
の
姿
や
港
の

火
事
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
引
率
さ
れ
て
見
学
に
来
て
お
り
、
騒
然
と
し
た

。

、

。

、

雰
囲
気
は
あ
っ
た
が
・
・
・

セ
ラ
博
物
館
の
方
は

蝋
人
形
館
で
あ
る

＄
も
し
た
が

20

ち
ょ
っ
と
数
が
少
な
い
。

時
近
く
に
な
る
と
、
次
々
に
観
光
客
が
来
て
、
に
ぎ
や
か
だ
。

12

タ
ク
シ
ー
で
レ
サ
ー
マ
公
園
に
行
く
。
歴
史
博
物
館
は
、
休
み
。
な
ん
と
水
曜
か
ら
土
曜

M
useo

de
La

ま
で
開
館
と
の
こ
と

週
休

日
！
都
心
に
戻
り
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
美
術
館

。

（

３

）
は
２
階
の
お
も
ち
ゃ
の
展
示
の
み
だ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ブ
ロ
セ
ッ
テ
ィ
民
族

C
iudad

学
博
物
館
（

）
は
工
事
中
の
よ
う
で
入
れ
ず
残
念
。

M
useo

Etnografico
"Juan

B
.A

m
brosetti

、

。

大
統
領
府
の
前
に
広
場
に
は

何
か
抗
議
を
し
て
い
る
ら
し
い
横
断
幕
が
張
ら
れ
て
い
た

フ
ロ
リ
ダ
通
り
で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
購
入
（

ペ
ソ

。
英
国
塔
を
経
て
、
レ
テ
ィ
ー
ロ
駅

）

198

に
戻
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
入
り
、
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
を
購
入
後
、
船
に
戻
る
。

船
内
で
は
、

は
コ
ー
ド
レ
ッ
ド
だ
と
か
で
、
洗
濯
室
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

GI

５
時
に
第
２
回
目
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
後
、
夕
食
。
子
牛
の
レ
バ
ー
ソ
テ
ー
。

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
２
日
間
に
使
っ
た
通
貨
、

ペ
ソ
、
約

円

498

9800

歩

33017月

日
（
水
）
第

日

ウ
ル
グ
ア
イ
・
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
上
陸

1

25

20
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◎
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
は
気
持
ち
の
よ
い
街

、

（

）

、

、

昨
夜
は

１
時
間
進
め
る

指
示
が
出
て
い
た
の
で

実
質
夜
が
１
時
間
短
く

forw
ard

。

、

、

。

７
時
に
起
き
た

ラ
プ
ラ
タ
河
の
河
口
に
い
る
の
に

波
が
結
構
高
く

船
は
揺
れ
て
い
た

今
航
海
で
初
め
て
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
揺
れ
る
に
違
い
な
い
が
。

時
間
歩
い
て
、
朝
食
。

１

入
港
時
間
が
遅
れ
て
い
た
よ
う
で
、
８
時

分
頃
入
港
。
９
時
に
出
発
。
波
止
場
に
停
泊

45

し
、
歩
い
て
行
け
る
の
で
楽
。
波
止
場
を
出
る
と
こ
ろ
で
、
観
光
局
の
若
者
が
「
モ
ン
テ
ビ

」

（

）

、

デ
オ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

西
・
英
語
版

を
配
っ
て
い
た
が

こ
れ
は
と
て
も
役
に
立
っ
た
。

出
た
ら
す
ぐ
、
市
場
（

）
で
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
進
み
、

M
ercado

de
Puerto

、

、

、

、

サ
バ
ラ
広
場
を
通
り

憲
法
広
場

独
立
広
場

７
月

日
通
り
を
通
り
カ
ガ
ン
チ
ャ
広
場

18

市
庁
舎
に
至
る
。
約

分
。
市
庁
舎
の
前
に
は
、
ダ
ビ
デ
像
が
立
っ
て
い
る
。

30

銀
行
に
行
く
。
こ
こ
の
ペ
ソ
は
、

ペ
ソ
≒

円
で
、
＄
と
表
示
を
し
て
い
る
。

ペ
ソ

1

4

600

お
ろ
し
た
。
ぶ
ら
ぶ
ら
戻
り
な
が
ら
、
お
土
産
屋
で
シ
ン
ブ
ル
と
絵
は
が
き
を
買
う
。

＋
75

＄
（
ペ
ソ

。
ス
ー
パ
ー
を
見
つ
け
、
歯
磨
き
と
ワ
イ
ン
、
水
と
ビ
ー
ル
を
買
う
。
ワ
イ

）

10ン
が
と
て
も
安
い

ウ
ル
グ
ア
イ
産
テ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ン
は

箱
入
り
１
リ
ッ
ト
ル
で

＄

約

。

、

（

57

円

、
そ
れ
に
対
し
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
瓶
ビ
ー
ル
は

＄
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
は

＄
。

）

240

39

20

街
は
、
整
然
と
し
て
、
歩
い
て
い
て
気
持
ち
が
よ
い
。
碁
盤
目
状
に
通
り
が
走
り
、
ほ
と

ん
ど
の
通
り
は
一
方
通
行
、
こ
れ
が
交
互
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
歩
く
の
も
安
心
だ
。
日
本
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で
も
こ
う
な
ら
な
い
も
の
か
し
ら
と
思
う
。

M
useo

de
la

独
立
広
場
に
立
つ
サ
ル
ボ
宮
殿
は
、
格
調
高
い
高
層
建
築
で
あ
る
。
隣
に
、

と
い
う
「
大
統
領
の
家
」
博
物
館
が
あ
る
。
入
場
無

C
asa

de
G

obierno
Edifico

Jose
A

rtigas

料
で
、
様
々
な
歴
史
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。

少
し
先
の
、
ガ
ウ
チ
ョ
博
物
館
（
無
料
）
は
、
ガ
ウ
チ
ョ
（
牧
童
）
に
か
か
わ
る
物
を
展

示
し
て
お
り
、
革
製
品
、
銀
製
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
あ
る
歴
史
博
物
館

は
工
事
中
で
開
い
て
い
な
か
っ
た
。
装
飾
芸
術
博
物
館
（

無
料
）
は
サ
バ
ラ

Taranco
Palace

広
場
の
隣
に
あ
る
昔
の
宮
殿
で
、
中
に
は
、

世
紀
か
ら

世
紀
ま
で
の
様
々
な
装
飾
品
が

16

20

展
示
さ
れ
て
い
る
。

(

＄
）
は
先
住
民
の
芸
術

M
useo

de
A

rt
Precolum

bno
e

Indigena
M

A
PI

60

を
テ
ー
マ
に
し
た
美
術
館
で
広
く
は
な
い
が
中
～
南
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
を
扱
っ
て
い
る
美

術
館
。

（

＄
）
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
に
関
す
る
展
示
物
を
集
め
て
い
る
。

M
useo

de
C

arnaval
65

市
場
に
行
く
と
、
焼
き
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
が
何
軒
も
あ
り
、
客
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
土
産

物
を
売
る
店
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
手
頃
な
規
模
の
街
に
、
見
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
い
い
街
で
あ
る
。
人
々

は
親
切
で
、
な
か
な
か
気
持
ち
の
よ
い
街
だ
が
、
郵
便
局
で
、
切
手
売
場
に
二
人
客
が
い
る

の
に
、
局
員
は
し
ば
ら
く
誰
も
対
応
せ
ず
、
そ
れ
を
怒
る
風
で
も
な
い
、
そ
ん
な
面
も
あ
る

の
か
も
。
切
手

＄
。
帽
子
（

＄
）
と
絵
は
が
き
を
買
い
３
時
過
ぎ
に
船
に
戻
っ
た
。

22

100

そ
の
後
夕
食
。
サ
ー
モ
ン
ソ
テ
ー
。
６
時
半
頃
出
航
。
２
日
の
航
海
の
後
、
次
は
、
フ
ォ
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ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
だ
。
夕
食
時
の
雑
談
で
、
も
う

日
が
過
ぎ
た
の
か
、
と
驚
い
た
。

20

日
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

時
で
も
ま
だ
日
が
落
ち
て
い
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
白
夜

９

の
南
極
に
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
南
緯

度
。
日
本
の
ち
ょ
う
ど
反
対
だ
。

35

使
っ
た
通
貨

ペ
ソ
、
約

円

600

2400

歩

34589月

日
（
木
）
第

日

終
日
航
海

1

26

21

◎
ア
ホ
ウ
ド
リ

明
け
方
う
ね
り
が
大
き
く
な
り
、

度
ほ
ど
目
を
覚
ま
す
。

時
に
起
き
て
、
ウ
ォ
ー
キ

２

７

ン
グ
。
鳥
が
飛
ん
で
い
る
。
朝
食
後
、
写
真
を
撮
り
に
行
く
。
船
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る

た
め
な
か
な
か
と
れ
な
い
が
、

時
間
粘
っ
て
そ
れ
ら
し
い
写
真
を
撮
る
。
船
の
周
り
に
つ

一

か
ず
離
れ
ず

～

羽
ほ
ど
が
飛
ん
で
い
る
。

６

７

昨
日
の
記
録
を
整
理
し
た
ら
昼
に
な
っ
て
い
た
。
昼
食
に
行
く
。
今
日
は
、
牛
肉
の
パ
イ

。

、

。

、

。

と
鶏
肉
の
パ
イ

そ
の
後

図
書
室
に
行
く

の
影
響
で

完
全
閉
架
式
に
な
っ
て
い
る

GI

司
書
に
頼
ん
で
鳥
類
図
鑑
を
出
し
て
も
ら
う
。
調
べ
て
み
る
と
、

（
黒
っ
ぽ

Sooty
A

lbatross

）

。

、

、

、

い
ア
ホ
ウ
ド
リ

の
よ
う
だ

ア
ホ
ウ
ド
リ
は

白
に
黒
が
ほ
と
ん
ど
だ
が

色
はbrow

n

、

、

。

大
き
さ

～

～

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
型
の
し
っ
ぽ
と
灰
色
の
足
を
持
つ

と
あ
る

84

89
cm

1.8

3
kg

分
布
は
、
南
ア
メ
リ
カ
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
大
西
洋
南
部
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
の
イ
ン
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ド
洋
南
部
と
あ
る
。
実
に
、
驚
く
べ
き
鳥
だ
。
陸
か
ら
遙
か
離
れ
た
、
島
影
も
な
い
、
見
渡

す
限
り
の
大
海
原
を
飛
ん
で
い
る
鳥
。
鳥
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
位
置
と
進
む

方
向
を
知
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
ん
な
体
一
つ
で
昼
も
夜
も
海
上
で
生
活
し
て
い
る
が
、
ど
の

、

、

。

よ
う
に
し
て
睡
眠
を
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

・
・
・
・
考
え
れ
ば

不
思
議
な
こ
と
だ

写
真
の
整
理
を
す
る
。

の
望
遠
レ
ン
ズ
が
手
持
ち
で
と
れ
る
限
界
だ
ろ
う
。
飛
び
回

300
mm

る
鳥
を

枚
近
く
撮
っ
た
う
ち
で
、
何
枚
か
い
い
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら

200

で
は
の
こ
と
。
そ
の
後
、
読
書
。

夕
食
時
間
に
な
っ
た
の
で
行
こ
う
と
し
た
ら
、
今
日
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
の
日
。
慌
て
て
着

、

。

、

。

替
え
て

食
事
に
行
く

き
ら
き
ら
と
飾
り
立
て
て
い
る
食
堂
で

ロ
ブ
ス
タ
ー
を
食
べ
た

そ
の
後
、
ビ
デ
オ
を
み
る
。
三
日
続
い
た
上
陸
の
あ
と
、
か
ら
だ
休
め
の
二
日
間
だ
。

歩

12157月

日
（
金
）
第

日

終
日
航
海

1

27

22

◎
南
半
球
の
星
た
ち

昨
夜
は
、

時
過
ぎ
に
目
を
覚
ま
し
た
の
で
、
星
を
見
に
行
く
。
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
に
出
る

11

と
、
天
気
は
快
晴
で
、
天
の
河
が
く
っ
き
り
と
見
え
、
星
が
瞬
い
て
い
る
。
日
頃
見
る
の
と

は
違
っ
た
星
た
ち
。
お
な
じ
み
の
オ
リ
オ
ン
座
は
、
北
の
方
に
見
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、

「
冬
の
大
三
角

、
全
天
一
明
る
い
恒
星
シ
リ
ウ
ス
（

お
お
い
ぬ
座
α

、
そ
れ
に
続

」

）

Sirius
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く

番
目
の
カ
ノ
ー
プ
ス
（

竜
骨
座
α
）
は
天
頂
に
見
え
て
い
る
。
日
本
で
は
、

二

C
anopus

奄
美
大
島
く
ら
い
に
行
か
な
い
と
見
え
な
い
星
だ

「
南
極
老
人
星
」
と
呼
ば
れ
、
見
た
人

。

は
長
生
き
を
す
る
と
か
言
う
伝
説
が
あ
っ
た
よ
う
な
。
そ
こ
か
ら
天
の
川
を
南
東
に
た
ど
る

と

「
ニ
セ
十
字

、
そ
し
て
、
南
十
字
星
。

等
星

つ
と

等
星

つ
か
ら
な
る
豪
華
な

、

」

１

３

２

１

星
座
だ
。
少
し
傾
い
た
ク
ロ
ス
。
そ
し
て
、
β
ケ
ン
タ
ウ
リ
（
一
等
星

）
と
地
球
に

H
adar

一
番
近
い
恒
星
α
ケ
ン
タ
ウ
リ
（
一
等
星

。
南
半
球
の
華
や
か
な
星
々
だ
。

R
igelK

ent

）

、

、

。

、

さ
て

朝
は

時
半
に
起
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

海
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
い
波
が
見
え

６

う
ね
り
は
大
き
い
。
天
候
は
晴
れ
。
遠
く
が
霞
ん
で
い
る
。
朝
食
の
後
、
明
日
の
ス
タ
ン
レ

ー
上
陸
の
時
に
投
函
す
る
絵
は
が
き
作
り
。
読
書
。

昼
は
、
牛
肉
の
カ
レ
ー
煮
が
は
じ
め
て
出
て
い
た
。
日
本
で
食
べ
る
カ
レ
ー
に
似
た
味
。

午
後
は
、
読
書
。

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ソ
フ
ト
で

「
星
空
の
旅

。
フ
リ
ー
で
と
て

、

」

PC

も
よ
く
で
き
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ソ
フ
ト
が
あ
る
。

は
、
日
本
製
。

Stella
Theater

Lite

は
ア
メ
リ
カ
製
だ
が
、
ど
ち
ら
も
、
簡
単
な
操
作
で

上
に
、
地
球
上
の
ど
ん
な

Stellarium

PC

場
所
か
ら
、
い
つ
見
る
か
を
指
定
す
る
と
星
空
を
再
現
で
き
る
。

そ
の
う
ち
に
夕
食
の
時
間
。
チ
キ
ン
の
ク
リ
ー
ム
煮
。

こ
の
数
日
の
う
ち
に
、
季
節
は
夏
か
ら
す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
い
る
。
夜
の
時
点
で
南
緯

度
、
日
本
で
言
え
ば
実
に
樺
太
に
相
当
す
る
。
真
夏
と
い
え
ど
も
、
昼
間
の
一
部
を
除
い

48て
は
、
暑
い
暑
い
と
い
う
気
候
で
は
な
い
。
ま
た
日
も
長
く
な
っ
た
。
夜

時
で
も
日
が
輝

８
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い
て
い
る
。
日
没
は

時
半
、
暗
く
な
る
の
は

時
半
か
ら

時
過
ぎ
だ
。
こ
れ
は
ど
ん
ど

８

９

10

ん
遅
く
な
り
、
白
夜
に
な
っ
て
ゆ
く
。

船
内
の

の
流
行
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
今
日
配
布
さ
れ
た
文
書
に
、

GI

と
書

It
appears

our
efforts

have
been

successful
as

there
are

no
longer

any
signs

of
outbreak.

か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
対
策
は
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

大
事
に
至
ら
な
く
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

歩

13664月

日
（
土
）
第

日

ス
タ
ン
レ
ー
（
英
領
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
群
島
）
上
陸

1

28

23

◎
ス
タ
ン
レ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
街

、

。

。

、

。

７
時
起
床

今
日
は
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
な
し

朝
食

８
時
半

テ
ン
ダ
ー
で
出
発

時
ス
タ
ン
レ
ー
船
着
き
場
着
。
ジ
プ
シ
ー
コ
ー
ブ
め
ざ
し
て

の
道
の
り
を
出
発

９

６

km

丘
の
上
に
は
、
英
軍
の
基
地
が
あ
る
。

年
に
座
礁
し
た
鋼
鉄
製
の
船

が
そ

1913
Lady

Liz

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
付
近
は
鳥
が
た
く
さ
ん
い
る
。

ジ
プ
シ
ー
コ
ー
ブ
に
近
づ
く
と
、
そ
こ
は
白
砂
を
海
浜
性
の
植
物
が
覆
っ
て
い
る
美
し
い

浜
。
着
く
と
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
た
く
さ
ん
並
び
、
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
。
ヨ
ー
ク
湾
の

白
い
砂
浜
を
右
に
見
て
、
ジ
プ
シ
ー
コ
ー
ブ
に
行
く
と
、
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
が
た
く
さ
ん

い
る
。
卵
を
抱
い
て
い
る
。
帰
り
に
は
、
ヨ
ー
ク
湾
の
砂
浜
で
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
を
み
た
。
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帰
り
も
道
草
を
食
い
な
が
ら
自
動
車
道
路
を
外
れ
海
岸
線
に
沿
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
子

連
れ
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
や
カ
モ
の
仲
間
の
鳥
を
見
た
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
雛
は
、
全
身
茶
色
の
毛

。

。

。

で
覆
わ
れ
て
い
る

繁
殖
地
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち
寄
る

（

）

、

。

通
貨
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
ポ
ン
ド

￡

だ
が

＄
が
当
然
の
よ
う
に
支
払
い
に
使
え
る

US

時
半
に
街
に
戻
り
、
郵
便
局
で
切
手
を
買
い
、
絵
は
が
き
を

枚
発
送
。
送
料

＄

12

15

16
US

で
お
つ
り

Ｐ
（
ペ
ン
ス

。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ

）

45

ッ
プ
ス
と
ビ
ー
ル
の
昼
食
（

＄

。
こ
こ
は
、

＄
が
使
え
る
の
を
除
く
と
、
雰
囲
気

）

19
US

US

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
町
の
よ
う
だ
。

＄
を
使
う
と
い
う
と
、
レ
ジ
を
操
作
し
た
後
、
ド
ル

US

紙
幣
を
受
け
取
り
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
ペ
ン
ス
の
コ
イ
ン
を
お
つ
り
に
よ
こ
す
。
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
不
思
議
な
気
が
し
た
が
、
切
手
を
買
っ
た
と
こ
ろ
で
レ
ジ
を
使
わ

な
い
で
こ
の
計
算
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
謎
は
氷
解
し
た
。
あ
る
レ
ー
ト
で
（
当

日
は

＄
＝

￡
）
表
を
作
っ
て
お
く
。

1

0.59

＄

￡

＄

￡

＄

￡

＄

￡

＄

￡

---
---

---
---

---

1

0.59

2

1.18

3

1.77

4

2.36

5

2.95

＄

￡

＄

￡

・
・
・

＄

￡

---
---

---

6

3.54

7

4.13

50

29.5

例
え
ば
、

￡
の
買
い
物
を
す
る
と
、
こ
の
表
の

＄
を
み
て
、

＄
も
ら
っ
て

ペ
ン

3

6

6

54

ス
お
つ
り
を
渡
す
、
た
っ
た
こ
れ
だ
け
だ
。
レ
ー
ト
毎
に
表
を
用
意
し
て
、
そ
の
日
の
レ
ー

ト
の
表
を
使
う
。
単
一
の
通
貨
し
か
使
わ
な
い
我
々
か
ら
見
る
と
、
複
雑
な
計
算
を
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
何
の
こ
と
は
な
い
生
活
の
知
恵
な
の
だ
。
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つ
い
で
に
言
う
と

紙
幣
は
本
国
の
￡
紙
幣
も

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
￡
紙
幣
も
使
え

同

、

、

（

一
レ
ー
ト
）
コ
イ
ン
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
コ
イ
ン
（
形
、
大
き
さ
、
表
の
デ
ザ
イ
ン
と
も

本
国
と
同
じ
。
裏
だ
け
違
っ
て
い
る

。
英
国
領
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
と
、
納
得
。

）

町
の
外
れ

ほ
ど
の
博
物
館
ま
で
行
く
。
石
作
り
の
教
会
や
建
物
、
途
中

年
以
上
前

500
m

150

の
難
破
帆
船
の
残
骸
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
「
名
所
」
に
し
て
い
る
。

年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン

1982

、

。

ド
戦
争
の
戦
勝
碑

ま
た
第
一
次
大
戦
で
の
ド
イ
ツ
艦
と
の
戦
争
の
戦
勝
碑
と
並
ん
で
い
る

博
物
館
は
小
さ
い
建
物
に
、
歴
史
・
民
俗
・
自
然
・
戦
争
、
い
ろ
い
ろ
詰
め
込
ん
で
展
示

し
て
い
て
、
結
構
見
応
え
が
あ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
戦
争
で
劇
的
な
力
を
発
揮
し
た
ミ
サ

イ
ル
も
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
が
や
っ
て
る
よ
う
だ
。
入
場
料

＄

。

５

US

時
半
に
、
船
着
き
場
で
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
船
。

時
に
帰
船
。

３

４

夕
食
は
、
ラ
ム
の
ス
テ
ー
キ
を
頼
ん
だ
が
、
こ
れ
が
と
て
も
大
き
な
肉
の
か
た
ま
り
で
、

食
べ
過
ぎ
気
味
。
牛
肉
や
羊
肉
を
頼
む
と
、
大
き
い
の
が
出
て
く
る
。

６
時
半
に
出
航
。
ジ
プ
シ
ー
コ
ー
ブ
を
後
に
見
て
、
南
極
海
へ
。
途
中
、
海
底
油
田
の
油

井
を
み
る
。
こ
の
島
の
周
辺
に
は
、
資
源
が
あ
る
の
だ
。
夜
８
時
か
ら
、
映
画
館
で
ス
コ
ッ

。

。

ト
の
物
語

ア
ム
ン
ゼ
ン
と
南
極
点
一
番
乗
り
を
競
っ
た
悲
劇
の
探
検
家
の
映
画
で
あ
っ
た

使
っ
た
通
貨

＄

51
US

歩

32813
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月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

1

29

24

◎
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
・
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト

朝

時
半
起
床
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
発
。
日
曜
日
の
せ
い
か
、
人
が
少
な
い
。
デ
ッ
キ

６

に
出
る
と
、
ひ
ど
く
寒
い
。
外
の
気
温

度
。
長
袖
に
着
替
え
て
続
行
。

５

周
り
は
霧
で
、
視
界
は
１

な
い
で
あ
ろ
う
。
２
分
お
き
に
５
秒
間
霧
笛
が
鳴
り
続
け
て

km

い
る
。
今
日
は
、
南
極
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
走
る
一
日
。

昼
ま
で
か
か
っ
て
、
昨
日
の
ス
タ
ン
レ
ー
の
記
録
整
理
、

の
更
新
。

w
eb

昼
食
は
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
・
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
い
う
、
中
華
鍋
を
も
つ
ボ
ー
イ
が
ず
ら
り

と
並
び
、
各
自
で
選
ん
だ
材
料
を
持
っ
て
い
き
目
の
前
で
料
理
し
て
も
ら
う
方
式
。
二
度
目

の
催
し
。
野
菜
・
鶏
肉
・
エ
ビ
・
ム
ー
ル
貝
・
ハ
マ
グ
リ
に
麺
を
持
っ
て
行
き
、
ニ
ン
ニ
ク

と
シ
ョ
ウ
ガ
、
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
で
味
付
け
し
た
ヤ
キ
ソ
バ
を
作
っ
て
も
ら
い
食
べ
る
。

、

、

。

、

。

午
後
は

読
書

ビ
デ
オ

船
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

適
当
に
見
つ
け
て
読
書
す
る

。

、

、

、

。

コ
ー
ヒ
ー
も
自
由
に
持
っ
て
こ
ら
れ
る

夕
食
は

前
菜

ス
ー
プ

シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー

映
画
館
で
、
マ
ー
チ
ン
グ
ペ
ン
ギ
ン
と
い
う
映
画
。
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
の
生
態
の
記
録
。
極

、

、

、

寒
の
南
極
で
真
冬
に
産
卵
し

雛
を
か
え
す
が

な
ぜ
条
件
の
悪
い
所
で
・
・
・
と
思
う
が

天
敵
が
い
な
い
、
他
の
生
物
と
の
競
争
が
な
い
の
で
、
こ
う
進
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

歩

12267
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月

日
（
月
）
第

日

南
極
ク
ル
ー
ズ
第

日

1

30

25

1

◎
南
極
Ⅰ

氷
山
・
基
地
・
ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ロ
ニ
ー

時
半
起
床
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
る
も
寒
い
！
気
温

℃
。
部
屋
に
戻
り
、
ジ
ャ
ケ
ッ

６

０

ト
を
羽
織
る
。

時
頃
初
め
て
氷
山
を
見
る
。
ド
レ
イ
ク
海
峡
を
渡
り
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
島

７

。

、

。

・
ク
ラ
ー
レ
ン
ス
島
沖
を
通
過

雲
が
か
か
っ
て
い
る
が

氷
河
は
海
に
流
れ
込
ん
で
い
る

朝
食
後
、
ダ
ウ
ン
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
オ
ー
バ
ー
ズ
ボ
ン
と
手
袋
・
毛
糸
帽
子
と
「
完
全
装

備
」
で
外
に
出
る
。
寒
い
。
氷
山
が
流
れ
て
い
る
。
昼
は
、
カ
レ
ー
。

ブ
ラ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
海
峡
を
進
み
、
午
後
に
南
極
海
峡
へ
。
右
手
が
南
極
大
陸
に
続
く
南

極
半
島
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
半
島
の
先
端
、
左
は
ポ
ー
レ
諸
島
、
半
島
は
氷
河
に
覆
わ
れ
、
海
に

流
れ
込
ん
で
、
氷
山
に
な
っ
て
い
る
。
氷
山
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
数
も
増
え
て
く
る
。

時
過
ぎ
に
ホ
ー
プ
湾
に
入
る
。
突
き
当
た
り
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
基

２

。

、

。

地
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
建
物
が
見
え
て
来
る

そ
の
右
側
一
帯
が

ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ロ
ニ
ー
だ

近
づ
い
て
ゆ
く
と
、
魚
の
臭
い
が
漂
っ
て
く
る
。
気
の
せ
い
か
と
思
っ
た
ら
そ
う
で
は
な
か

。

、

。

っ
た

目
の
前
に
見
え
る
海
岸
か
ら
丘
に
か
け
て

ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ロ
ニ
ー
に
な
っ
て
い
る

そ
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
。
地
面
が
茶
色
に
変
色
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
全
部
コ
ロ
ニ
ー
で
、

双
眼
鏡
で
見
る
と
、
黒
い
斑
点
が
多
数
見
え
る
が
、
こ
れ
が
皆
ペ
ン
ギ
ン
な
の
だ
。
海
を
見

る
と
、
海
面
に
時
々
魚
の
よ
う
な
物
が
動
く
が
、
こ
れ
が
ペ
ン
ギ
ン
だ
。

、

。

、

、

し
ば
ら
く
湾
に
停
泊
し
た
後

引
き
返
す

こ
れ
ま
で
外
に
出
て
い
た
が

気
温
は
０
℃
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時
折
強
い
風
も
吹
き
、
と
て
も
寒
い
。
手
も
顔
も
凍
え
て
し
ま
っ
た
。
船
内
に
戻
り
、
一
息

つ
く
。
す
る
と
夕
食
の
時
間
、
パ
イ
、
ス
ー
プ
、
シ
ー
フ
ー
ド
の
ミ
ッ
ク
ス
グ
リ
ル
。

９

４

３

日
の
入
り
は

時

分
、
ち
な
み
に
日
の
出
は

時

分
。

時
過
ぎ
に
暗
く
な
り
、

50

20

11

時
に
は
明
る
く
な
る
。
南
緯

度
。
西
経

度
。
気
圧
は

。
気
温
は

℃
だ
と
か
。

62

58

964
hPa

0

明
日
は
南
極
ク
ル
ー
ズ
第

日
。
ど
ん
な
景
色
が
登
場
す
る
こ
と
か
。

２

歩

17986月

日
（
火
）

第

日

南
極
ク
ル
ー
ズ
第

日
２

1

31

26

◎
南
極
Ⅱ

穏
や
か
な
天
気
と
大
陸
氷
河
・
聳
え
立
つ
山
々

時
半
起
床
。
昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
風
も
な
く
、
太
陽
も
見
え
る
、
穏
や
か
な

６

。

、

、

。

天
気

真
夏
の
南
極
は

こ
ん
な
天
気
な
ん
だ
・
・
と
思
わ
せ
る

な
日
の
始
ま
り

lovely

一
時
間
歩
い
て
朝
食
。
船
の
右
も
左
も
南
極
の
景
色
（
当
た
り
前
か

。
夢
の
よ
う
な
中

）

。

、

。

、

。

。

の
散
歩

朝
食
の
あ
と

手
早
く
記
録
整
理

し
っ
か
り
着
て

外
に
出
る

気
温
は

℃
８

天
気
は
、
晴
時
々
曇
り
。
青
空
が
見
え
て
い
る
。

左
は
南
極
半
島
、
右
は
ア
ン
バ
ー
島
。
陸
地
は
雪
に
覆
わ
れ
、
海
岸
か
ら
険
し
い
岩
山
が

。

。

聳
え
立
ち
岩
肌
を
む
き
出
し
に
し
て
い
る

雪
山
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
襞
も
所
々
に
見
受
け
ら
れ
る

海
の
す
ぐ
そ
ば
に
そ
そ
り
立
つ
雪
山
！
氷
河
が
海
に
流
れ
作
ら
れ
る
氷
山
は
、
蒼
い
光
を
放

っ
て
い
る
。
時
折
、
ペ
ン
ギ
ン
を
乗
せ
て
流
れ
て
い
く
氷
山
も
あ
る
。
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昼
前
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ン
基
地
沖
に
到
着
、
停
泊
。
こ
こ
も
ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ロ

ニ
ー
で
あ
る
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
ペ
ン
ギ
ン
。

号
と
い
う
（
イ
ギ
リ
ス

A
ntarctic

D
ream

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
？
）
船
が
停
泊
し
て
い
た
が
、
出
航
し
て
い
っ
た
。
近
く
の
海
で

は
ペ
ン
ギ
ン
が
泳
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
近
く
の
、
チ
リ
の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
ビ
デ
ラ
基
地
沖
に

1952-2012

来
る
。
こ
ち
ら
も
基
地
の
周
り
は
ペ
ン
ギ
ン
の
コ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
。
基
地
に
は
、

と
書
か
れ
た
国
旗
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ド
ボ
ー
ド
湾
に
出
て
、
北
西
を
指
し
て

船
は
進
む
。

午
後
に
な
り
、
曇
っ
て
き
た
。
気
温
は
下
が
り

℃
。
寒
く
な
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
外

２

、

、

。

。

、

。

に
い
て

室
内
に
戻
り

の
ア
ッ
プ

写
真
の
整
理

今
日
の
夕
食
は

フ
ォ
ー
マ
ル

W
eb

慌
て
て
着
替
え
て
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
行
く
。

と
か
言
う
テ
ー
マ

Ice
B

leu
W

inter
B

all

で
青
と
銀
の
装
飾
。

が
舞
踏
会
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
意
味
だ
と
、
改
め
て
知
る
。

B
all

ロ
ブ
ス
タ
ー
の
カ
ク
テ
ル
、
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
（
ヘ
ン
リ
ー
四
世
と
か
言
う
名
前
の

、
）

シ
ー
＆
ラ
ン
ド
と
い
う
エ
ビ
と
牛
肉
の
ソ
テ
ー
。

終
わ
っ
て
か
ら
船
室
に
戻
り
、
写
真
の
整
理
と
映
画
を
見
る
。
明
日
が
、
南
極
ク
ル
ー
ズ

第
３
日
。
南
極
半
島
の
西
側
を
南
下
し
て
お
り
、
窓
か
ら
は

時
に
な
っ
て
も
氷
を
戴
い
た

11

陸
地
が
見
え
る
。

歩

16783
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月

日
（
水
）
第

日

南
極
ク
ル
ー
ズ
第

日
３

2

1

27

◎
南
極
Ⅲ

遙
か
に
続
く
山
脈
・
さ
ら
ば
！
南
極
海

船
は
停
泊
し
た
ま
ま
で
あ
ま
り
の
静
け
さ
に
、
今
日
は
寝
過
ご
し
て
し
ま
い
７
時

分
起

45

床
。
船
室
内
と
船
室
外
の
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
体
が
な
か
な
か
つ
い
て
こ
れ
ず
疲
労
が
た

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

時
間
歩
い
た
後
朝
食
。

１

船
は
動
き
だ
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海
峡
を
西
に
進
ん
で
い
る
。
後
ろ
に
天
気
が
よ
く
な
り
か

け
た
南
極
半
島
が
見
え
て
い
る
。
右
に
ず
ー
っ
と
行
っ
た
と
こ
ろ
が
、
大
陸
本
体
。
雪
を
戴

い
た
山
脈
が
遙
か
に
続
い
て
い
る

「
未
踏
峰
」
だ
ら
け
な
ん
だ
ろ
う
な
ー
、
と
思
わ
ず
考

。

え
て
し
ま
う
。
地
図
で
見
る
と
、
ひ
げ
が
生
え
て
い
る
程
度
の
こ
の
半
島
で
さ
え
途
方
も
な

い
山
と
雪
、
氷
河
の
世
界
で
あ
る
の
で
、
大
陸
本
体
は
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
に
な
る
の
か
、
想

像
も
つ
か
な
い
。

昼
ま
で
ア
ン
バ
ー
ス
島
の
周
辺
に
い
た
が
、
予
定
の
コ
ー
ス
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
、
パ
ル

マ
ー
基
地
は
経
由
せ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
幅
の
ド
レ
ー
ク
航
路
を
北
へ
向
か
い
、
南
ア

800
km

メ
リ
カ
に
戻
る
。
さ
ら
ば
南
極
海
！
一
昨
日
か
ら
、
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。

小
学
生
の
頃

「
鯨
を
追
っ
て
」
と
か
い
う
、
南
極
捕
鯨
の
話
が
国
語
の
教
科
書
に
あ
っ

、

た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
が
、
そ
の
頃
に
は
、
身
近
で
あ
っ
た
話
題
も
、
捕
鯨
の
禁
止
、
鯨
が

食
卓
に
上
ら
な
く
な
る
中
で
、
次
第
に
遠
い
世
界
に
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ま
さ

か
、
こ
こ
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
夢
に
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
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明
日
は
、
南
米
に
戻
り
、
ホ
ー
ン
岬
か
ら
ビ
ー
グ
ル
海
峡
を
進
む
こ
と
に
な
る
。

夕
食
は
、
キ
ノ
コ
の
パ
テ
、
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
、
チ
キ
ン
胸
肉
。

こ
の
時
間
に
、
鳥
の
群
れ
が
船
と
と
も
に
飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

（
ケ

C
ape

Petrel

ー
プ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
）
と
い
う
羽
の
長
さ

、
南
極
半
島
付
近
で
巣
を
作
る
鳥
。

羽
く

86
cm

30

G
PS

:

ら
い
で
群
れ
を
作
り
船
に
つ
い
て
き
て
い
る

外
気
温

℃

に
よ
る
と

日
没
は

。

、

、

２

21

、
日
の
出
は

だ
と
か
。

:

09

03
59

歩

12354月

日
（
木
）
第

日

ケ
ー
プ
岬
・
ド
レ
ー
ク
海
峡
ク
ル
ー
ズ

2

2

28

荒
れ
る
ホ
ー
ン
岬

南
極
を
後
に
し
て
、
ド
レ
ー
ク
海
峡
を
一
路
北
に
、
ホ
ー
ン
岬
・
南
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ

て
航
海

こ
こ
は

昔
か
ら
の
航
海
の
難
所
で

配
布
さ
れ
た

ホ

。

、

、

「

」
（

C
ape

H
orn

C
ertificate

"particularly
hazardous,

ow
ing

to
strong

w
inds,

large
w

aves,
strong

ー
ン
岬
証
明
書
）
で
は
、

と
書
か
れ

current
and

icebergs;
these

dangers
have

m
ade

it
notorious

as
a

sailors'graveyard."

て
い
る

「
特
に
危
険
な
、
強
い
風
、
高
い
波
、
強
い
海
流
、
そ
し
て
氷
山
。
こ
れ
ら
の
危

。

険
に
よ
り

『
船
乗
り
の
墓
場
』
と
し
て
悪
名
高
い
場
所
で
あ
る
」

、

こ
の
名
の
通
り
、
明
け
方
か
ら
船
は
揺
れ
は
じ
め
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
（
縦
揺
れ
）
や
ロ
ー
リ

ン
グ
（
横
揺
れ
）
が
始
ま
っ
た
。
低
い
雲
が
立
ち
こ
め
、
と
き
お
り
強
い
雨
も
混
じ
る
。
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時

分
に
起
き
、
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
た
だ
し
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
は
立
ち

６

50

入
り
禁
止
。

度
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
、
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
を
通
っ
た
が
、
も
の
す
ご
い
風

２

（

）
。

、

（

）

。

ノ
ッ
ト

実
は

船
尾

側
の
出
入
口
に
も
外
に
出
る
な
と
書
か
れ
て
あ
っ
た

aft
51度

目
か
ら
は
、
外
に
出
る
の
は
あ
き
ら
め
て
船
内
を

（
船
首
）
側
の
階
段
を
デ
ッ

３

forw
ard

キ

か
ら
デ
ッ
キ

ま
で
登
り
、
通
路
を
通
り
、

側
の
階
段
を
デ
ッ
キ

ま
で
降
り
る
と

１

９

１

aft

い
う
「

」
の
コ
ー
ス
で
歩
い
た
。

indoor
、

。

、

、

ち
な
み
に

船
の
用
語
を
い
く
つ
か

船
首
・
舳
先
は

船
首
は

ま
た
は

bow
fore

forw
ard

船
尾
は

、
船
尾
・
と
も
は

、
左
舷
は

、
右
舷
は

と
い
う
名
が
つ
い
て

aft
stern

port
starboard

い
る
。
昔
、
荷
の
上
げ
下
ろ
し
は
左
舷
で
行
い
、
舵
を
取
る
（

）
板
（

）
は
、
昔

star
board

の
帆
船
は
右
舷
に
突
き
出
た
オ
ー
ル
で
舵
を
取
っ
た
か
ら
ら
し
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
シ
ャ
ワ
ー
と
朝
食
、
そ
の
後
第

回
の
洗
濯
。

３

昼
に
な
り
、
ホ
ー
ン
岬
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
揺
れ
は
一
層
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
食
堂
で

は
、
傾
い
て
皿
が
落
ち
て
割
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
南
米
と
南
極
の
間
は
な
ん
と
な
く
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
が
分
け
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
こ
こ
に
来
て
み
て
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

南
米
大
陸
＝
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
＝
フ
エ
ゴ
島
＝
ビ
ー
グ
ル
水
道
＝
ナ
バ
リ
ノ
島
オ
ス
テ
島
ウ

ラ
ス
ト
ン
諸
島
ホ
ー
ン
島
【
ホ
ー
ン
岬
】
＝
ド
レ
ー
ク
海
峡
（

）
＝
南
極

800
km

地
図
で
見
る
と
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
は
細
い
水
路
で
、
途
中
に
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
（
チ
リ
）
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。

、

（

）

。

が
あ
る

ま
た

ビ
ー
グ
ル
水
道
の
途
中
に
は
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

が
あ
る

ホ
ー
ン
岬
は
、
遙
か

先
に
南
極
が
あ
る
。
パ
ナ
マ
運
河
開
通
前
は
、
こ
の
い
ず
れ
か
の

800
km

海
路
が
交
易
の
た
め
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
ど
こ
を
通
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
、
船
乗
り
に

と
っ
て
死
活
問
題
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

午
後
に
な
り
、
ホ
ー
ン
岬
を
回
る
と
、
波
は
収
ま
っ
て
ゆ
き
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
水
道
に
入

C
analB

eagle

る
と

風
は
多
少
あ
る
も
の
の

船
は
全
く
揺
れ
な
く
な
っ
た

ビ
ー
グ
ル
水
道

、

、

。

（

）
に
入
る
。
両
側
の
陸
地
も
近
づ
き
、
穏
や
か
な
海
を
進
ん
で
ゆ
く
。

B
eagle

channel
、

。

、

夕
食
時
に
は

静
か
な
海
を
見
な
が
ら
の
食
事
で
あ
っ
た

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
の
前
菜

タ
ー
キ
ー
の
ス
ー
プ
、
鱈
の
ソ
テ
ー
。

歩

13543月

日
（
金
）
第

日

ウ
ィ
シ
ュ
ア
イ
ア
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
上
陸

2

3

29

世
界
最
南
端
の
街
・
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
を
歩
く

、

。

、

夜
が
明
け
る
頃
に
は

世
界
最
南
端
の
街
ウ
ィ
シ
ュ
ア
イ
ア
に
停
泊
し
て
い
た

今
日
は

半
日
し
か
な
い
の
で
、
早
め
に
動
く
。

時
半
に
は
起
き
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
。

６

、

。

、

。

朝
食
の
後

時
半
に
は
出
発

桟
橋
に
横
着
け
さ
れ
て
い
る
の
で

す
ぐ
に
出
ら
れ
る

８

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
マ
ル
テ
ィ
ア
ル
氷
河
の
見
物
に
行
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

、

。

。

９

時
前
に
町
に
出
た
が

ど
こ
も
閉
ま
っ
て
い
る

旅
行
案
内
所
も
ま
だ
開
い
て
い
な
い
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途
中

で
、

ペ
ソ
お
ろ
す
。
絵
は
が
き
を
８
枚
購
入
（

枚
４
ペ
ソ

。

A
TM

）

300

1

９
時
に
な
っ
た
の
で
、
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
行
き
、
地
図
を
も
ら
い
、

マ
ル
テ
ィ
ア
ル
氷
河
の
リ
フ
ト
の
時
間
を
聞
く
。
始
ま
り
が

時
半
。
ち
ょ
っ
と
ぎ
り
ぎ
り

10

か
な
、
と
判
断
に
迷
う
。
リ
フ
ト
に
乗
り
、
終
点
か
ら
１
時
間
弱
だ
と
か
。
す
る
と
、
下
り

て
く
る
ま
で
２
時
間
か
か
る
と
し
て
、
町
に
戻
る
の
が
１
時
。

と
に
か
く
、
監
獄
・
海
事
博
物
館
に
行
っ
て
み
た
。
昔
の
監
獄
の
建
物
を
使
っ
て
、
海
事

（
マ
リ
タ
イ
ム
）
博
物
館
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
監
獄
博
物
館
が
同
居
し
て
い
る
。
入
場

料

ペ
ソ
。

時
頃
突
然
激
し
く
雨
が
降
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
と
て
も
氷
河
は
無
理
か
と

70

10

思
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
や
ん
で
し
ま
っ
た
。
天
気
の
変
化
が
激
し
い
。

博
物
館
を
出
る
と

時

分
、
タ
ク
シ
ー
で
氷
河
の
入
口
の
リ
フ
ト
乗
り
場
に
行
っ
て
み

10

15

、

。

。

、

る
と

時
半
に
な
っ
て
も
動
い
て
い
な
い

天
気
が
悪
く
運
行
し
な
い
よ
う
だ

歩
く
と

10

２

に
は
船
に
も
ど
れ
な
い
の
で
、
カ
フ
ェ
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
も
ら
い
町
に
戻
る
。

:

30ゆ
っ
く
り
ヤ
マ
ナ
博
物
館
を
回
り
（

ペ
ソ

、
郵
便
局
に
行
き
日
本
へ
の
絵
は
が
き
を

）

35

出
し
た
。

枚

ペ
ソ
。
と
こ
ろ
が
、

ペ
ソ
と

ペ
ソ

枚
と

ペ
ソ
の

枚
、
そ
れ
も

１

５

２

２

４

9.5

0.5

大
き
な
切
手
を
貼
る
の
で
、
は
が
き
表
面
が
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

時
に
な
っ
た
の
で

「
世
界
の
果
て
美
術
館
」
に
い
く
。

＄
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
が

、

12

12
US

、

、

、

ら
も

こ
の
地
域
の
先
住
民

の
こ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
船
乗
り
の
こ
と

Y
A

M
A

N
A

こ

の

あ

た

り

の

動

物

（

時

に

鳥

類

）

の

剥

製

な

ど

で

あ

る

。

特

に

、

イ

ギ

リ

ス

で

、
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と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
い
て
し
ま
っ

Y
A

M
A

N
A

-EN
G

LISH
D

IC
TIO

N
A

R
Y

た
。
そ
の
後
、
お
土
産
屋
な
ど
を
見
て
、
船
に
戻
る
。

、

。

、

こ
の
頃
に
は
す
っ
か
り
晴
れ
て

と
て
も
気
持
ち
の
い
い
景
色
だ

街
の
す
ぐ
後
ろ
に
は

３

鋭
く
尖
っ
た
岩
峰
と
頂
に
氷
河
を
戴
い
た
峰
々
が
見
え
て
い
る
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
景
色
。

時
過
ぎ
に
出
航
。
ビ
ー
グ
ル
水
道
を
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
に
あ
る
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
く
。
海
事
博
物
館
で
見
た
、
ビ
ー
グ
ル
号
の
模
型
を
思
い
出
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
た

、

、

。

ち
は
あ
ん
な
小
さ
な
帆
船
で

こ
の
水
道
を
進
ん
だ
の
か
と

す
ご
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ
た

夕
食
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
デ
ー
だ
と
か
で
、
豆
の
ス
ー
プ
と
ミ
ッ
ク
ス
グ
リ
ル
。

船
は
、
細
い
ビ
ー
グ
ル
水
道
を
進
ん
で
ゆ
く
。
両
側
に
は
、
氷
河
で
削
ら
れ
た
緩
や
か
な

丘
や
、
海
に
流
れ
込
む
氷
河
な
ど
を
見
な
が
ら
・
・
・
。

使
っ
た
通
貨

ペ
ソ
＝

＄

約

円

300
5600

70
US

＄

約

円
1000

12
US

歩

26950月

日
（
土
）
第

日

プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
（
チ
リ
）
上
陸

2

4

30

風
の
街
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
を
歩
く

明
け
方
に
は
、
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
沖
に
停
泊
し
て
い
た
。

時
に
起
き
て
歩
く
。
天
気
は

７

よ
い
が
風
が
強
い
。
丘
の
手
前
に
街
が
あ
る
、
の
ど
か
な
光
景
だ
。
虹
も
出
た
。
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朝
食
の
後
、
支
度
を
し
て
、

時
す
ぎ
出
発
。
テ
ン
ダ
ー
は
強
風
と
波
に
も
ま
れ
て
大
き

９

く
揺
れ
て
い
る
。

分
ほ
ど
で
船
着
き
場
。
上
陸
す
る
と
、
街
の
中
心
の
ア
ル
マ
ス
広
場
ま

10

で
は
歩
い
て
も

分
ほ
ど
。
整
然
と
道
路
が
通
り
、
交
差
点
に
は
道
路
名
が
表
示
さ
れ
て
い

10

る
の
で
、
歩
き
や
す
い
。
人
口

万
人
ほ
ど
の
、
チ
リ
南
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
南
部
の
中
心

11

で
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
（
現
地
の
呼
び
名
は
マ
ガ
ジ
ャ
ネ
ス
海
峡
）
に
面
し
た
港
町
で
あ
り
、

。

（

）

。

チ
リ
の
マ
ガ
ジ
ャ
ネ
ス
州
の
州
都
で
あ
る

銀
行
で
通
貨
三
万
ペ
ソ

円

を
下
ろ
す

4500

強
風
の
中
を
歩
き
着
い
た
ア
ル
マ
ス
広
場
は
、
巨
大
な
マ
ゼ
ラ
ン
（
マ
ガ
ジ
ャ
ネ
ス
）
の

像
の
周
り
に
、
土
産
物
の
露
店
が
並
び
、
い
か
に
も
観
光
地
。
マ
ゼ
ラ
ン
は
大
砲
の
上
に
立

っ
て
い
る
。
そ
の
下
に
、
先
住
民
の

人
が
お
り
、
い
か
に
も
「
征
服
者
」
と
言
っ
た
趣
。

二

こ
の
地
に
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
来
た
先
住
民
た
ち
が
生
活
し
て
い
た

の
だ
。
そ
れ
を
「
大
航
海
時
代
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
特
に
南
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン

人
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
「
征
服
し
」
今
日
の
国
の
形
を
作
っ
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
や
フ
エ
ゴ
島

、
「

」

。

の
先
住
民
の
生
活
が
ど
の
博
物
館
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

石
器
時
代

の
姿
で
あ
る

そ
こ
に
鉄
砲
や
大
砲
を
持
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
押
し
寄
せ
た
の
で
は
、
戦
い
に
も
な
ら
な

い
。
日
本
の
幕
末
の
黒
船
ど
こ
ろ
の
違
い
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
地
の
博
物
館
を
巡
っ
て
い
る
と
、
何
か
そ
う
い
う
も
の
悲
し
さ
を
感
じ
る
。
時
代
は

遷
り
、
南
米
の
各
国
は
独
立
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
始
ま
り
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ア
ル
マ
ス
広
場
隣
の
マ
ゼ
ラ
ン
博
物
館
は
、
富
豪
の
家
を
そ
の
ま
ま
博
物
館
に
し
て
い
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る
。
そ
の
当
時
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
生
活
ぶ
り
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。
奥
の

方
は

『
征
服
時
代
』
の
展
示
。
先
住
民
の
生
活
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
到
来
、
マ
ゼ
ラ
ン
海

、

峡
の
発
見
、
港
町
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
の
発
展
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
は
、
坂
だ
ら
け
の
街
で
あ
る
。
港
町
の
多
く
で
見
ら
れ
る
が
、
海
に
平

。

、

。

行
し
て
通
り
が
坂
の
上
に
で
き
て
い
く

し
ば
ら
く
坂
を
登
る
と

ク
ロ
ス
の
丘
の
展
望
台

街
と
港
が
よ
く
見
え
る
。
そ
の
後
、
サ
レ
シ
ア
ノ
博
物
館
（

＄
）
へ
。
こ
こ
は
、
サ
レ
ジ

2000

オ
会
の
宣
教
師
に
よ
り
造
ら
れ
た
教
会
に
付
属
す
る
博
物
館
。
歴
史
・
自
然
・
民
俗
な
ど
の

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
で

ほ
ど
離
れ
た
パ
タ
ゴ
ニ
ア
博
物
館
へ
。
こ
こ
は
、
屋
外
展

㎞
4

示
で
、
い
ろ
い
ろ
な
車
両
、
道
具
、
建
物
が
あ
り
お
も
し
ろ
い
。
映
画
の
古
い
映
写
機
の
提

、

。

。

示
場
で

黒
澤
明
の
羅
生
門
の
ポ
ス
タ
ー
を
発
見
し
た

黒
澤
は
偉
大
な
監
督
だ
っ
た
の
だ

と
な
り
が
ソ
ナ
・
フ
ラ
ン
カ
と
い
う
、
免
税
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
て
、

こ
こ
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
昼
食
。
地
図
と
カ
ッ
プ
を
買
っ
た
後
、
街
に
タ
ク
シ
ー
で
戻
る
。

郵
便
局
は
土
曜
日
で
午
後
は
休
み
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
か
ら
、
船
に
戻
る
。
波
止

場
の
売
店
で
先
住
民
の
仮
面
を
買
う
。
今
回
初
の
お
土
産
ら
し
い
買
い
物
。

＄
。

時

30
US

4

半
を
過
ぎ
て
お
り
、
す
ぐ
に
夕
食
。
白
身
魚
の
ソ
テ
ー
を
食
べ
た
。

使
っ
た
通
貨

ペ
ソ
（
約

円
）

30000

4500

＄

（
約

円
）

30
US

2400
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歩

26797

月

日
（
日
）
第

日

プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
（
チ
リ
）
上
陸

（
予
定
外
）

2

5

31

◎
予
定
外
の
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
停
泊
・
日
曜
日
に
は
何
も
な
い

、

、

。

今
日
は

チ
リ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
ク
ル
ー
ズ
の
予
定
だ
っ
た
が

出
航
せ
ず
に
停
泊
し
て
い
る

南
太
平
洋
に
あ
る
強
い
嵐
の
た
め
、
航
海
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
っ
た
。

、

、

、

。

昨
日

プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
を
出
て

太
平
洋
に
出
る
予
定
を

日
遅
ら
せ
て

今
日
出
航

1

従
っ
て
、
予
定
は
次
の
よ
う
に
変
わ
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

イ
ー
ス
タ
ー
島

／

→

パ
ペ
ー
テ

／

→

パ
ゴ
パ
ゴ

／

→

、

、

2

10

11

2

15

16

2

18

19

シ
ド
ニ
ー
着
は
、
変
わ
ら
ず
、

／

た
だ
し
、
時
間
が
早
ま
り
、

時
だ
っ
た
の
が

2

25

10

時

分
に
な
る
。
船
長
の
臨
機
応
変
の
変
更
で
あ
る
が
、
長
い
旅
に
な
る
と
、
こ
う
い
う

８

30

こ
と
は
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
予
定
変
更
に
伴
い
、
入
港
の
予
約
、
食
料
・
燃
料
の
積
み
込

み
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
観
光
ツ
ア
ー
等
々
手
間
は
大
変
な
も
の
だ
ろ
う
が
、
仕
方
が
な
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
に
も
う
一
日
い
た
。
朝
は
ウ
ォ
ー
ク
。
強
い
風
が
吹

、

。

、

。

、

き

大
き
な
虹
が
出
て
い
る

朝
食
の
後

日
分
の

作
り

時
頃
完
成
し
た
の
で

２

W
eb

11

上
陸
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
か
ら
送
信
し
よ
う
と
、
準
備
。
テ
ン
ダ
ー
に
乗
り
込
む
。

船
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
衛
星
通
信
経
由
で
接
続
し
速
度
は
遅
く
、
高
い

（
。

1

分

円
！
）
そ
こ
で
、
大
き
な
写
真
は
後
か
ら
送
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
昨
日
、
イ

20
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で

に
接
続
し
、

分
か
け
て
こ
の

日
分
の
写
真
を

し
た
の

FTP

45

10

UP

だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
い
っ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
語
表
示
の

な
の
で
、
ち
ょ
っ
と

PC

準
備
が
必
要
。

メ
モ
リ
ー
に
必
要
な
ソ
フ
ト
、
フ
ァ
イ
ル
を
入
れ
て
持
っ
て
行
く
。
ス

U
SB

ペ
イ
ン
語
の

な
の
で
、
文
字
化
け
の
画
面
に
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
か
ら
文
字
を
コ
ピ

O
S

ー
し
貼
り
付
け
て
ソ
フ
ト
の
設
定
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
送
る
の
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド
は
そ
ん
な

に
速
く
な
く
、
結
局

分
以
上
か
か
っ
た
。
今
日
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
行
っ
て

40

み
た
。
な
ん
と
！
休
み
。
今
日
は
日
曜
日
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
店
が
休
み
。
街
を
歩
い
て

も
数
軒
し
か
開
い
て
い
な
い
。
散
歩
を
か
ね
て
昨
日
歩
い
た
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
。

南
米
の
街
に
は
、
犬
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。
つ
な
が
れ
も
せ
ず
に
首
輪
も
し
て
な
い
犬

が
街
の
中
の
至
る
所
に
い
る
。
時
々
け
ん
か
を
し
て
い
る
が
、
人
間
に
は
関
心
を
示
さ
な
い

で
昼
寝
を
し
て
い
る
か
、
何
か
を
探
し
て
い
る
か
、
変
な
感
じ
で
あ
る
。

缶
ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
を
買
っ
て
、
船
着
き
場
に
戻
る
。
２
時
半
に
は
船
に
戻
り
、
昼
食
。

チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
。
午
後
は
昼
寝
と
読
書
。
す
ぐ
に
５
時
半
の
夕
食
時
間
。

今
日
は
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
サ
ン
デ
ー
と
か
で
、
そ
れ
ら
し
き
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
っ
た
。
９
時

か
ら
ホ
ー
ル
で
、
テ
レ
ビ
観
戦
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
ら
し
い
。
同
席
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て

、

、

。

は

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
だ
が

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い

ち
ょ
こ
っ
と
ホ
ー
ル
の
雰
囲
気
を
覗
い
て
み
た
。
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
と

ヶ
月
旅
を
し
て
き

一

て
、
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
陽
気
だ
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
。
夕
食
の
際
、
大
笑
い
し
て
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。

、

。

い
る
テ
ー
ブ
ル
が
い
く
つ
も
あ
る

い
ち
お
う

き
ち
ん
と
し
た
デ
ィ
ナ
ー
会
場
な
の
だ
が

使
っ
た
通
貨

チ
リ
ペ
ソ
≒

＄

≒

円

5000

10
US

800

歩
18372
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第
２
章

南
太
平
洋
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

月

日
（
月
）
第

日

終
日
航
海

2

6

32

荒
れ
る
太
平
洋
・
休
養
日

昨
日
書
い
た
よ
う
に
、
南
太
平
洋
に
お
け
る
強
い
嵐
の
た
め
、
日
程
が
変
更
さ
れ
た
。
プ

ン
タ
ア
レ
ナ
ス
か
ら
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
通
り
、
太
平
洋
に
出
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
へ
行
く
の

だ
が
、
嵐
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
、
チ
リ
の
陸
地
寄
り
の
コ
ー
ス
を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
抜
け
て
太
平
洋
に
出
る
と
、
う
ね
り
は
大
き
く
、

万
ト
ン
を
超
え

６

る
こ
の
船
で
さ
え
、
ロ
ー
リ
ン
グ
と
ピ
ッ
チ
ン
グ
は
結
構
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

午
前
中
は
、
目
は
覚
ま
し
た
が
、
体
も
重
く
疲
労
感
も
あ
り
、
船
が
大
き
く
揺
れ
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
も
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
日
は
、
休
養
日
と
す
る
こ
と
に

、

。

。

し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
中
止

昼
ま
で
ベ
ッ
ド
で
本
を
読
ん
だ
り
ご
ろ
ご
ろ
し
て
過
ご
す

朝
食
は
無
し
。
部
屋
に
あ
っ
た
オ
レ
ン
ジ
と
リ
ン
ゴ
で
済
ま
す
。

昼
に
食
堂
に
行
く
と
、
今
日
は
メ
ニ
ュ
ー
に
、

な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ

U
don

Soup

れ
と
、

に
し
て
み
る
。
う
ど
ん
は
麺
が
、
寿
司
は
米
が
い
ま
い
ち
な
の
だ
が
、
何
と

Sushi

か
食
べ
ら
れ
る
代
物
で
は
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
和
食
の
昼
食
で
あ
っ
た
。

午
後
は
、
多
少
は
う
ね
り
が
収
ま
っ
た
も
の
の
、
依
然
揺
れ
て
い
る
。
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夕
食
に
行
く
と
、
今
日
は
客
が
少
な
く
、
我
が
テ
ー
ブ
ル
も
一
人
で
あ
っ
た
。
毎
日
夕
食

に
食
べ
た
も
の
を
書
い
て
い
る
が
、
簡
単
に
夕
食
に
つ
い
て
書
く
。

着
席
す
る
と
、
ウ
エ
ィ
タ
ー
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
渡
さ
れ
る
。
前
菜
が

種
類
、
ス
ー
プ
と

４

、

、

。

サ
ラ
ダ
が

種
類

メ
ー
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が

種
類
く
ら
い
書
か
れ
て
い
る
中
か
ら

選
ぶ

４

６

今
日
食
べ
た
の
は
、
シ
ー
フ
ー
ド
の
カ
ク
テ
ル
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
ス
ー
プ
、
シ
ュ
リ

ン
プ
の
ソ
テ
ー
、
最
後
に
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
。
デ
ザ
ー
ト
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
パ
ス
し
て

い
る
。
量
や
中
身
の
細
か
い
注
文
に
応
じ
て
く
れ
る
。
毎
日
が
こ
ん
な
感
じ
。

か
く
し
て
今
日
は
、
一
日
中
、
う
ね
り
の
中
で
過
ご
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

。

、

。

う

小
さ
い
船
な
ら
夕
食
な
ど
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
が

そ
こ
は
大
き
な
船
の
利
点
で
あ
る

歩

4485

月

日
（
火
）
第

日

終
日
航
海

2

7

33

揺
れ
と
強
風
は
続
く
：
太
平
洋
２
日
目

太
平
洋
に
出
て

日
目
、
昨
日
に
比
べ
れ
ば
収
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
、
う
ね
り
は

２

大
き
い
。
昨
夜
、

時
間
時
計
を
戻
す
。
西
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

１

目
が
覚
め
る
と

時
過
ぎ
。
時
計
を
戻
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
実
は
船
内
時
間
は

時
過

７

６

ぎ
。
今
日
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
し
て
準
備
。
揺
れ
は
相
当
な
も
の
で
、
風
も

強
い
。

ノ
ッ
ト
を
越
え
る
風
が
当
た
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
は
、
立
ち
入
り

50
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禁
止
。
階
段
を
歩
く
。
一
度
、

階
の
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
に
出
た
が
、
猛
烈
な
風
で
、
ま
っ
す

10

ぐ
に
歩
け
な
い
。
帽
子
ど
こ
ろ
か
メ
ガ
ネ
ま
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。
運
良
く
見
つ
か

。

、

。

っ
た
も
の
の
海
に
飛
ん
だ
ら
そ
れ
で
終
わ
り

そ
こ
で
今
日
は

イ
ン
ド
ア
コ
ー
ス
と
す
る

時
間
歩
き
、
ジ
ム
で
体
重
計
に
乗
る
も
揺
れ
で
測
定
不
可
能
。
朝
食
の
後
、
ラ
ウ
ン
ジ

１

。

（

、

、

）

、

。

で
読
書

昼
食

チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ

ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン

サ
ラ
ダ

の
後

部
屋
で
読
書

、

。

、

。

午
後
に
は
天
気
は
回
復
し

晴
に
な
る

気
圧
も

気
温

℃
と
回
復
し
た
よ
う
だ

1013
hPa

12

、

、

。

、

が

風
は
依
然
強
く

南
西
か
ら

ノ
ッ
ト
を
超
え
る
風
が
吹
い
て
い
る

南
半
球
だ
か
ら

20

低
気
圧
の
渦
も
北
半
球
と
反
対
向
き
で
、
こ
の
風
は
南
に
あ
る
低
気
圧
の
中
心
に
吹
き
込
ん

で
い
る
風
の
よ
う
だ
。
デ
ッ
キ
に
は
出
ら
れ
な
い
。
嵐
の
中
心
を
避
け
る
よ
う
に
、
船
は
直

進
航
路
よ
り
か
な
り
北
を
回
り
込
ん
で
い
る
。
い
つ
ま
で
う
ね
り
が
続
く
か
？

午
後
に
風
が
収
ま
り
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
が
開
放
さ
れ
た
。
夕
食
ま
で

時
間
半
ほ

１

ど
あ
る
の
で
、
腹
減
ら
し
を
か
ね
て
、

時
間
散
歩

１

夕
食
は
、
ス
カ
ロ
ッ
プ
フ
ラ
イ
、
ス
ー
プ
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス

歩

17302月

日
（
水
）

第

日

終
日
航
海

2

8

34

上
陸
地
で
の
言
語

太
平
洋
に
出
て

日
目
、
今
日
は
だ
い
ぶ
海
は
落
ち
着
い
て
い
る
。
昨
夜
も
時
計
を

時

三

1
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間
戻
し
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
西
に
進
ん
で
い
る
。

時
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
多
少
風
は
強

７

い
が
、
歩
け
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。

朝
食
の
後
、

の
更
新
。

階
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
行

W
eb

５

く
と
、
安
定
的
に

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
多
少
は
気
分
的
に
よ

M
bps

54

い
。
が
、

分

円
の
世
界
。

は
部
分
的
な

に
留
め
、
大
き
な
写
真
は
後
に
ま
と
め

W
eb

1

20

UP

て
あ
げ
る
。
何
せ
、
写
真
１
枚
で
、

フ
ァ
イ
ル
と
縮
小
写
真
８
枚
分
に
相
当
す
る
。

htm
l

そ
の
後
、
図
書
室
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
同
じ
）
に
行
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
本

を
、
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ら
、
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
し
か
な
い
と
の
こ

と
で
、
そ
れ
を
借
り
て
い
く
つ
か
の
会
話
文
を
メ
モ
。
数
詞
を
知
り
た
か
っ
た
が
、

～
1

10

し
か
載
っ
て
い
な
い
。
後
で
、
客
室
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ベ
ン
（
彼
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
）
に

聞
く
こ
と
に
す
る
。
イ
ー
ス
タ
ー
島
ま
で
ス
ペ
イ
ン
語
圏
だ
が
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

英
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
中
国
語
（
英
語

、
タ
イ
語
、
ヒ
ン
ズ

）

ー
語
（
英
語

、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ

）。

、

。

ル
語
と
続
く

ど
う
せ
時
間
も
あ
る
の
で

簡
単
な
数
を
覚
え
る
く
ら
い
し
て
も
よ
か
ろ
う

夕
食
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
。
今
日
は
、
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ブ
レ
ー
の
デ
ィ
ナ
ー
と
い
う
こ
と

で
、
ウ
ェ
イ
タ
ー
た
ち
は
、
海
賊
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
仕
事
。
エ
ス
カ
ル
ゴ
、
ス
ー
プ
、
ロ

ブ
ス
タ
ー
の
ク
リ
ー
ム
煮
を
食
べ
た
。

歩

12363



- 61 -

月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

2

9

35

海
里
：
ノ
ー
チ
カ
ル
マ
イ
ル
と
ノ
ッ
ト

、

。

、

昨
日
に
引
き
続
き

イ
ー
ス
タ
ー
島
へ
向
か
っ
て
終
日
航
海

経
度
は
西
経

度
を
越
え

90

。

。

、

。

も
う
す
ぐ

度

総
航
行
距
離
は
一
万
海
里
を
越
え
た

風
は
あ
る
も
の
の

天
気
は
よ
い

100

気
温
も
上
が
り

℃
を
越
え
た
。

も

に
戻
り
、
静
か
な
航
海
で
あ
る
。
太
平
洋

Sea
State

20

1

（

：
ラ
テ
ン
語
で

平
和
の
海
）
の
名
の
通
り
、
広
々
と
水
平

Pacific
O

cean
M

are
Paceficum

線
が
広
が
っ
て
い
る
。
海
の
色
は
「
蒼
い
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
す
る
、
深
い
青
だ
。

N
autical

M
ile

1852

イ
ー
ス
タ
ー
島
へ
の
距
離
が

（
海
里
、
ノ
ー
チ
カ
ル
マ
イ
ル
、

、

800
nm

）
以
下
と
な
っ
た
。
こ
の
船
は
、

（
ノ
ッ
ト
、
時
速

）
で
走
っ
て
い
る
の
で
、

m

18
kts

18
nm

あ
と
ざ
っ
と

数
時
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
海
上
で
の
距
離
は
、

が
基
本
で
、

時
間

40

nm

1

に

進
む
の
が

ノ
ッ
ト
（

）
と
い
う
の
が
海
上
の
基
本
単
位
だ
。

に
す
る
と

1
nm

1

kts

km

18
kts

≒

／

で
こ
れ
は
、
自
動
車
が
徐
行
し
て
の
ス
ピ
ー
ド
だ
か
ら
、
意
外
と
速
い
。

33
km

h

朝

時
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
気
温
が
上
が
っ
た
せ
い
か
、
長
袖
で
は
汗
が
出
て
く
る
。

7

日
が
昇
っ
た
ば
か
り
だ
。
シ
ャ
ワ
ー
の
後
、
朝
食
。

昼
ま
で
読
書
。
昼
食
は
、

回
目
の
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
、
ヤ
キ
ソ
バ
と

３

チ
ャ
ー
ハ
ン
。
午
後
か
ら

の
更
新
作
業
。
そ
の
後
、

の
フ
ァ
イ
ル
か
ら

の
作
り

W
eb

m4a

mp3

方
を
発
見

わ
か
っ
て
み
れ
ば
何
と
も
な
い
こ
と
だ
が

で
自
由
に
検
索
で
き
な
い

高

。

、

（

W
eb
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い
！
）
環
境
で
は
、
な
か
な
か
手
間
が
か
か
る
。

が
動
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
電
子

iPod
辞
書
で
音
楽
を
再
生
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
読
書
続
き
。

夕
食
時
間
に
な
る
。
蟹
の
前
菜
、
ス
ー
プ
、

と
い
う
白
身
魚
の
カ
レ
ー
風

O
PA

K
A

PA
K

A

。

。

、

。

味
ソ
テ
ー

お
い
し
か
っ
た

昨
夜

古
新
聞
を
折
り
作
っ
た
入
れ
子
の
箱
が
好
評
だ
っ
た

、

。

部
屋
に
戻
る
と

船
会
社
の
社
長
に
よ
る
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
招
待
状
が
来
て
い
た

な
る
ほ
ど
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
正
式
な
招
待
状
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
風
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
と
感
心
。

（
返
事
は
無
用
）
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

N
o

R
.S.V

.P.required

歩

13192月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

2

10

36

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
数
詞

イ
ー
ス
タ
ー
島
ま
で

を
切
っ
た
。
天
気
は
穏
や
か
で
、
航
海
日
和
。
明
日
上
陸
。

400
nm

朝

時
前
に
起
き
た
が
、
日
は
昇
っ
て
お
ら
ず
、
日
の
出
ま
で
待
っ
て
歩
き
始
め
る
。

7

7

。

。

。

、

。

時
半
近
く
日
の
出

風
は
多
少
あ
り

天
気
は
晴

い
つ
も
通
り

時
間
歩
き

水
分
補
給

1

気
温
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
半
袖
で
も
汗
ば
む
。

シ
ャ
ワ
ー
の
後
朝
食
。
レ
ー
ズ
ン
パ
ン
、
フ
ル
ー
ツ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
紅
茶
。

終
わ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で

の

、
読
書
。
部
屋
の
掃
除
の
時
に
、

W
eb

UP

。

、

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ベ
ン
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
数
詞
を
習
う

数
詞
は
十
進
法
で
三
桁
単
位
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イ
ン
ド
の
影
響
だ
ろ
う
か
。
規
則
的
で
あ
る
。

昼
食
は
、
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
、
温
野
菜
、
サ
ラ
ダ

午
後
は
、
明
日
の
上
陸
に
備
え
、
資
料
を
読
む
。

歩
13274月

日
（
土
）

第

日

イ
ー
ス
タ
ー
島
上
陸

2

11

37

ひ
た
す
ら
歩
い
た
ラ
パ
ヌ
イR
a
p
a
N
u
i

イ
ー
ス
タ
ー
島
（

）
＝
ラ
パ

ヌ
イ
（

地
元
の
呼
び
名
）
＝
イ
ス

Easter
Island

R
apa

N
ui

ラ

デ

パ
ス
ク
ア
（

ス
ペ
イ
ン
語
チ
リ
で
の
呼
び
名
）

Isla
de

Pascua

朝

時
過
ぎ
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
を
下
ろ
す
音
で
目
を
覚
ま
し
、
起
き
る
と
、
船
は
泊
ま
っ

６

て
い
る
。
周
り
は
真
っ
暗
。
船
の
情
報
で
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
北
側
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

日
の
出
が

時

分
な
の
で
、
暗
い
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
。
周
り
は
真
っ
暗
。
テ
ン

７

50

ダ
ー
ボ
ー
ト
は
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
南
側
に
陸
地
、
地
図
を
見
る
と
、
ア
ナ
ケ
ナ
ビ
ー
チ
沖

に
停
泊
し
て
い
る
。
気
温
は
高
く
、
天
気
は
良
好
。
風
が
若
干
あ
る
く
ら
い
。

朝
食
、
シ
ャ
ワ
ー
、
支
度
。
予
定
で
は
、
ハ
ン
ガ
・
ロ
ア
村
（

）
の
沖
に
停
泊

H
anga

R
oa

、

。

、

し

テ
ン
ダ
ー
で
船
着
き
場
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
に
聞
く
と

停
泊
地
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
ハ
ン
ガ
・
ロ
ア
ま
で
は
バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
と
の
返
事
。
テ
ン
ダ

ー
に
乗
っ
て
上
陸
す
る
。
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時
過
ぎ
に
出
発
。
波
が
高
く
、
着
岸
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
り
、

時
近
く
に
浜
の
船

９

10

着
き
場
に
上
陸
。
往
復

＄

だ
と
い
う
の
で
こ
れ
し
か
な
い
な
ら
、
と
乗
る
。
ち
ょ
う

30
US

ど
人
数
一
杯
で
出
発
。
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
に
座
席
を
付
け
た
車
の
後
部
で
窮
屈
に
し
て
い
る

と
、

分
く
ら
い
で
ハ
ン
ガ
・
ロ
ア
。
ツ
ー
リ
ス
ト
（

レ
ン
タ
カ
ー
屋
）
に
着
き
、

Insular
20

『

』

、

。

。

契
約
書

を
渡
し
て
く
れ
て

帰
り
は

時
に
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

時
に

時

分

15

10

45

（

）

、

。

火
山
ラ
ノ
・
カ
ウ

に
登
る
予
定
で
い
た
が

迷
っ
た
末
行
く
こ
と
に
す
る

R
ano

K
au

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
情
報
を
集
め
て
か
ら
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
、
ひ
た
す

ら
南
に
行
き
、
飛
行
場
を
越
え
、
ラ
ノ
・
カ
ウ
に
向
か
う
。

船
の
旅
行
案
内
デ
ス
ク
で
、
ラ
ノ
・
カ
ウ
の
標
高
は

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

時
間
で

１

200
m

登
れ
、

時
間
で
下
れ
る
な
、
と
思
い
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
れ
が
ど
っ
こ
い
。
赤
土
の
自

１

動
車
道
路
沿
い
に
登
っ
て
い
っ
た
。

の
高
度
計
が

を
越
え
て
も
さ
ら
に
登
っ
て
行

G
PS

200
m

く
。
山
頂
は
陥
没
し
て
火
口
湖
に
な
っ
て
お
り
、
周
回
ル
ー
ト
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
途
中

か
ら
自
動
車
道
路
を
離
れ
、
左
手
の
歩
道
に
沿
っ
て
歩
く
と
時
々
ユ
ー
カ
リ
の
木
に
似
た
森

が
あ
り
、
あ
と
は
草
原
。
道
を
見
逃
し
た
か
、
下
り
始
め
た
の
で

分
ほ
ど
戻
り
、
火
口
壁

20

に
出
る
。
す
ば
ら
し
い
。
ほ
と
ん
ど
円
形
の
火
口
湖
が
見
え
る
。
海
側
は
火
口
壁
が
崩
れ
て

い
る
。
標
高

と
は
、
こ
の
火
口
湖
の
標
高
だ
っ
た
の
だ
。
火
口
壁
は
標
高

。
こ
こ

200
m

300
m

ま
で

時
間
ど
こ
ろ
か

時
間
半
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

一

一

火
口
壁
に
沿
っ
て

／

周
す
る
と
、
オ
ロ
ン
ゴ
の
遺
跡
。
時
刻
は

時
半
を
回
り

時
１

３

４

12
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。

、

、

。

近
く

水
は
あ
る
が

食
べ
物
を
持
っ
て
こ
な
い
の
で

腹
が
減
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い

、

。

、

、

空
腹
を
抱
え

火
口
壁
最
先
端
の
オ
ロ
ン
ゴ
遺
跡
に
行
く

こ
こ
は

チ
リ
の
国
立
公
園
で

外
国
人
の
入
園
料
が

＄
と
、
馬
鹿
高
い
の
だ
。
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
、
道
標
も
あ
る

60
US

の
だ
が
、
景
色
の
い
い
先
端
に
は
長
い
行
列
が
で
き
て
い
る
。
札
に

「
定
員

人

。
こ
れ

、

」

五

を
待
っ
て
い
る
行
列
で
あ
っ
た
。
時
間
も
な
い
の
で
、
さ
っ
さ
と
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
15

分
で

円
。
高
い
。

4800

下
り
は
、
歩
行
者
用
の
道
を
下
る
。
こ
れ
は
、
国
立
公
園
事
務
所
か
ら
に
ラ
ノ
・
カ
ウ
に

直
接
登
る
道
な
の
だ
が
、
知
ら
な
か
っ
た
の
で
登
り
は
素
通
り
し
て
し
ま
っ
た
。
下
り
は
、

空
き
っ
腹
を
抱
え
、
さ
っ
さ
と
下
り
た
。
暑
い
。
じ
り
じ
り
と
暑
い
。

よ
う
や
く
、
街
に
出
て
、
店
で
冷
た
い
コ
ー
ラ
と
パ
イ
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て

店
先
の
椅
子
に
座
り
食
べ
た
（

ペ
ソ

。
う
ま
か
っ
た
。

）

4150

が
、
時
間
は
す
で
に

時
過
ぎ
。
当
初
考
え
て
い
た
行
動
は
、
カ
ッ
ト
。
何
と
か
、
町
の

２

、

、

、

北
に
あ
る
ア
フ
・
タ
ハ
イ
の
モ
ア
イ
像
だ
け
は
見
て
き
た
が

博
物
館
も

民
芸
品
市
場
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
も
、
郵
便
局
も
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
パ
ス
。

と
に
か
く
、
歩
き
に
歩
い
た

時
間
余
り
で
、

時
に
ツ
ー
リ
ス
ト
の
店
に
着
き
、
小
型

４

３

バ
ス
で
移
動
、
テ
ン
ダ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
。
ア
フ
・
ナ
ウ
ナ
ウ
の
ア
ナ
ケ
ナ
ビ
ー
チ
は
、
す

ば
ら
し
い
砂
浜
で
、
ビ
ー
チ
に

体
の
モ
ア
イ
が
立
ち
、
海
水
浴
客
が
た
く
さ
ん
い
る
。

五

イ
ー
ス
タ
ー
島
は
、
火
山
で
で
き
た
島
で
、
九
重
山
に
あ
る
米
塚
の
よ
う
な
、
こ
ん
も
り
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盛
り
上
が
っ
た
溶
岩
の
山
が
至
る
所
に
あ
る
。
そ
の
大
き
な
も
の
の
一
つ
が
、
ラ
ノ
・
カ
ウ

で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
・
ロ
ア
に
着
岸
予
定
だ
っ
た
が
、
海
岸
は
、
波
が
高
く
、
上
陸
地
点
を
変

更
し
た
よ
う
だ
。
お
か
げ
で
時
間
が
な
く
な
り
、
残
念
な
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
旅
か
。

久
々
に
、
空
腹
感
と
山
歩
き
で
疲
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。
さ
ら
ば
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
。
思

え
ば

こ
の
島
の
名
を
初
め
て
目
に
し
た
の
は

小
学
校
四
年
の
頃

ハ
イ
エ
ル
ダ
ー
の

コ

、

、

、

「

」

。

。

、

。

ン
チ
キ
号
漂
流
記

を
読
ん
だ
時

そ
れ
か
ら

数
年

ま
さ
か

上
陸
す
る
と
は
・
・
・

50

夕
食
は
、

と
か
い
う
白
身
の
魚
の
ソ
テ
ー
。
９
時
過
ぎ
、
ま
だ
日
は
落
ち
な

M
ahi-M

ahi

い
。
出
航
し
て
２
時
間
。
遙
か
後
方
に
ラ
パ
ヌ
イ
の
島
影
。

使
っ
た
通
貨

＄
（
≒

円
）

90
US

7200

チ
リ
ペ
ソ
（
≒

円
）

4150

600

40555
!!歩

月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

2

12

38

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
悪
夢

昨
日
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
続
き
。

太
陽
に
じ
り
じ
り
と
焼
か
れ
、
空
腹
で
町
で
コ
ー
ラ
と
パ
イ
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
に
あ

り
つ
い
た
こ
と
は
昨
日
書
い
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
。

昨
日
は
、
暑
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
、

の
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
他
に
、
プ
ン
タ
ア

500
ml
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レ
ナ
ス
で
買
っ
た
保
温
カ
ッ
プ
に
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
を
詰
め
て
出
発
。
飲
ん
だ
。
買
っ
た
オ
レ

ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
は
１
リ
ッ
ト
ル
入
り
で
、
半
分
は
飲
ん
だ
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

保
温
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
持
っ
た
が
、
口
が
閉
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
！

ぼ
け
ー
っ
と
し
て
暑
さ
の
な
せ
る
技
か
？
不
幸
は
重
な
る
も
の
で
、
口
を
上
に
入
れ
て
い

、

、

。

、

、

れ
ば

何
と
も
な
か
っ
た
の
に

そ
う
で
な
か
っ
た

残
り
少
な
い
時
間

町
を
北
に
歩
き

ア
フ
・
タ
ハ
イ
の
モ
ア
イ
に
着
い
た
と
き
、
ザ
ッ
ク
が
濡
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
中
が

ジ
ュ
ー
ス
の
海
！
背
中
が
気
持
ち
悪
い
の
は
汗
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
ち
が
っ
て
い
た
。

と
に
か
く
時
間
が
な
い
の
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
バ
ス
に
戻
り
、
船
に
帰
る
。
帰
っ
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、
被
害
甚
大
!!

ザ
ッ
ク
や
服
は
洗
え
ば
落
ち
る
が
、
中
に
入
れ
て
い
た
、
電
子
辞
書
と
携
帯
電
話
が
濡
れ

。

、

。

て
い
た

水
な
ら
乾
燥
す
る
と
元
に
戻
る
こ
と
も
あ
る
が

ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
は
最
悪

電
子
辞
書
は
液
晶
が
壊
れ
、
携
帯
電
話
は
キ
ー
ボ
ー
ド
が
接
触
不
良
。
不
幸
が
重
な
る
と

こ
う
な
る
、
と
い
う
見
本
。
辞
書
は
、
簡
単
な
も
の
が
も
う
一
つ
と
紙
の
本
が
あ
る
が
使
い

勝
手
は
悪
く
、
携
帯
電
話
は
、
シ
ム
フ
リ
ー
に
し
た

に

の
シ
ム
を
入
れ

N
okia

6630
M

obell

た
全
世
界
で
使
え
る
も
の
。
こ
の
時
代
、
電
話
が
な
い
と
い
う
の
も
都
合
が
悪
い

「
イ
ー

。

ス
タ
ー
島
の
悪
夢

。
さ
て
ど
う
す
る
か
。
長
い
旅
で
は
何
か
起
こ
る
も
の
だ
。

」

、

、

。

、

今
日
は

ま
た

時
間
バ
ッ
ク
し

日
の
出
の
時
間
が
７
時

分

時
過
ぎ
か
ら
歩
き

１

７

50

朝
食
、
シ
ャ
ワ
ー
。
そ
の
あ
と
記
録
整
理
。
あ
っ
と
い
う
間
に
昼
に
な
り
、
昼
食
は
、
ミ
ー
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ト
パ
イ
。
午
後
は
読
書
。
穏
や
か
な
天
気
で
、
雲
も
な
く
、
海
は
蒼
く
、
航
海
日
和
。

夕
食
は
、
シ
ュ
リ
ン
プ
の
前
菜
、
ス
ー
プ
、
蟹
ほ
ぐ
し
身
と
野
菜
の
フ
ラ
イ
。

昨
夜
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
の
担
当
者
に
尋
ね
る
と

『
シ
グ
ナ
ル
が
弱
く
な
っ
て
い
る
か
ら
』
と
の
こ
と
。

、

歩

13285月

日
（
月
）
第

日

終
日
航
海

2

13

39

プ
ー
ル

船
は
南
太
平
洋
を
ひ
た
す
ら
西
へ
、
タ
ヒ
チ
め
ざ
し
て
進
ん
で
い
る
。

時
間
バ
ッ
ク
。

１

引
き
続
き
、
航
海
日
和
。
７
時
前
に
起
き
て
１
時
間
歩
く
。
少
し
う
ね
り
が
あ
る
が
、
天
気

も
よ
い
。
日
の
出
が
７
時
過
ぎ
。
雲
が
切
れ
て
、
と
て
も
美
し
い
。

℃
と
気
温
が
高
く
な

26

っ
て
い
る
。
右
舷
か
ら
風
。
北
か
ら
吹
い
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
、
南
回
帰
線
の
あ
た
り
に
船
は
来
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
の

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
島
や
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
島
影
は
見
え
な
い
。

朝
食
の
後
、
カ
フ
ェ
へ
。
接
続
が
昨
夜
か
ら
う
ま
く
い
か
な
い
。
尋
ね
て
み
る
と
、
ど
の

、
「

」

。

、

マ
シ
ン
も
だ
め
で

シ
グ
ナ
ル
が
・
・
・

と
い
う
返
事

衛
星
通
信
を
使
っ
て
い
る
し

大
洋
の
上
で
障
害
物
は
な
さ
そ
う
な
の
だ
が
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
。
昼
に
な
り
も
う
一
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
行
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く
と
、
今
度
は
接
続
で
き
た
。
昨
日
分
を
ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
。

昼
食
。
塩
味
の
「
焼
き
鳥
」
を

本
、
牛
肉
、
温
野
菜
、
ペ
ン
ネ
・
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
。

二

午
後
は
、
一
休
み
の
後
、
プ
ー
ル
で

時
間
ほ
ど
泳
い
だ
り
、
甲
羅
干
し
。
船
内
に
は
プ

１

ー
ル
が

カ
所
あ
り
、
一
つ
は
移
動
式
屋
根
付
き
で
、
も
う
一
つ
は
船
尾
に
あ
る
『
展
望
プ

二

ー
ル

。
と
て
も
さ
わ
や
か
だ
。
水
着
の
跡
が
く
っ
き
り
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
読
書

』

の
続
き
。
船
内
散
策
。

夕
食
は
、
エ
ビ
の
カ
ク
テ
ル
、
豆
の
ス
ー
プ
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
＆
ピ
ー

席
上
、
次
の
タ
ヒ
チ
に
関
連
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
話
に
な
る
。
少
し
わ
か
る
と
い
う
と
驚

。

、

い
て
い
た

カ
ナ
ダ
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
公
用
語
だ
か
ら
み
ん
な
話
す
の
か
と
聞
く
と

。

、

、

。

そ
う
で
も
な
い
ら
し
い

特
に

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
方
は

英
語
だ
け
の
人
が
多
い
み
た
い

ふ
と
、
去
年
の
今
ご
ろ
何
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
と
、
夢
で
も
見
て
い
る
よ

う
だ
。
同
じ

時
間
に
よ
く
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
や
っ
て
い
た
よ
な
ー
、
と
我
な

24

が
ら
感
心
し
て
し
ま
う
。

夜

時
過
ぎ
、
晴
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
へ
。
日
没
後
、
時
間
が
た
っ

9

て
い
な
い
せ
い
か
、
天
の
河
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
が
、
金
星
、
木
星
、
シ
リ
ウ
ス
、
カ
ノ

ー
プ
ス
、
α
ケ
ン
タ
ウ
リ
、
β
ケ
ン
タ
ウ
リ
、
オ
リ
オ
ン
、
南
十
字
と
、
明
る
い
星
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
。
こ
れ
だ
け
明
る
い
星
が
見
ら
れ
る
の
は
、
日
本
で
は
無
理
。

時
過
ぎ
に
も
う

12

、

。

、

。

一
度
行
く
と

今
度
は
天
の
川
が
く
っ
き
り

大
マ
ゼ
ラ
ン
雲

小
マ
ゼ
ラ
ン
雲
も
見
え
る
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三
脚
を
持
っ
て
こ
ず
、
写
真
を
撮
れ
な
い
の
が
残
念
。

歩

14304月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

2

14

40

海
の
色

船
は
南
太
平
洋
を
ひ
た
す
ら
西
へ
と
航
海
を
続
け
て
い
る
。
今
日
も

時
間
バ
ッ
ク
。
日

１

の
出
は

時

分
。
朝
は

時
過
ぎ
に
起
き
、

時
半
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
。
一
層
暑
く

６

６

６

50

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。
久
々
に
洗
濯
。
両
替
に
行
く
と
、

ド
ル
で
コ

10

イ
ン

個
の
パ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
購
入
（
両
替
？

。
洗
濯
を
開
始
。

）

40
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ブ
を
ア
ッ
プ
。
途
中
で
切
断
。
こ

の
と
こ
ろ
時
々
起
こ
る
。

時
間
中
残
り
が

余
時
間
だ
か
ら
、
順
調
に
？
使
っ
て
い
る
。

1000

700

船
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
入
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
近
く
に
ガ
ン
ビ
エ
諸
島
の

島
や
フ
ラ
ン
ス
が
核
実
験
を
行
っ
た
ム
ル
ロ
ア
環
礁
も
あ
る
は
ず
。

M
am

gareva

洗
濯
乾
燥
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
プ
ー
ル
へ
。
天
気
は
快
晴
。

時
間
で
も
日
に
焼
け
た
。

１

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
本
を
読
む
の
も
悪
く
な
い
。

昼
食
は
鶏
肉
、
温
野
菜
、
フ
レ
ン
チ
フ
ラ
イ
、
サ
ラ
ダ
。

そ
の
後
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
続
き
。
途
中
で
寒
く
な
り
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
の
デ
ッ

キ
チ
ェ
ア
に
移
動
。
目
の
前
に
、
大
海
原
。
海
の
色
は
、
青
紫
と
い
う
か
、
群
青
色
と
い
う
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か
、
紺
色
と
い
う
か

『
青
い
』
で
は
な
い
色
だ
。
な
ん
と
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
そ
う

、

い
え
ば
、

ｍ
級
の
山
に
登
る
と
、
青
空
が
青
か
ら
次
第
に
深
い
（
黒
い
）
青
に
変
わ
っ
て

4000

い
く
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
ん
な
色
だ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。

Explorer
The

H
istory

of

今
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
だ
と
か
で
、
船
内
新
聞

に
も
、

と
か
言
う
記
事
が
あ
る
し
、

階
の
売
店
あ
た
り
は
、
す
っ
か
り
そ
ん
な
雰

V
alentine's

D
ay

５

囲
気
だ
。
昨
日
の
夕
食
時
に
、
日
本
で
は
と
聞
か
れ
て
、
花
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
買
っ
て
い
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
の
儲
か
る
日
だ
と
い
っ
た
ら
、
笑
っ
て
い
た
。

先
の
歴
史
の
記
事
を
読
む
と
、
ま
す
ま
す
日
本
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
奇
妙
な
感
じ
だ
。

夕
食
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル

『
バ
レ
ン
タ
イ
ン
一
色
』
の
お
祭
り
気
分
。
着
て
い
る
服
も
、

。

深
紅
が
多
い
し
、
メ
ニ
ュ
ー
も
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
人
の
お

祭
り
な
の
だ
。

歩

14315月

日
（
水
）

第

日

終
日
航
海

2

15

41

凪
イ
ー
ス
タ
ー
島
を
出
て
か
ら

日
、
船
は
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
入
り
、
最
大
の
島
タ
ヒ
チ

４

島
の
パ
ペ
ー
テ
（

）
め
ざ
し
て
進
ん
で
い
る
。
天
気
は
安
定
し
て
お
り
、
来
る
日

PA
PEETE

も
来
る
日
も
、
蒼
い
海
を
進
ん
で
い
る
。
明
日
、
到
着
の
予
定
。
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昨
夜
、
時
計
を

時
間
戻
す
。
朝

時
に
起
き
て
、
歩
き
始
め
る
。

時
半
頃
夜
明
け
。

１

６

６

今
日
は
雲
が
多
い
。
風
は
な
く
、
た
だ
船
の
進
行
に
伴
う
も
の
の
み
。
気
温
は
高
く
、
歩
き

終
わ
る
と
う
っ
す
ら
汗
を
か
く
。
船
内
は
、
温
度
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
デ
ッ
キ
か
ら
船

内
に
入
る
と
ひ
ん
や
り
感
じ
る
。
朝
食
の
後
、
ウ
ェ
ブ
更
新
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。

昨
日
の
プ
ー
ル
で
日
に
焼
け
た
後
が
少
し
ひ
り
ひ
り
す
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
何
年

も
プ
ー
ル
と
か
海
水
浴
に
い
っ
て
い
な
い
。
理
由
は
、
肩
を
日
に
焼
く
と
、
ザ
ッ
ク
を
担
げ

な
く
な
り
、
夏
山
に
行
け
な
く
な
る
か
ら
。
と
い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
の
経
験
。
そ
の
後

読
書
。
昼
は
、
ロ
ー
ス
ト
タ
ー
キ
ー
と
野
菜
、
サ
ラ
ダ
。
午
後
は
、
う
と
う
と
し
な
が
ら
読

書
。
久
々
に
パ
ソ
コ
ン
相
手
に
碁
を
打
っ
て
み
る
。

夕
食
は
、

組
の
夫
婦
は

階
の
リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で
と
る
と
か
で
、
一
人

（
ニ
ュ
ー

２

８

。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
フ
ァ
リ
ー
ン
は

体
の
具
合
が
悪
く

帰
国
し
た
そ
う
だ

ム
ー
ル
貝

ム

、

、

）
。

（

セ
ル
と
い
っ
て
い
る

、
ス
テ
ー
キ
屋
の
ス
ー
プ
、
シ
タ
ビ
ラ
メ
の
ソ
テ
ー
。
キ
ャ
プ
テ
ン

）

か
ら
と
言
う
こ
と
で
、
ワ
イ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
。

。

。

。

。

海
が
凪
い
で
い
る

さ
ざ
波
し
か
見
え
な
い

鏡
の
よ
う
だ

雲
が
海
面
に
映
っ
て
い
る

こ
れ
ま
で

ヶ
月
以
上
航
海
し
て
き
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
。
船
が
進
む
の
で
風
は

１

感
じ
る
が
、
無
風
状
態
。
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
！
太
平
洋
と
は
、
こ
う
い
う
海
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
帆
船
は
進
ま
な
く
て
困
る
の
だ
ろ
う
が
・
・
・

歩

13131
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月

日
（
木
）

第

日

パ
ペ
ー
テ
（
タ
ヒ
チ
）
上
陸
）

2

16

42

快
晴
の
ち
土
砂
降
り
の
パ
ペ
ー
テ

今
日
は
、
上
陸
が

時
か
ら
、
と
早
く
接
岸
す
る
。
日
の
出
も

時
過
ぎ
。
時
計
を

時

７

６

１

間
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
ら

時

分
に
起
き
て
、
歩
き
始
め
る
。
外
に
出
る
と
、
タ
ヒ
チ

５

50

島
。
こ
の
島
は

周
百
数
十

な
の
に
、
標
高

の
オ
ロ
ヘ
ナ
山
を
は
じ
め

級
の
山

一

km

2241
m

2000
m

が
あ
る
。
文
字
通
り
海
か
ら
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
火
山
で
あ
る
。

時
に
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
か
ら
降
り
立
つ
と
、
花
を
配
っ
て
い
る
。
ウ
ク
レ
レ
で
歌
を
歌

８
っ
て
い
る
。
太
鼓
を
た
た
い
て
歌
う
一
団
も
い
る
。
こ
れ
ま
で
で
『
最
高
』
の
歓
迎
ぶ
り
。

ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
行
く
と
、
地
図
も
あ
り
、
行
き
届
い
て
い
る
。
さ

。

。

す
が
観
光
慣
れ
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る

と
博
物
館
へ
の
行
き
方
を
聞
い
た

A
TM

事
務
所
を
出
る
と
、
看
板
。
な
ん
と
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
と
並
び
日
本
語
が
書
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
日
本
人
が
た
く
さ
ん
来
る
の
だ
と
こ
れ
ま
で
の
訪
問
地
と
の
違
い
を
認
識
。

目
の
前
は
銀
行
。

で
お
ろ
せ
た
。
た
だ

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
フ
ラ
ン
）
指
定

A
TM

Ｆ

5000
XP

す
る
と
、

フ
ラ
ン
札
が

枚
出
た
の
に
は
ま
い
っ
た
。
ち
な
み
に

≒

＄
≒

Ｆ

5000

1

100
XP

1
US

80

円
。

札
は

円
札
で
あ
る
。
土
産
物
屋
で
絵
は
が
き

枚
（

）
買
い
、
く

フ
ラ
ン

5000

4000

５

@
80
F

ず
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
世
界
だ
。
何
年
か
ぶ
り
で
聞
き
話
す
フ
ラ
ン
ス
語
。
本
当
は
、
こ
こ
に
着
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く
前
に
復
習
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
辞
書
が
壊
れ
て
し
ま
い
、
で
き
な
か
っ

た

（
フ
ラ
ン
ス
語
辞
書
の
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
た
の
で
仏
和
・
和
仏
、
旅
行
会
話
が
使
え

。
た
）
が
、
ぼ
ち
ぼ
ち
思
い
出
し
て
い
っ
た
。

、

。

「

、
」

バ
ス
停
に
行
き

フ
ラ
ン
払
っ
て
バ
ス
に
乗
る

海
を
見
な
が
ら

分
ほ
ど
で

こ
こ

200

30

と
教
え
て
く
れ
、
降
り
た
が
店
が
あ
る
だ
け
で
看
板
も
な
に
も
な
い
。
店
先
で
博
物
館
は
ど

こ
？
と
聞
く
と
、
教
え
て
く
れ
た
。
か
ん
か
ん
照
り
の
、
舗
装
工
事
中
の
道
を
ひ
た
す
ら
ま

っ
す
ぐ
海
側
へ
と
行
く
と
、
入
口
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
最
高
。
青
い
海
、
遠
く
に
島
、
打
ち

寄
せ
る
波
、
海
岸
に
は
椰
子
の
木
と
南
国
リ
ゾ
ー
ト
そ
の
も
の
。

博
物
館
は

開
館
。

。
自
然
、
歴
史
、
民
俗
、
西
洋
人
の
来
訪
、
こ
の
地

:

フ
ラ
ン

9
30

600

の
王
と
展
示
が
さ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
キ
の
レ
プ
リ
カ
や
『
あ
や
と
り

、
船
の
展
示
が
印
象

』

的
。
客
は
少
な
い
。
暑
い
。
持
っ
て
い
た
水
も
ほ
と
ん
ど
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
別
棟
で
、
台

湾
と
い
う
テ
ー
マ
の
特
別
展
示
が
あ
っ
た
が
、
冷
房
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
涼
ん
だ
。

出
て
か
ら
海
岸
を
歩
い
た

『
パ
ン
の
樹
』
と
い
う
の
を
発
見
。
実
が
た
わ
わ
に
な
っ
て

。

い
る
。
見
る
の
は
初
め
て
。
海
に
は
サ
ー
フ
ァ
ー
が
い
る
。
絵
に
描
い
た
よ
う
な
景
色
。

戻
っ
て
ス
ー
パ
ー
を
見
つ
け
、
水
と
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
。
喉
の
渇
き
を
癒
し
て
い
る
と
、

バ
ス
が
来
た
。
急
い
で
乗
り
込
み
、
パ
ペ
ー
テ
へ
戻
る
。

時
半
パ
ペ
ー
テ
着
。
い
っ
た
ん

12

、

、

。

。

船
に
戻
り

シ
ャ
ワ
ー

昼
食
の
あ
と
見
物
・
買
い
物
に
行
く

海
沿
い
の
公
園
は
美
し
い

マ
ル
シ
ェ
の
界
隈
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
見
て
回
る
。
パ
ー
ル
博
物
館
に
は
数
組
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日
本
人
客
が
い
る
。

万
円
の
真
珠
を
買
っ
て
い
た
。
町
に
は
、
日
本
人
ガ
イ
ド
に
連
れ
ら

15

れ
て
土
産
物
屋
に
入
っ
て
く
る
日
本
人
一
行
が
い
た
。
数
十
個
の
お
土
産
を
包
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
カ
ッ
プ
ル
も
い
る
。
道
標
に
、
日
本
語
が
書
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

出
た
と
こ
ろ
で
ぱ
ら
ぱ
ら
雨
が
降
り
出
す
。
傘
を
出
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
公
園
の
テ
ン
ト
で
、
貝
殻
細
工
を
作
っ
て
売
っ
て
い
る
。
雨
宿
り
を
か
ね
て
見
て
回
る
。

小
さ
な
も
の
を

つ
ほ
ど
購
入
（

。
雨
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、
雷
も
。
熱
帯
の

）

4

4500
F

ス
コ
ー
ル
は
話
に
聞
い
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
す
ご
い
と
は
。
い
い
経
験
だ
。
町
の
道
路
に

は
水
が
た
ま
り
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
も
。
洋
服
屋
で
パ
レ
オ
を
買
う
。
手
で
か
が
っ
た
も
の
は

さ
す
が
に
高
い
。

枚
求
め
る
（

。
ご
当
地
の

ビ
ー
ル
（

×

）
を

二

）

H
IN

A
N

O

5800
F

270
F

３

買
っ
て
、
土
砂
降
り
の
雨
の
中
を
船
に
戻
る
。

夕
食
は
、

階
の
リ
ド
キ
ッ
チ
ン
で
タ
ヒ
チ

を
や
っ
て
い
る
だ
と
か
で
、
ひ
ど
く

８

B
B

Q

少
な
い
。
シ
ー
フ
ー
ド
カ
ク
テ
ル
、
ス
ー
プ
、
白
身
魚
の
ソ
テ
ー
。

雨
は
よ
う
や
く

時
頃
上
が
る
。

時
間
近
く
続
い
た
土
砂
降
り
だ
っ
た
。
ス
コ
ー
ル
の

８

５

も
の
す
ご
さ
。
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
た
夜
の
港
の
景
色
も
い
い
も
の
だ
。

朝
早
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、

時
頃
に
疲
れ
て
寝
る
。

９

使
っ
た
通
貨

（
≒

円
）
＋

（
カ
ー
ド
）

10000
XPF

8000

5800
XPF

歩

35091
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月

日
（
金
）
第

日

終
日
航
海

2

17

43

南
太
平
洋
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

。

、

、

昨
夜
は
パ
ペ
ー
テ
を

時
頃
離
れ
た
よ
う
だ

と
い
う
の
も

時
過
ぎ
に
寝
て
し
ま
い

９

10

。

。

、

、

記
憶
に
な
い

目
を
さ
ま
す
と

時

起
き
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
の
で

眠
く
な
る
ま
で

３

昨
日
の
行
動
記
録
作
成
。

時
間
ほ
ど
し
た
ら
眠
く
な
っ
た
の
で
、
ま
た
寝
る
。
次
に
起
き

１

る
と

時
。
夜
は
と
っ
く
に
明
け
て
い
る
。

７時
か
ら
歩
き
出
し

時
間
。
そ
の
後
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。
そ
れ
か
ら
、
昨
日
の
写
真
の

７

１

整
理
と

ペ
ー
ジ
の
作
成
。
文
と
写
真
の
処
理
、

の
作
成
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
の

W
eb

H
TM

L

で
け
っ
こ
う
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
結
局
ア
ッ
プ
す
る
の
に
午
前
中
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
昼
は
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ェ
ル
が
あ
っ
た
の
で
、
頂
く
。
ト
ン
カ
ツ
が

な
つ
か
し
い
。

シ
ド
ニ
ー
に
妻
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
、
新
し
い
携
帯
電
話
を
持
っ

て
き
て
ほ
し
い
の
で
、
船
上
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
。
今
か
ら

年
前
に
は
携

20

、

。

帯
電
話
な
ど
な
く
て
も
用
は
足
り
た
の
に

今
は
な
い
と
な
ん
と
も
具
合
が
よ
ろ
し
く
な
い

モ
ベ
ル
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
で
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
を
網
羅
し
た
携
帯
電
話
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
電
話
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は

安
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
基
本
料
金
は
な
く
、
使
っ
た
分
だ
け
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

引
き
落
と
し
、
有
効
期
限
な
し
、
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
が
「
お
守
り
代
わ
り
」
で
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時
々
使
う
使
い
方
に
は
便
利
。
半
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
と
き
シ
ム
カ
ー
ド
だ
け
買
っ

て
？
持
っ
て
い
た
ノ
キ
ア
の
電
話
を
シ
ム
フ
リ
ー
に
し
て
使
っ
て
い
た
。
こ
の
前
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
、
必
要
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
は
、
シ
ム
カ
ー
ド
だ
け
で
な
く
電
話

付
き
の
も
の
に
し
た
。
約

円
。

6000

南
太
平
洋
の
真
中
か
ら
で
も
注
文
で
き
て
、
日
本
の
自
宅
に
配
達
さ
れ
る
の
は
当
た
り
前

だ
が
、
考
え
て
み
る
と
不
思
議
な
世
界
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
。

午
後
は
読
書
、
夕
食
は
、
前
菜
、
ス
ー
プ
、
鮭
。

歩

12739月

日
（
日
）
第

日

パ
ゴ
パ
ゴ
（
ア
メ
リ
カ
ン
サ
モ
ア
）

2

19

45

忙
し
か
っ
た
パ
ゴ
パ
ゴ

朝

時
前
に
起
き
る
。
日
の
出
は

。

時
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ア
メ
リ
カ
ン
サ
モ
ア

６

６

６

:

20

の
ツ
ツ
イ
ラ
島
（

）
の
島
影
は
見
え
て
い
る
。
途
中
、
日
の
出
。
東
の
空
が
金
色
に

Tutuila

輝
く
、
と
い
っ
た
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
。
歩
き
終
え
る
頃
、
入
江
に
入
っ
て
い
く
。
地
図
を
見

、

。

。

、

る
と

パ
ゴ
パ
ゴ
は
入
江
の
一
番
奥
に
あ
る
町

波
は
な
く
天
然
の
良
港
で
あ
る

た
だ
し

リ
ー
フ
が
所
々
に
あ
る
ら
し
く
、
船
は
赤
と
緑
の
ブ
イ
の
間
を
進
ん
で
い
る
。
左
側
に
、
フ

ラ
ワ
ー
・
ポ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
、
フ
ァ
ト
ゥ
ロ
ッ
ク
と
フ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
と
い
う
名

の
か
わ
い
ら
し
い
島
が
あ
る
。
接
岸
す
る
。
こ
ん
な
大
き
な
船
で
も
接
岸
で
き
る
岸
壁
が
あ
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る
の
は
、
こ
の
島
が
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
艦
隊
の
重
要
な
基
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
事
に

よ
る
の
だ
ろ
う
。
港
の
前
は
、
フ
ァ
ガ
ト
ゴ
の
町
（
村
の
方
が
当
た
っ
て
い
る

。
）

ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
下
り
る
と
、
観
光
協
会
（

）
が
机
を
広
げ
、
お
土
産

V
isitors

B
ureau

物
屋
の
テ
ン
ト
が

以
上
も
立
ち
な
ら
ん
で
い
る
。
が
、
町
の
方
は
、
日
曜
日
の
せ
い
か
、

20

教
会
だ
け
が
賑
わ
っ
て
お
り
、
他
は
休
み
で
あ
る
。
た
だ
、
博
物
館
は
、
臨
時
開
業
ら
し
く

開
い
て
い
た
。
狭
い
な
が
ら
も
、
よ
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
開
い
て
い
る
の
は
、
マ
グ

ド
ナ
ル
ド
と
小
さ
な
ス
ー
パ
ー
。
入
り
江
の
奥
の

に
歩
い
て
行
く
が
、
暑
い
！
途

Pagopago

中

「

」
の
看
板
を
見
つ
け
た
。
何
か
所
に
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
形
で

、

TSU
N

A
M

I

あ
る
か
ら
、
太
平
洋
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
た
津
波
の
影
響
を
直
接
受
け
て
し
ま
う
の
だ
。
幸

い
平
地
が
少
な
く
、
す
ぐ
に
高
台
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
逃
げ
ろ
、
と
言
っ
て
い

る
。

は
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
。

TSU
N

A
M

Iま
で
行
く
と
、
入
江
の
奥
か
ら
我
々
の
船
が
見
え
る
が
静
か
な
も
の
で
あ
る
。

Pagopago

こ
こ
で
タ
ク
シ
ー
を
見
つ
け
て
「
マ
ウ
ン
ト
ア
ラ
バ
に
行
き
た
い
」
値
段
は

＄
＋

＄
が

20

20

交
渉
し
、
半
額
の

＄
＋

＄
に
。
タ
ク
シ
ー
で
着
い
た
と
こ
ろ
が
、
国
立
公
園
の
入
口
、

10

10

そ
こ
に
、
マ
ウ
ン
ト
ア
ラ
バ
ま
で
、

と
か
い
て
あ
る
。
あ
と
で
知
る
の
だ
が
、
こ
れ
が

5.8
km

国
立
公
園
の
「

」
と
い
う
や
つ
で
あ
っ
た
。
今
日
は
自
由
時
間
が

時
間

M
ount

A
lava

Trail

４

し
か
な
い
か
ら
山
頂
ま
で
は
と
て
も
無
理
だ
が
、
熱
帯
雨
林
の
山
道
を
歩
い
て
み
る
の
も
い

い
か
と
、

分
待
っ
て
も
ら
っ
た
。
歩
き
出
す
と
、
幅

く
ら
い
の
広
い
道
が
続
い
て
い

３

30

m
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る
。
ま
わ
り
は
、
熱
帯
の
植
物
、
花
も
咲
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
木
の
苗
を
育
て

て
い
る
場
所
に
出
た
。
植
林
の
準
備
だ
。
行
く
と
、
島
の
北
側
の
海
が
見
え
る
所
ま
で
着
い

た
。
高
度
は

、
歩
い
た
距
離
は

。
山
頂
が
標
高

、

先
だ
か
ら
、
ま
だ
ま

270
m

500
m

410
m

5.6
km

だ
先
だ
が
、
雨
が
降
り
始
め
た
し
、
時
間
に
な
っ
た
の
で
戻
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
ま
ま
フ
ァ
ガ
ト
ゴ
に
戻
る
と
、
残
り

時
間
弱
。
港
の
前
の
店
に
入
る
と
、
食
料
品

２

や
雑
貨
を
扱
う
店
。
中
に
、
着
る
物
を
売
っ
て
い
た
の
で
、
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
（

＄
）
と
ポ

６

ロ
シ
ャ
ツ
（

＄
）
ワ
イ
ン
と
ビ
ー
ル
を
買
う
。
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
領
だ
か
ら

＄
。
そ
の

３

US

あ
と
、
ウ
ツ
レ
イ
に
行
き
、
き
れ
い
な
ビ
ー
チ
を
眺
め
船
に
戻
る
。
お
土
産
物
屋
で

シ
ャ

T

ツ
を
買
い
、
乗
船
。
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
一
休
み
し
て
か
ら
昼
食
。

時
過
ぎ
に
、
船
が
離
岸
し
た
。
昼
食
後
、
船
室
に
戻
る
と
、
妙
に
眠
く
な
り
昼
寝
。
す

１
っ
き
り
し
て
起
き
る
と
、
夕
食
。

夕
食
は
、
一
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
静
か
な
食
事
を
と

っ
た
。
焼
き
鳥
に
似
た
前
菜
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
ー
プ
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
エ
ル
。

使
っ
た
通
貨

＄

70.75
US

歩

28518月

日
（
月
）
第

日

日
付
変
更
線
を
通
過

2

20

??

失
わ
れ
た
一
日
～
日
付
変
更
線
を
通
過



- 80 -

こ
の
船
旅
で
、

月

日
（
月
）
は
、
存
在
し
な
い
の
だ
が
、
そ
の
あ
た
り
を
。

2

20

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
あ
た
り
を
経
度

度
（
東
経
・
西
経
）
の
線
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
線
の

180

界
隈
を
日
付
変
更
線
（

）
が
走
っ
て
お
り
、
今
回
の
旅
で
は
、
サ
モ

International
D

ate
Line

ア
諸
島
と
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
の
間
で
あ
る
。
こ
の
線
を
、
東
か
ら
西
に
越
え
る
と
き
に
は
、
24

時
間
遅
ら
せ
る
、
西
か
ら
東
に
越
え
る
と
き
は

時
間
進
め
る
、
と
い
う
時
計
の
操
作
を
す

24

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、
わ
か
っ
た
気
も
す
る
が
、
何
と
な
く
、

。

、
『

』

し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た

こ
れ
ま
で
北
ア
メ
リ
カ
に
飛
行
機
で
行
く
と

昨
日
に
戻
っ
た

と
い
う
こ
と
は
体
験
し
て
い
た
が
、
な
ん
だ
か
実
感
が
持
て
な
い
で
い
た
。

こ
の
話
は
、
そ
も
そ
も
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
艦
隊
が
初
め
て
世
界
一
周
し
て
、
母
国
に
戻
っ
た

と
き
に
、
航
海
日
誌
の
日
付
が

日
足
り
な
い
、
と
い
う
話
が
有
名
で
あ
る
。

1

『
俺
の

月

日
は
、
ど
う
な
っ
た
の
？
』
と
素
朴
に
聞
き
た
い
気
分
で
あ
る
。

2

20

さ
て
、
飛
行
機
で
行
く
と
、
な
ん
だ
か
だ
ま
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
船
で
ゆ
っ
く
り
こ
の
線

を
越
え
て
い
く
と
、
何
と
な
く
実
感
で
き
る
。
マ
ゼ
ラ
ン
た
ち
の
『
失
わ
れ
た

日
』
は
ど

一

こ
に
い
っ
た
の
だ
ろ
う
？

そ
れ
は
、

日
＝

時
間
、
と
考
え
る
と
、
謎
に
な
っ
て
し
ま

1

24

う
の
だ
が
。
マ
ゼ
ラ
ン
た
ち
は
、
西
に

度
進
む
た
び
に
、

日
を

時
間
で
生
活
し
て
き

一

15

25

た
の
だ
。
そ
の

時
間
が

個
積
も
る
と
、

日
に
な
る
。
失
わ
れ
た

日
は
、

時
間
ず

一

一

一

1

24

、

。

、

。

つ
に
分
け
て

生
活
し
て
い
た
の
だ

祖
国
の
人
た
ち
は

日

時
間
で
暮
ら
し
て
い
た

一

24

だ
か
ら
、
決
し
て
時
間
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
失
わ
れ
た
の
は
、
日
、
な
の
で
あ
る
。
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、

、

、

飛
行
機
で
飛
ん
で
し
ま
う
と

こ
の
あ
た
り
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

船
の
早
さ
な
ら

実
感
で
き
る
。
こ
れ
も
船
旅
の
醍
醐
味
で
あ
ろ
う
か
。

月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

2

21

46

感
謝
祭
のM

a
rd
i
G
ra
s
A
flo

a
t

時
起
床
、
前
に
述
べ
た
事
情
で
、

日
の
翌
日
は

日
に
な
っ
て
い
る
。
天
気
曇
り
、

６

19

21

日
の
出

、
気
温

度
。
例
に
よ
っ
て
、
歩
い
て
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。

６:

20

27

今
日
は
、
散
歩
中
に

階
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
、
鳥
が
い
た
。
渡
る
途
中
に
力
尽
き

３

た
の
か
、
じ
っ
と
し
て
い
る
。
人
を
恐
れ
る
様
子
も
な
い
。
時
々
毛
繕
い
を
し
た
り
し
て
、

動
く
の
だ
が
、
場
所
を
変
え
な
い
。
こ
う
い
う
事
も
た
ま
に
は
あ
る
の
だ
。

さ
て
、
昨
日
か
ら
、

と
か
言
う
の
が
始
ま
っ
て
い
る

『
海
の

M
ariner

A
ppreciation

D
ays

。

感
謝
デ
ー
』
？
特
に
、
今
日
は
、

と
な
っ
て
い
て
、
８
階
の
食
堂
は
、
な

M
ardi

G
ras

A
float

に
や
ら
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
ら
し
い
。
魔
法
使
い
の
絵
が

。
「

（

）
」

描
か
れ
た
も
の
が
貼
ら
れ
て
い
る

＝
ざ
ん
げ
火
曜
日

謝
肉
祭
の
最
終
日

M
ardiG

ras

と
あ
り
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
最
終
日
か
、
と
。
た
だ
、
宗
教
上
の
意
味
は
よ
く
知
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
日
は
、
５
時
か
ら
パ
レ
ー
ド
が
あ
る
ら
し
い

そ
の
後
、
食
事
の
シ

.

フ
ト
も
変
更
さ
れ
、
８
階
食
堂
に
出
店
の
よ
う
な
も
の
が
多
数
出
て
、
ま
た
、
メ
ー
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
は
、
オ
ー
プ
ン
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
時
間
も
変
わ
っ
て
い
る
。
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午
前
中
、

の
整
理
、
ア
ッ
プ
と
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。
読
書
。
昼
は
、
春
雨
の
炒
め

W
eb

物
、
鶏
肉
と
野
菜
。
午
後
、
読
書
続
き
。

さ
て
夕
方
５
時
に
８
階
の
デ
ッ
キ
に
い
っ
て
見
る
と
、
お
祭
り
騒
ぎ
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
、
バ
ン
ド
の
演
奏
は
あ
る
わ
、
食
べ
物
の
屋
台
は
出
る
わ
、
酒
も
配
っ
て
い
る
。
パ

、

。

レ
ー
ド
と
か
で

仮
装
行
列
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
コ
イ
ン
や
首
飾
り
を
配
っ
て
歩
い
て
い
る

す
ご
い
熱
気
。
こ
の
中
で
、
日
本
人
乗
客
、
横
浜
の
木
内
氏
ら
と
知
り
合
う
。
彼
ら
は
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
シ
ド
ニ
ー
ま
で
乗
船
と
の
こ
と
。
久
々
に
日
本
語
で
話
を
し
た
。
ビ
ー

ル
と
ワ
イ
ン
で
食
事
を
し
、
８
時
過
ぎ
船
室
へ
。
騒
ぎ
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
た
。

歩

15036月

日
（
水
）

第

日

終
日
航
海

2

22

47

1
3
0
0

人
の
入
国
審
査

今
日
も
１
時
間
バ
ッ
ク
。
７
時
少
し
前
に
起
床
。
歩
い
て
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。

リ
ド
デ
ッ
キ
は
、
昨
夜
の
大
騒
ぎ
の
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
構
造
物
だ
け
は
残
っ

て
い
る
。
た
っ
た
一
夜
の
数
時
間
の
た
め
に
こ
ん
な
大
が
か
り
な
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け

「
お
祭
り
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
、
改
め
て
実
感
。

、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
上
陸
の
た
め
の
入
国
審
査
は
個
別
に
行
わ
れ
る
と
か
で
、
グ
ル
ー
プ
ご

。

、

、

、

と
に
呼
び
出
さ
れ
る

こ
れ
ま
で
は

い
つ
や
っ
た
の
だ
か
わ
か
ら
な
い
が

港
に
着
く
と
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全
く
意
識
せ
ず
に
上
陸
し
、
ま
た
乗
船
し
た
。
イ
ミ
グ
レ
の
手
続
き
は
今
回
が
は
じ
め
て
で

あ
る
。
９
時
、
第

グ
ル
ー
プ
か
ら
始
ま
っ
た
が

～

分
で

グ
ル
ー
プ
進
ん
だ
だ
け
な

５

１

20

30

の
で
、
私
の
第

グ
ル
ー
プ
は

時
過
ぎ
。
１
時
近
く
ま
で
２
人
の
審
査
官
が
一
人
ず
つ
面

13

11

会
し
、
審
査
を
や
っ
て
い
た
。

人
の
入
国
審
査
だ
か
ら
、
大
変
だ
。
た
だ
、
港
に
つ
い
て

1300

こ
れ
を
や
っ
て
い
た
ら
、
何
時
間
も
か
か
る
か
ら
、
船
内
で
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

時
か
ら
次
の
上
陸
地
シ
ド
ニ
ー
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

時
間
弱
や
っ

10

1

て
い
た
。
話
す
の
が
早
く
て
聞
き
と
れ
な
い
が
、
画
面
の
文
字
と
写
真
は
参
考
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
リ
フ
ー
島
だ
が
、
日
程
変
更
で
寄
ら
ず
に
シ
ド
ニ
ー

に
行
く
よ
う
だ
。
残
念
。
ま
、
い
い
か
。
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
に
は
、
ま
た
の
機
会
に
行
こ

う

「
天
国
に
一
番
近
い
島
」
は
、
な
か
な
か
遠
い
。

。今
日
は
、
９
階
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
。
網
の
中
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
と
、
一
周

く
ら
い
の
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
こ
こ
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も

。
さ
ら

200
m

OK

に
、
同
じ
階
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
と
小

さ
な
板
張
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
バ
イ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。
同
じ
階
に
、
ス
パ
が
あ
り
、
こ
こ
は
、
美
容
室
と
サ
ウ
ナ
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

。

。

使
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い

そ
の
気
に
な
れ
ば
け
っ
こ
う
運
動
も
で
き
る

夕
食
は
、
前
菜
、
ス
ー
プ
、
ア
ラ
ス
カ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
。

歩

13154
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月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

2

23

48

海
の
感
謝
日
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

今
日
は
、
少
し
遅
れ
て

分
起
床
、
日
は
す
で
に
高
い
。
歩
い
て
い
る
と
、
ア
ホ
ウ

: 7
10

ド
リ
が

羽
、
船
の
周
り
を
飛
ん
で
い
る
。
の
ん
び
り
し
た
も
の
だ
が
、
歩
き
終
わ
る
頃
に

２

は

～

羽
に
増
え
て
い
た
。

朝
食
後
、
１
時
間
ほ
ど
写
真
撮
影
。
見
て
い
る
と
、
餌
を

５

６

求
め
て
海
に
突
入
し
て
、
し
ば
ら
く
浮
き
上
が
っ
て
こ
な
い
。

分
た
ち

分
た
ち
。
か
な

１

２

り
長
い
時
間
だ
。
こ
の
鳥
も
、
進
化
の
中
で
魚
を
捕
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
特
性

を
身
に
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
時
々
、
海
面
を
ト
ビ
ウ
オ
が
飛
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
狙
っ
て

低
空
飛
行
し
て
い
る
の
か
。

の
整
理
を
し
て
ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
読
書
。
も
う
昼
に
な
り
、
昼
食

W
eb

は
ロ
ー
ス
ト
タ
ー
キ
ー
と
野
菜
、
サ
ラ
ダ
。

午
後
、
読
書
を
し
て
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
手
始
め
に

分
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
歩
き
、

20

。

、

。

汗
を
び
っ
し
ょ
り
か
く

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て

簡
単
に
洗
っ
た
も
の
を
乾
燥
機
で
乾
か
す

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
４
時
過
ぎ
、
今
日
は
、

と

M
ariner

A
ppreciation

D
ay

C
ocktailParty

い
う
の
が
４
時

分
か
ら
あ
る
。
フ
ォ
ー
マ
ル
の
日
。
大
急
ぎ
で
着
替
え
る
。

15

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
船
会
社
の
社
長
が
来
て
お
り
、
写
真
撮
影
の
行
列
が
で
き
て
い
た
。
バ

ン
ド
が
演
奏
し
、
酒
が
配
ら
れ
、
踊
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
も
あ
っ
た
。
し
ば
し
の
の
ち
、
司
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会
者
が
、
功
労
者
の
紹
介
を
し
、
終
わ
っ
た
。

夕
食
も
飲
み
物
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
。
前
菜
、
ス
ー
プ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
。

部
屋
に
戻
る
と
、
記
念
品
と
か
で
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ク
リ
ス
タ
ル
容
器
が
配
ら
れ
た
。

歩
16502月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

2

24

49

世
界
遺
産
の
島
ロ
ー
ド
・
ハ
ウ
島

時
前
起
床
、
日
の
出
が

、

時
に
は
歩
き
出
す
。

６

６

６

:

20

す
る
と
、
ま
た
も
や
珍
客
が
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
の
隅
っ
こ
に
、
鳥
が
い
る
で
は
な

い
か
。
カ
モ
の
仲
間
の
よ
う
だ
。
じ
っ
と
し
て
、
動
か
な
い
。

分
後
に
戻
る
と
、
い
な
く

50

な
っ
て
は
い
た
が
、
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

朝
食
の
あ
と
、

の
ア
ッ
プ
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
で
読
書
を
し
て
い
る
と
、
右
舷

W
eb

に
島
影
が
。
ふ
た
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
の
よ
う
な
島
で
あ
る
。
接
近
し
て
い
る
と
、
食
事
仲
間
の
ベ

ラ
が
反
対
側
に
岩
の
島
が
あ
る
、
こ
の
島
は
世
界
遺
産
な
の
だ
、
と
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ

が
、
ロ
ー
ド
・
ハ
ウ
島
（

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
。
船
は
、
２
つ
の
島

Load
H

aw
e

Island
）

の
間
を
進
ん
で
ゆ
く
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
も
飛
ん
で
き
て
、
１
時
間
ほ
ど
の
シ
ョ
ー
で
あ
っ
た
。

岩
の
島
は
火
山
だ
と
い
う
。
鋭
く
尖
っ
た
山
頂
も
す
ご
い
。
絵
に
描
い
た
よ
う
な
島
だ
。

。

。

、

、

。

見
終
え
た
頃
昼
食

読
書

そ
れ
か
ら

部
屋
で
ビ
デ
オ

そ
れ
か
ら

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ

20
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夕
食
は
、
シ
ド
ニ
ー
で
下
り
る
２
人
の
日
本
人
男
性
木
内
氏
ら
と
と
も
に
、
リ
ド
デ
ッ
キ

で
取
る
。
久
々
に
、
日
本
語
で
長
い
時
間
話
を
し
た
。
そ
こ
に
、
だ
い
ぶ
前
に
会
っ
た
２
人

の
日
本
人
女
性
も
合
流
し
て
、
５
人
で
歓
談
。
８
時
過
ぎ
終
了
。
明
日
の
上
陸
準
備
。

歩
16248月

日
（
土
）

第

日

シ
ド
ニ
ー
上
陸
１
日
目

2

25

50

船
を
ビ
ジ
タ
ー
で
見
学
後
、
ロ
ッ
ク
ス
へ

６
時
前
起
床
、
１
時
間
歩
き
朝
食
。
今
日
は
シ
ド
ニ
ー
に
着
く
が
、
こ
の
シ
ド
ニ
ー
に
う

ち
の
カ
ミ
サ
ン
が
来
て
、
４
日
間
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
待
ち
合
わ
せ
場
所
は
、
町

の
中
心
部
の
ホ
テ
ル
。
８
時
着
岸
、
９
時
半
下
船
。

を
探
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
へ
。
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
店
舗
発
見
。
待
ち
合

A
TM

わ
せ
の
ピ
ッ
ト
通
り
の
ホ
テ
ル
に

時
過
ぎ
。
荷
物
を
預
け
、
ま
ず
船
の
見
学
。

10

と
い
う
制
度
が
あ
っ
て
、
寄
港
地
の

時
間
以
前
に
、
フ
ロ
ン
ト

G
uest

V
isitor

R
equest

72

、

、

オ
フ
ィ
ス
に
届
け
て
お
く
と

ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
乗
船
で
き
る
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

先
週
、
食
事
仲
間
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
夫
妻
か
ら
聞
き
、
書
類
を
も
ら
い
手
続
き
を
し
て
い
た
。

実
際
に
は
、
氏
名
、
続
柄
、
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
を
記
入
し
、
提
出
。
す
る
と
、
寄
港
地
の
乗

船
口
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
受
付
デ
ス
ク
に
登
録
さ
れ
、
そ
こ
で
名
乗
る
と
、
パ
ス
ポ
ー

ト
と
引
き
替
え
に
ビ
ジ
タ
ー
乗
船
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
、
そ
の
カ
ー
ド
を
見
せ
て
船
に
乗
る
、
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と
う
い
う
や
り
方
。
こ
れ
ま
で
の
寄
港
地
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
寄
港
中
は
船
に
い
な
い

の
で
こ
う
な
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

船
に
は
、
た
く
さ
ん
ビ
ジ
タ
ー
が
来
て
い
て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
船
内
を
案
内
し
、
昼
食

後
下
船
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
キ
ー
へ
。
こ
こ
は
、
観
光
の
中
心
で
い
つ
も

に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
行
き
優
雅
な
白
い
貝
殻
の
姿
を
眺
め
る
。
次
に
ロ

ッ
ク
ス
。
ち
ょ
う
ど
土
曜
日
の
せ
い
か
、
テ
ン
ト
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
に
ぎ
や
か
。
こ
こ
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
、
売
っ
て
い
る
も
の
が
多
彩
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
歩

く
。
今
か
ら

年
ほ
ど
前
に
作
ら
れ
た
鋼
鉄
の
橋
。
歩
道
を
真
ん
中
過
ぎ
ま
で
行
き
、
戻
っ

80

て
く
る
。
景
色
は
と
て
も
い
い
。
ロ
ッ
ク
ス
に
戻
っ
て
か
ら
、
食
事
仲
間
の
マ
ル
コ
ム
に
出

会
い
、
カ
ミ
サ
ン
を
紹
介
。

そ
の
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
ス
ト
リ
ー
ト
を
南
下
、
ク
イ
ー
ン
ビ
ク
ト
リ
ア
ビ
ル
を
通
っ
て
、
宿

。

、

、

。

。

へ

一
休
み
の
あ
と

中
華
街
へ
行
き

中
華
料
理
の
夕
食

中
華
街
は
に
ぎ
や
か
で
あ
る

帰
り
に
、
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
寄
り
、
明
日
行
く
予
定
の
、
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
へ
の
列
車

を
調
べ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
は
、
数
年
前
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
で
大

陸
横
断
し
た
と
き
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
思
い
出
深
い
駅
だ
。

歩

42621月

日
（
日
）

第

日

シ
ド
ニ
ー
上
陸
２
日
目

2

26

51
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ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
へ
は
鉄
道
で

今
日
は
、
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
を
尋
ね
る
一
日
。
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン

へ
は
、
ツ
ア
ー
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
列
車
で
行
き
、
の
ん
び
り
回
れ

る
と
こ
ろ
を
ま
わ
り
、
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
。

前
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
行
き
、
カ
ト
ゥ
ー
ン
バ
（

）
行
き
の
列
車
の
時
刻
を

K
atoom

ba
Eddy

A
v

尋
ね
る
と

不
思
議
な
紙
片
を
渡
さ
れ

毎
時

分
だ
と
い
わ
れ
た

そ
の
紙
に
は

、

、

。

、「

15

か
ら
、
途
中
の

ま
で
バ
ス
で
行
き
、
そ
こ
で
鉄
道
に
乗
り
換
え
る
。

時
間
半
く
ら

Penrith

２

い
か
か
る

」
と
書
か
れ
て
い
た
。
不
思
議
だ
な
、
と
思
い
な
が
ら
も
７

に

を

。

:
Eddy

A
v

15

出
る
バ
ス
に
乗
る
と
、

ま
で
１
時
間
く
ら
い
で
着
き
、
そ
こ
で
列
車
に
乗
り
換
え
、

Penrith

カ
ト
ゥ
ー
ン
バ
へ
。
駅
の
掲
示
を
見
る
と
、
よ
り
に
よ
っ
て
、
こ
の
２
日
間
だ
け
、
鉄
道
の

工
事
で
、
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
線
が
運
休
に
な
り
、

ま
で
バ
ス
の
代
行
運
転
に
な
っ

Penrith

て
い
た
の
だ
。
い
つ
も
よ
り
時
間
が
か
か
る
が
、
と
に
か
く

時
過
ぎ
に
着
き
、
駅
前
か
ら

10

。

、

、

南
に
カ
ト
ゥ
ー
ン
バ
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
き
始
め
る

こ
の
町
は

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
町
で

分
も
行
く
と
店
は
な
く
な
り
住
宅
地
。
広
い
坂
道
を
下
る
。

10

数
分
で
エ
コ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
こ
こ
は
、
ス
リ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
奇
岩
や
ジ
ャ

20
ミ
セ
ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
雄
大
な
渓
谷
の
景
色
を
見
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
雲
が
一
部
に

出
て
い
た
が
、
雄
大
な
景
色
を
堪
能
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
プ
リ
ン
ス
ヘ
ン
リ
ー
・
ク
リ
フ
ウ

ォ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
道
を
通
り
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
へ
行
く
シ
ー
ニ
ッ
ク
ス
カ
イ
ウ
ェ



- 89 -

イ
と
い
う
黄
色
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ま
で
歩
く
。
こ
の
ク
リ
フ
ウ
ォ
ー
ク
の
道
は
、
一
部
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
道
路
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
の
周
辺
は
、
山
火
事
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
木
の
表
面
は
焼
け
焦
げ
て
い

た
。
そ
れ
で
も
、
新
し
い
芽
が
出
て
い
る
木
も
あ
っ
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
る
と
カ
ト
ゥ

ー
ン
バ
フ
ォ
ー
ル
と
い
う
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
と
て
も
高
い
滝
で
、
下
の
方

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
見
え
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
終
点
か
ら
ま
た
、
ぶ

ら
ぶ
ら
と
町
へ
戻
り
、
途
中
バ
ー
ガ
ー
の
昼
食
。

カ
ト
ゥ
ー
ン
バ
駅
に
戻
り
、
戻
る
列
車
で
次
の
駅
の
ル
ー
ラ
（

）
で
途
中
下
車
。

Leura

こ
れ
は
小
さ
な
村
だ
が
、
駅
前
に
な
か
な
か
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
が
で
き
て
い
る
。
観

光
客
も
け
っ
こ
う
来
て
い
た
。
木
製
の
糸
紡
ぎ
器
械
で
羊
毛
か
ら
糸
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
そ
の

糸
で
作
っ
た
編
み
物
を
売
っ
て
い
る
。
初
め
て
手
で
糸
を
紡
ぐ
の
を
見
た
。
１
時
間
後
の
列

車
に
乗
り

ま
で
行
く
。
こ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
る
の
だ
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
セ
ン
ト
ラ

Penrith

ル
に
戻
る
バ
ス
に
乗
ら
ず
、
時
間
が
か
か
り
シ
ド
ニ
ー
が
６
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
宿
に

戻
り
、
一
休
み
。

夕
食
は
、
パ
ブ
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
と
シ
ー
フ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
に
ビ
ー
ル
。

２
日
目
が
終
わ
っ
た
。

歩

22898
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月

日
（
月
）

第

日

シ
ド
ニ
ー
上
陸

日
目

2

27

52

３

シ
ド
ニ
ー
名
所
巡
り

朝
食
の
の
ち
、

へ
、
と
こ
ろ
が

マ
シ
ン

台
と
も
「
動
か
な
い
、
後
で
来

C
itibank

A
TM

２

い
」
と
、
日
本
の
銀
行
が
聞
け
ば
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
表
示
。

時
半
な
の
に
・
・
・
。

９

N
ational

ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー
バ
ー
に
移
動
。
す
ご
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
、

（
国
立
海
洋
博
物
館

。
全
部
見
る
な
ら

＄
、
母
屋
だ
け
な
ら

＄
。

M
aritim

e
M

useum

）

７

35

全
部
見
て
い
る
時
間
は
な
さ
そ
う
な
の
で
、
母
屋
だ
け
に
し
た
が
、
潜
水
艦
に
入
っ
た
り
、

軍
艦
に
乗
っ
た
り
と
、
そ
の
気
な
ら
半
日
以
上
楽
し
め
そ
う
だ
っ
た
。

次
に
水
族
館
。
こ
こ
で
は
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
、
タ
ワ
ー
と

つ
で

＄
の
券
を
買
う
。

三

60

水
族
館
は
、
南
極
周
辺
の
海
の
模
様
（
ペ
ン
ギ
ン
も
泳
い
で
い
た
）
か
ら
、
熱
帯
の
海
に

至
る
ま
で
、
多
様
な
展
示
。
巨
大
水
槽
の
サ
メ
が
す
ご
い
。

と
な
り
が
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
と
い
う
建
物
。
こ
こ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ア
リ
ア
の
典
型
的

な
生
き
物
が
飼
わ
れ
て
い
る
。
コ
ア
ラ
を
間
近
に
見
、
カ
ン
ガ
ル
ー
そ
の
他
固
有
の
有
袋
類

を
見
ら
れ
る
。
笑
い
カ
ワ
セ
ミ
も
い
た
。
し
か
し
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
（
プ
ラ
テ
ィ
パ
ス
）
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
。

そ
の
あ
と
、
パ
イ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
昼
食
。

に
戻
る
も
、
ま
だ

は
動
い

C
itibank

A
TM

て
い
な
い
！
と
な
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

が
あ
る
と
教
え
て
も
ら
い
行
っ
て

A
TM

み
る
と
、
確
か
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
朝
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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こ
こ
で
、

を
発
見
。
三
階
ま
で
上
が
っ
て
覗
い
て
み
る
と
、
な
ん
と
日
本

K
IN

O
K

U
N

IY
A

語
の
本
が
多
数
あ
る
で
は
な
い
か
！
シ
ド
ニ
ー
は
こ
う
い
う
店
が
営
業
で
き
る
ほ
ど
日
本
人

が
多
い
の
だ
、
と
改
め
て
実
感

『
カ
ウ
ラ
の
突
撃
ラ
ッ
パ
』
を
購
入
。

円
が

＄
。
と

。

590

7.50

な
り
に
は
、
一
番
星
と
い
う
食
堂
も
。
カ
ツ
丼
や
ラ
ー
メ
ン
も
あ
る
。
こ
こ
な
ら
、
日
本
食

が
食
べ
ら
れ
る
、
と
記
憶
の
片
隅
に
イ
ン
プ
ッ
ト
。

フ
リ
ー
の
バ
ス
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
キ
ー
に
行
き
、
タ
ロ
ン
ガ
動
物
園
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に

乗
る
。
動
物
園
入
園
料
と
セ
ッ
ト
で

＄
。
フ
ェ
リ
ー
は
わ
ず
か

分
余
り
だ
が
、
海
の
上

51

10

か
ら
シ
ド
ニ
ー
の
町
を
見
ら
れ
る
。
緑
の
多
い
、
そ
し
て
高
層
建
築
の
多
い
町
だ
。

動
物
園
駅
に
着
く
と
、
ス
カ
イ
サ
フ
ァ
リ
と
い
う
ゴ
ン
ド
ラ
で
、
ゾ
ウ
な
ど
を
見
な
が
ら

て
っ
ぺ
ん
へ
。
こ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
下
っ
て
い
く
と
、
動
物
園
を
見
ら
れ
る
と
い

う
設
計
。
世
界
各
地
の
動
物
が
い
る
が
、
や
は
り
圧
巻
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
物
。
つ
い

に
カ
モ
ノ
ハ
シ
（
プ
ラ
テ
ィ
パ
ス
）
を
見
た
！
タ
ス
マ
ニ
ア
デ
ビ
ル
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

獏
も
い
た
。

フ
ェ
リ
ー
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
キ
ー
に
戻
り
、
ロ
ッ
ク
ス
で
ビ
ー
ル
。

夕
食
は
、
シ
ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
の
ブ
ッ
フ
ェ

＄
。
そ
ろ
そ
ろ
日
暮
れ
時
で
、
次
第
に
灯
り

50

が
と
も
っ
て
い
く
。
食
後
、
展
望
台
（

）
で
夜
景
を
み
て

『
南
半
球
で
最
も
高

Tow
er

eye

、

い
と
こ
ろ
に
あ
る
郵
便
ポ
ス
ト
』
に
絵
は
が
き
を
投
函
。
宿
に
戻
る
。

歩

26715
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月

日
（
火
）

第

日

シ
ド
ニ
ー
上
陸

日
目

2

28

53

４

シ
ド
ニ
ー
名
所
巡
り
（
つ
づ
き
）

朝
食
の
の
ち
、
帰
国
す
る
カ
ミ
サ
ン
を
見
送
り
に
、
電
車
で

分
ほ
ど
で
空
港
へ
。
思
っ

10

た
よ
り
こ
じ
ん
ま
り
し
た
空
港
だ
。
空
港
か
ら
戻
り
、

で
下
車
。
砂
岩
の
建
物
が

St.Jam
es

続
く
中
を
、

州
立
美
術
館
へ
９
時
過
ぎ
。
高
校
生
の
団
体
が
待
っ
て
い
る
。

N
SW

開
館
が

時
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
と
な
り
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
へ
。

時
間
ほ
ど

一

10

。

、

。

広
い
園
内
を
歩
く

と
に
か
く

町
の
真
ん
中
に
こ
ん
な
に
広
い
庭
園
が
あ
る
の
が
す
ご
い

広
々
と
し
た
と
こ
ろ
に
巨
大
な
木
、
ま
た
美
し
い
花
。
散
歩
し
て
い
る
人
の
姿
も
見
え
る
。

朝
の
こ
と
で
、
様
々
な
職
員
が
園
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
。

ブ
リ
ッ
ジ
ス
ト
リ
ー
ト
の
シ
ド
ニ
ー
博
物
館
（

＄

。
こ
こ
は
、
植
民
地
時
代
に
政
庁

）

10

が
置
か
れ
た
場
所
。
シ
ド
ニ
ー
の
古
か
ら
今
日
ま
で
の
展
示
を
見
る
。

ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
に
戻
り
、
熱
帯
植
物
の
温
室
（

＄
）
を
見
る
。
園
内
に
は
、
様

5.5

々
な
鳥
が
お
り
、
大
き
な
コ
ウ
モ
リ
も
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。

州
立
美
術
館
へ
。
常
設
展
の
他
、
パ
リ
の
ピ
カ
ソ
美
術
館
か
ら
の
ピ
カ
ソ
展
が
行
わ
れ
て

お
り
、
入
場
（

＄

。
パ
リ
か
ら
持
っ
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
展
示
数
は
と
て
も
多
い
。

）

25

、

、

青
の
時
代
か
ら
桃
色
の
時
代
へ

キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
へ
と
作
風
の
変
化
が
よ
く
わ
か
る
展
示
で

量
的
に
も
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昼
に
な
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
通
り
に
あ
る
紀
伊
国
屋
と
な
り
の
食
堂

「
一
番
星
」
へ
。
け

、
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っ
こ
う
混
ん
で
い
る
。
カ
ツ
カ
レ
ー
を
食
べ
た
。
日
本
の
味
。

＄
。

12

今
夜
の
宿
に
移
る
。
今
宵
は
、
煉
瓦
づ
く
り
の
古
い
建
物
、

年
？
け
っ
こ
う
騒
々
し
い

50

部
屋
だ
。
一
休
み
し
て
、
中
国
庭
園
へ
。

＄
。
結
構
広
い
公
園
で
中
に
池
や
滝
も
あ
る
。

６

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
の
ぞ
い
て
宿
に
戻
る
。
４
日
間
の
記
録
整
理
。

夕
食
は
中
華
街
の
中
に
あ
る

「
味
千
」
と
い
う
熊
本
ラ
ー
メ
ン
の
店
。
ネ
ギ
ラ
ー
メ
ン

、

と
餃
子
と
い
う
、
日
本
で
は
何
の
こ
と
も
な
い
も
の
を

「
感
慨
を
持
っ
て
」
食
べ
た
。

、

16

＄
。
夜
は
、
記
録
整
理
の
つ
づ
き
。

歩

30525月

日
（
水
）

第

日

シ
ド
ニ
ー
上
陸

日
目
・
ケ
ア
ン
ズ
へ
移
動

2

29

54

５

シ
ド
ニ
ー
名
所
巡
り
（
つ
づ
き
）

今
日
は
シ
ド
ニ
ー
か
ら
ケ
ア
ン
ズ
へ
、
一
足
先
に
出
て
い
っ
た
船
を
追
い
か
け
て
行
く
。

飛
行
機
が
午
後
１
時

分
発
な
の
で
、
午
前
中
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
と
ハ
イ
ド
パ

30

ー
ク
に
行
く
。
宿
に
荷
物
を
預
け
、
出
発
。
９
時
に
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
脇
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
博
物
館
へ
。
開
館
ま
で
公
園
を
一
回
り
。
広
い
公
園
で
、
木
や
花
、
鳥
も
ゆ
っ
た
り
し
て

い
る
。
博
物
館
の
隣
に
あ
る
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ズ
大
聖
堂
は
、
天
に
向
け
て
そ
そ
り
立
つ
２
本

の
尖
塔
が
印
象
的
で
あ
る
。
中
は
、
美
し
い
ア
ー
チ
に
よ
り
広
い
空
間
が
作
ら
れ
、
窓
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
す
ば
ら
し
い
。
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TIW
A

R
R

A
K

U
JU

TH
E

C
A

N
N

IN
G

９
時
半
に
入
っ
た
博
物
館
（
入
場
料

＄
）
で
は
、

15

と
い
う
名
の
特
別
展
を
行
っ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
部
の
ア
ボ
リ

STO
C

K
R

O
U

TE
ジ
ニ
の
文
化
に
つ
い
て
の
展
示
で
あ
る
。
入
る
と
す
ぐ
に

「
白
瀬
日
本
南
極
観
測
隊

周

、

100

年
記
念
」
と
か
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
び
っ
く
り
。

特
別
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
絵
画
を
見
て
驚
く
の
は
、
そ
の
色
、
形
の
鮮

や
か
さ
で
あ
る
。
美
術
館
に
行
く
の
は
好
き
だ
が
、
現
代
美
術
だ
け
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

西
洋
の
美
術
が
何
百
年
も
か
か
っ
て
た
ど
り
着
い
た
現
代
美
術
の
諸
作
品
と
、
こ
の
ア
ボ
リ

、

。

、

、

ジ
ニ
の
絵
と

違
い
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る

た
だ

ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
つ
い
て
の
展
示
は

こ
の
国
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
番
衝
撃
な
の
は
、
彼
ら
を
繋
ぐ
た
め
の
、
首
輪
。
こ

。

、

の
現
物
が
こ
れ
に
繋
が
れ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
る

館
内
を
見
て

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
買
い
物
の
後
、
空
港
に
向
か
う
。

１
時

分
に
離
陸
。
ケ
ア
ン
ズ
ま
で
は
３
時
間
弱
。
機
内
食
ま
で
出
た
。
着
く
と
、
１
時

30

間
時
計
を
戻
し
た
の
で
、
３
時
半
に
着
く
。
空
港
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
バ
ス
の
券
を

＄
で

15

購
入
し
、
船
ま
で
行
き
、
乗
船
。
４
日
ぶ
り
に
船
に
戻
る
。

夕
食
は
、
リ
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
取
る
。
今
日
は
、

だ
と
か
で
、
プ
ー
ル

O
utback

B
B

Q

サ
イ
ド
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が
並
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
ブ
ラ
イ
ア
ン
夫
妻
に
会
い
、
一
緒
に
食
事

中
に
、
予
定
が
変
わ
り
、
こ
の
船
は
今
夜
３
時
に
出
航
す
る
と
聞
く
。
明
日
も
ケ
ア
ン
ズ
の

つ
も
り
で
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
！



- 95 -

歩

17249月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

3

1

55

シ
ド
ニ
ー
で
補
給
し
た
も
の

暦
も
３
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
は
引
き
続
き
ケ
ア
ン
ズ
上
陸
の
予
定
だ
っ
た
が
、

船
に
い
な
い
間
に
変
更
さ
れ
、
午
前
３
時
に
出
航
し
て
し
ま
い
、
航
海
の
一
日
と
な
っ
た
。

何
で
も

「

の
理
由
」
だ
そ
う
な
。

＝
潮
だ
が
・
・
・
。

、

Tide
Tide

朝
６
時
に
起
床
し
、
い
つ
も
の
日
課
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
給
水
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。

さ
す
が
に
、
体
が
重
く
感
じ
る
の
は
、
昨
日
ま
で
遊
び
回
っ
て
い
た
せ
い
か
？

食
後
、
い
ろ
い
ろ
と
片
付
け
。
洗
濯
。
そ
の
後
読
書
。
昼
食
後
、
ま
た
読
書
続
き
。

さ
て
、
シ
ド
ニ
ー
で
「
補
給
」
し
た
も
の
は
次
の
通
り
。

１
、

、
こ
れ
は
、

月
に
持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ
た
も
の
。

iPhone

１

２
．
温
度
計

船
で
は
、
華
氏
（

）
が
主
流
で
、
上
陸
し
て
も
温
度
を
知
り
た
い
。

F

３
．
小
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
上
陸
時

で
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
と
予
備
。

W
i-Fi

４
．
延
長
コ
ー
ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
三
ツ
又
プ
ラ
グ
を
差
す
と
照
明
ス
イ
ッ
チ
に
触
れ
る
た

め
。

５
．
デ
ジ
カ
メ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
充
電
器
・
リ
モ
コ
ン
、
予
備
の
デ
ジ
カ
メ
。

６
．
電
子
辞
書
と
予
備
電
池
、
壊
れ
た
電
子
辞
書
の
代
わ
り
。
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７
．
携
帯
電
話
と
一
式
、
壊
れ
た
携
帯
の
代
わ
り
。

８
．
皮
膚
の
塗
り
薬

点
、
完
全
空
調
だ
か
ら
乾
燥
し
て
具
合
が
悪
い
。

二

．

、

、

。

９

デ
ィ
ス
ク

繰
り
返
し

を
作
り

室
内
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
見
ら
れ
る

D
V

D
-R

W
D

V
D

．
緑
茶

種
、
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
（

袋
入
り
）
と
粉
末
緑
茶
（

）
詰
め
替
え
容
器
。

10

2

12

40
g

「
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
」
全

冊
、
岩
波
文
庫
・
絶
版
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
重

．

三

11版
が
出
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
読
む
機
会
が
な
か
っ
た
。

．
新
聞
・
雑
誌
・
文
庫
本
、
そ
こ
ら
に
あ
っ
た
も
の

「
活
字
に
飢
え
て
い
る
か
と
」

。

12
．
電
池
予
備
、
デ
ジ
カ
メ
電
池
と
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
。

13
．
手
帳
、
出
発
の
時
忘
れ
た
も
の
。

14
．
英
会
話
の
本
、
出
発
の
時
忘
れ
た
も
の
。

15
．
油
性
細
字
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
、
何
回
か
上
陸
し
探
し
た
が
適
当
な
も
の
が
な
か
っ
た
。

16
船
は
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
海
岸
沿
い
を
走
っ
て
お
り
、
３
時
過
ぎ
に
、

島
の

Lizard

脇
を
通
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
小
さ
な
島
々
の
間
を
通
る
う
ち
、
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

夕
食
は
、
サ
ー
モ
ン
燻
製
、
ス
ー
プ
、
リ
ブ
ス
テ
ー
キ
。
海
の
暮
ら
し
の
再
開
だ
。

歩

11754月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

3

2

56

船
の
上
で
物
理
実
験
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船
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
部
、
ヨ
ー
ク
岬
半
島
に
沿
っ
て
北
上
。
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア

リ
ー
フ
と
言
わ
れ
る
一
帯
を
航
海
の
後
、
ト
レ
ス
海
峡
（

）
を
通
り
、
ア
ラ
フ

Torres
strait

ラ
海
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
。

朝
６
時
起
床
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
日
の
出
は
６
時

分
で
あ
る
。
積
雲
が
至
る
所
に
涌
き

30

出
し
て
い
る
が
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
、
美
し
い
日
の
出
の
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

海
は
静
か
で
、
風
も
な
く
穏
や
か
で
あ
る
。

ト
レ
ス
海
峡
に
入
る
手
前
が
珊
瑚
海
（

、
半
島
の
先
端
ヨ
ー
ク
岬
の
先
に
あ

C
oral

Sea

）

る
ハ
モ
ン
ド
島
（

）
木
曜
島
（

）
プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ル
ズ

H
am

m
ond

Island
Thursday

Island

島
（

）
の
北
側
を
回
り
、
海
峡
を
通
過
す
る
。

Prince
of

W
ales

Island

木
曜
島
と
い
う
の
が
、
真
珠
貝
の
採
取
で
戦
前
か
ら
日
本
人
の
潜
水
夫
た
ち
が
活
躍
し
て

、

「

」

。

、

い
た
こ
と
を

シ
ド
ニ
ー
で
購
入
し
た
本

カ
ウ
ラ
の
突
撃
ラ
ッ
パ

で
知
っ
た

同
時
に

、

、

。

こ
の
あ
た
り
ま
で

第

次
世
界
大
戦
で

日
本
軍
が
進
出
し
て
い
た
こ
と
も
改
め
て
知
る

二

朝
食
の
際
に
、
こ
の
船
に
乗
り
組
ん
で
働
い
て
い
る
日
本
人
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
、
ナ
オ
さ
ん

と
同
席
。
少
し
お
話
を
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
美
容
学
校
で
学
び
、
ロ
ン
ド
ン
の
美
容

の
会
社
に
勤
め
、
こ
の
船
に
派
遣
と
の
こ
と
で
、
話
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
く
。
先
週

末
の
日
本
人
５
人
の
会
食
に
つ
い
て
話
す
と
、
残
念
が
っ
て
い
た
。
現
在
、
こ
の
船
の
日
本

、

、

、

、

。

人
は

知
る
限
り
で
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
板
橋
の
姉
妹

私

さ
ん
の
４
人
で
あ
る

ナ
オ

、

。

、

、

。

船
は

左
舷
に
島
を
見
な
が
ら
進
ん
で
ゆ
く

こ
の
あ
た
り
は

海
の
色
は

緑
で
あ
る
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海
の
深
さ
や
、
温
暖
な
の
で
生
物
の
多
さ
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
今
日
は
、
た
だ
デ
ッ
キ
を
歩
く
だ
け
で
は
能
が
な
い
の
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
、

「
物
理
実
験
」
を
行
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
地
球
に
対
し
て
動
く
速
度
を
測
定
で
き
る
。
船
は
進

ん
で
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
速
度
を
測
る
と
、

／

く
ら
い
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
持
っ
て
、

36
km

h

船
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
を

／

の
早
さ
で
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
歩
く
と
歩
く
と

4
km

h

約

／

と
早
く
な
り
、
反
対
向
き
に
歩
く
と
、
約

／

と
遅
く
な
り
、
理
論
通
り

40
km

h

32
km

h

の
速
度
が
表
示
さ
れ
る
。
当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
、
進
む
の
が
人
で
は
な
く
て
、

光
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
？
と
い
う
の
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
の
入

口
に
な
っ
て
い
る
実
験
だ
。
こ
れ
ま
で
、
頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
「
動

い
て
い
る
も
の
の
上
で
方
向
を
変
え
て
動
い
て
速
度
を
測
る
」
と
い
う
実
験
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
今
回
で
き
た

（
光
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
向
き
に
動
こ
う
と
同
じ
速
度
だ
、
と
い
う

。

の
が
特
殊
相
対
性
理
論
の
結
論
）

午
後
か
ら
読
書
。
夕
食
は
、
テ
リ
ー
ヌ
、
ス
ー
プ
、
白
身
魚
の
ソ
テ
ー
。

部
屋
に
戻
る
と
、

な
る
書
類
が
・
・
・
。

G
reatB

arrier
R

eef
C

ertification

シ
ド
ニ
ー
滞
在
中
使
っ
た
通
貨

＄

721.55

A

カ
ー
ド

＄
＋

Ａ
＄
＋

Ａ
＄

95.17
120

265
US

歩

13323
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月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

3

3

57

オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
ア
ジ
ア
へ

ち
ょ
う
ど
今
回
の
旅
も
折
り
返
し
点
、
残
り
半
分
と
な
っ
た
。
今
日
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
か

ら
ア
ジ
ア
へ
。
国
で
言
う
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
向
か
う
海
の
上
。

時
計
を
１
時
間
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
と
昨
夜
の
連
絡
。
１
時
間
遅
ら
せ
た
の
と
、
西
へ
１

日
走
っ
て
い
た
の
で
、
日
の
出
が
１
時
間
半
早
ま
り
６
時
す
ぎ
。
６
時

分
の
歩
き
始
め
に

10

は
、
す
で
に
日
は
昇
っ
て
い
た
。
天
気
は
曇
り
、
風
は
な
く
波
も
な
い
、
静
か
な
航
海
。

船
は
ア
ラ
フ
ラ
海
の
南
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
寄
り
を
真
西
に
進
ん
で
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
北
の
町
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
近
く
を
航
行
す
る
。

大
戦
初
期
に
、
日
本
軍
機
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
襲
撃
し
、
そ
の
際
被
弾
し
た
零
戦
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
不
時
着
し
た
の
が
、
今
日
我
々
が
通
っ
て
い
る
メ
ル
ビ
ル
島
で
あ
っ
た
。
歴
史
の
時
間

に
地
図
を
見
て
知
っ
て
は
い
た
が
、
改
め
て
、
日
本
軍
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
戦
争
を

し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
驚
き
を
新
た
に
し
た
。

さ
ら
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
映
画
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
舞
台
で
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
「
大
陸
縦
断
鉄
道
」
の
終
点
で
も
あ
り
、
い
ず
れ
訪
れ
て
み
た
い
土
地
で
あ
る
。

ア
ラ
フ
ラ
海
と
い
う
と
、
子
供
の
こ
ろ
み
た
月
光
仮
面
だ
っ
た
か
で
、
か
す
か
に
記
憶
し

て
い
た
。
静
か
な
海
を
船
は
進
ん
で
い
る
。
蒸
し
暑
さ
と
と
も
に
時
折
雨
が
降
っ
て
い
る
。

船
は
１
日
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
コ
モ
ド
島
に
着
く
。
こ
こ
は
も
は
や
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
な
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く
、
ア
ジ
ア
の
一
角
で
あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
を
出
航
し
、
南
ア
メ
リ
カ
、
南
極
、
オ
セ
ア
ニ

、

、

。

ア
を
経
て

よ
う
や
く
ア
ジ
ア
に
達
し
た

と
思
え
ば
２
ヶ
月
の
長
さ
を
感
じ
た
り
も
す
る

昼
食
は
、
日
本
人
乗
客
の
女
性
た
ち
（

と
板
橋
の
姉
妹
の
他
に
、
ア
メ
リ
カ
在
住

年

LA

50

の

さ
ん
と
い
う
方
）
と
取
っ
た
。
あ
と
中
国
の
陳
さ
ん
夫
婦
。
そ
の
後
、
ラ
ウ
ン

K
EIK

O

ジ
で
開
か
れ
た
、

と
い
う
名
の
講
演
会
で
、

の
研
究
者
で

Exploration
Speaker

Series
N

A
SA

あ
る

氏
の

と
い
う
講
演

G
reg

O
jakangas

From
Saturn

to
Indonesia:

V
olcanoes

of
Ice

and
Fire

を
聴
い
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
火
山
に
ま
つ
わ
る
話
と
惑
星
探
査
機
の
観
測
成
果
と
し
て
、

木
星
、
土
星
や
天
王
星
の
衛
星
の
「
氷
の
火
山
」
の
話
で
あ
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
英
語

。
）

夕
食
の
時
間
、
今
日
は
、
前
菜
は
、

と
書
い
て
い
た
が
、
マ
グ
ロ
の
た
た
き
、

tuna
sashim

i

蕎
麦
と
野
菜
が
付
い
て
い
た
。
う
ま
い
蕎
麦
を
食
べ
た
い
！
ス
ー
プ
は
、
蟹
入
り
チ
ャ
ウ
ダ

ー
、
そ
れ
に
、
ド
ー
バ
ー
ソ
ー
ル
の
ム
ニ
エ
ル
、
最
後
に
フ
ル
ー
ツ
と
コ
ー
ヒ
ー
。
毎
日
の

よ
う
に
こ
ん
な
感
じ
な
の
で
、
ラ
ー
メ
ン
や
蕎
麦
を
食
べ
た
い
と
か
考
え
る
庶
民
派
の
私
と

し
て
は
ど
う
も
居
心
地
が
悪
い
の
だ
が
、

数
年
働
い
た
ご
褒
美
、
人
生
最
後
の
豪
華
食
事

30

付
き

泊
の
旅

と
割
り
切
っ
て

あ
と

日
余
す
ご
そ
う

た
だ
し
体
重
増
に
は
要
注
意
！

、

、

。

100

50

歩

13279月

日
（
日
）

第

日

終
日
航
海

3

4

58

ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記

そ
の
１



- 101 -

朝
、
６
時
起
床
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
気
温
は
高
く
（

℃
）
曇
り
、
日
の
出
は
６

こ

:

27

30

ろ
。
９
階
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
の
途
中
で
太
陽
を
見
る
。
い
つ
も
な
が
ら
、
晴
れ
て
い
れ
ば
、

、

。

日
の
出
前
後
の
数
十
分
は

南
の
海
を
舞
台
に
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
く
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
る

シ
ャ
ワ
ー
・
朝
食
の
後
、
今
日
か
ら

「
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
」
を
読
み
始
め
る
。
文
庫

、

で
上
中
下
３
冊
で

ペ
ー
ジ
近
く
。
内
容
た
る
や
、
細
々
と
航
海
中
の
記
録
が
続
く
。
こ
れ

800

ま
で
何
十
年
も
前
か
ら
、
な
か
な
か
読
め
な
い
で
い
た
も
の
だ
。
こ
ん
な
時
間
が
有
り
余
る

生
活
の
時
だ
か
ら
こ
そ
。
お
ま
け
に
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
航
海
で
、
至
る
所
で
ビ
ー
グ

ル
号
の
名
に
遭
遇
し
て
き
た
。

「
軍
艦
ビ
ー
グ
ル
号
世
界
就
航
中
歴
訪
諸
国
の
博
物
学
及
び
地
質
学
の
研
究
日
記
」
が
正

１
８
２

式
名
称
。
ビ
ー
グ
ル
号
の
模
型
は
、
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
の
海
事
博
物
館
に
あ
っ
た
が
、

。

、

（

）

０

年
に
建
造
さ
れ
た
３
本
マ
ス
ト
の
帆
船
で
あ
る

ト
ン

全
長

フ
ィ
ー
ト

約

235

90

30
m

時
速

ノ
ッ
ト
で
走
行
す
る
小
さ
い
船
で
あ
る

（
今
乗
っ
て
い
る
こ
の
船
は
、

万

千

９

。

6

2

ト
ン

フ
ィ
ー
ト

時
速

ノ
ッ
ト

全
長

い
か
に
小
さ
い
か
！

、

（

）
、

）
。

780
240m

と
は
、

30

30
m

こ
の
船
が
、
測
量
（
地
図
・
海
図
作
り
）
の
使
命
を
帯
び
て
航
海
に
出
る
と
き
に
、
ケ
ン

。

、

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
す
る
年
の
博
物
学
者
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
乗
る

１
８
３
１
年

月

日

12

27

イ
ギ
リ
ス
の
ダ
ベ
ン
ポ
ー
ト
港
を
出
港
。
大
西
洋
を
南
下
し
、
ア
フ
リ
カ
沖
の
、
カ
ー
ボ
ベ

ル
デ
諸
島
な
ど
を
経
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ル
バ
ド
ル
に
到
着
、
そ
の
後
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

、

。

、

。

ロ

モ
ン
テ
ビ
デ
オ
と
上
陸
す
る

測
量
し
な
が
ら

こ
こ
ま
で
半
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
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観
測
内
容
は
、
地
質
学
、
動
物
学
（
哺
乳
類
、
鳥
類
、
魚
類
、
昆
虫
、
節
足
動
物
、
原
生

動
物
・
・
・

、
植
物
学
、
気
象
学
、
ま
た
、
上
陸
地
で
の
旅
の
途
中
の
風
俗
ま
で
、
事
細

）

か
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
「
学
者
の
卵
」
に
よ
く
も
ま
あ
こ
ん

な
に
知
識
と
観
察
力
が
あ
る
も
の
だ
と
感
心
の
一
言
。

さ
て
、
昼
食
の
後
、

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
右
舷
に
島
が
見
え
て
い
る

「
ア
ジ
ア
だ
！
」

。

20

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
テ
ィ
モ
ー
ル
島
。
海
も
ま
た
蒼
く
な
っ
て
い
る
。

今
日
の
夕
食
は
、

の
日
。
な
ん
と
な
く
面
倒
な
の
だ
が
、
服
を
着
替
え
る
だ
け
の

Form
al

こ
と
。
ド
レ
ス
コ
ー
ド
に
は
こ
う
い
う
風
に
書
い
て
い
る
。

For
ladies,gow

ns,cocktaildress
or

elegantpantsuitare
appropriate.

・For
gentlem

en,Tuxedo,dark
suitand

tie,or
jacketand

tie.

・C
ultural

form
al

w
ear

such
as

long-sleeved
for

m
en

A
sian

style
form

al
w

ear
or

suitable

・

（

）

long-sleeved
for

m
en

Them
e

N
ightw

ear
is

also
acceptable.

（

）

こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
ネ
ク
タ
イ
も

と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
と
も

OK

か
く
、
最
近
は
、
普
通
の
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
の
姿
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
く
ら
い
な
ら
、
そ
ん
な
に
意
識
し
な
く
て
も
、
仕
事
を
し
て
い
た
と
き
の
格
好
で
い
い
の

だ
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。
女
性
の
方
も

「
普
通
の
服
」
と
い
う

、

。

、
「

」

、

。

感
じ
の
方
も
見
ら
れ
る

今
日
の
テ
ー
マ
は

で

白
と
黒
の
デ
ザ
イ
ン

C
hefs

D
inner

前
菜
は
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
・
ブ
ル
ギ
ニ
ョ
ン
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
焼
い
た
も
の
。
ス
ー
プ
は
焼
き
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マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
ス
ー
プ
。
そ
し
て
メ
イ
ン
は

と
か
い
う
、
ロ
ブ
ス

B
rolled

Lobster
Tail

タ
ー
を
焼
い
た
も
の
。
そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
。

、

、

、

。

、

食
事
を
終
え

部
屋
に
戻
り

礼
服
を
脱
い
で
気
軽
に
な
り

寝
る
支
度

外
を
見
る
と

テ
ィ
モ
ー
ル
島
が
す
ぐ
近
く
に
見
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
だ
！

歩

14556
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第
３
章

ア
ジ
ア

月

日
（
月
）

第

日

コ
モ
ド
島
沖
停
泊

3

5

59

コ
モ
ド
島
沖
停
泊

今
日
は
コ
モ
ド
島
に
着
く
の
だ
が
、
昨
夜
配
ら
れ
た
船
内
報

に
、
次
の
よ
う
な

Explorer

記
事
が
あ
っ
た
。

A
s

this
is

a
N

ational
Park,

guests
not

on
a

H
olland

A
m

erican
Line

shore
excursion

are
not

perm
itted

to
leave

the
vessel.

要
は

「
こ
こ
は
国
立
公
園
で
あ
る
か
ら
、
ツ
ア
ー
参
加
者
以
外
は
上
陸
で
き
な
い
」

、

行
く
前
に
調
べ
た
資
料
か
ら
、
コ
モ
ド
は
全
島
国
立
公
園
で
、
旅
行
者
が
自
由
に
歩
け
る

の
は
、
船
着
き
場
と
公
園
管
理
事
務
所
周
辺
だ
け
、
と
い
う
の
は
知
っ
て
い
た
。
あ
と
は
、

公
園
ガ
イ
ド
な
し
で
は
歩
け
な
い
の
で
あ
る
。
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
は
シ
ド
ニ
ー
で
見
た
。

シ
ド
ニ
ー
で
５
日
間
船
を
空
け
た
の
で
、
ツ
ア
ー
ど
う
し
よ
う
と
決
め
る
ま
も
な
く
こ
の

日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
船
内
ツ
ア
ー
は
２
日
前
に
締
め
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
行
っ
て
み

て
買
い
物
だ
け
す
る
の
も
あ
り
か
な
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
上
陸
も
不
可
の
よ
う
だ
。
あ
ら

か
じ
め
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
対
応
の
仕
方
も
あ
っ
た
の
に
。
が
、
し
か
た
が
な
か
ろ
う
。
と

い
う
こ
と
で
、
今
日
は
「
コ
モ
ド
島
沖
停
泊

。
で
も
な
ん
だ
か
な
あ
・
・
・
。

」
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６
時
半
に
起
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
天
気
は
曇
り
、
気
温

、
湿
度
が
高
い
。
日
の
出

度
28

は
６
時

分
だ
と
か
、
全
く
見
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
細
か
い
雨
が
降
っ
て
く
る
。

58

右
舷
に
島
が
大
き
く
見
え
て
く
る
。
左
舷
に
も
島
が
見
え
て
き
て
、
波
の
静
か
な
湾
内
に

入
っ
て
い
く
。

で
あ
る
。
左
に
集
落
が
見
え
て
く
る
。
浜
に
沿
っ
た

軒
ば
か
り

Slaw
i

B
ay

50

。

。

。

、

の
家
が
並
ん
だ
集
落

や
が
て
停
止

テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
が
３
艘
下
ろ
さ
れ
た

ま
わ
り
は

木
と
草
に
覆
わ
れ
た
山
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
外
は
暑
い
。
風
も
な
い
。
湿
度

％
。
し
ば

84

ら
く
い
る
と
、
汗
が
た
ら
た
ら
と
落
ち
て
く
る
。

ち
ょ
う
ど
昼
食
。
そ
の
後
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
で
休
憩
し
て
い
た
ら
、
暑
く
て
、
う
と

う
と
し
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
南
国
の
昼
寝
の
時
間
。
起
き
て
か
ら
、

分
ジ
ョ
ギ
ン

20

グ
。
す
ぐ
に
汗
が
び
っ
し
ょ
り
に
な
る
。
明
日
の
レ
ン
バ
ー
上
陸
は
先
が
思
い
や
ら
れ
る
。

シ
ャ
ワ
ー
の
あ
と
、
部
屋
で
映
画
。
窓
の
外
は
、
コ
モ
ド
島
の
山
の
景
色
。
テ
ン
ダ
ー
ボ

ー
ト
に
も
、
物
売
り
の
船
が
寄
っ
て
き
て
い
た
。

夕
食
は
、
シ
ュ
リ
ン
プ
カ
ク
テ
ル
、
ミ
ネ
ス
テ
ロ
ー
ネ
ス
ー
プ
、
白
身
魚
の
ソ
テ
ー
。

歩

18771月

日
（
火
）

第

日

レ
ン
バ
ー
上
陸

3

6

60

桁
を
間
違
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ル
ピ
ア

今
日
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ロ
ン
ボ
ク
（

）
島
の
レ
ン
バ
ー
（

）
に
上
陸

Lom
bok

Lem
bar
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す
る
日
。
レ
ン
バ
ー
は
港
で
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
町
の
あ
る
マ
タ
ラ
ム
（

）
ま
で

M
ataram

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

６
時
に
起
床
、
歩
い
た
あ
と
、
す
ぐ
朝
食
、
上
陸
の
支
度
。
７
時
に
は
入
江
の
中
の
レ
ン

バ
ー
沖
合
に
停
泊
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
の
準
備
が
始
ま
る
。
８
時
半
に
待
機
し
た
が
、
結
局

一
時
間
半
近
く
待
ち
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
の
は

時
。

10

分
で
船
着
き
場
。
こ
こ
は
音
楽
と
舞
踊
の
歓
迎
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
待
た
さ
れ
て
、
出

20
発
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
農
業
国
だ
。
米
を
植
え
た
田
ん
ぼ
が
両
脇
に
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ト

バ
イ
が
と
て
も
多
い
。
ま
た
、
立
派
な
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ
ス
ク
も
。
道
の
両
側
の
景
色
は
、

数
年
前
の
日
本
の
景
色
？

分
離
れ
た
マ
タ
ラ
ム
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
着
い
た
の

50

45

。

、

。

は

時
半
過
ぎ

最
終
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
２
時

分
だ
か
ら

結
局
２
時
間
余
し
か
な
い

11

15

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

（
五
十
万
ル
ピ
ア
）
を
手
に
し
た
。
札
が

500,000
R

U
PIA

H

５
枚
出
て
き
た
が
、

の
数
を
数
え
る
の
が
大
変
だ
。
こ
の
国
の
通
貨
は
、
１

＄

≒

０

US

9000

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

ル
ピ
ア
と
は
、

＄

約

円
。
ジ
ュ
ー
ス
が

500,000

Rp

55
US

4400

と
な
っ
て
い
て
、
札
を

枚
出
す
と
、

で
な
く

も
戻
っ
て
く
る
。

5950
4050

94050

Rp

1

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
洋
服
屋
が
あ
っ
た
の
で
シ
ャ
ツ
で
も

買
お
う
か
と
入
っ
て
み
た
。
立
派
な
シ
ャ
ツ
が
あ
り
値
段
を
見
る
と

と
あ
り
、
思

475000B
atik

Exclusive

い
切
っ
て
買
っ
た

け
っ
こ
う
高
い
シ
ャ
ツ
な
の
だ

こ
れ

タ
グ
を
見
る
と

。

、

。

、

と
あ
り
、
本
物
の
バ
チ
ッ
ク
な
の
だ
！
こ
の
前
サ
モ
ア
で
買
っ
た
、

＄
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

6
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と
は

桁
違
う
の
だ
と
改
め
て
驚
く
。

1

5000
モ
ー
ル
の
ま
わ
り
を
歩
い
て
い
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
発
見
。

時
間

1

ル
ピ
ア
だ
と
い
う
の
で
、
使
う
こ
と
に
し
た
（
こ
れ
ま
で
で
一
番
安
い
、

円
弱

。
た
ま

）

50

っ
て
い
た

の
写
真
を

し
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
通
信
ソ
フ
ト
で
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
。

W
eb

UP

す
る
と
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
時
間
。

財
布
に
は
、
ま
だ

ル
ピ
ア
も
残
っ
て
い
る
が
、

円
。
な
ん
だ
か
、
数
字
の
桁
に

14000

120

振
り
回
さ
れ
た
２
時
間
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
実
質
２
時
間
の
上
陸
と
は
情
け
な
い
。

シ
ャ
ト
ル
に
乗
っ
て
船
着
き
場
に
戻
る
。
３
時
半
過
ぎ
に
船
に
戻
っ
て
、
遅
め
の
昼
食
。
チ

ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
と
ピ
ザ

切
れ
。
港
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
部
屋
に
帰
る
と
、
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー

二

ト
の
引
き
上
げ
を
し
て
い
た
。

夕
食
時
に
テ
ー
ブ
ル
に
、
ア
ポ
ロ
ジ
ャ
イ
ズ
と
い
う
こ
と
で
、
ワ
イ
ン
を
ど
う
ぞ
、
と
い

う
メ
モ
が
。
こ
の
前
の
チ
リ
沖
の
コ
ー
ス
変
更
と
違
っ
て
今
回
は
「
人
災｣

の
よ
う
だ
が
、

間
髪
を
容
れ
ず
事
を
処
理
す
る
体
制
は
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
的
だ
と
感
心
し
た
。

夕
食
中
に
、
船
は
出
航
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
こ
れ
で
お
別
れ
、
４

日
の
航
海
の
後
、
次
は
香
港
だ
。

使
っ
た
通
貨

五
十
万
ル
ピ
ア
（
正
し
く
は

）
≒

＄

≒

円

486,000
R

upias

54
US

4320

歩

16237
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月

日
（
水
）

第

日

終
日
航
海

3

7

61

ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記

そ
の

位
置
測
定
とG
P
S

２

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
は
、
少
し
あ
っ
け
な
い
が
こ
れ
で
終
わ
り
。
船
は
、
ジ
ャ
ワ
島
と
ボ

ル
ネ
オ
島
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）
の
間
の
ジ
ャ
ワ
海
を
通
り
北
上
。
ボ
ル
ネ
オ
沖
で
赤
道
を
通

過
し
、
南
半
球
と
も
こ
れ
で
お
別
れ
。
明
日
く
ら
い
か
。

朝
６
時
起
床
、
日
の
出
は
６
時

分
。
雲
の
中
か
ら
太
陽
が
昇
っ
て
一
日
の
始
ま
り
。
右

38

舷
に
島
影
が
見
え
た
が
、
ス
ラ
バ
ヤ
沖
の
バ
ウ
ェ
ア
ン
島
か
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
真
ん
中
な

の
で
、
海
を
行
き
交
う
船
も
見
え
る
。
日
課
通
り
に
朝
食
ま
で
。
そ
の
後
、
昨
日
の
記
録
整

理
と

の
ア
ッ
プ
。
そ
の
後
、
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
の
続
き
。

W
eb

ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
の
は
じ
め
の
部
分
に
航
海
の
目
的
と
し
て

「
チ
リ
ー
や
ペ
ル
ー
の

、

海
岸
、
そ
の
他
太
平
洋
中
の
諸
島
を
測
量
し
、
世
界
を
一
周
し
て
時
辰
儀
（
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ

ー
）
の
測
定
の
連
鎖
を
行
う
に
あ
っ
た

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
後
半
の
部
分
の
意
味

。

は
、
正
確
な
時
計
を
も
ち
い
て
経
度
測
定
を
行
う
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
、
世
界
一
周
し
て
経

度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
時
計
の
正
確
さ
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
か
、
と
納
得
。

さ
て
、
こ
の
ビ
ー
グ
ル
号
の
頃
は
、
海
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
を
測
定
し
て
い
た
の
か
。

緯
度
の
方
は
、
星
の
高
度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
る
。
北
を
知
る
た
め
に
正
確
な

磁
石
が
必
要
に
な
る
が
。
一
方
、
経
度
の
方
は
、
太
陽
の
南
中
時
刻
（
北
中
時
刻
）
を
使
う

か
夜
の
星
を
観
測
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
グ
リ
ニ
ッ
ジ
と
の
差
を
計
算
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
グ
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リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
に
あ
わ
せ
た
正
確
な
時
計
が
必
要
な
の
だ
が
、
こ
の
時
計
が
ク
ロ
ノ
メ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
ビ
ー
グ
ル
号
は
、
経
度
観
測
を
行
い
、
時
計
の
精
度
を
調
べ
た
の
だ
ろ
う
。

現
代
で
は
、

（

）
が
簡
単
に
こ
れ
に
答
え
て
く
れ
る
。
私

G
PS

G
lobal

Positioning
System

の
数
万
円
の

で
さ
え
、
簡
単
に
緯
度
と
経
度
を
誤
差
数
メ
ー
ト
ル
で
測
定
で
き
る
。

G
PS

U
don

Soup
Sushi

す
ぐ
昼
に
な
り

今
日
は

な
る
も
の
が
メ
ニ
ュ
ー
に
出
て
い
た
の
で

、

、

、

と
こ
れ
に
す
る
。
腰
の
な
い
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
麺
だ
が
汁
は
、
そ
れ
な
り
の
味
が
す
る
。

「

。

、

、

。

海
は
静
か
で

鏡
の
よ
う｣

水
深
の
せ
い
か

水
質
の
せ
い
か

水
が
緑
色
に
見
え
る

午
後
に

分
ほ
ど
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
し
て
プ
ー
ル
。
天
気
が
い
い
せ
い
か
、
け
っ
こ
う
混

20

ん
で
い
て
泳
ぐ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
体
を
冷
や
し
た
だ
け
。
日
差
し
は
強
烈
で
、
甲
羅
干
し

な
ん
か
し
た
ら
、
ま
た
、
日
焼
け
で
皮
膚
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
こ
と
必
死
な
の
で
、
撤
退
。

coq
au

vin

部
屋
に
戻
り
、
映
画
鑑
賞
に
す
る
。
夕
食
は
、
前
菜
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
シ
チ
ュ
ー
、

（
鶏
肉
ワ
イ
ン
煮
込
み

、
フ
ル
ー
ツ
。

）

歩

14951月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

3

8

62

赤
道
通
過
とK

in
g
N
e
p
tu
n
e
C
e
re
m
o
n
y

今
日
は
、
ジ
ャ
ワ
海
を
北
に
航
海
。
ボ
ル
ネ
オ
島
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）
の
西
で
、
赤
道
を

横
断
。
北
半
球
に
戻
っ
て
く
る
日
。
朝
、
起
床
は
７
時
。
よ
う
や
く
日
が
昇
っ
た
時
間
。
雲
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の
合
間
か
ら
太
陽
が
見
え
て
い
た
。
歩
い
て
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
。
散
歩
中
に
、
壊
れ
た
テ

ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
の
ス
ク
リ
ュ
ー
を
み
た
。
こ
れ
が
、
レ
ン
バ
ー
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
結
果
か
。

船
は
９
時
過
ぎ
に
赤
道
を
越
え
た
よ
う
で
、
緯
度
は
北
緯
に
な
っ
て
い
る
。

の
整
理

W
eb

と
ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。

時
か
ら
、

と
か
言
う
の
が
、
リ
ド
デ
ッ
キ
の
プ
ー
ル
で
あ
る

K
ing

N
eptune

C
erem

ony

10
と
か
で
行
っ
て
み
る
。
そ
の
ま
ま
訳
す
と
「
海
王
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
の
儀
式
」
だ
が

「
赤
道

、

祭
り
」
か
な
。
海
賊
風
の
飾
り
付
け
と
衣
装
の
バ
ン
ド
も
出
て
い
て
、
カ
ク
テ
ル
を
配
っ
て

い
る
。
始
ま
る
と
、
三
ツ
又
鉾
を
持
っ
た
海
の
王
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
と
そ
の
妻
の
主
役
登
場
、

船
の
キ
ャ
プ
テ
ン
他
お
偉
方
が
登
場
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
の
ク
ル
ー
た
ち
の
代
表

が
次
々
と
、
海
賊
に
引
き
立
て
ら
れ

「
罪
状
」
を
宣
告
さ
れ
、
刑
と
し
て

「
フ
ィ
ッ
シ

、

、

ュ
に
キ
ッ
ス
」
さ
せ
ら
れ
た
あ
と
、
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
た
く
ら
れ
、
判
定
に
よ
り
、
プ
ー
ル

、

、

「

」

。

に
落
と
さ
れ
る
か

助
か
る
か

と
い
う
た
わ
い
の
な
い

あ
そ
び

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

ア
メ
リ
カ
人
は
こ
う
い
う
の
に
う
ち
興
じ
る
の
が
好
き
な
の
だ
な
あ
。

そ
の
後
、
読
書
。

時
か
ら
、

と
い
う
講
演
を
ラ
ウ
ン
ジ

R
ising

Sea
and

Extrem
e

Storm
s

11

で
聴
く
。

分
間
の
話
だ
が
、
資
料
の
間
に
、
お
か
し
な
写
真
を
た
く
さ
ん
挟
み
、
一
般
受

45

。

、

。

け
す
る
ス
ラ
イ
ド
構
成
は
お
も
し
ろ
か
っ
た

話
者
は

と
い
う
カ
ナ
ダ
人

G
eaoge

Sranko

、

、

。

地
球
温
暖
化
と

に
つ
い
て
話
し
た
の
だ
が

そ
れ
で
ど
う
す
る

に
は
触
れ
ず
に
終
わ
り

CO2

昼
食
は
、
日
本
人
の
ご
婦
人
方
と
。
い
ろ
い
ろ
世
間
話
を
伺
っ
た
。
部
屋
に
戻
り
、
読
書
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続
き
。
小
雨
の
中
、

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
そ
れ
か
ら
映
画
を
見
る
。

20

C
A

K
E
夕
食
は
、
鶏
肉
ウ
ィ
ン
グ
、
ス
ー
プ
、
蟹
の

"H
aving

crossed
the

halfw
ay

point
of

this
voyage

and
the

equator,
"

部
屋
に
戻
る
と
、

･
･
･
･

と
い
う
こ
と
で
、

と
し
て
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と
本
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
旅
の
半

G
rand

gift

分
と
赤
道
通
過
の
お
祝
い
。
そ
う
か
、
残
り
半
分
以
下
に
な
っ
た
か
・
・
・
。

歩

17102月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

3

9

63

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日

朝
６
時
起
床
、
日
の
出
は
６

。
歩
き
始
め
か
ら
、
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
、
強
い
風
が
吹

:

38

く
天
気
。
つ
い
に
途
中
か
ら
雨
。
気
温
は

度
。

25

時
か
ら
、
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
『
ベ
ト
ナ
ム
』
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
み
て
、

10
そ
の
後
、
読
書
。
昼
食
は
、
パ
ス
タ
。

午
後
、
読
書
続
き

「
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
」
上
を
読
了
。
２
時
半
か
ら
、

分
ジ
ョ
ギ

。

20

ン
グ
。
天
気
は
、
雲
は
あ
る
が
回
復
し
て
い
る
。
そ
の
後

分
ほ
ど
プ
ー
ル
。

10

今
日
は
フ
ォ
ー
マ
ル
の
日
。
テ
ー
マ
は
、

。
メ
イ
ン
ダ

IN
D

O
N

ESIA
N

FO
R

M
A

L
N

IG
H

T

イ
ニ
ン
グ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
風
に
飾
り
付
け
さ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ス
ペ

。

、

。

シ
ャ
ル
の
料
理
が
用
意
さ
れ
て
い
る

メ
イ
ン
デ
ィ
シ
ュ
に
は

を
注
文
し
た

N
asiG

oreng
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、

、

、

、

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
風
ラ
イ
ス
に

牛
肉

鶏
肉

卵

ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
料
理
が
の
っ
て
い
る

、

、

夜

時
か
ら
ラ
ウ
ン
ジ
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ク
ル
ー
に
よ
る
歌
と
踊
り
が
あ
る
そ
う
で

10

見
に
来
い
と
誘
わ
れ
た
。
名
付
け
て
、

。

IN
D

O
N

ESIA
N

C
R

EW
SH

O
W

こ
の
船
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ク
ル
ー
が
と
て
も
た
く
さ
ん
お
り
、
食
堂
関
係
、
居

室
関
係
で
働
い
て
い
る
。
私
の
部
屋
の
ル
ー
ム
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
も
そ
う
だ
し
、
夕
食
の
ウ
ェ

イ
タ
ー
も
そ
う
で
あ
る
。

シ
ョ
ー
の
方
は
、

時
か
ら
始
ま
り
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
熱

10

演
が
大
変
楽
し
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
時
間

分
が
過
ぎ
た
。

15

歩

16163月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

3

10

64

S
U
S
H
I

と
寿
司

７
時
起
床
、
日
は
昇
っ
て
い
る
。
昨
夜
の
夜
更
か
し
の
せ
い
？
。
８
時
ま
で
歩
き
、
日
課

通
り
。
午
前
中
、
記
録
整
理
、

の
ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。

W
eb

そ
の
あ
と
、
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
、
ベ
ト
ナ
ム
編
プ
マ
イ
を
聞
く
。
そ
の
後
読
書
。
ビ

ー
グ
ル
号
、
中
巻
に
入
る
。
９
階
の
ク
ロ
ウ
ズ
ネ
ス
ト
。
外
は
、
大
海
原
。
こ
こ
で
、
デ
ジ

。

。

、

タ
ル
の
海
図
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見

こ
れ
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た

な
る
ほ
ど

海
図
も
こ
う
な
っ
て
、

と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
・
・
・
。

G
PS

さ
て
、
こ
の
船
で
は
、
昼
食
時
に
、
毎
日

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

SU
SH

I
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内
容
は
と
い
う
と
、
刺
身
に
は
マ
グ
ロ
赤
身
と
鮭
、
時
に
エ
ビ
、
た
く
あ
ん
。
に
ぎ
り
と

し
て
、
玉
子
焼
き
、
マ
グ
ロ
赤
身
、
鮭
、
エ
ビ
、
な
に
も
な
い
海
苔
巻
き
。
巻
物
と
し
て
、

カ
ッ
パ
、
鉄
火
、
エ
ビ
。
醤
油
、
わ
さ
び
、
ガ
リ
、
海
草
と
い
う
よ
う
に
結
構
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
る
。
毎
日
、
食
事
時
に
、
皆
さ
ん
召
し
上
が
っ
て
い
る
。

、

、

『

』
。

で
も

こ
れ
だ
け
食
材
が
豊
か
な
の
に

食
べ
て
み
る
と

ち
ょ
っ
と
違
う
な
あ
・
・
・

日
本
で
も
寿
司
職
人
さ
ん
は
長
年
の
下
積
み
を
経
て
、
あ
の
味
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
と
は

、

。

比
べ
よ
う
も
な
い
が

家
庭
で
食
べ
る
手
巻
き
寿
司
よ
り
落
ち
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る

１
．
米
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
使
っ
て
お
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
そ

れ
な
り
に
食
べ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

２
．
米
の
炊
き
方
は
ど
う
か
？
冷
め
て
お
い
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
電
気
炊
飯
器
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
現
地
で
購
入
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
調
理
す

る
と
、
立
派
な
ご
飯
に
な
っ
た
も
の
だ
。

３
．
最
も
違
う
と
思
う
の
は

「
寿
司
飯
に
な
っ
て
な
い
」
こ
と
だ
。
ま
る
で
、
お
に
ぎ
り

、

に
刺
身
を
の
せ
て
食
べ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
か
す
か
に
酢
の
臭
い
が
す
る
よ
う
に
も

、
『

』

。

、

。

思
え
る
が

寿
司
飯

に
な
っ
て
な
い

酢
の
ち
が
い
か

量
の
問
題
か
わ
か
ら
な
い
が

４
．

に
つ
い
て
は
、
マ
グ
ロ
赤
身
と
サ
ー
モ
ン
で
立
派
な
食
材
で
あ
る
。
が
、
マ
グ

sashim
i

ロ
も
鮭
も
『
削
ぎ
切
り
』
の
よ
う
な
形
状
で
切
ら
れ
、
置
か
れ
て
い
る
。
水
気
が
出
て
、
お

い
し
そ
う
に
見
え
な
い
。
切
り
方
が
違
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
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５
．
緑
色
の
海
草
が
置
か
れ
て
い
る
。
は
じ
め
、
オ
ゴ
か
と
思
っ
た
ら
、
昆
布
の
よ
う
な
海

草
の
細
切
り
で
あ
っ
た
。
刺
身
の
ツ
マ
な
ら
だ
ん
ぜ
ん
オ
ゴ
で
あ
る
。

６
．
わ
さ
び
は
、
大
き
な
口
の
器
に
練
わ
さ
び
を
置
い
て
あ
り
、
香
り
が
飛
ん
で
い
る
。

７
．
ガ
リ
は
お
い
し
い
。

と
い
う
わ
け
で
、
い
い
材
料
を
使
っ
て
い
な
が
ら
、

で
あ
っ
て
寿
司
で
あ
る
と
感

SU
SH

I

じ
ら
れ
な
い
。
個
人
差
が
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
個
人
的
見
解
だ
が
。

昼
食
は
外
で
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
日
。
な
る
べ
く
素
材
を
選
び
、
日
本
の
ヤ

キ
ソ
バ
風
に
。
ス
パ
イ
シ
ー
な
ソ
ー
ス
は
使
わ
な
い
で
、
仕
上
げ
て
も
ら
っ
た
。

、

、

「

」

昼
食
後
に

シ
ズ
エ
姉
妹
と
話
を
し
て
い
て

来
週
か
ら
生
徒
２
人
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

。

。

。

を
や
る
こ
と
に
な
っ
た

テ
ー
マ
は
ｅ
メ
ー
ル

制
約
の
多
い
中
で
何
が
で
き
る
か
・
・
・

一
休
み
し
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
出
か
け
る
と
、
海
は
荒
れ
模
様
、
北
東
か
ら
強
風
が
吹
き

付
け
て
い
る
。
海
面
も
大
き
く
う
ね
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
れ
は
い
か
ん
と
、
６
分
で

中
止
。
部
屋
に
戻
っ
て
み
る
と
北
か
ら

ノ
ッ
ト
の
風
と
あ
る
。
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
ス
ケ
ー

42

ル
（
風
力
階
級
）
が
東
か
ら

と
な
っ
て
お
り
、
船
の
進
行
と
併
せ
て
北
東
か
ら
の
強
風
に

６

な
っ
て
い
る
。

明
日
の
天
気
は
、

（
降
水
）
だ
そ
う
だ
。

precipitation

夕
食
は
、
前
菜
、
シ
ー
フ
ー
ド
ス
ー
プ
、
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
。

、

。

。

。

そ
の
あ
と

香
港
上
陸
の
準
備

天
気
が
悪
そ
う
だ

明
後
日
も
あ
る
の
で
ど
う
し
よ
う

歩

12203
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月

日
（
日
）

第

日

香
港
上
陸

3

11

65

霧
と
雨
の
ラ
ン
タ
オ
ピ
ー
ク

６
時
起
床
、
こ
の
頃
港
内
を
ゆ
っ
く
り
ド
ッ
ク
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
７
時
過
ぎ
、

接
岸
。
天
気
は
時
折
雨
交
じ
り
で
快
方
に
向
か
う
兆
し
も
な
い
。
ビ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク
も
雲

の
中
に
あ
る
。
朝
食
を
済
ま
せ
、
外
出
用
意
。
８
時
過
ぎ
、
上
陸
。
繁
華
街
の
近
く
に
横
着

け
さ
れ
、
さ
す
が
、
港
町
。
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
渡
る
と
ビ
ル
の
２
階
。
日
曜
日
の
朝
な
の

で
、
人
も
い
な
い
で
が
ら
ん
と
し
て
い
る
。

今
日
は
、
か
ね
て
よ
り
の
計
画
で
、
天
気
は
よ
く
な
い
が
、
ラ
ン
タ
オ
島
に
行
き
、
ラ
ン

タ
オ
ピ
ー
ク
（

）
に
登
る
予
定
で
あ
る
。

926
m

（
地
下
鉄
）
の
駅
で
、

を
探
し
、

＄
引
き
出
す
。
切
符
を
買
い
、
途
中

M
TR

A
TM

1000
HK

一
度
乗
り
換
え
て
、

分
ほ
ど
で
東
涌
（
ト
ン
チ
ョ
ン
）
に
着
く
。
駅
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

30

ISB
N

で
水

＄

と
地
図

＄

を
買
う

こ
の
地
図

大
嶼
山
・
長
洲
・
南
Ｙ

（

）

（

）

。

（

6
HK

30
HK

）
は
、
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
紙
質
が
よ
く
な
い
の
が
難
点
。

97898801509024

こ
こ
か
ら
、
昴
坪
（
ゴ
ン
ビ
ン
）
に
行
く
の
に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、

行
っ
て
み
る
と
、
二
ヶ
月
運
休
。
そ
こ
で
バ
ス
に
乗
り
、
小
一
時
間
か
け
て
昴
坪
へ
。
こ
こ

か
ら
、
鳳
凰
山
（
フ
ォ
ン
ウ
ォ
ン
サ
ン
）
別
名
ラ
ン
タ
オ
ピ
ー
ク
（

）
に
登
る

Lantau
Peak

、

、

。

、

。

の
だ
が

着
い
て
み
る
と

霧
の
中

標
高
が

く
ら
い
で

山
頂
ま
で
約

の
登
り

450
m

500
m
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観
光
客
で
賑
わ
う
實
蓮
寺
の
境
内
を
離
れ
、
昴
坪
茶
園
餐
廳
の
先
に
茶
畑
を
見
て
、
心
教

簡
林
の
入
口
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
と
、
黄
色
い
道
標
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
山
道
。
石
の
階
段

。

。

、

で
整
備
さ
れ
た
急
登
が
延
々
と
続
く

天
気
は
悪
く
な
り
雨
が
降
っ
て
く
る

地
点
で

810
m

ま
わ
り
の
木
が
な
く
な
り
、
や
せ
た
尾
根
に
出
る
。
風
が
な
い
の
が
せ
め
て
も
の
慰
め
。

ひ
た
す
ら
急
な
石
の
階
段
を
登
り
、

時

分
山
頂
。
バ
ス
停
を
出
た
の
が

時
だ
か
ら

12

15

11

時
間
少
し
か
か
っ
て
い
る
。
周
り
は
霧
の
中
で
な
に
も
見
え
ず
、
何
人
か
が
避
難
所
の
石

1室
（
山
区
臨
時
避
風
站
と
書
い
て
あ
る
）
に
入
っ
て
い
る
。
山
頂
の
看
板
と
と
も
に
、
三
角

測
量
站
と
書
い
て
い
る
白
と
黒
の
円
柱
。
方
位
盤
も
あ
る
が
、
よ
く
読
め
な
い
。
雨
は
降
り

続
き
、
霧
も
上
が
る
気
配
も
な
い
。
結
構
寒
い
。

分
ほ
ど
山
頂
に
い
て
下
山
。
晴
れ
て
い
れ
ば
東
に
縦
走
し
、
大
東
山
、
二
東
山
と
歩
く

10
の
も
可
能
だ
が
（
全
部
で
５
時
間
く
ら
い
か
？

、
今
日
は
こ
れ
以
上
行
っ
て
も
だ
め
な
の

）

、

。

、

、

で

元
来
た
道
を
引
き
返
し
お
寺
で
も
参
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る

少
し
下
が
る
と

時
折

海
や
島
が
見
え
、
こ
こ
が
、
小
さ
な
島
の
高
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
。
濡
れ
た
石

の
階
段
を
滑
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
ゲ
ー
ト
ま
で
下
山
。
１
時
間
弱
。

霧
の
中
を
、
實
蓮
寺
を
見
物
。
門
前
の
市
に
あ
る
台
湾
料
理
屋
で
暖
か
い
ワ
ン
タ
ン
麺
を

食
べ
る
。
食
べ
終
わ
っ
て
少
し
先
ま
で
行
く
と
、
な
ん
と
日
式
拉
麺
の
看
板
が
あ
り
、
が
っ

か
り
。

時
の
バ
ス
で
、
梅
窩
へ
、
そ
こ
か
ら
高
速
艇
で
中
環
（
セ
ン
ト
ラ
ル

、
そ
し
て

２

）

フ
ェ
リ
ー
で
対
岸
の
尖
沙
咀
に
行
き
、
少
し
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
か
ら
船
に
戻
っ
た
。
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
発
見
。
こ
こ
は
、
缶
ビ
ー
ル
が
異
常
に
安
い
。
カ
ル
ル
ス
バ
ー

ク

缶
で

＄
（

円
少
し

。
買
い
込
ん
で
い
こ
う
。
ワ
イ
ン
は
ま
あ
ま
あ
。

）

6

38.9
HK

400

夕
食
時
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
夫
妻
の
娘
さ
ん
が
同
席
。
北
京
に
在
住
だ
と
か
。

さ
す
が
に
、
今
日
は
疲
れ
た
。

歩

30015月

日
（
月
）

第

日

香
港
上
陸
第
２
日

3

12

66
F
re
e
W
i-F

i

が
当
た
り
前
の
香
港

６
時
に
起
床
、
夜
明
け
前
の
香
港
の
港
の
灯
り
が
美
し
い
。

、

（

）

今
日
は
停
泊
中
な
の
で
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

近
く
の
九
竜
公
園

ク
ー
ロ
ン
パ
ー
ク

に
行
く
こ
と
に
す
る
。
６
時
半
に
出
た
が
、

時
ま
で
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
（
海
港
城
：
接
岸

７

し
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
名
）
の
鍵
が
開
い
て
お
ら
ず
、
シ
テ
ィ
の
中
を
歩
き
回

る
。
７
時
に
外
へ
。
広
東
道
を
通
り
、
九
竜
公
園
へ
。
公
園
の
中
は
と
て
も
広
々
と
し
、
起

伏
も
適
度
に
あ
り
、
庭
園
の
作
り
も
各
所
で
異
な
り
お
も
し
ろ
く
歩
け
る
。
太
極
拳
を
や
っ

て
い
る
ら
し
い
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
集
ま
っ
て
、
体
を
動
か
し
て
い
る
。
８
時
半

頃
ま
で
歩
い
て
船
に
戻
り
朝
食
。

を
持
っ
て
上
陸
。
旅
行
案
内
所
に
行
っ
て
聞
く
と
、
ガ
バ
ナ
メ
ン
ト
の
建
物
に
行
く
と

PC

、

。

、

フ
リ
ー
の

が
あ
る
と

す
ぐ
先
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
教
え
て
も
ら
っ
た

館
内
で
は

W
i-Fi
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（

）

、

。

高
速
な

に
接
続
で
き
て

こ
の
間
の
デ
ー
タ
の
ア
ッ
プ
を
終
わ
ら
せ
た

54M
bps

W
i-Fi

市
や
国
や
民
間
が
フ
リ
ー
の

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
提
供
し
て
お
り
、
香
港
で
は

W
i-Fi

町
に
も
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
「

」
な
ど
と
い
う
看
板
は
見
か
け
な
い
。
当

FreeW
i-Fi

た
り
前
の
環
境
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
国
が
小
さ
い
か
ら
で
き
る
と
は
い
え
、

技
術
で
国

IT

を
立
て
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
買
い
物
を
し
て
船
に
戻
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
置
い
て
出
直
し
。

時
に
、
香
港
歴

11

史
博
物
館
へ
（

＄

。
建
物
は
基
本
的
に
は

つ
の
フ
ロ
ア
に
展
示
物
が
置
か
れ
て
い

）

二

10
HK

る
が
、
高
い
天
井
の
部
屋
に
巨
大
な
模
型
や
建
物
が
再
現
さ
れ
て
い
て
、
迫
力
が
あ
る
。
中

身
は
、
自
然
史
に
関
す
る
も
の
と
、
古
代
・
中
世
の
中
国
の
影
響
の
広
が
り
、
そ
し
て
近
世

か
ら
の
歴
史
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
、
そ
の
後
の
発
展
、
日
本
軍
の
侵
攻
、
戦
後
の
再
建
と

い
う
流
れ
。
特
に
日
本
軍
の
統
治
に
つ
い
て
は
、
た
っ
た

～

年
の
期
間
な
の
に
、
通
貨

３

４

に
変
わ
る
軍
票
の
発
行
や
学
校
教
育
の
変
更
、
捕
虜
の
扱
い
な
ど
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
報
道
映
画
も
再
現
で
き
、
こ
の
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
空
襲
と

併
せ
て
考
え
る
と
、
当
時
の
軍
部
は
こ
ん
な
事
を
や
っ
て
い
た
の
か
と
、
再
認
識
し
た
。

昼
時
に
な
っ
た
の
で
、
博
物
館
近
く
で
、
う
ど
ん
と
ト
ン
カ
ツ
を
食
べ
る
。

＄
。
こ
の

61

町
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
も
ま
し
て
、
日
本
食
の
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
、
寿
司
屋
、
ラ

ー
メ
ン
屋
、
居
酒
屋
、
う
ど
ん
屋
い
ろ
い
ろ
と
目
に
付
く

『
和
民
』
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の

。

国
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
き
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
『
昔
か
ら
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の
香
港
』
と
い
う
感
じ
の
町
並
み
だ
。

そ
の
後
、
香
港
芸
術
館
（

）
に
行
く
と
、
神
禽
・
翼
獣
と
い
う
名
の
催
し

M
useum

of
A

rt
を
や
っ
て
い
た
。
乗
船
時
刻
の
４
時
に
近
く
な
っ
た
の
で
、
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
ホ
テ
ル
の
前
を

通
っ
て
、
船
に
戻
る
。
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
は
海
岸
沿
い
の
一
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
。
そ

の
一
部
に
乗
船
口
が
作
ら
れ
て
い
る
。

船
に
戻
っ
た
後
、

時
か
ら
避
難
訓
練
。

ヶ
月
に

回
と
い
う
ペ
ー
ス
で
３
回
目
。
今

５

１

１

日
は
、
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
行
か
ず
リ
ド
で
夕
食
。
く
だ
け
た
感
じ
の
夕
食
だ
っ
た
。

２
日
間
で
使
っ
た
通
貨

＄

≒

円

951.6
HK

9800

歩

30700月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

3

13

67

旅
の
ス
タ
イ
ル

時
計
は
１
時
間
バ
ッ
ク
。
お
か
げ
で
６
時
に
起
床
で
き
た
。
さ
す
が
に
、
体
が
重
い
。
外

は
曇
り
、
時
々
霧
雨
も
。
１
時
間
歩
い
て
朝
食
。

船
内
で
配
ら
れ
る

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
日
本
の
地
震
原
発
の
記
事
が
大
き

N
ew

Y
ork

Tim
es

く
載
っ
て
い
る
。
あ
れ
か
ら

年
が
経
っ
た
の
だ
、
と
改
め
て
時
の
速
さ
を
感
じ
る
。

一

デ
ー
タ
の
整
理
と

の
ア
ッ
プ
。
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
あ
と
、

時
か
ら
バ

W
eb

10

ー
バ
ラ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
情
報
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
く
。
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、
「

」

、

、

そ
の
あ
と

電
子
メ
ー
ル

に
つ
い
て

ミ
ニ
講
座
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

準
備
し
て
待
つ
。
場
所
の
連
絡
の
行
き
違
い
か
ら
会
え
ず
、
流
れ
る
。

昼
食
。
タ
ー
キ
ー
・
ケ
バ
ブ
・
サ
ラ
ダ
・
温
野
菜
。

さ
て
、
明
後
日
は
プ
マ
イ
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
だ
が
、
こ
の
プ
マ
イ
港
か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

ま
で
は
、
バ
ス
で
片
道

時
間
ほ
ど
か
か
り
、
交
通
機
関
も
無
さ
そ
う
な
の
で
、
ツ
ア
ー
で

２

。

（

）

、

。

、

行
く
こ
と
に
し
た

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

＄

と
い
う
の
は

売
り
切
れ

し
か
た
な
く

54

（

＄
）
と
い
う
ツ
ア
ー
に
し
た
。

SEN
SA

TIO
N

A
L

SA
IG

O
N

119

こ
れ
ま
で
、
船
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
旅
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
。

、

。

ツ
ア
ー
は
確
か
に
効
率
が
よ
く

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
れ
る
合
理
的
な
方
法
だ
と
思
う

が
、
私
の
求
め
る
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
の
は
、
自
分
の
体
と
頭
を
使
い
未
知
の
土
地
・
人

々
に
向
か
い
、
感
じ
る
こ
と
、
こ
れ
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
効
率

が
悪
く

名
所
」
を
み
ん
な
回
れ
な
く
て
も
、
間
違
っ
て
も
い
い
。
名
所
で
な
く
て
も
、

、
「

外
国
の
自
然
、
社
会
、
人
間
は
そ
こ
に
あ
る
。
ま
た
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
違
う
の
に
・
・

・
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
こ
う
い
う
旅
に
は
準
備
も
必
要
だ
が
。
知
識
も
、
言
葉
も
。

さ
ら
に
、
外
国
人
と
の
ツ
ア
ー
は
苦
手
で
あ
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、
一
度
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
数
名
が
戻
っ
て
こ
な
い
。
半
分
以
上
待
ち
時
間
に
費
や
さ
れ

。

、

。

た
経
験
が
あ
る

彼
ら
は
そ
ん
な
に
罪
悪
感
は
な
い
よ
う
で

国
民
性
の
違
い
を
実
感
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、
足
が
な
い
の
で
、
サ
イ
ゴ
ン
は
ツ
ア
ー
バ
ス
で
回
る
こ
と
と
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。

、

。

な
っ
た

エ
ジ
プ
ト
の
サ
フ
ァ
ガ
も

足
が
な
さ
そ
う
な
の
で
ツ
ア
ー
は
申
し
込
ん
で
あ
る

ま
あ
、
何
回
か
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
バ
ス
ツ
ア
ー
も
い
い
か
。

午
後
に
、

さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
日
本
人
の
母
娘
が
乗
船
し
た
と
の
こ
と
。

Sizue
夕
食
は
、
パ
テ
、
ス
ー
プ
、
メ
イ
ン
に

と
か
言
う
の
を
食
べ
た
。
出
て
き

London
B

roil

た
も
の
は
予
想
と
違
っ
て
い
た

「
マ
リ
ネ
し
た
牛
肉
を
グ
リ
ル
し
、
薄
く
切
っ
た
も
の
」

。

（
米
国
料
理
）
ら
し
い
。
食
べ
物
の
意
外
性
も
旅
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

歩

10928月

日
（
水
）

第

日

ニ
ャ
チ
ャ
ン
（

・
ベ
ト
ナ
ム
）
上
陸

N
ha

Trang

3

14

68

ベ
ト
ナ
ム
の
床
屋
さ
ん

今
日
は
ベ
ト
ナ
ム
の
南
部
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ニ
ャ
チ
ャ
ン
に
上
陸
す
る
日
。

、

。

、

、

。

、

７
時
少
し
前
に
起
き

１
時
間
歩
く

船
は

入
港
し
て
お
り

接
岸
寸
前

８
時
に
は

完
了
し
て
い
た
。
こ
の
港
は
、
対
岸
の
チ
ュ
ー
島
に
大
型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
が
あ

り
、
そ
の
島
へ
３

余
り
の
長
大
な
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
架
か
っ
て
い
る
。
９
時
か
ら
シ
ャ
ト

km

ル
バ
ス
が
走
る
の
で
、
出
か
け
る
支
度
。
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
出
る
と
、
民
俗
衣
装
の
ベ
ト

ナ
ム
の
美
女
の
お
出
迎
え
。

９
時
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
下
り
た
所
は
、
ビ
ー
チ
に
面
し
た
、
ハ
イ
イ
エ
ン

ホ
テ
ル
。
物
売
り
と
シ
ク
ロ
、
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の
売
り
込
み
が
も
の
す
ご
い
。
次
々
と
声
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が
か
け
ら
れ
る
。
こ
の
国
の
パ
ワ
ー
と
貧
し
さ
を
見
る
よ
う
で
複
雑
な
思
い
。

レ
タ
イ
ン
ト
ン
通
り
を
駅
に
向
か
う
。

で

ド
ン
（
百
万
）
お
ろ
す
。
こ
の

A
TM

1000000
国
も
通
貨
単
位
が
と
て
も
大
き
く
、
勘
が
狂
っ
て
し
ま
う
。
ち
な
み
に
百
万
ド
ン
≒

＄

50
US

≒

円
。
ベ
ト
ナ
ム
も
紙
幣
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ
っ
て
い
る
。

4000

。

、

。

。

暑
い

水
を
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
き

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
う

ド
ン

10000

ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
道
路
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
一
杯
だ
。
町
に
も
オ
ー
ト
バ
イ
の
修
理
屋
さ
ん
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
合
間
を
縫
っ
て
道
路
を
渡
っ
て
ゆ
く
。
渡
る
の
が
大
変
だ
。

ニ
ャ
チ
ャ
ン
大
聖
堂
は
と
て
も
大
き
な
建
物
だ
が
、
内
部
は
工
事
中
。
さ
ら
に
進
ん
で
鉄

道
駅
。
こ
こ
は
、
余
り
人
が
い
な
い
。
時
刻
表
を
見
て
も
、
本
数
は
多
く
な
い
。

そ
の
ま
ま
進
ん
で
い
っ
た
隆
山
寺
（
ロ
ン
ソ
ン
）
は
観
光
地
で
、
ツ
ア
ー
の
バ
ス
が
何
台

も
乗
り
付
け
、
土
産
物
売
り
の
姿
も
多
く
、
入
る
の
に
人
を
か
き
分
け
て
行
く
感
じ
。
仏
教

の
寺
だ
が
、
本
堂
や
山
門
、
鐘
楼
、
大
仏
な
ど
あ
っ
て
、
観
光
客
で
一
杯
で
あ
る
。

ロ
ン
・
タ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
寄
り
道
。
こ
れ
は
、
写
真
家
ロ
ン
・
タ
ン
氏
の
白
黒
写
真

。

、

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

白
黒
写
真
で
切
り
取
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
と
生
活
が
百
点
以
上
も
あ
り

見
応
え
が
あ
っ
た
。
作
品
の
購
入
も
で
き
る
よ
う
だ
が
、
今
回
は
パ
ス
。
出
て
す
ぐ
、
床
屋

を
見
つ
け
た
。

と
か
い
て
あ
る
。

ヶ
月
以
上
経
っ
て
髪
も
伸
び
、
帰
国
ま
で
持
ち

B
arber

二

そ
う
に
な
い
の
で
、
入
っ
て
「
ヘ
ア
ー
カ
ッ
ト
オ
ン
リ
ー
」
と
指
で
３

く
ら
い
示
す
と
、

cm

か
ち
か
ち
切
り
始
め
た
。

分
く
ら
い
で
き
れ
い
に
終
わ
り
、
裾
も
剃
っ
て
く
れ
た
。
代
金

20
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を
払
う
と
、
な
ん
と
、

ド
ン
！

円
で
は
な
い
か
！

10000

40

そ
れ
か
ら
ダ
ム
市
場
へ
。
こ
こ
は
巨
大
な
市
場
で
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
店
が
衣
料
、
食

料
そ
の
他
何
で
も
売
っ
て
い
る
。
テ
ン
ト
で
日
の
光
が
入
ら
ぬ
よ
う
暗
く
し
て
い
る
の
で
、

思
っ
た
よ
り
は
暑
く
な
い
。
シ
ャ
ツ
を
買
っ
た
。

万
ド
ン
を

万
に
ま
け
て
く
れ
た
。

35

33

海
岸
は
、
ニ
ャ
チ
ャ
ン
ビ
ー
チ
と
い
い
、
青
い
海
、
砂
浜
、
寄
せ
る
波
、
椰
子
の
並
木
と

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
が
少
な
い
の
が
い
い
。

た
だ
、
カ
イ
ン
ホ
ア
博
物
館
は
閉
ま
っ
て
お
り
、
エ
ル
シ
ン
博
物
館
は
見
つ
け
損
ね
た
の

が
残
念
だ
。
浜
を
南
に
歩
い
て
、
ハ
イ
イ
エ
ン
ホ
テ
ル
。
１
時
過
ぎ
に
バ
ス
に
乗
っ
た
。

港
に
着
く
と
、
海
洋
博
物
館
は
す
ぐ
隣
。
入
場
料

ド
ン
。

分
ほ
ど
で
見
て
し
ま

15000

30

っ
た
。
研
究
所
の
付
帯
施
設
だ
か
ら
多
く
は
期
待
で
き
な
い
が
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
骨
格
標
本
と

。

、

。

お
び
た
だ
し
い
数
の
魚
類
の
標
本
に
は
驚
い
た

港
の
店
を
覗
い
て
船
に
戻
り

シ
ャ
ワ
ー

夜
は
、
香
港
か
ら
乗
っ
た
岩
下
さ
ん
母
娘
と

さ
ん
た
ち
と
日
本
人
五
人
で
席
を
作

SIZU
E

っ
て
も
ら
い
５
階
で
夕
食
。
久
し
ぶ
り
の
日
本
人
と
の
夕
食
で
あ
っ
た
。

歩

31861月

日
（
木
）

第

日

プ
マ
イ
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
上
陸

3

15

69

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
へ
ツ
ア
ー
で

朝
６
時
、
入
港
す
る
プ
マ
イ
の
港
か
ら
昇
る
日
の
出
が
と
て
も
き
れ
い
。
今
日
は
、
ツ
ア
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。

。

、

。

ー
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
回
る
こ
と
に

８
時
半
に
出
発

８
号
車

人
ば
か
り
乗
っ
て
い
る

30

２
時
間
か
か
り
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
中
心
へ
。
広
い
道
路
で
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
専
用
車

線
が
あ
る
。

ホ
テ
ル
前
に
。
こ
こ
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
人
民
委
員
会
の
す
ぐ
前
で
、
革
命

R
EX

前
は
多
く
の
有
名
人
が
泊
ま
っ
た
と
か
。
ト
イ
レ
休
憩
。
レ
ロ
イ
通
り
は
美
し
い
通
り
だ
。

バ
ス
は
、
す
ぐ
近
く
の
統
一
会
堂
（
旧
大
統
領
官
邸
）
へ
。
こ
こ
で
、
ガ
イ
ド
の
ト
ゥ
ー

氏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
そ
の
後
、
巡
回
コ
ー
ス
に
従
い

階
か
ら

階
ま
で
回
る
。

階
の
映

１

３

３

。

、

画
室
の
奥
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
印
象
的
で
あ
っ
た

年
の

月
４

1975

あ
っ
と
い
う
間
に
サ
イ
ゴ
ン
が
解
放
（
陥
落
）
し
た
最
後
の
場
面
、
大
統
領
官
邸
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら

年
も
経
つ
の
か
。
こ
の
解
説
を
聞
い
て
い
た
米
国
人
た
ち
は
何
を
感
じ
た
の
だ

37

ろ
う
か
。
年
齢
的
に
は
、
そ
の
頃
、
現
役
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。

次
に
行
っ
た
の
は
サ
イ
ゴ
ン
大
聖
堂
、
中
央
郵
便
局
。
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代
の
美
し
い
建

物
で
あ
る
。

分
あ
っ
た
の
で
、
大
急
ぎ
で
絵
は
が
き
を
買
い
、
切
手
を
買
っ
て
送
る
。
切

20

手
売
り
場
は
窓
口
が
一
つ
し
か
開
い
て
な
く
、
そ
こ
で
な
に
や
ら
問
答
を
始
め
た
り
し
て
い

る
。
ツ
ア
ー
は
、
時
間
が
限
ら
れ
気
が
気
で
は
な
い
。

食
事
は
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
ベ
ト
ナ
ム
料
理
ブ
ッ
フ
ェ
。
ツ
ア
ー
の
バ
ス
が
着
く
と
、

土
産
物
売
り
が
群
が
っ
て
く
る
。
客
の
み
な
さ
ん
、
結
構
買
い
物
を
し
て
い
る
。

食
後
は
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
。
す
ぐ
と
な
り
に
歴
史
博
物
館
が
あ
り
、
近
く
に
は
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
作
戦
博
物
館
も
あ
り
、
本
当
は
そ
ち
ら
に
行
き
た
い
の
だ
が
、
横
目
で
見
て
動
物
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園
に
行
く
。
虎
や
ゾ
ウ
を
見
て
も
仕
方
な
い
の
に
な
ー
と
思
い
つ
つ
。
次
に
漆
工
芸
店
。
制

作
現
場
を
通
っ
て
、
売
り
場
に
。
美
し
い
工
芸
品
が
並
ん
で
い
て
、
買
い
物
を
し
て
い
た
。

こ
の
頃
か
ら
雨
が
落
ち
始
め
る
。

。

、

最
後
に
行
っ
た
の
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
博
物
館

屋
外
に
は
戦
車
や
飛
行
機
が
お
い
て
あ
る

堂
々
と
し
た
建
物
に
、
１
階
は
生
活
、
２
階
は
抗
仏
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
資
料
。
当
時

の
ニ
ャ
ン
ザ
ン
紙
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
時
間
が

分
し
か
な
く
、
大
急
ぎ
で
回
る
の
み
。

25

４
時
に
な
り
、
帰
途
に
つ
く
。
波
止
場
の
テ
ン
ト
の
店
で
、
漆
の
箱
を

個
購
入
。

２

久
々
に
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
の
だ
が
、
そ
ろ
う
ま
で
の
待
ち
時
間
が
多
い
、
行
き
た
い
と

、

、

、

。

こ
ろ
に
行
け
な
い

必
要
な
い
と
こ
ろ
で
時
間
を
使
う

な
ど

後
悔
す
る
一
日
で
あ
っ
た

ホ
ー
チ
ミ
ン
は
、
ま
た
機
会
を
作
り
来
て
み
た
い
町
で
あ
る
。

夕
食
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
と
か
で
、
リ
ド
デ
ッ
キ
で
食
べ
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
ク
ー
ラ
ー
が
と
て
も
効
い
て
い
て
、
少
し
風
邪
気
味
。
早
く
寝
る
。

日
間
で
使
っ
た
通
貨

ド
ン
（
≒

円
）

２

1,000,000
-500=999,500

4000

＄

（
≒

円
）

1600

20
US

歩

21052月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

3

16

70

船
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

・
日
本
語
は
だ
め

PC
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２
日
続
い
た
ベ
ト
ナ
ム
上
陸
の
後
、
終
日
航
海
の
日
。

昨
日
の
疲
れ
と
、
風
邪
気
味
な
の
か
喉
が
い
が
ら
っ
ぽ
い
が
、
起
き
る
と
何
と
か
な
り
そ

う
な
の
で
、

時
半
か
ら
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
朝
食
。

６

そ
の
後
、
デ
ー
タ
整
理
・

の
ア
ッ
プ
・
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。
同
時
に
洗
濯
。

W
eb

、

。

時
半
か
ら

電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
日
本
人
に
話
を
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
実
施

11
聴
衆
は

人
！
そ
の
な
か
で
、
こ
の
船
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
話
す
。

４

エ
ク
ス
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の

を

数

PC

10

台
置
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
日
本
人
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
全
く
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

日
本
語
の
サ
イ
ト
も
表
示
で
き
な
い
。
こ
の

は

『
が
ち
が
ち
』
に
規
制
さ
れ
て
い
て
、

、

PC

ソ
フ
ト
も
限
ら
れ
、

デ
バ
イ
ス
も
普
通
に
は
使
え
な
い
。
日
本
の
彼
女
ら
は
、
高
い
接

U
SB

続
プ
ラ
ン
は
買
っ
た
が
、
携
帯
で
し
か
接
続
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昼
食
の
後
、
久
々
に
２
時
間
ほ
ど
読
書
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
の
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
に
横

に
な
り
、
時
々
う
と
う
と
し
な
が
ら
、
ビ
ー
グ
ル
号
の
続
き
。
天
気
は
回
復
し
て
、
あ
ま
り

暑
く
も
な
く
、
い
い
感
じ
。
沿
岸
か
ら
遠
く
な
い
の
で
、
小
さ
な
漁
船
も
操
業
し
て
い
る
。

４
時
半
に
な
る
と
、
夕
食
の
合
図
の
ベ
ル
が
鳴
っ
て
い
る
。
み
ん
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
、
慌
て
て
移
動
。
あ
と
で
調
べ
て
み
る
と
、
今
日
は
、
午
後
２
時
に

１
時
間
時
計
を

に
、
と
い
う
連
絡
が
船
内
報
に
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
落
と
し
て

Forw
ard

。

。

、

、

い
た

昼
の
２
時
に
時
間
変
更
な
ど
よ
し
て
ほ
し
い
が
・
・
・

と
い
う
こ
と
で

夕
食
は
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カ
モ
ロ
ー
ス
ト
、
ス
ー
プ
、
ゆ
で
蟹
。

夕
食
後
、
図
書
室
に
い
る
と
、
男
が
話
し
か
け
て
き
て

「
卍
」
は
何
を
意
味
す
る
か
知

、

っ
て
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
広
辞
苑
と
和
英
辞
典
で
説
明
し
た
。
彼
は
、
毎
朝
、
９
階
の

デ
ッ
キ
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
顔
は
知
っ
て
い
た
が
、
シ
カ
ゴ
在
住
の
ボ
ブ
・
コ
ッ

ペ
ル
と
い
う
名
の
ド
イ
ツ
系
の
ア
メ
リ
カ
人
だ
。
仏
教
寺
院
に
行
っ
て
仏
像
の
胸
に
あ
る
卍

が
、
ナ
チ
ス
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
と
似
て
い
る
の
で
聞
き
た
か
っ
た
そ
う
だ
。

歩

13103月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

3

17

71

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
の
日

喉
の
具
合
は
相
変
わ
ら
ず
。

だ
が
、
６
時
半
か
ら
日
課
通
り
、
歩

M
y

throat
is

scratchy!

い
て
食
事
。
昨
日
の
記
録
整
理
。

の
ア
ッ
プ
。
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。

W
eb

時
か
ら
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
ガ
イ
ド
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
を
聞
く
。

年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の

10

'04

津
波
の
映
像
に
は
び
っ
く
り
。
そ
の
後
ク
ロ
ウ
ズ
ネ
ス
ト
で
、
読
書
。

昼
食
は
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
と
パ
ス
タ
、
野
菜
。

午
後
に
、
明
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
陸
に
備
え
て
パ
ス
ポ
ー
ト
の
返
還
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は

『
原
則
通
り
』
パ
ス
ポ
ー
ト
の
所
持
を
義
務
づ
け
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
、
シ
ド

、
ニ
ー
で
単
独
行
動
す
る
以
外
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
船
に
預
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
が
、
今
回
初
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め
て
。
明
日
に
備
え
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
資
料
を
読
む
。
明
日
は
、
停
泊
地
が
昼
の
う
ち

に
移
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
連
絡
が
入
っ
て
い
る
。

午
後
は
、
デ
ッ
キ
で
う
と
う
と
し
な
が
ら
読
書
。
船
の
影
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
し
、
遠

く
に
は
、
海
底
油
田
の
油
井
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
海
域
も
、
地
下
資
源
を
巡
っ
て
、
ベ
ト

ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
そ
し
て
中
国
ま
で
が
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
。

今
日
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル

「
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
の
日
」
と
か
言
っ
て
い
る
が
、
な
じ
み
が
な

。

"Irish
national

sym
bol"

い
。
船
内
報
を
読
ん
で
み
る
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
宗
教
家
で
、

（

）

。

、

、

。

の

緑
の
三
つ
葉

を
使
っ
た
ら
し
い

緑

が
今
日
の
テ
ー
マ
色

だ
そ
う
だ

sham
rock

、

。

、

、

行
っ
て
み
る
と

緑
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
も

何
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
お
祭
り
な
の
に

こ
の
船
で
や
る
の
か
ね
？
料
理
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
風
。
前
菜
、
ス
ー
プ
、
シ
チ
ュ
ー
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
と
名
の
つ
い
た
料
理
。

歩

11810月

日
（
日
）

第

日

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
陸
第

日
１

3

18

72

国
立
博
物
館
に
見
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史

６
時
半
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
日
の
出
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
町
の
灯
り
が
見
え
る
。
７

時
に
日
の
出
。
歩
き
終
わ
る
７
時
半
頃
、
工
業
用
の
岸
壁
に
接
岸
。
日
本
郵
船
の
貨
物
船
で

運
ば
れ
た
日
本
の
自
動
車
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
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朝
食
後
、
出
発
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
、
ク
ル
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
へ
。
ザ
ー
ン
ダ
ム
の
乗
船
手

続
き
と
一
緒
に
な
り
、
大
混
雑
。
鉄
道

の
駅
ハ
ー
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
へ
と
向
か
う
。

M
R

T

。

。

途
中

で

Ｓ
＄

を
下
ろ
し
て

の
駅
へ

チ
ケ
ッ
ト
マ
シ
ン
と
お
つ
き
あ
い

A
TM

M
R

T

100

、

、

。

。

鉄
道
は

す
べ
て

非
接
触
式
カ
ー
ド
で
処
理
す
る
進
ん
だ
方
式
だ

紙
は
全
く
使
わ
な
い

と
り
あ
え
ず
、
目
標
は
ラ
ッ
フ
ル
ズ
プ
レ
ー
ス
駅
。
駅
を
出
て
、
方
向
に
惑
わ
さ
れ
な
が

ら
も
、
名
所
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
公
園
に
到
着
。
ち
ょ
う
ど
日
曜
だ
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
観
光

客
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
『
未
来
都
市
』
を
見
て
い
る
よ
う
。

次
に
行
っ
た
の
は
、
ア
ジ
ア
文
明
博
物
館
（
８
＄

。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
南
ア
ジ
ア
、
東

）

Patterns
of

南
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
の
接
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る

、

、

。
「

」
と
い
う
特
別
展
示
も
あ
り
、
絨
毯
の
デ
ザ
イ
ン
が
広
が
る
様
子
が
わ
か
る
。

Trade改
装
中
の
国
立
美
術
館
を
経
て
、
戦
争
記
念
公
園
。
日
本
の
侵
略
に
よ
る
犠
牲
者
を
悼
む

塔
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
国
立
博
物
館
の
展
示
も
そ
う
だ
が
、
決
し
て
『
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
』
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
日
本
の
国
内
で
思
う
ほ
ど
。

す
ぐ
隣
に
あ
る
の
が
ラ
ッ
フ
ル
ズ
ホ
テ
ル
。
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
雰
囲
気
を
建
物
に
表
し
て
い

る
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
。
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
買
い
物
。
バ
ー
で
有
名
な
カ
ク
テ
ル
で
も
、
と
思

っ
た
が
、
今
日
は
ま
だ
先
が
長
い
の
で
や
め
る
。
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ロ
ー
ド
に
入
り
ひ
た
す
ら

西
へ
。
コ
ー
ト
フ
ー
ド
で
日
式
拉
麺
を
発
見
。
海
鮮
ラ
ー
メ
ン
（
５
＄
）
を
食
べ
る
。

国
立
博
物
館
は
、
堂
々
と
し
た
建
物
。

＄
払
い
入
る
。
入
口
で
、
端
末
機
を
も
ら
う
。

10
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実
は
こ
の
端
末
が
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
粋
を
集
め
た
、
新
し
い
博
物
館
の
ガ
イ
ド
な

の
だ
。
各
国
語
で
、
必
要
な
所
で
翻
訳
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
、
さ
ら
に
動
画
も
あ
る
優
れ
も

の
で
あ
る
。
展
示
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
最
も
古
い
時
期
か
ら
の
支
配
者
の
興
亡
と
人
々
の
生

活
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
へ
の
歩
み
、
日
本
の
侵
略
と
占
領
の
資
料
も
豊
富
で
あ
る
。
今

の
日
本
の
ど
こ
に
も
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
独
立
し
て
か
ら
の
、
こ
の
国
の
指
導
者
の
賢
明
さ
が
、
奇
跡
と
い
っ
て
い
い
よ
う

な
国
を
熱
帯
の
こ
の
地
に
作
り
上
げ
た
と
い
え
る
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は

「
エ
ジ
プ
ト
で

、

も
テ
レ
ビ
受
信
機
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
国
の
勤
勉
な
国
民
が
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
。
我

々
は
、
テ
レ
ビ
も
エ
ア
コ
ン
も
買
う
の
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
。
こ
れ
が

年
後
に

10

今
の
子
供
た
ち
の
仕
事
を
生
み
出
す
」
と
い
う
演
説

（
賢
い
端
末
だ
か
ら
聞
き
取
れ
る
）

。

出
て
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ロ
ー
ド
を
西
へ
進
む
。
途
中
、
地
図
を
購
入
し
た
こ
ろ
、
黒
い
雲

、

。

。

に
覆
わ
れ

雷
鳴
と
と
も
に
大
粒
の
雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た

熱
帯
の
ス
コ
ー
ル
で
あ
る

鉄
道
の
サ
マ
セ
ッ
ト
駅
か
ら
ハ
ー
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
駅
に
戻
り
、
船
に
帰
る
。
ち
ょ
っ
と
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
１
時
間
半
ほ
ど
待
た
さ
れ
、
帰
船
。
７
時
半
を
過
ぎ
て
い
た
。
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
の
食
事
時
間
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
。

そ
の
後
、
疲
れ
た
の
か
、

時
前
に
寝
て
し
ま
う
。

10

歩

34214
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月

日
（
月
）

第

日

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
陸
第
２
日

3

19

73

熱
帯
の
多
文
化
都
市

停
泊
地
は
、
セ
ン
ト
ー
サ
島
の
向
か
い
。
遊
園
地
に
行
く
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
や
モ
ノ
レ
ー
ル

が
通
っ
て
い
る
賑
や
か
な
波
止
場
で
あ
る
。

昨
日
は
よ
ほ
ど
疲
れ
て
い
た
よ
う
で
、
起
き
る
と
７
時
を
回
っ
て
い
た
。
喉
の
具
合
も
い

ま
い
ち
。

朝
食
後
、
出
か
け
る
支
度
。

昨
日
の
続
き
で
、

を
乗
り
継
ぎ
、
サ
マ
セ
ッ
ト
駅
ま
で
。
そ
こ
か
ら
、
オ
ー
チ
ャ

M
R

T

ー
ド
ロ
ー
ド
を
西
へ
向
か
う
。
延
々
と
両
側
に
商
業
施
設
が
続
い
て
い
る
。
特
に
、
高
島
屋

の
建
物
の
巨
大
な
こ
と
。
日
本
橋
の
店
な
ど
問
題
で
は
な
い
。

、

。

。

最
後
ま
で
こ
の
通
り
を
抜
け
る
と

入
場
無
料
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン

こ
こ
は
広
い

、

。

（

）
。

あ
っ
と
い
う
間
に

分
が
過
ぎ

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の
蘭
園
に
つ
く

蘭
園
は
有
料

５
＄

30

C
ool

蘭
の
花
の
種
類
の
多
さ
に
驚
く

色

形

形
状
様
々
な
が
ら

み
な
蘭
の
花
で
あ
る

。

、

、

、

。

に
入
る
と
気
持
ち
が
よ
い
。
シ
ョ
パ
ン
の
像
や

と
い
う
、
植
物
の

R
oom

Evolution
G

arden
M

R
T

進
化
を
再
現
し
た
庭
を
経
て
、
反
対
側
ま
で
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
通
り
抜
け
、

の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
駅
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
ブ
ギ
ス
ま
で
移
動
。
ブ
ギ
ス
通
り
の
市
場
は
、
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
賑

や
か
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
。
近
く
の
シ
ム
リ
ム
ス
ク
ェ
ア
（
森
林
広
場
）

に
行
く
と
、
こ
こ
は

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
秋
葉
原

。
特
に
携
帯
電
話
、

、
音
響
製
品

、

」

PC
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な
ど
が
多
い
。
探
し
て
い
た
ワ
イ
ア
レ
ス

ア
ダ
プ
タ
を
購
入
（

＄

。

U
SB

）

19

昼
は
日
本
料
理
屋
で
「
ウ
ナ
ギ
と
唐
揚
げ
弁
当
」

＄
。
久
々
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
た
。

6.9

次
は
リ
ト
ル
イ
ン
ド
を
探
訪
。
ま
さ
に
イ
ン
ド
の
雰
囲
気
。
イ
ン
ド
風
の
寺
院
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
見
つ
け
、

分
ほ
ど
で
た
ま
っ
て
い
た

の
更
新
。
な
ん

W
eb

30

と

＄
！
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ウ
ザ
は
日
本
語
の
表
示
が
で
き
る
。

1そ
の
隣
は
ア
ラ
ブ
街
。
モ
ス
ク
を
中
心
に
こ
こ
は
イ
ス
ラ
ム
の
雰
囲
気
。
途
中
に
は
、
中

国
の
雰
囲
気
の
市
場
が
あ
り
、
貝
柱
の
干
物

ｇ
６
＄
で
購
入
。

100

次
に
プ
ラ
ナ
カ
ン
博
物
館
（
５
＄
）
へ
。
こ
こ
で
は
ソ
ロ
ン
グ
と
ケ
バ
ヤ
と
い
う
特
別

展
。
民
族
衣
装
だ
が
、
精
密
な
織
物
で
あ
る
。
結
婚
や
弔
い
の
様
子
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

出
た
頃
、
ぽ
つ
り
と
雨
が
。
ひ
ど
く
降
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
切
手
博
物
館
（
５
＄
）
に

入
り
、
雨
宿
り
を
か
ね
て
見
学
。
中
に
日
本
の
占
領
中
に
発
行
さ
れ
た
切
手
も
あ
る
。

外
に
出
た
こ
ろ
雨
は
上
が
り
、
蒸
し
暑
い
。
電
車
に
乗
り
、
船
に
戻
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

。

。

の
イ
ミ
グ
レ
は
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
い

乗
船
す
る
ま
で
に
３
回
パ
ス
ポ
ー
ト
を
要
求
さ
れ
る

７
時
近
く
に
な
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
後
、
夕
食
は
、
リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
。

そ
の
後
は
、
早
く
寝
て
し
ま
っ
た
。
熱
帯
で
は
、
歩
き
回
る
と
疲
れ
る
。

日
間
で
使
っ
た
通
貨

Ｓ
＄

（
≒

円
）

二

200

15000

Ｓ
＄

（
カ
ー
ド
）

35

歩

34907
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月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

3

20

74

海
の
上
で
電
子
機
器
の
セ
ッ
ト

今
日
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
へ
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
（

）

M
alacca

Straight

を
通
過
す
る
。
右
に
マ
レ
ー
半
島
、
左
に
ス
マ
ト
ラ
島
を
見
て
の
世
界
で
有
数
の
混
み
合
う

航
路
の
航
行
で
あ
る
。
小
さ
な
漁
船
も
通
っ
て
い
る
。

朝
７
時
前
起
床
。
歩
い
て
食
事
。
人
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
乗
っ
た
客
も
い
る
よ
う
だ
が
。

、

、

、

。

、

午
前
中

記
録
の
整
理

の
ア
ッ
プ

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

昼
食
も
い
つ
も
通
り

W
eb

た
だ
、
今
日
は
、
コ
コ
ナ
ツ
が
出
て
い
た
。
食
後
に
一
つ
頂
く
。

食
後
、
購
入
し
た
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ダ
プ
タ
の
セ
ッ
ト
。
ポ
ー
タ
ブ
ル

の
ワ
イ
ヤ

U
SB

PC

レ
ス
接
続
の
調
子
が
悪
く
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
の
で
、
ア
ダ
プ
タ
を
購
入
し
た
。

＄
だ

19
S

か
ら
、
千
数
百
円
の
投
資
。

ド
ラ
イ
ブ
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

カ
ー
ド
を
使
い
、
デ

ＣＤ

ＳＤ

バ
イ
ス
ド
ラ
イ
バ
そ
の
他
の
設
定
も
う
ま
く
い
き
、
ア
ク
セ
ス
成
功
。
こ
れ
で
、
上
陸
す
る

と
き
に
少
し
自
由
度
が
広
が
っ
た
。
電
気
製
品
を
買
う
な
ら
香
港
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
し
か
な

い
と
昨
日
購
入
し
た
物
だ
。
し
か
し
、
海
の
上
と
い
う
の
は
、
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
ら
ず

不
自
由
な
も
の
だ
。
つ
い
で
に
携
帯
電
話
の

の
交
換
。

SIM
M

午
後
は
、
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
ー
で
読
書
。
ビ
ー
グ
ル
号
の
続
き
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
続
行
。
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、

。

。

、

早
い
も
の
で

今
日
で
旅
の
２
／
３
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る

残
り
１
／
３

早
い
な
あ

こ
の
調
子
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
そ
う
。

夕
食
は
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
４
人
が

日
間
の
イ
ン
ド
ツ
ア
ー
に
出
か
け
、
一
人
。
た
ま

10

に
は
い
い
が
、
毎
日
で
は
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
リ
ド
で
食
べ
る
日
も
作
ろ
う
。

今
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
映
画
鑑
賞
。
明
日
は
プ
ー
ケ
ッ
ト
上
陸
。

歩

12596月

日
（
水
）

第

日

プ
ー
ケ
ッ
ト
上
陸

3

21

75

バ
ス
で
行
っ
て
は
み
た
も
の
の

６
時
か
ら
歩
き
始
め
る
。
島
が
見
え
て
い
る
。
６
時
半
に
日
の
出
。
７
時
頃
に
プ
ー
ケ
ッ

ト
島
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
沖
に
停
泊
。
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
の
用
意
が
始
ま
る
。

、

。

今
日
は

プ
ー
ケ
ッ
ト
旧
市
街
ま
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん
で
い
る

９
時

分
頃
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
へ
。

で

バ
ー
ツ
（
Ｂ

A
TM

20

1000

≒

円
）
お
ろ
す
。
少
し
歩
き
ツ
ア
ー
バ
ス
に
乗
る
。

時
少
し
前
に
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
ロ

2700

11

ビ
ン
ソ
ン
デ
パ
ー
ト
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
）
の
前
に
着
き
、
解
散
。
集
合
は
２

。

:

15

市
内
は
、
あ
ま
り
見
所
が
な
い
町
だ
。
本
屋
で
絵
は
が
き
を
買
い
郵
便
局
で
投
函
（
は
が

き

切
手

Ｂ

。
違
う
道
を
通
り
、
時
計
塔
（
町
の
中
心
の
よ
う
だ
）
の
脇
に
あ
る
寺

）

15
B

15

院
を
見
て
か
ら
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
前
に
戻
る
。
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昼
に
、

の
看
板
。
行
っ
て
み
る
と
タ
イ
人
が
や
っ
て
い
る
日
本
料
理
店
。
回
転
寿

SU
SH

I
司
は
食
べ
る
気
が
し
な
い
の
で
、
ト
ン
カ
ツ
弁
当
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
を
頼
む
。
久
々
の
ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
。
ト
ン
カ
ツ
は
ま
あ
ま
あ

（

Ｂ

。
店
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
洋
服
屋
が
あ

。

）

213

り
、
つ
ば
の
広
い
帽
子
（
ハ
ッ
ト
）
を

Ｂ
で
購
入
。
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
も
の
と
ち
ょ
っ

250

と
違
う
の
だ
が
。
シ
ド
ニ
ー
の
熱
帯
植
物
園
の
売
店
に
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
を
売
っ
て
い

た
の
だ
が
、
買
う
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。
旅
の
土
産
は
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
と
き
す

ぐ
に
買
う
べ
し
。
あ
と
で
は
買
え
な
い
。

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
探
し
、

の
ア
ッ
プ
と
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。

W
eb

1

時
間
で

Ｂ
（
安
い
！

円

。
市
内
に
来
た
か
い
が
あ
る
の
は
こ
れ
く
ら
い
だ
っ
た
。

）

28

80

に
バ
ス
は
出
発
。
パ
ト
ン
ビ
ー
チ
に
戻
る
。
朝
は
人
も
い
な
か
っ
た
ビ
ー
チ
が
、

: 2
15

パ
ラ
ソ
ル
は
並
び
、
泳
ぐ
人
、
チ
ェ
ア
ー
で
寝
る
人
、
遊
ぶ
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
ビ

ー
チ
は
こ
の
島
一
の
賑
わ
う
と
こ
ろ
ら
し
い
。
店
も
何
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

年
に
大
津

2004

波
に
お
そ
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
津
波
の
標
識
は
し
っ
か
り
立
て
ら
れ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
浜
を
歩
い
て
か
ら
、
テ
ン
ダ
ー
に
乗
り
帰
船
。
４
時
で
あ
っ
た
。

夕
食
は
、
リ
ド
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
岩
下
母
娘
と
。

使
っ
た
通
貨

バ
ー
ツ
≒

円

1000

2700

ツ
ア
ー
の
代
金

＄

34
US

歩

22568
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月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

3

22

76

つ
い
に
ド
ル
フ
ィ
ン
を
捉
え
た

、

。

、

。

７
時
前
に
起
き

い
つ
も
の
日
課

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
バ
ス
以
来

喉
の
調
子
が
よ
く
な
い

つ
い
に
、
ド
ル
フ
ィ
ン
を
カ
メ
ラ
で
捉
え
た
！
本
当
に
偶
然
の
数
十
秒
だ
っ
た
。
遠
く
に

客
船
が
い
る
の
で
、
望
遠
レ
ン
ズ
を
着
け
た
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
９
階
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
で
何

気
な
く
外
の
海
面
を
見
る
と
、
水
し
ぶ
き
に
黒
い
生
き
物
。
こ
れ
は
、
と
レ
ン
ズ
を
向
け
数

枚
。
ガ
ラ
ス
越
し
な
の
で
鮮
明
な
画
像
に
な
ら
な
い
。
大
急
ぎ
で
外
に
走
り
、
よ
う
や
く
間

に
合
っ
て
、
数
コ
マ
と
れ
た
。
船
が
速
い
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
た
。

カ
メ
ラ
は
、
相
当
年
代
物
の

で
解
像
度
が
今
の
カ
メ
ラ
よ
り
悪
い
。
今
の
カ

N
ikon

D
50

メ
ラ
な
ら
、
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
も
も
う
少
し
鮮
明
に
な
っ
た
だ
ろ
う
が
。
何
よ
り
写
真
は
タ

、

、

、

、

。

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で

今
日
は

久
々
に

ワ
ク
ワ
ク
す
る
写
真
を
撮
れ
た

穏
や
か
な
海
を
進
ん
で
い
る
が
、
海
の
色
は
、
ま
た
鮮
や
か
な
蒼
い
色
に
な
っ
て
い
る
。

時
か
ら
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
、
イ
ン
ド
・
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
と
ゴ
ア
編
。

10昼
は
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ク
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
そ
れ
か
ら
、
少
し
パ
ソ
コ
ン
い
じ
り
。

夕
食
は
フ
ォ
ー
マ
ル

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
デ
ィ
ナ
ー
」
と
銘
打
っ
て
、
赤
が
テ
ー
マ
色
。

。

、

。

前
菜
の
春
巻
き
・
シ
ュ
ー
マ
イ
・
餃
子
・
エ
ビ
天
ぷ
ら
が
日
本
風
の
味
付
け
で

よ
か
っ
た

部
屋
に
戻
る
と
、

と
い
う
こ
と
で
、
黒
い
旅
行
鞄
が
。
荷
物
を
増
や
せ
な
い
の
に
、

G
ift
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ど
う
し
よ
う
。
ど
こ
か
で
、
日
本
に
送
り
返
す
か
？

歩

10951月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

3

23

77

海
賊
対
策

時
計
は
１
時
間
バ
ッ
ク
。
６
時
に
起
き
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
日
の
出
は
５
時

分
な
の

48

で
も
う
日
は
昇
っ
て
い
た
。
天
気
は
よ
い
。
イ
ン
ド
洋
の
朝
の
光
の
美
し
い
こ
と
。

朝
食
後
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。
こ
の
船
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
働
い

て
、
必
要
な
メ
ー
ル
が
ゴ
ミ
箱
に
入
っ
て
い
た
。
緑
茶
を
飲
み
、
一
休
み
。

さ
て
、
今
日
は

『
海
賊
行
為
へ
の
対
応
』

、

昨
夜
、
イ
ン
ド
洋
・
ア
デ
ン
湾
の
海
賊
行
為
（

）
に
つ
い
て
の
文
書
が
配
布
さ
れ

Piracy

た
。
い
わ
ゆ
る
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
の
こ
と
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
イ
ン
ド
洋
、
ア
デ
ン
湾
の
海
賊
行
為
に
つ
い
て
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る

・
。

・
・
。
海
賊
行
為
は
、
海
面
か
ら
デ
ッ
キ
ま
で
の
高
さ
（

）
が
低
く
、
ス
ピ
ー
ド

freeboard

が
遅
い
船
に
対
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
船
は

が
高
く
、
ス
ピ
ー
ド
が

ノ
ッ

freeboard

20

ト
と
速
い
。
そ
れ
で
も
次
の
よ
う
な
用
意
を
し
て
い
る
。
と
し
、
ド
バ
イ
の

か
ら

U
K

M
TO

の
海
賊
行
為
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
取
る
。
軍
艦
も
周
辺
に
い
る
。
近
接
レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
警
戒
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
船
に
は
特
別
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
が

時
間
海
賊
行

24
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為
を
警
戒
し
て
い
る
。
こ
の
船
に
は
、
２
台
の

（
長
距
離
音
響
装
置
？
）
が
装
備
さ

LR
A

D
s
れ
、
準
備
さ
れ
、
即
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
配
置
さ
れ
て
い
る
。
放
水
用
の
水
と
ホ
ー
ス
を

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
の
両
側
に
用
意
し
使
用
で
き
る

」
。

と
し
、
さ
ら
に

「
も
し
不
幸
に
し
て
、
乗
船
の
試
み
、
ま
た
は
、
船
に
疑
念
が
あ
る
と
き
に
は
、
船
の
警

報
器
が
長
く
鳴
ら
さ
れ

「

」
と
い
う
キ
ャ
プ
テ
ン
、
チ
ー

、

TESTIN
G

TESTIN
G

TESTIN
G

フ
オ
フ
ィ
サ
ー
ま
た
は
ブ
リ
ッ
ジ
の
オ
フ
ィ
サ
ー
か
ら
の
放
送
を
聞
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と

き
に
は
、
乗
客
は
船
室
を
出
て
、
廊
下
か
船
内
空
間
に
い
る
よ
う
に
。
こ
れ
ら
は
不
幸
に
も

、

。
」

乗
船
の
試
み
が
起
こ
っ
た
と
き
の
も
の
で
あ
り

不
必
要
に
心
配
し
な
い
よ
う
強
調
す
る

と
な
っ
て
い
る
。

今
日
の
９
時
半
か
ら
の
防
火
訓
練
は
ク
ル
ー
対
象
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
変
更
さ
れ
、
放

水
訓
練
と
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ル
ー
は
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
か
ら

放
水
を
実
施
し
、
客
は
、
廊
下
で
待
機
、
と
い
う
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊

も
、
こ
ん
な
船
ま
で
影
響
を
与
え
て
大
変
だ
。

そ
の
後
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
。
ビ
ー
グ
ル
号
の
中
巻
。
チ
リ
の
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
の

観
察
と
考
察
が
書
か
れ
て
い
る
。

昼
食
は
、
唐
揚
げ
風
鶏
が
カ
リ
カ
リ
と
美
味
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
パ
ス
タ
、
野
菜
。

船
内
の
売
店
で
、
寄
港
地
一
覧
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

シ
ャ
ツ
を
購
入
。

＄
だ
か
ら
、
ま

T

22
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あ
ま
あ
か
。
初
め
て
の
船
内
売
店
で
の
買
い
物
。
デ
ッ
キ
後
部
で
読
書
の
続
き
。
ビ
ー
グ
ル

号
は
、
チ
リ
の
海
岸
に
沿
っ
て
北
上
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
陸
路
チ
リ
を
探
検
・
採
取
し
な
が

ら
北
上
。
ペ
ル
ー
に
着
く
。
こ
こ
で
、
中
巻
が
終
わ
る
。

夕
食
は
、
前
菜
、
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、
エ
ビ
と
野
菜
の
天
ぷ
ら
で
あ
っ
た
。
日
没
が
５
時
半
。

６
時
半
に
は
暗
く
な
る
。
明
日
は
、
コ
ロ
ン
ボ
上
陸
。

歩

14100月

日
（
土
）

第

日

コ
ロ
ン
ボ
上
陸

3

24

78

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
も
使
っ
た
コ
ロ
ン
ボ
の
町
歩
き

６
時
起
床
、
８
時
上
陸
に
備
え
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
し
。
朝
食
時
、
接
岸
。
工
業
桟
橋
。
船

首
か
ら
町
の
様
子
が
よ
く
見
え
る
。
上
陸
の
支
度
後
、
８
時
過
ぎ
上
陸
。

タ
ラ
ッ
プ
を
下
り
る
と
、
賑
や
か
な
音
楽
と

人
ば
か
り
の
民
族
衣
装
を
着
た
ダ
ン
サ
ー

15

た
ち
の
踊
り
。
港
の
中
を
抜
け
て
、
西
側
の
灯
台
に
出
る
。
海
軍
出
身
だ
と
か
言
う
男
が
話

。

、

、

、

し
か
け
て
く
る

仏
陀
の
お
祭
り
で
象
が
出
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
と
き

あ
あ
こ
れ
は

と
は
っ
き
り
詐
欺
師
の
手
口
。
素
っ
気
な
い
返
事
を
す
る
と
、
あ
き
ら
め
て
待
っ
て
い
る
ト

ゥ
ク
ト
ゥ
ク
の
方
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
客
引
き
。

イ
ン
ド
洋
の
海
岸
沿
い
の
ゴ
ー
ル
ロ
ー
ド
を
南
に
下
る
。
景
色
を
見
な
が
ら
、
目
指
す
の

は
、
観
光
案
内
（
ツ
ー
リ
ス
ト
ボ
ー
ド

、
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
支
店
、
国
立
博
物
館
の
順
。

）
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ゴ
ー
ル
ロ
ー
ド
を

分
も
歩
く
と
、
観
光
案
内
所
。
閑
散
と
し
て
い
る
。
そ
う
か
、
今
日

30

は
土
曜
日
な
の
だ
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
転
車
２
人
組
（
ど
の
上
陸
地
で
も
自
転
車
で
走

る
２
人
組
）
が
先
に
来
て
、
た
だ
一
人
の
係
員
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

。

、

。

ス
ト
リ
ー
ト
マ
ッ
プ
を

枚
も
ら
う
の
み

ち
ょ
っ
と

観
光
立
国
に
し
て
は
水
準
が
低
い

一

次
に
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
で

ル
ピ
ー
（
≒

円
）
下
ろ
す
。

4000

3000

国
立
博
物
館
は
、
入
場
料

ル
ピ
ー
、
写
真
撮
影

ル
ピ
ー
で
結
構
高
い
。
し
か
も
、
展

500

250

示
室
が

あ
る
う
ち
３
つ
し
か
開
い
て
い
な
く
て
、
が
っ
か
り
し
た
。
狭
い
館
内
は
ち
ょ
う

14

ど
来
た
ツ
ア
ー
客
で
ご
っ
た
返
し
て
お
り
、
二
重
に
う
ん
ざ
り
。

出
て
か
ら
、
町
の
中
心
の
寺
院
を
見
な
が
ら
歩
く
。
こ
の
あ
た
り
は
、
迷
路
の
よ
う
な
町

並
み
で
、
も
ら
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ッ
プ
で
は
歩
け
な
い
。
日
差
し
は
強
く
、
喉
が
渇
く
。

水
も
飲
み
干
し
て
、
通
り
が
か
り
の
店
で
、
水
を
買
う
。

ル
ピ
ー
。
サ
モ
サ
を
売
っ
て

40

い
た
の
で
、
２
つ
ば
か
り
食
べ
（

ル
ピ
ー
）
ペ
タ
ー
に
行
き
た
い
が
、
と
い
う
と
、
今
い

50

る
位
置
と
、
タ
ク
シ
ー
で

ル
ピ
ー
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
う
か
、
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
（
三

100

輪
タ
ク
シ
ー
）
は
地
元
の
人
間
は
こ
れ
く
ら
い
の
値
段
で
乗
っ
て
い
る
の
か
・
・
・
。

、

、

、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
来
た
が

さ
す
が
に
疲
れ
て
き
た
の
で

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
に
乗
り

オ
ラ
ン
ダ
時
代
博
物
館
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
値
段
は
、

ル
ピ
ー
。
人
と
車
を
『
す
り
抜

150

け
て
』
走
っ
て
い
く
。
混
ん
で
い
た
の
で

分
近
く
か
か
っ
て
博
物
館
へ
。

30

、

。

、

オ
ラ
ン
ダ
時
代
博
物
館
は

昔
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
博
物
館

入
場
料

ル
ピ
ー

500
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写
真

ル
ピ
ー
。
受
付
の
男
が
、
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
し
て
く
れ
る
。
庭
に
木
が
植
え
て
あ

250

り
、
こ
れ
が
シ
ナ
モ
ン
。
葉
を
揉
む
と
香
り
が
し
、
食
べ
る
と
匂
い
が
す
る
。
向
か
い
に
コ

。

、

。

リ
ア
ン
ダ
ー
が
植
え
て
あ
る

展
示
室
は
狭
い
が

当
時
の
も
の
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る

家
具
や
、
当
時
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
鐘
な
ど
。
建
物
の
壁
の
厚
さ
が
１
m

近
く
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
室
内
に
な
っ
て
い
る
。
熱
帯
に
生
き
る
知

恵
な
の
だ
。
最
後
に

「
ガ
イ
ド
料
」
と
か
で

ル
ピ
ー
渡
し
た
が
。

、

100

出
る
と
こ
の
あ
た
り
は
、
ペ
タ
ー
の
町
の
ど
真
ん
中
。
通
り
の
両
側
は
店
が
建
ち
並
び
、

人
と
荷
車
と
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ミ
・
ウ
ル
・
ア
ル
フ
ァ
ー
モ

ス
ク
は
目
立
つ
色
合
い
の
モ
ス
ク
で
こ
の
一
角
に
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
船
の
あ
る
フ
ォ
ー
ト
ま
で
、
西
に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
を
見
つ
け
、
小
一
時
間
休
憩
を
か
ね
て
、
作
業
。

時
間

ル
ピ
ー
。

1

100

そ
れ
か
ら
船
に
戻
り
、
波
止
場
の
土
産
物
テ
ン
ト
で
残
っ
た
ル
ピ
ー
を
使
っ
て

シ
ャ
ツ

T

を
２
枚
買
い
乗
船
。
船
内
の
涼
し
さ
が
心
地
よ
い
。
夕
日
が
沈
む
６
時
に
出
港
。
そ
の
後
、

リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
。
早
め
に
就
寝
。
疲
れ
た
。

使
っ
た
通
貨

ス
リ
ラ
ン
カ
ル
ピ
ー
（
≒

円
）

4000

3000

歩

32095月

日
（
日
）

第

日

終
日
航
海

3

25

79
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始
ま
っ
た
『
海
賊
対
策
』

６
時
過
ぎ
起
床
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
。
天
気
は
よ
い
。
日
の
出
は
６
時
半
。

今
日
か
ら
「
海
賊
対
策
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
は
両
側
に
各
３

、

。

、

台
の
放
水
用
の
ホ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
さ
れ

オ
フ
ィ
サ
ー
が
１
人
ず
つ
配
置

聞
い
て
み
る
と

。

、

、

。

、

A
llN

ight
だ
と
か

念
に
は
念
を

な
の
だ
ろ
う
が

こ
れ
ほ
ど
ま
で
・
・
・
・

こ
れ
は

終
日
、
交
代
で
見
張
り
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
、

日
余
り
続
く
事
に
な
る
。
ち
ょ

10

っ
と
気
の
毒
な
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
心
配
し
て
い
る
お
客
の
た
め
仕
方
が
な
い
の
か
？

朝
食
後
、
昨
日
の
記
録
整
理
・

の
ア
ッ
プ
・
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。

時
か
ら

時
ま

W
eb

10

11

で
、
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
『
ム
ン
バ
イ
』
で
中
断
。

時
か
ら
続
き
。
昼
ま
で
に
終
了
。

11

昼
食
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ミ
ネ
ス
テ
ロ
ー
ネ
。

。

「

」

。

午
後
か
ら
読
書

岩
波
文
庫
版
の

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話

野
上
弥
生
子
訳
を
読
む

明
日
か
ら

日
続
け
て
、
イ
ン
ド
の
寄
港
地
だ
が
、
そ
の
下
調
べ
。
特
に
、
明
日
の
マ
ン

４

ガ
ロ
ー
ル
は
、
工
業
の
新
し
い
中
心
地
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
た
い
し
た
観
光
地
で

も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
寄
港
地
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
日
本
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見

て
も
、
載
っ
て
い
な
い
。

上
に
も
た
い
し
た
情
報
は
な
い
。
港
か
ら
町
ま
で

以
上

W
eb

10
km

あ
る
の
に
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
な
い
（
地
元
の
強
力
な
タ
ク
シ
ー
組
合
の
せ
い
だ
と
か

。
）

イ
ン
ド
も
、
イ
ミ
グ
レ
が
結
構
厳
し
く
て
、
明
日
は
、
朝
か
ら
個
別
の
審
査
。
上
陸
中
は

各
港
毎
に
発
行
さ
れ
た

と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
の
所
持
が
義
務
づ
け
ら

Shore
Leave

Pass
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れ
て
い
る
。
特
に
、
明
朝
、
約

人
分
の
個
別
の
審
査
に
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
の
だ
ろ

1000

う
か
。

と
い
う
番
号
札
が
配
ら
れ
、
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
ら
来
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

14

い
る
。
審
査
に
時
間
が
か
か
り
、
移
動
に
時
間
が
か
か
り
、
行
っ
た
先
で
た
い
し
た
も
の
が

な
い
、
な
ど
と
い
う
結
果
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
・
・
・
。

夕
食
は
、
前
菜
・
ス
ー
プ
・
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
か
い
う
魚
の
ソ
テ
ー
。
映
画
で
も
見

て
、
明
日
に
備
え
よ
う
。

歩

12086月

日
（
月
）

第

日

マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
上
陸

3

26

80

マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
を
歩
い
た

今
日
は
、
イ
ン
ド
の
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
（

）
上
陸
。
ゴ
ア
、
ム
ン
バ
イ
と
続
く
４

M
angalore

日
連
続
上
陸
の
初
日
。
船
で
当
座
の
ル
ピ
ー
に
両
替
。

＄
＝

ル
ピ
ー
。

21.25
US

1000

昨
日
の
船
内
報
で
、
７
時
か
ら
イ
ミ
グ
レ
の
手
続
き
を
行
う
、
と
あ
っ
た
が
、
接
岸
が
７

時
、
イ
ミ
グ
レ
係
官
の
乗
船
は
７
時
半
近
く
、
始
ま
り
は
８
時
過
ぎ
。
結
局
、
手
続
き
は
、

９
時
過
ぎ
に
行
わ
れ
た
。
今
日
は
、
岩
下
母
娘
と
同
道
す
る
こ
と
に
。

。

、

、

音
楽
に
迎
え
ら
れ
て
下
船
し
た
の
は
９
時
半
近
く

そ
こ
か
ら

港
の
ゲ
ー
ト
ま
で
歩
き

リ
ク
シ
ャ
（

）
と
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ま
で
の
値
段
の
交
渉
。
ゲ
ー
ト
の
兵
士
に

m
otorcycle

taxi

聞
い
て
い
た
相
場
は

ド
ル
（

ル
ピ
ー

。
こ
の
値
段
で
、
３
人
乗
っ
て
い
く
こ
と
に
。

）

10

500
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約

分
で

。

で

日
分
と
し
て

ル
ピ
ー
下
ろ
す
。

C
ity

C
enter

M
all

A
TM

４

30

7000

こ
こ
か
ら
、

を
見
に
行
く
。
途
中
、
小
さ
い
が
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た

St
A

loysius
C

hapel
公
園
が
あ
り
、
ガ
ン
ジ
ー
平
和
財
団
が
管
理
す
る

。
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い

Tagore
Park

た
。

ア
ロ
イ
シ
ウ
ス
チ
ャ
ペ
ル
は
、
学
校
の
中
に
あ
り
、
大
学
生
が
庭
に
た
く
さ
ん
い
た

中
を
通
り
、
チ
ャ
ペ
ル
に
着
く
。
美
し
い
建
物
で
あ
る
。
中
は
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。

、

（

）
。

。

次
は

ミ
ラ
グ
レ
ス
チ
ャ
ー
チ

こ
ち
ら
も
き
れ
い
な
建
物
で
あ
る

M
ilagres

C
hurch

中
は
シ
ン
プ
ル
。
こ
こ
か
ら
、
シ
テ
ィ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
。
市
民
の
台
所
、
と
い
っ
た
感
じ

で
、
食
料
品
・
生
活
用
品
の
店
が
並
ん
で
い
る
。

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
休
憩
。
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ビ
ー
ル
（
大
瓶
）
は
、

ル
ピ

144

ー
。
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
に
戻
り
、

分
ほ
ど
買
い
物
。
こ
こ
は
、
冷
房
が
効
い
て

30

い
て
、
別
天
地
で
あ
る
。
登
山
道
具
屋
を
見
つ
け
、
コ
ン
パ
ス
を
購
入
。

ル
ピ
ー
。
な

395

ん
と
、

円
で
は
な
い
か
！
得
を
し
た
気
分
。
書
店
で
ゴ
ア
と
ム
ン
バ
イ
の
地
図
を
購
入
。

600

そ
れ
ぞ
れ
、

と

ル
ピ
ー
。
つ
い
で
に
、
パ
ー
カ
ー
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
ロ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ル

90

75

の
セ
ッ
ト
も

ル
ピ
ー
で
購
入
し
た
（
本
物
の
パ
ー
カ
ー

。
）

700

タ
ク
シ
ー
で
戻
る
こ
と
に
。
帰
り
道
、
サ
ル
タ
ン
の
砲
台
（

）
に
寄
る
。

Sultan's
B

attery

チ
ッ
プ
サ
ル
タ
ン
が
ガ
ー
プ
ル
川
に
作
っ
た
砲
台
の
跡
で
、
対
岸
は
、
椰
子
の
林
で
南
国
そ

の
も
の
の
景
色
。

船
の
ゲ
ー
ト
に
２
時
前
に
船
に
戻
り
、
シ
ャ
ワ
ー
の
あ
と
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
昼
食
。
そ
の
後
、
少
し
昼
寝
。
５
時
前
に
出
航
し
た
。
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こ
こ
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
を
寄
港
地
に
選
ん
だ
理
由
が
今
一
つ
わ
か
ら
な
い
上
陸
で
あ
っ
た
。

夕
食
は
、
前
菜
（
ス
カ
ロ
ッ
プ

、
ス
テ
ー
キ
屋
の
ス
ー
プ
、
ロ
ー
ス
ト
リ
ブ
と
野
菜
。

）

つ
い
に
、

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
早
い
も
の
だ
。
あ
と

日
。

D
A

Y

80

30

歩
18086月

日
（
火
）

第

日

ゴ
ア
（
マ
ル
マ
ガ
オ
）
上
陸

3

27

81

大
忙
し
の
世
界
遺
産
・
ゴ
ア
見
物

今
日
は
、
マ
ル
マ
ガ
オ
に
接
岸
す
る
。
こ
こ
は
、
ゴ
ア
州
の
一
部
。
史
跡
で
有
名
な
、
オ

ー
ル
ド
ゴ
ア
は
、

先
に
あ
る
。
帰
船
が
、
午
後
２

と
早
い
の
で
、
早
く
出
な
い
と

:

40
km

30

。

、

、

。

戻
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で

６
時
に
起
床

７
時
半
に
は
船
を
下
り
る

９
時
前
に
、
オ
ー
ル
ド
ゴ
ア
に
着
く
。

年
に
教
会
・
修
道
院
が
世
界
遺
産
に
登
録
。
は

1984

じ
め
に
回
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ザ
ビ
エ
ル
の
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
、
ボ
ム
・
ジ

ェ
ズ
教
会
。
広
々
と
し
た
、
椰
子
の
茂
る
広
場
の
一
角
に
あ
る
褐
色
の
建
物
。

広
場
の
反
対
に
は
、
真
っ
白
な
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会
。
こ
ち
ら
は
中
は
真
っ
白
な
建
物
。

隣
が
博
物
館
に
な
っ
て
い
て
、
入
っ
て
み
る
と
（

ル
ピ
ー
）

階
は
、
建
物
や
石
像
な
ど

１

10

の
キ
リ
ス
ト
教
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
遺
物
、
２
階
は
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
中
心
に
教
会
の
歴
史
に
な

っ
て
い
る
。
外
に
は
、
巨
大
な
車
輪
や
遺
跡
の
建
物
の
破
片
な
ど
を
展
示
。
奥
の
ス
・
カ
テ

ド
ラ
ル
は
、
広
い
庭
に
続
く
、
白
い
大
き
な
建
物
で
、
中
は
真
っ
白
な
中
に
巨
大
で
精
巧
な
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装
飾
が
さ
れ
た
木
造
の
祭
壇
。

オ
ー
ル
ド
ゴ
ア
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
パ
ナ
ジ
に
移
動
。
こ
こ
で
は
、
町
は
通
る
だ
け
に

、

。

、

、
。

し
て

ゴ
ア
州
立
博
物
館
に
立
ち
寄
る

こ
の
博
物
館
は

２
階
建
て
の
建
物
で
入
場
無
料

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
遺
物
や
キ
リ
ス
ト
教
の
資
料
、
栄
え
た
ゴ
ア
の
交
易
の
資
料
や
工
芸
品
な
ど

か
ら
、
自
然
・
地
質
の
部
屋
ま
で
あ
る
。
当
時
の
ゴ
ア
は
、
川
の
中
洲
に
砦
が
築
か
れ
た
交

易
都
市
だ
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
見
た
奇
妙
な
も
の
は
、
球
形
の
か
ご
の
下
に
管
が
つ
い
て
い

る
も
の
。
一
体
何
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
ロ
ト
（
く
じ
引
き
）
の
道
具
！
中
に
数
字
を
書
い

た
コ
ル
ク
の
球
を
入
れ
取
り
出
す
仕
組
み
。

博
物
館
見
学
後
、
１
時
過
ぎ
に
帰
船
。
な
ん
と
も
慌
た
だ
し
い
行
動
だ
っ
た
。
高
温
で
多

湿
の
天
気
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
。
シ
ャ
ワ
ー
の
あ
と
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
昼
食
。

そ
の
後
、
一
休
み
し
て
、
明
日
の
下
調
べ
、
そ
し
て
映
画
を
見
た
。
船
は
、
午
後
３
時
に

は
次
の
停
泊
地
ム
ン
バ
イ
に
向
け
出
港
。

夕
食
は
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
。

歩

11267月

日
（
水
）

第

日

ム
ン
バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）
上
陸

3

28

82

世
界
遺
産
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
島
へ
は
船
に
乗
っ
て

７
時
前
起
床
、
船
は
着
岸
し
て
い
た
。
９
時
過
ぎ
に
出
発
。
港
は
殺
風
景
な
工
業
港
兼
軍

港
で
、
す
ぐ
隣
の
ド
ッ
ク
に
は
、
イ
ン
ド
海
軍
の
空
母
が
停
泊
し
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
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と
、
ゲ
ー
ト
を
出
る
と
、
客
引
き
の
タ
ク
シ
ー
の
嵐
。

と
り
あ
え
ず
め
ざ
す
の
は
、
イ
ン
ド
門
（

。
造
幣
局
の
角
を
曲
が
り
、
海
軍
、

G
atew

ay

）

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
中
央
警
察
を
過
ぎ
る
と
、
見
え
て
く
る
。
約

分
。

30

イ
ン
ド
門
は
広
大
な
広
場
に
巨
大
な
建
物
が
海
に
向
か
っ
て
造
ら
れ
て
お
り

英
国
王

イ

、

（

ン
ド
皇
帝
）
の
訪
問
を
記
念
し
作
ら
れ
た
と
い
う
建
物
。
隣
に
は
、
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
ホ
テ

ル
の
優
美
な
色
合
い
と
曲
線
の
建
物
が
あ
る
。

そ
の
門
の
先
端
が
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
。
切
符
を
そ
こ
の
係
の
男

か
ら
買
い
（
往
復

ル
ピ
ー
）
船
に
乗
り
込
む
。
２
階
の
席
へ
は
、

ル
ピ
ー
追
加
。

130

10

10
km

近
く
を
約

時
間
で
走
る
。
海
か
ら
の
イ
ン
ド
門
と
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
ホ
テ
ル
の
景
色
は
、

１

『
イ
ン
ド
の
海
の
玄
関
』
に
ふ
さ
わ
し
い
。

長
い
桟
橋
に
到
着
。
上
陸
す
る
と
、
な
ん
と
『
鉄
道
』
が
敷
か
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ト
で
入

島
税

ル
ピ
ー
払
う
。
土
産
物
屋
が
左
右
に
続
く
『
参
道
』
を
登
る
。
２
人
で
担
ぐ
輿
も
あ

５
。

、

、

（

）

。

る

登
り
終
え
る
と

公
園
入
口
で

外
国
人

ル
ピ
ー

現
地
人
は

ル
ピ
ー

支
払
う

250

10

は
じ
め
に
あ
る
第
１
窟
が
す
ご
い
。

年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
あ
っ

'87

て
、
岩
山
を
く
り
抜
き
、
多
数
の
柱
に
支
え
ら
れ
た
空
間
の
中
に
、
神
々
の
彫
刻
が
刻
ま
れ

。

、

、

、

て
い
る

こ
れ
が

古
の
昔

人
間
の
手
作
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
は
！
５
窟
ま
で
見
て

引
き
返
す
。
野
生
の
猿
が
い
る
。
下
り
に
、
石
細
工
の
象
を

ル
ピ
ー
で
購
入
。
よ
く
も
ま

500

あ
こ
ん
な
細
工
が
で
き
る
も
の
だ
と
感
心
す
る
。
重
い
の
で
小
さ
い
の
に
す
る
。
下
り
た
と
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こ
ろ
で
、
バ
ー
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
で
一
休
み
。

船
に
１
時
間
乗
っ
て
ム
ン
バ
イ
へ
戻
る
。
途
中
、
一
人
旅
の
韓
国
人
と
話
を
い
ろ
い
ろ
。

イ
ン
ド
門
に
戻
り
、
プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
（
今
の
名
は
、
チ
ャ
ト
ラ
パ
テ

ィ
・
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
・
マ
ハ
ラ
ー
ジ
・
ヴ
ァ
ツ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
ラ
ヤ
と
い
う
ら
し
い
が
、
と

て
も
覚
え
き
れ
な
い
）
に
入
る
。
入
場
料

ル
ピ
ー
。
昼
を
抜
い
て
い
た
の
で
、
博
物
館
カ

300

フ
ェ
で
サ
モ
サ
と
コ
ー
ク
（

ル
ピ
ー

。
日
本
語
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ
ド
付
き
で
あ
る
。
イ

）

70

ン
ド
サ
ラ
セ
ン
調
と
い
わ
れ
る
建
物
も
す
ば
ら
し
い
が
、
収
蔵
品
の
数
も
大
変
な
も
の
だ
。

石
像
や
細
密
画
が
お
び
た
だ
し
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
自
然
史
博
物
館
部
門
も
あ

り
、
２
時
間
以
上
も
い
て
し
ま
っ
た
。
帰
り
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ペ
ー
パ
ー
ナ

。

。

、

、

イ
フ
を
２
本
購
入

と

ル
ピ
ー

波
止
場
の
ゲ
ー
ト
に
戻
り
免
税
店
で

ブ
ラ
ン
デ
ー

180

220

ワ
イ
ン
、
缶
ビ
ー
ル
２
本
購
入
。

ル
ピ
ー
。
と
に
か
く
も
の
が
安
い
。

1150

戻
る
と

時
過
ぎ
て
お
り
、
シ
ャ
ワ
ー
の
あ
と
夕
食
は
リ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で
。
前
菜
、
ス

６

ー
プ
、
鶏
肉
と
野
菜
。
そ
の
後
、
記
録
整
理
、
そ
し
て
、
映
画
『
ガ
ン
ジ
ー
』
を
見
る
。
い

よ
い
よ
ア
ジ
ア
も
明
日
で
最
後
。

歩

22518月

日
（
木
）

第

日

ム
ン
バ
イ
（
ボ
ン
ベ
イ
）
上
陸
第
２
日

3

29

83

ガ
ン
ジ
ー
の
足
跡
を
辿
っ
て
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６
時

分
起
床
。
上
陸
準
備
。
朝
食
。
９
時
過
ぎ
に
船
を
出
る
。

45

最
初
は
、
タ
ク
シ
ー
で
、
マ
ニ
バ
バ
ン
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
博
物
館
へ
。
港
の
ゲ
ー
ト
に
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
は
、
観
光
客
だ
と
い
う
こ
と
で
、
途
方
も
な
い
値
段
で

「
案
内

、

す
る
」
と
い
う
。

ド
ル
と
か

ド
ル
と
か
。
少
し
先
ま
で
歩
い
て
乗
っ
た
ク
シ
ー
は
メ
ー

50

30

タ
ー
で
、

（
≒

円

。
地
元
の
人
は
こ
の
値
段
で
乗
っ
て
い
る
。
事
情
を
知
ら
な
い

）

70
Rs

105

観
光
客
に
群
が
る
の
は
、
貧
し
い
国
の
現
実
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

途
中
、
左
手
に
き
れ
い
な
海
岸
を
見
な
が
ら
の
マ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
を
経
て
、

分
で
着

30

い
た
マ
ニ
バ
バ
ン
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
旧
宅
前
に
は
、
観
光
バ
ス
が
。
船
の
ツ
ア
ー
の
人
た
ち

で
あ
る
。
狭
い
個
人
宅
の
博
物
館
で
あ
る
か
ら
、
ツ
ア
ー
客
で
ご
っ
た
返
し
。
少
し
ゆ
っ
く

り
見
な
が
ら
や
り
過
ご
す
と
、
次
の
ツ
ア
ー
が
着
く
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
。

一
階
は
図
書
室
、
二
階
は
写
真
、
手
紙
な
ど
の
展
示
、
三
階
が
居
室
の
再
現
や
、
彼
の
歩

み
の
布
人
形
に
よ
る
展
示
。
前
日
に
映
画
を
見
た
の
で
、
展
示
物
一
つ
一
つ
が
興
味
深
く
、

偉
大
な
人
生
を
振
り
返
っ
た
。
彼
の
人
生
の
様
々
な
事
件
を
布
人
形
を
使
っ
て
再
現
し
た
も

の
が
よ
か
っ
た
。
立
体
感
が
あ
り
臨
場
感
も
ま
た
格
別
で
あ
る
。
手
は
か
か
っ
て
い
る
が
。

日
本
語
の
簡
単
な
解
説
文
書
も
置
い
て
あ
っ
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
、
バ
イ
キ
ュ
ラ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
に
あ
る
ド
ク
タ
ー
・
バ
ウ
・
ダ

ー
ジ
・
ラ
ッ
ド
博
物
館
（
旧
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館

。
非
常
に
き
れ
い
な
建

）

物
で
、
内
装
も
美
し
い
。
展
示
物
は
、
一
階
は
工
芸
品
の
数
々
、
二
階
は
、
ム
ン
バ
イ
の
歴
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史
に
関
わ
る
、
地
図
・
写
真
・
模
型
。
入
館
料

。
外
に
は
、
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
島
で
発
掘

100
Rs

さ
れ
た
象
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
る
。

そ
の
向
か
い
が
、
動
物
園
の
入
園
ゲ
ー
ト
。
入
園
料
は
、

。
写
真
撮
影
料
が

と

10
Rs

15
Rs

格
安
だ
が
、
入
っ
て
み
る
と
、
ろ
く
に
動
物
は
い
な
い
。

タ
ク
シ
ー
で
、

駅
（
チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
ー
・
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ス
駅
、
旧

C
ST

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ス
駅
）
ま
で
行
く
（

。
駅
舎
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

）

100
Rs

た
壮
大
な
建
物
で
、
駅
構
内
は
、
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
旧
植
民
地
時
代
の
地
名
や
施

設
名
な
ど
を
現
地
語
に
変
え
て
い
る
が
、
長
す
ぎ
て
覚
え
き
れ
な
い
。
こ
の
駅
も
、
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
も

と
い
っ
て
い
た
。
昨
日
の
博
物
館
も
同
じ
。

C
ST

駅
前
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
下
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
探
し
て
、

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。
値
段
は
、

時
間

！
と
い
う
、
今
回
の
旅
で
の
最
安
値
。

W
eb

1

20
Rs

昼
は
イ
ン
ド
料
理
は
パ
ス
し
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
『
バ
リ
ュ
ー
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
』
を
頼
む

と

で
、
牛
肉
の
ハ
ン
バ
ー
グ
で
は
な
く
、
カ
レ
ー
味
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
よ
う
な
物
だ
っ
た

75
Rs

そ
う
か
、
こ
こ
は
、
牛
肉
を
食
べ
な
い
人
が
多
数
派
の
国
な
の
だ
！
と
改
め
て
認
識
。

、

。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
書
か
れ
た
店
で

メ
モ
リ

を

で
購
入

U
SB

2
GB

350
Rs

向
か
い
の
大
き
な
建
物
は
中
央
郵
便
局
で
あ
る
。
中
で
絵
は
が
き
３
枚
（

）
と
切
手
３

30
Rs

枚
（

）
を
講
入
し
日
本
に
絵
は
が
き
を
投
函
。

36
Rs

街
頭
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物
売
り
が
い
る
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
絞
り
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
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飲
ま
せ
て
い
る
屋
台
も
あ
る
。

そ
の
後
、
港
の
ゲ
ー
ト
ま
で
歩
い
た
が
、
こ
の
国
で
道
路
を
渡
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
。
地

元
の
人
は
隙
を
縫
っ
て
渡
る
が
、
大
変
だ
。
事
故
が
起
こ
っ
て
い
な
い
も
の
だ
と
、
感
心
す

る
く
ら
い
。
車
の
運
転
に
し
て
も

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
、
恐
ろ
し
い
く
ら
い
で
あ
る
。
そ

、

（

）

、

。

れ
な
り
の
秩
序

ル
ー
ル
？
約
束
？

が
あ
る
の
だ
ろ
う
が

そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
・

ゲ
ー
ト
に
戻
り
、
残
っ
た
ル
ピ
ー
で
ワ
イ
ン
を

本
買
っ
て
、
乗
船
。
３
時
過
ぎ
。
シ
ャ

1

ワ
ー
を
浴
び
て
一
休
み
。
夕
食
は
、
前
菜
、
ス
ー
プ
、
グ
ー
ス
の
ア
ジ
ア
風
焼
き
肉
。

明
日
か
ら
４
日
間
、
イ
ン
ド
洋
の
終
日
航
海
。

日
間
で
使
っ
た
通
貨

ル
ピ
ー
（
≒

円
）

4

8000

12000

＄
（
≒

円
）

25
US

2000

歩

12595月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

3

30

84

カ
メ
ラ
そ
の
他

６
時
起
床
、
４
日
ぶ
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
出
る
と
、
な
ん
と

「

」
。

。

海
賊
対
策

新
兵
器

有
刺
鉄
線
が
デ
ッ
キ
の
手
す
り
に
沿
っ
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

、

。

、

、

時
間
体
制
で
の
見
張
り

放
水
用
ホ
ー
ス
に
加
え
て
の
海
賊
対
策
だ

見
張
り
は

夜
は

24

。

、

。

、

暗
視
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
て
い
る

見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が

よ
く
見
え
る

聞
い
て
み
る
と
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４
時
間
交
替
で
の
勤
務
だ
と
か
。
果
た
し
て
こ
ん
な
に
必
要
か
と
も
思
う
が
、
安
心
の
た
め

に
は
何
で
も
す
る
、
と
い
う
姿
勢
の
表
れ
か
。

１
時
間
歩
き
、
ジ
ム
で
体
重
計
、
水
分
補
給
に
ジ
ュ
ー
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
、
朝
食
と
お
き
ま

り
の
コ
ー
ス
。
そ
の
後
、
昼
ま
で
読
書
。
昼
食
は
、
ビ
ー
フ
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
パ
イ
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
。
午
後
は
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
で
う
た
た
寝
し
な
が
ら
読
書
の
続
き
。

２
時
半
か
ら

分
間
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の
後
、
映
画
を
見
る
。
夕
食
は
、
久
し
ぶ
り
に
５
人

20

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
前
菜
・
ス
ー
プ
・
ウ
ィ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
。

、

、

、

。

さ
て

旅
で
見
た
カ
メ
ラ
は

全
部
デ
ジ
カ
メ
で

日
本
メ
ー
カ
ー
が
ほ
ぼ
独
占
状
態
だ

一
眼
レ
フ
で
は
、
ざ
っ
と
見
た
感
じ

が

％

が

％
あ
と

％
が

と

C
anon

N
ikon

Sony

55

40

5

、

。

、

、

か
他
で

ほ
ぼ
２
社
独
占

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
は

各
メ
ー
カ
ー
入
り
乱
れ
て
い
る
が

日
本
以
外
の
メ
ー
カ
ー
は
、
一
度
サ
ム
ス
ン
を
見
た
き
り
で
あ
る
。
キ
ャ
ノ
ン
、
ニ
コ
ン
、

ソ
ニ
ー
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
カ
シ
オ
・
・
・
こ
れ
ら
で
全
部
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
。

、

、

、

、

デ
ジ
タ
ル
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
も

日
本
製
で

ソ
ニ
ー
が
多
く

次
い
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ビ
ク
タ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
と
い
う
感
じ
。
ち
な
み
に
、
銀
塩
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
い
る
人
は
、
さ

す
が
に
見
か
け
な
か
っ
た
。
船
旅
で

も
な
い
し
・
・
・
。

D
PE

光
学
製
品
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
ト
ツ
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
日
本
各
社
だ
が
、
携
帯
電
話
は
、

皆
無
と
い
っ
て
い
い
状
態
。
こ
ち
ら
は
、
ア
ッ
プ
ル
、
サ
ム
ス
ン
、
ノ
キ
ア
が
多
い
。
ノ
ー

ト

は
さ
す
が
に

な
ど
見
る
が
、

や

も
。

ユ
ー
ザ
ー
も
多

SO
N

Y
TO

SH
IB

A
D

EL
H

P
M

A
C

PC
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い
。

の
数
も
結
構
多
い
印
象
を
持
っ
た
。

ブ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
の

で
読
ん
で
い

iPad
K

indle
る
人
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
電
子
機
器
の
状
況
で
あ
る
。

歩
15653月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

3

31

85

サ
ー
ビ
ス

６
時
半
起
床
、
今
日
の
日
の
出
は
７
時
半
。
６

頃
か
ら
歩
き
始
め
る
。
あ
と
は
い
つ

:

50

も
の
コ
ー
ス
。

朝
食
後
、
読
書
。

航
海
の
方
は
、
ひ
た
す
ら
西
へ
全
速
力
で
進
ん
で
い
る
。
周
り
に
は
船
も
見
え
な
い
。
と

、

、

。

き
ど
き

海
面
を
ト
ビ
ウ
オ
が
走
っ
て
い
る
が

こ
れ
を
写
真
に
撮
る
の
は
非
常
に
難
し
い

相
手
が
小
さ
い
の
で
望
遠
を
一
杯
で
取
り
た
い
が
、
そ
う
す
る
と
撮
影
範
囲
が
狭
く
な
っ
て

し
ま
う
。
し
ば
ら
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
一
コ
マ
だ
け
捉
え
た
。

時
か
ら
バ
ー
バ
ラ
の

10

旅
行
案
内
「
ギ
リ
シ
ャ

。
そ
れ
か
ら
、
読
書
の
続
き
。

」

昼
食
は
、
初
め
て
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
行
っ
て
み
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
ス
ー
プ
と
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
だ
が
、
ど
う
も
肩
が
こ
る
雰
囲
気
。
ウ
ェ
ー
タ
ー
が
注
文
を
取
り
に
来
て
、
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
る
。

だ
い
た
い
こ
の
船
は

サ
ー
ビ
ス
の
固
ま
り
の
よ
う
な
世
界
で

例
え
ば

キ
ャ
ビ
ン

船

、

、

、

（

室
）
に
つ
い
て
い
う
と
、
朝
と
夕
の
２
回
ベ
ッ
ド
メ
ー
ク
・
部
屋
の
掃
除
・
片
付
け
・
氷
の
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取
り
替
え
・
果
物
の
補
給
等
を
や
っ
て
く
れ
る
。
食
事
は
、

時
間
好
き
な
と
き
に
好
き
な

24

も
の
を
食
べ
ら
れ
る
。
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
も
ブ
ッ
フ
ェ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
朝
、
昼
、
夕

と
開
い
て
い
る
し
、
午
後
の
時
間
は
、
グ
リ
ル
で
バ
ー
ガ
ー
や
ピ
ザ
が
食
べ
ら
れ
る
し
、
夜

食
時
間
ま
で
あ
り
、
食
べ
た
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
す
ぐ
片
付
け
て
く
れ
る
。
ま
た
、

ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
は

時
間

。
船
内
は
至
る
所
い
つ
も
掃
除
を
し
て
い
る
。
プ
ー
ル
も
ジ

24

OK

ム
も
あ
り
、
ス
パ
も
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
な
の
だ
。
誠
に
結

構
な
こ
と
な
の
だ
が
、
高
校
生
の
頃
か
ら

「
山
に
行
き
た
い
ヤ
ツ
は
、
衣
食
住
何
で
も
自

、

分
で
や
れ
」
と
育
っ
た
人
間
に
は
、
余
り
に
夢
の
よ
う
な
世
界
で
、
な
ん
と
も
居
心
地
の
悪

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
乗
船
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
中
に
は

「
船
に
乗
っ
て
い
る
方
が
、
安
上

、

が
り
だ

」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
る
。
家
を
維
持
す
る
の
に
人
を
雇
っ
て
、
食
事
の
支
度

。

。

。

、

を
さ
せ
て
・
・
・
に
比
べ
る
と
安
い
と
い
う
の
だ

そ
ん
な
も
の
か
と
聞
い
て
い
た

ま
あ

人
生
最
初
で
最
後
の
贅
沢
だ
と
思
っ
て
、
あ
と
一
ヶ
月
こ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
み
よ
う
。

午
後
は
、

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の
後
、
映
画
を
見
る
。

20

夕
食
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル

『
イ
ン
ド
の
日
』
と
か
で
、
女
性
は
イ
ン
ド
で
買
っ
た
衣
装
に

。

身
を
包
み
、
華
や
か
で
あ
る
。
８
時
か
ら
シ
ア
タ
ー
で
、
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
集
を
見
た
。

早
い
も
の
で
、
三
月
も
終
わ
り
、
明
日
か
ら
四
月
で
あ
る
。

歩

14135
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月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

4

1

86

い
よ
い
よ
ソ
マ
リ
ア
沖
を
航
行

い
よ
い
よ
４
月
に
。
船
内
紙
で
は
、
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
由
来
と
か
い
う
記
事
が
載
っ

て
い
た
。
日
本
で
は
、
年
度
の
変
わ
り
目
だ
。

航
海
は
、
ア
ラ
ビ
ア
海
か
ら
ア
デ
ン
湾
へ
、
北
は
中
東
の
オ
マ
ー
ン
・
イ
エ
メ
ン
、
南
は

ソ
マ
リ
ア
に
挟
ま
れ
た
狭
い
海
域
へ
と
進
ん
で
い
る
。
行
き
交
う
船
の
数
は
増
え
て
き
て
お

り
、
い
つ
も
数
隻
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
、
ジ
ブ
チ
と
イ
エ
メ
ン
の
間
の
狭
い

バ
ー
ブ
ア
ル
マ
ン
デ
ブ
海
峡
を
通
り
、
紅
海
へ
と
入
る
。
最
も
海
賊
が
出
没
す
る
範
囲
だ
。

海
賊
の
話
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
数
年
前
だ
っ
た
と
思
う

「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
と
い
わ

。

れ
た
ソ
マ
リ
ア
で
ケ
ニ
ヤ
・
エ
チ
オ
ピ
ア
を
交
え
た
戦
乱
が
続
き
、
無
政
府
状
態
と
な
り
海

域
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
賊
行
為
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

ジ
ア
を
結
ぶ
航
路
で
あ
る
た
め
、
こ
の
海
域
を
通
過
す
る
船
の
数
は
多
く
、
多
く
の
国
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
頃
、
ま
さ
か
、
こ
の
航
路
を
通
る
船
に
乗
る
と
は
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
一
般
的
な
国
際
事
件
と
し
て
聞
い
て
い
た
が
・
・
・
。

船
は
こ
の
海
域
を
、
最
高
速
度
で
通
過
す
る
た
め
、
サ
フ
ァ
ガ
入
港
が
半
日
早
ま
り
、
４

日

時
と
な
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
も

ノ
ッ
ト
（
約

／

）
で
進
ん
で
い
る
。
い
よ
い
よ

16

23

37
km

h

今
夜
が
山
場
。
船
内
に
は
緊
張
感
は
な
い
が
、

時
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
サ
ー
に
よ

24
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る
見
張
り
・
放
水
準
備
・
有
刺
鉄
線
な
ど
の
対
策
は
続
い
て
い
る
。

夜
中
に
１
時
間
時
計
を
バ
ッ
ク
。
６
時
に
起
き
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
日
の
出
は
７
時
過

ぎ
。
今
日
も
朝
焼
け
と
日
の
出
が
美
し
い
。
朝
食
後
、
ウ
ェ
ブ
更
新
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。

時
か
ら
、
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
、
今
日
は
『
メ
ッ
シ
ー
ナ

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
る

』

10
と
上
陸
日
が
続
く
の
で
、
連
日
や
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
読
書
。
ビ
ー
グ
ル
号
下
巻
半
分
ま

で
読
む
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
や
っ
て
き
た
。
昼
食
は
、
牛
肉
カ
レ
ー

煮
、
野
菜
。
一
休
み
の
後
、

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の
後
、
読
書
続
き
。
映
画
を
見
る
。

20

夕
食
は
、
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
日
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ェ
ー
タ
ー
が
衣
装
を
着
、
シ
ェ

フ
の
お
薦
め
料
理
と
か
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
頂
い
た
。
前
菜
は

、

The
Spruced

G
oose

ス
ー
プ
は
、

、
メ
イ
ン
は

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
予

Three
Ps

in
a

Pot
Fish

and
Funghi

想
外
の
も
の
も
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
映
画
。
今
夜
も
１
時
間
時
計
を
バ
ッ
ク
。
１

時
間
余
計
に
寝
る
時
間
が
あ
り
、
体
に
は
い
い
の
だ
が
・
・
・
。

歩

16474月

日
（
月
）
第

日

終
日
航
海

4

2

87

ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記

そ
の
３

船
は
、
ア
デ
ン
湾
か
ら
紅
海
に
入
っ
た
。
ソ
マ
リ
ア
沖
を
『
無
事
』
通
過
し
た
こ
と
に
な

る
。
も
う
一
日
紅
海
を
進
み
、
サ
フ
ァ
ガ
に
着
く
。
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６
時
起
床
。
日
の
出
は
６
時
半
。
時
計
を
遅
ら
せ
た
の
で
、
日
の
出
の
時
間
が
毎
日
の
よ

う
に
変
わ
り
大
変
だ
。
今
日
は
雲
が
厚
く
、
日
の
出
は
見
ら
れ
ず
。
１
時
間
歩
き
シ
ャ
ワ
ー

・
朝
食
。
そ
の
後
昼
ま
で
読
書
。

、

、

。

昼
食
は

野
菜

と
か
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で

と

で
和
風
で
行
く

tem
pra

SU
SH

I
sashim

i

午
後
、
読
書
続
き
。
つ
い
に
、
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
を
読
み
終
え
た
。
こ
ん
な
時
で
な
け

れ
ば
全
部
読
む
な
ん
て
事
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
若
き
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が

年
か
ら
５

1831

年
か
け
た
航
海
の
中
で
見
た
も
の
聞
い
た
も
の
触
っ
た
も
の
が
、
地
質
・
地
理
・
生
物
・
民

俗
と
微
に
入
り
細
に
入
り
書
か
れ
た
記
録
で
あ
る
。
特
に
南
ア
メ
リ
カ
で
多
く
の
時
を
費
や

し
て
い
る
。
航
海
の
目
的
が
、
南
ア
メ
リ
カ
南
部
の
地
図
作
成
に
あ
っ
た
か
ら
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
本
の
末
尾
で
、
航
海
の
回
顧
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
の
見
た
極
め
て
著
し
い
観
物
の
う
ち
に
は
、
次
の
も
の
を
挙
げ
た
い
。
南
十
字
星
、

マ
ジ
ェ
ラ
ン
の
雲
、
そ
の
他
の
南
半
球
の
星
座

―
竜
巻
―
青
い
氷
の
流
れ
を
導
い
て
、
峙

つ
断
崖
で
海
に
懸
る
氷
河
―
岩
礁
を
作
る
さ
ん
ご
虫
に
よ
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
た
礁
湖
島
―

活
動
す
る
火
山
―
兇
暴
な
地
震
の
圧
倒
的
な
効
果

」
。

地
震
の
な
い
国
で
生
ま
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
驚
き
は
抜
き
に
し
て
も
、
竜
巻
を
除
き
他
の

も
の
は
、
今
回
の
航
海
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
ば
か
り
で
、
全
く
同
感
。
彼
は
続
け
て
、

「
結
論
と
し
て
、
若
き
博
物
学
者
に
と
っ
て
、
遠
い
国
々
に
旅
行
す
る
ほ
ど
有
益
な
も
の
は

な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る

」
と
し
て
い
る
。
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ほ
ど
若
く

。
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は
な
い
け
れ
ど
、
私
も
今
回
の
航
海
で
は
有
益
な
も
の
は
非
常
に
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

午
後
は
、
シ
エ
ス
タ
。
そ
の
後

分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の
あ
と
、
エ
ジ
プ
ト
上
陸
に
備
え

20

て
資
料
の
チ
ェ
ッ
ク
。
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
の
港
に
つ
い
て
の
情
報
は
あ
り
が
た
い
。

夕
食
は
、
リ
ド
デ
ッ
キ
で
、

姉
妹
と
。
カ
モ
肉
の
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
。

Sizue

、

、

。

、

そ
の
あ
と
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
に
出
て
み
る
と

晴
れ
て
い
て

星
が
見
え
る

残
念
な
が
ら

北
半
球
の
星
座
だ
が
。
月
と
金
星
、
火
星
、
土
星
が
見
え
て
い
る
。

歩

15744月

日
（
火
）
第

日

終
日
航
海

4

3

88

海
賊
の
お
か
げ
（
？
）
で
ワ
イ
ン
・
フ
リ
ー

６
時
前
に
起
床
。
す
ぐ
に
歩
き
出
す
。
日
の
出
は
５

で
も
う
昇
っ
て
い
る
。
遠
く
に

:

45

船
影
。
１
時
間
歩
き
ジ
ム
の
体
重
計
に
行
く
が
不
調
で
測
れ
ず
。
シ
ャ
ワ
ー
の
後
朝
食
。

そ
れ
か
ら
読
書
。
岩
波
文
庫
版
「
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
」
下
巻
ト
ロ
イ
戦
争
と
オ
デ

ッ
セ
イ
ア
の
所
ま
で
読
む
。

昼
食
は
、
タ
ー
キ
ー
と
パ
ス
タ
。
岩
下
母
娘
と
同
席
。
雑
談
少
し
。

午
後
か
ら
、
映
画
「
ト
ロ
イ
の
ヘ
レ
ン
」
を
見
る
。
途
中

年
間
の
戦
争
と
そ
の
終
わ
り

10

の
シ
ー
ン
は
あ
っ
け
な
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
ホ
メ
ロ
ス
に
沿
っ
た
話
で
、
楽
し
ん
だ
。

夕
食
の
時
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
行
っ
て
み
る
と
、
ノ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
デ
ー
だ
と
か
。
テ
ー
ブ
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ル
に
カ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い
る
。
英
語
な
の
だ
が
、
と
て
も
読
み
に
く
い
。
正
確
に
は
訳
せ

な
い
が

「
５
日
間
の
航
海
の
後
、
海
賊
は
去
っ
た
。
そ
れ
を
お
祝
い
し
て
、
ワ
イ
ン
を
開

、

け
よ
う
。
無
料
で
」
と
い
う
風
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

食
事
が
始
ま
る
と
、
ワ
イ
ン
を
ど
の
テ
ー
ブ
ル
に
も
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
る
。
そ
う
、
お
祝

い
の
フ
リ
ー
ワ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
。
と
い
う
こ
と
で
、
海
賊
の
お
か
げ
（
？
）
で
、
ワ

イ
ン
の
フ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ち
な
み
に
、
卓
上
の
カ
ー
ド
。
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
る
と

「
こ
れ
は
詩
な
の
だ

」
と
気

、

!

が
つ
い
た
。
１
行
目
と
２
行
目

と

。
３
行
目
と
４
行
目

と

、
５

them
e

gleam
know

go

と
６
行
目

と

、
７
、
８
行
目

と

、
９
と

行
目

と

と
い
う
風

sea
free

like
strike

say
aw

ay

10

。

、

、

。

に
韻
を
踏
ん
で
い
る

ピ
リ
オ
ド
も
カ
ン
マ
も
な
い
変
な
英
語

と
思
っ
た
が

詩
な
の
だ

も
っ
と
も
、
詩
を
読
む
ほ
ど
の
英
語
力
は
な
い
が
・
・
・
。

食
後
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
行
く
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
オ
フ
ィ
サ
ー
に
よ
る
見
張

、

、

。

り
は
ま
だ
続
い
て
お
り

客
だ
け
が
一
足
先
に

の
お
祝
い
を
し
た
こ
と
に
な
る

N
o

Pirates

風
呂
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
シ
ア
タ
ー
に
、
映
画
「
ド
ラ
ゴ
ン
タ
ト
ゥ
ー
の
女
」
を
見
に
行

く
。
ア
メ
リ
カ
版
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
第
１
作
と
比
べ
、
結
末
が
若
干
変
わ
っ
た
よ
う
だ
。

歩

12061月

日
（
水
）
第

日

サ
フ
ァ
ガ
沖
停
泊

4

4

89
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ひ
ま
つ
ぶ
し

。

、

船
は
紅
海
を
北
西
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

全
速
力
で
イ
ン
ド
洋
を
渡
っ
て
き
た
た
め

当
初
の
予
定
よ
り
半
日
早
く
到
着
す
る
も
、
ド
ッ
ク
の
都
合
で
、
沖
に
停
泊
。

５
時
半
に
起
き
た
が
、
日
は
す
で
に
昇
っ
て
い
た
。
い
つ
も
の
通
り
歩
く
。
朝
食
は
、
久

し
ぶ
り
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

を
食
べ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
変
わ
っ
て
い
な

Japanese
style

い
が
、
味
噌
汁
が
お
い
し
く
な
っ
て
い
る
。
豆
腐
と
ネ
ギ
の
具
入
り
。
米
は
イ
ン
デ
ィ
カ
米

だ
か
ら
そ
ん
な
も
の
だ
が
、
卵
焼
き
も
お
い
し
く
感
じ
た
。
鮭
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て

い
る
の
で
、
香
ば
し
く
な
い
。
こ
れ
に
、
焼
き
海
苔
と
冷
や
奴
（
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
）
で
も

付
け
ば
、
一
応
の
水
準
に
な
る
と
思
う
。

の
更
新
と
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
は
読
書
。

時
か
ら
バ
ー
バ
ラ
の
旅
行
案
内
、

W
eb

10

ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
（
コ
ル
シ
カ
島

。
参
考
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
読
書
続
き

「
ギ
リ
シ
ャ

）

。

・
ロ
ー
マ
神
話
」
読
み
終
え
る
。
な
か
な
か
日
頃
は
読
め
な
い
本
。

、

、

。

、

昼
食
は

モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ア
ウ
ト
ク
ッ
ク
の
日
で

ヤ
キ
ソ
バ
を
食
べ
る

一
休
み
の
後

ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
洗
濯
を
し
な
が
ら
、
映
画
を
見
る
。

４
時
に
、
サ
フ
ァ
ガ
沖
に
停
泊
。
夕
食
時
の
６
時
過
ぎ
に
日
没
。
今
日
は
、
前
菜
、
ス
ー

プ
、
ザ
ウ
ア
ー
ブ
ラ
ー
テ
ン
と
い
う
ド
イ
ツ
料
理
。
お
い
し
か
っ
た
。

今
回
の
航
海
で
、
暇
つ
ぶ
し
を
ど
う
し
よ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
と
準
備
を
し
て
き
た
。

ま
ず
、
書
籍
だ
が
、
全
部
文
庫
本
、
ざ
っ
と

冊
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
、
ブ
ッ
ク
オ

30
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フ
で

冊

円
で
購
入
し
た
。
本
は
重
い
。
残
念
だ
が
、
帰
り
に
は
処
分
す
る
予
定
。
ジ
ャ

1

100

ン
ル
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
時
間
が
な
く
て
な
か
な
か
読
め
な
か
っ
た
本
も
あ
る
（
岩
波
文

庫

。
本
は
途
中
で
５
冊
補
充
し
た
。
別
に
、
青
空
文
庫
か
ら
の
タ
イ
ト
ル
を
入
れ
て
あ
る

）
電
子
書
籍

を
持
っ
て
き
た
。

K
indle

次
に
、
ビ
デ
オ
。

デ
ィ
ス
ク
を
多
数
持
っ
て
く
る
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
１

の

D
V

D

TB

ポ
ー
タ
ブ
ル
外
付
け
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
２
台
に
、
家
に
あ
る

タ
イ
ト
ル
と
、
レ
コ
ー

D
V

D

ダ
ー
に
録
画
し
て
い
た

放
送
を
転
送
し
て
持
っ
て
き
た
。
洋
画
邦
画
取
り
混
ぜ
て
約

タ

TV

300

イ
ト
ル
あ
る
の
で
、
毎
日
３
本
ず
つ
見
て
も
大
丈
夫
だ
。
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
作
成
し
た

。

、

。

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
使
っ
て
い
る

本
も
ビ
デ
オ
も

余
り
そ
う
で
あ
る

音
楽
は
、

の
中
と
、

、
そ
れ
か
ら

の
中
。
こ
れ
も
、
手
持
ち
の

を
片
っ
端

iPod
iPhone

PC

CD

か
ら
入
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
数
は
あ
り
、
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
際
に
聞
い
て
い
る
。

あ
と
は
、
寄
港
地
の
資
料
の
コ
ピ
ー
。
今
回

カ
所
に
寄
港
す
る
が
、
そ
の
資
料
を
『
地

37

球
の
歩
き
方
』
を
中
心
に
、
図
書
館
で
借
り
必
要
な
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
。
一
箇

。

、

。

所

～

枚
で
約

枚

最
近
細
か
い
地
図
が
読
め
な
い
の
で

Ｂ
４
に
拡
大
コ
ピ
ー
し
た

５

10

300

上
陸
前
に
読
み
、
地
図
は
町
歩
き
に
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
帰
り
に
は
全
部
処
分
す
る
。

歩

16088月

日
（
木
）
第

日

サ
フ
ァ
ガ
（
ル
ク
ソ
ー
ル
）
上
陸

4

5

90
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ル
ク
ソ
ー
ル
の
カ
ル
ナ
ッ
ク
神
殿
へ

船
は
昨
夜
の
う
ち
に
接
岸
し
、
係
留
さ
れ
た
。
今
日
は
、
こ
の
サ
フ
ァ
ガ
か
ら

離
れ

200
km

た
ル
ク
ソ
ー
ル
へ
の
ツ
ア
ー
。
ル
ク
ソ
ー
ル
ま
で
の
足
が
な
い
の
で
、
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん

で
い
た
。
ル
ク
ソ
ー
ル
・
神
殿
観
光
ツ
ア
ー
。

時
間
の
長
時
間
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

11

。

、

。

、

５
時
半
か
ら
歩
き
始
め
る

ツ
ア
ー
の
集
合
時
間
が
早
い
の
で

今
日
は
早
め
に

朝
食

シ
ャ
ワ
ー
準
備
８
時
出
発
。
８
時
５
分
に
バ
ス
が
出
る
。

海
岸
か
ら
広
が
る
赤
茶
け
た
山
な
み
を
越
え
て

先
の
ル
ク
ソ
ー
ル
へ
バ
ス
は
進
む
。

200
km

乾
燥
し
て
ほ
と
ん
ど
植
物
の
な
い
風
化
し
た
赤
い
礫
と
砂
の
山
で
あ
る
。
時
に
現
れ
る
オ
ア

シ
ス
を
除
く
と
、
緑
は
全
く
な
い
。
走
る
こ
と
２
時
間
余
、
ナ
イ
ル
川
の
近
く
ま
で
来
る
と

木
と
畑
に
緑
が
見
え
て
く
る
。
ル
ク
ソ
ー
ル
の
町
に
着
く
。
町
中
を
抜
け

時
に
カ
ル
ナ
ッ

11

ク
神
殿
へ
。

と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。
巨
大
な
石
を
よ
く
こ
の
よ
う
に
積
み
上
げ
た
も
の
だ
。
表
面
に

は
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
が
び
っ
し
り
と
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
大
な
建
物
を
ど
の
よ
う
に

。

。

。

し
て
作
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か

暑
い

ツ
ア
ー
客
の
カ
メ
ラ
が
熱
暴
走
す
る
く
ら
い
暑
い

で
お
金
を
お
ろ
す
。

￡

（

）
だ
か
ら
、

＄

分
。
本
当
は

A
TM

Egyptian
Pound

600

E

100
US

＄
分
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、
一
桁
間
違
っ
た
か
？
絵
は
が
き
を
買
う
。

10
昼
食
は
、
ナ
イ
ル
川
ほ
と
り
の
ホ
テ
ル
の
エ
ジ
プ
ト
料
理
ブ
ッ
フ
ェ
。
味
は
い
ま
い
ち
だ

が
、
腹
が
減
っ
て
い
た
。
飲
み
物
は
コ
ー
ラ
と
水
の
み
。
ホ
テ
ル
の
店
で
買
い
物
。
￡

を
E
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使
お
う
と
、
お
土
産
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
と
シ
ン
ブ
ル
、
切
手
の
他
に
、

シ
ャ
ツ
４
枚
で

T

勘
定
は

￡

。
模
様
が
刺
繍
で
縫
い
取
ら
れ
た
エ
ジ
プ
ト
綿
の
製
品
で
、
そ
れ
な
り
の
価

480

E

値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
購
入
。
￡

は
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
し
ま
っ
た
。

E

午
後
は
、
ル
ク
ソ
ー
ル
神
殿
。
午
前
中
に
カ
ル
ナ
ッ
ク
を
見
た
こ
と
も
あ
り
、
驚
き
は
少

な
い
が
、
や
は
り
途
方
も
な
い
建
物
だ
。
オ
ベ
リ
ス
ク
の
片
方
は
パ
リ
に
あ
る
オ
ベ
リ
ス
ク

だ
そ
う
で
、
な
ん
た
る
こ
と
か
。
表
面
を
飾
る
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
も
驚
き
。
初
め
て
こ
れ
を

見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
の
驚
嘆
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ
。

３
時
半
、
帰
船
の
途
に
つ
く
。
日
の
沈
ん
だ
６
時

分
、
船
に
戻
る
。

40

シ
ャ
ワ
ー
の
後
、
夕
食
。
今
日
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
ラ
ウ
ン
ジ
で

「
エ
ジ
プ

、

ト
・
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
・
シ
ョ
ー
」
を
見
る
。
音
楽
と
踊
り
が
す
ご
い

歩

18850月

日
（
金
）
第

日

シ
ャ
ル
ム
エ
ル
シ
ェ
ー
ク
上
陸

4

6

91

休
養
日

朝
か
ら
不
調
。
腹
痛
。
昨
日
暑
か
っ
た
し
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
か
も
。
と
い
う
こ

と
で
、
今
日
は
、
休
養
日
。
寝
る
こ
と
に
す
る
。

シ
ャ
ル
ム
エ
ル
シ
ェ
ー
ク
は
、
ド
ッ
ク
の
は
ず
が
、
テ
ン
ダ
ー
に
。
と
い
っ
て
も
波
止
場

は
目
と
鼻
の
先
。
客
船
が
２
艘
横
付
け
さ
れ
て
お
り
、
３
艘
目
の
場
所
が
な
か
っ
た
模
様
。
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波
止
場
の
反
対
側
は
、
茶
褐
色
の
荒
れ
地
。
観
光
用
の
小
さ
な
ボ
ー
ト
が
多
数
。

９
時
半
頃
、
少
し
よ
く
な
っ
た
の
で
、
昨
日
買
っ
た
絵
は
が
き
を
投
函
す
る
た
め
に
、
上

陸
す
る
だ
け
し
て
み
る
か
、
と
テ
ン
ダ
ー
に
。
町
ま
で

分
く
ら
い
歩
く
。
途
中
は
、
有
料

15

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
。
海
の
色
は
鮮
や
か
。
観
光
地
な
の
だ
、
こ
こ
は
。
金
曜
日
で
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
店
は
閉
ま
り
、
町
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ル
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
方
は
、
ス
ー
パ
ー
と
土
産
物
屋
は
開
い
て
い
る
。
こ
の
町
に
は
、
郵
便
ポ
ス
ト
は
な
い

ら
し
い
。
結
局
船
で
投
函
す
る
こ
と
に
。
船
に
戻
る
。
港
の
入
口
に
青
い
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
。

こ
れ
が
こ
こ
の
公
共
交
通
機
関
の
バ
ス
ら
し
い
。
約

時
間
の
上
陸
。
結
構
暑
い
。

1

午
後
は
休
養
。
胃
腸
も
弱
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
今
日
は
一
日
『
ミ
ニ
断
食

。
日
本
の

』

。

。

。

煎
茶
が
う
ま
い

夕
方
一
昨
日
分
の
記
録
の
ア
ッ
プ

２
日
ぶ
り
に
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
た

し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
人
は
わ
か
ら
な
い
。
最
初
の
ビ
ー
チ
の
バ
ー
で
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

を
１
個
く
れ
と
い
う
の
に
、
マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
を
２
個
売
り
つ
け
よ
う
と
す
る
。
ポ
ス
ト

の
場
所
を
教
え
ろ
と
い
う
と
絵
葉
書
と
切
手
を
買
え
と
い
う
。
群
が
っ
て
「
ワ
ン
ダ
ラ
」
と

、

。

、

、

、

物
を
押
し
つ
け
る

等
々

貧
困
の
せ
い
だ
ろ
う
が

文
化
の
違
い
か

価
値
観
の
相
違
か

な
ん
だ
か
情
け
な
い
。
昨
日
の
ツ
ア
ー
に
も
ツ
ア
ー
客
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
の
男
が

付
い
て
い
た
。
あ
の
偉
大
な
建
築
物
を
造
っ
た
民
族
の
末
裔
が
・
・
・
。
早
々
に
寝
る
。

日
間
で
使
っ
た
通
貨

￡

（
エ
ジ
プ
ト
ポ
ン
ド
）
≒

円

2

600

E

8000

歩

9288
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月

日
（
土
）
第

日

ス
エ
ズ
運
河
通
過

4

7

92

い
よ
い
よ
地
中
海
へ

今
日
は
ス
エ
ズ
運
河
通
過
。

６
時
起
床
。
体
調
ま
ず
ま
ず
。
一
日
休
み
が
効
い
た
か
。
大
事
を
取
っ
て
、
階
段
歩
き
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
や
め
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
に
。

船
の
方
は
、
６
時
か
ら
、
ス
エ
ズ
運
河
の
航
行
開
始
。
日
は
す
で
に
昇
っ
て
い
る
。

ス
エ
ズ
運
河
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
レ
セ
ッ
プ
ス
が
作
っ
た
と
い

う
伝
記
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
遠
い
世
界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
目
の
前
に
あ
る
の

が
そ
れ
だ
。
イ
ギ
リ
ス
が
管
理
し
た
り
エ
ジ
プ
ト
が
独
立
し
た
り
、
中
東
戦
争
で
何
年
か
通

行
不
能
に
な
っ
た
り
と
、
国
際
紛
争
に
翻
弄
さ
れ
、
現
在
で
は
、
ア
ラ
ブ
原
理
主
義
の
テ
ロ

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
運
河
沿
い
に
、
警
備
の
兵
士
が
い
る
。

南
側
の
ス
エ
ズ
か
ら
約

先
の
地
中
海
側
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
ま
で
を
結
ぶ
。
ス
エ
ズ
運
河

160
km

は
、

数
隻
で
コ
ン
ボ
イ
（
船
団
）
を
作
り
航
行
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
と
か
で
、
本
船
は

10

こ
の
コ
ン
ボ
イ
の
先
頭
で
一
方
通
行
の
運
河
を
進
ん
で
ゆ
く
。
速
度
は
７
ノ
ッ
ト
（

／

13
km

）
の
ゆ
っ
く
り
し
た
速
さ
だ
。
す
ぐ
後
ろ
に
は

（

マ
イ
ル
離
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
）

、

h

1

日
本
郵
船
（

）
の
貨
物
船
。
そ
の
後
に
は
コ
ン
テ
ナ
船
と
続
い
て
い
る
。
運
河
の
幅
は

N
Y

K

～

だ
そ
う
で
、
こ
の
船
が
通
る
と
、
岸
が
す
ぐ
そ
ば
に
見
え
る
。

160

200
m
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船
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
が
乗
船
し
、
ま
た
待
ち
合
わ
せ
で
係
留
す
る
必

要
が
あ
る
と
き
の
た
め
に
、
ボ
ー
ト
が
２
艘
（
６
人
の
ボ
ー
ト
マ
ン
）
が
つ
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
。
ボ
ー
ト
マ
ン
た
ち
は
、
本
業
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
乗
船
し

「
副
業
」
に
土
産

、

物
を
船
内
で
売
っ
て
い
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
も
、
ス
エ
ズ
港
、
運
河
南
半
分
、
北
半
分
、
ポ
ー

ト
サ
イ
ド
港
と
担
当
す
る
４
組
が
順
に
乗
る
そ
う
で
あ
る
。

運
河
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
湖
に
出
る
。
こ
の
運
河
は

つ
の
湖
を
つ
な
ぎ
作
ら
れ
て
お

３

り
、
こ
の
湖
と
、
途
中
一
カ
所
の
バ
イ
パ
ス
を
使
っ
て
北
行
き
と
南
行
き
の
船
が
す
れ
違
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
運
河
の
西
側
（
ア
フ
リ
カ
大
陸
側
）
に
は
、
町
が
あ
り
、
緑
が

多
い
。
椰
子
の
木
が
茂
り
、
畑
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
送
電
線
の
鉄
塔
や
、
鉄
道
線
路

も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
側
（
シ
ナ
イ
半
島
側
）
は
ほ
と
ん
ど
荒
れ
地
（
砂
漠
）
で
、

建
物
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
時
々
見
張
り
場
所
の
小
さ
な
建
物
が
あ
る
程
度
。

昼
前
、
湖
に
着
く
。
南
行
き
の
船
が
待
っ
て
い
る
の
に
す
れ
違
う
。
中
に
、
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
の
白
い
船
も
。
ま
た
、
湖
に
は
、
魚
取
り
の
小
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
。
所
々
に
、
渡
し
船

、

、

。

（

）

の
波
止
場
が
あ
り

船
が
通
過
し
た
後

さ
っ
と
渡
し
て
い
る

イ
ス
マ
イ
リ
ア

Ism
aillia

を
過
ぎ
た
頃
、
大
き
な
橋
が
見
え
て
く
る
。
橋
の
真
ん
中
に
、
エ
ジ
プ
ト
と
日
本
の
旗
が
描

M
ubarak

Peace
B

ridge
Japan

Egypt

か
れ
「

（
ム
バ
ー
ラ
ク
平
和
大
橋
）
そ
の
下
に
「

「

」

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
の
無
償
援
助
で
建
設
さ
れ
名
が
つ
い
た
。

Friendship
B

ridge

船
は
時
速

の
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
進
み
、
９
時
間
後
の
午
後
３
時
に
、
よ
う
や
く

13
km
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地
中
海
側
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
の
街
が
見
え
て
く
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
収
容
し
た
船
が
戻
る
と
、

い
よ
い
よ
地
中
海
。
船
は
、

ノ
ッ
ト
に
速
度
を
上
げ
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
レ
ウ
ス
へ
。

17

今
日
は
フ
ォ
ー
マ
ル
。
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
と
称
し
た
テ
ー
マ
で
、
ア
ラ
ビ
ア
服
の
衣
装

。

、

、

、

。

の
紳
士
淑
女
多
数

食
べ
た
も
の
は

エ
ス
カ
ル
ゴ

ミ
ネ
ス
テ
ロ
ー
ネ

ロ
ブ
ス
タ
ー

歩

13377
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第
４
章

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
大
西
洋

月

日
（
日
）
第

日

終
日
航
海

4

8

93

日
本
か
ら
郵
便
物
が
届
い
た

地
中
海
に
入
り
、
ギ
リ
シ
ャ
め
ざ
し
航
行
。
日
の
出
は
５
時

分
。
５
時
半
か
ら
ウ
ォ
ー

40

キ
ン
グ
開
始
。
今
日
は
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
に
珍
客
が
。
小
鳥
が
デ
ッ
キ
の
周
り
を
飛
び
回
り
、

ど
う
も
紛
れ
込
ん
で
帰
れ
な
く
な
っ
た
様
子
。
ま
た
、
リ
ド
デ
ッ
キ
後
部
で
は
、
牧
師
ら
し

き
人
が
数
十
人
の
前
で
話
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ー
ス
タ
ー
と
関
係
あ
る
ら
し
い
。
そ
の

後
計
量
、
シ
ャ
ワ
ー
・
朝
食
。
そ
の
後
、
映
画
と

の
整
理
と
更
新
。

W
eb

そ
し
て
昼
。
ポ
ー
ク
カ
ツ
レ
ツ
と
魚
フ
リ
ッ
タ
ー
、
野
菜
。
カ
ツ
レ
ツ
が
温
か
く
て
お
い

し
か
っ
た
。
ト
ン
カ
ツ
に
近
い
味
。

出
港
す
る
前
に
、
寄
港
地
毎
の
郵
便
の
送
り
先
の
リ
ス
ト
を
も
ら
っ
て
い
た
。
一
昔
前
な

ら
、
こ
れ
が
、
有
力
な
通
信
方
法
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
も
あ
る
し
衛

星
電
話
も
あ
る
（
高
い
け
れ
ど
も

。
そ
こ
で
、
こ
の
郵
便
と
い
う
手
段
が
ど
の
よ
う
に
機

）

能
す
る
か
と
、
自
宅
か
ら
最
近
の
新
聞
・
週
刊
誌
な
ど
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

PR
IN

TED
M

A
TTER

A
IR

朝
霞
溝
沼
郵
便
局

年

月

日
の
消
印
が
押
さ
れ
た
、

の

12

3

12
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で
あ
る
。
送
り
先
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
エ
ジ
プ
ト
・
ガ
ル
フ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

M
A

IL
会
社
気
付
け
、

の
私
宛
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の

月

日
付
の
消
印
と

M
S

A
m

sterdam

3

18

3

月

日
の
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
、
た
ぶ
ん

日
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
着
き
、

20

18

20

日
に
サ
フ
ァ
ガ
に
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
サ
フ
ァ
ガ
寄
港
は

月

日
だ
っ
た
が
、

月

4

4

4

5

日
に
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
船
室
ま
で
届
け
に
来
た
。
キ
ャ
ビ
ン
番
号
は
船
の
誰
か
が

書
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
で
、
結
構
早
く
届
く
も
の
だ
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
印
刷
物
だ
っ
た
か
ら
よ
い
の
だ
が
、
小
荷
物
は
受
け
付
け
て
い
な
い
。

物
に
な
る
と
関
税
や
保
険
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
送
っ
て
も

ら
っ
た
新
聞
と
週
刊
誌
は
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
め
た
。

さ
て
今
日
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
。
と
い
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
お
祝
い
す
る
日
、
春

の
訪
れ
を
祝
う
日
、
色
つ
き
玉
子
の
日
く
ら
い
し
か
知
ら
な
い
の
だ
が
、
船
内
紙
の
見
出
し

も

だ
し
、
カ
ー
ド
も
来
て
い
た
し
、
い
ろ
い
ろ
行
事
も
あ
る
よ
う
だ
。
朝
６

H
appy

Easter

時
か
ら
、
８
階
の
プ
ー
ル
脇
の
デ
ッ
キ
で
、
牧
師
ら
し
き
人
が
数
十
人
を
前
に
話
を
し
て
い

Easter
B

runch

た
し
、
食
堂
も
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
昼
に

と
か
い
う
催
し
が
あ
っ
た
よ
う
だ
し
、
夜
は
、

と
か
い
う
の
が

Easter
B

onnet
Fashion

Parade

あ
っ
た
。
思
い
思
い
に
帽
子
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
の
発
表
会
。
イ
ー
ス
タ
ー
と
い

う
の
は
こ
う
い
う
事
も
す
る
の
か
。

午
後
２
時
に
時
間
調
整
で
１
時
間
進
め
る
。
す
る
と
３
時
に
な
り
、
す
ぐ
夕
方
。
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こ
の
船
の
日
本
人
７
人
で
夕
食
。
カ
ナ
レ
ッ
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
で
楽
し
く
２
時
間
弱
を
過
ご

し
た
。
イ
タ
リ
ア
料
理
。

明
日
か
ら
、
８
日
連
続
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
上
陸
。
そ
し
て
、
旅
の
残
り
も

日
と
な
っ
た
。

20

歩
10915月

日
（
月
）
第

日

ピ
レ
ウ
ス
・
ア
テ
ネ
上
陸

4

9

94

あ
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
へ

６
時
す
ぎ
起
床
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
。
気
温

度
、
だ
い
ぶ
ん
涼
し
い
。

18

７
時
半
、
ピ
レ
ウ
ス
港
に
接
岸
。
さ
す
が
に
観
光
で
有
名
な
港
だ
け
あ
っ
て
、
多
数
の
ク

ル
ー
ズ
船
が
停
泊
し
て
い
る
。
朝
食
後
、
上
陸
の
支
度
を
し
て
、

時
半
出
発
。
他
の
ク
ル

8

ー
ズ
の
乗
船
な
ど
と
重
な
り
、
港
は
賑
や
か
だ
。

ピ
レ
ウ
ス
の
メ
ト
ロ
の
駅
ま
で
歩
く
。
途
中
、
こ
の
数
日
に
必
要
な
ユ
ー
ロ

を
手
に

300
€

。

。

。

。

。

入
れ
る

分
ば
か
り
メ
ト
ロ
の
駅
が
あ
る

切
符
を
買
う

駅
は
と
て
も
き
れ
い

15

1.30
€

ト
イ
レ
は
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
車
内
は
き
れ
い
。

分
少
し
で
ア
テ
ネ
の
モ
ナ
ス
テ
ィ
ラ
キ
駅
に
着
く
。
こ
こ
で
１
号
線
か
ら
３
号
線
に
乗

20
り
か
え
る
の
だ
が
、
乗
り
換
え
の
方
向
表
示
が
な
い
。
出
口
か
ら
い
っ
た
ん
モ
ナ
ス
テ
ィ
ラ

キ
広
場
に
出
て
、
広
場
を
横
断
し
て
、
乗
り
場
に
行
く
。
本
当
に
地
下
で
つ
な
が
っ
て
い
な

、

。

い
の
だ
ろ
う
か
？
３
号
線
を
反
対
側
に
乗
っ
て
し
ま
っ
て
戻
り

シ
ン
タ
グ
マ
駅
で
降
り
る
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地
上
に
出
る
と
そ
こ
が
シ
ン
タ
グ
マ
広
場
。
ア
マ
リ
ア
ス
大
通
り
を
見
つ
け
、
南
下
。

左
手
に
無
名
戦
士
の
墓
、
国
会
議
事
堂
、
国
立
庭
園
を
見
な
が
ら
進
む
と
、
ア
ド
リ
ア
ノ

ス
門
と
ゼ
ウ
ス
神
殿
が
見
え
て
く
る
。
共
通
入
場
券
を

で
購
入
。
ア
ド
リ
ア
ノ
ス
門
は

12
€

思
っ
た
よ
り
小
さ
い
が
、
ゼ
ウ
ス
神
殿
の
巨
大
な
こ
と
。
ほ
ん
の
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い

が
、
壮
大
な
建
物
で
あ
る
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
向
か
う
。
土
産
屋
が
並
ん
で
い
る
。

新
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
博
物
館
は
月
曜
で
休
館
ら
し
い
。
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
劇
場
に
着
く
。
大
き

な
野
外
劇
場
だ
。
１
万
人
以
上
入
る
と
か
。
二
千
年
以
上
前
に
こ
こ
で
演
劇
が
行
わ
れ
て
い

た
の
か
、
と
思
う
と
、
臨
場
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
だ
所
に
あ
る
イ
ロ
ド
ア
テ
ィ
コ
ス
音

楽
堂
は
、
保
存
状
態
が
よ
い
大
き
な
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

、

、

。

さ
ら
に
登
っ
て
ブ
ー
レ
の
門

プ
ロ
ピ
レ
ア
を
通
り

丘
の
上
が
あ
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿

手
前
側
は
、
ク
レ
ー
ン
が
あ
り
修
復
工
事
中
。
展
望
台
側
に
行
く
と
、
柱
の
列
が
美
し
い
。

黄
金
比
、
エ
ン
タ
シ
ス
、
こ
れ
が
均
整
の
と
れ
た
美
の
殿
堂
と
い
う
こ
と
で
、
教
科
書
を
始

め
い
ろ
い
ろ
な
本
に
書
か
れ
た
神
殿
か
。
大
理
石
の
柱
が
ス
ー
ッ
と
立
ち
上
が
り
美
し
い
。

破
風
の
彫
刻
は
今
、
大
英
博
物
館
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ア
テ
ネ
の
街
が
一
望
で
き
る
。
海
ま

で
見
え
る
。
二
千
年
前
に
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
隣
に
あ
る
の
が
エ
レ

ク
テ
ィ
オ
ン
。
少
女
像
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
柱
廊
が
美
し
い
。
大
理
石
と
い
う
と
、
日
本
で

は
特
殊
な
石
だ
が
、
こ
の
丘
自
体
が
大
理
石
で
作
ら
れ
、
足
下
は
滑
り
や
す
い
。

丘
を
北
側
に
下
り
、
郵
便
を
出
し
、
ロ
ー
マ
ン
ア
ゴ
ラ
に
下
り
る
。
途
中
、
ア
タ
ロ
ス
の
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柱
廊
博
物
館
は
開
い
て
お
り
、
こ
の
地
で
の
発
掘
物
を
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
建
物
自
体
が

巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
フ
ァ
イ
ス
ト
ス
神
殿
は
、
建
物
が
全
部
残
っ
て
お
り
、
神

殿
は
こ
う
い
う
建
物
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。

そ
こ
ま
で
下
り
る
と
、
１
時
。
カ
フ
ェ
で
昼
食
。
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ル
フ
ァ
ビ
ー
ル
と
ナ
ポ

リ
タ
ン
。
ギ
リ
シ
ャ
料
理
は
何
を
食
べ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で
こ
の
選
択
。

そ
の
後
、
モ
ナ
ス
テ
ィ
ラ
キ
広
場
に
出
て
、
シ
ン
タ
グ
マ
広
場
ま
で
歩
く
。
途
中
、
雨
が二

降
り
出
す
。
国
立
歴
史
博
物
館
は
今
日
は
月
曜
日
で
休
み
の
よ
う
だ
。
き
れ
い
な
ビ
ル
の

階
に
あ
る
イ
ヴ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
。
１
時
間
で

。

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

W
eb

3
€

と
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。
３
時
過
ぎ
た
の
で
、
船
に
戻
る
事
に
し
て
地
下
鉄
駅
へ
。

立
派
な
地
下
鉄
駅
で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
あ
る
。
ポ
リ
ス
が
い
た
の
で
、
聞
い

た
ら
、
案
内
す
る
と
言
い
地
上
に
出
て
あ
ち
ら
と
指
さ
し
た
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。

帰
り
も

分
弱
で
ピ
レ
ウ
ス
に
到
着
。
な
お
、
こ
の
地
下
鉄
は
、
切
符
は
自
分
で
刻
印
器

30

で
時
間
を
刻
印
し
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
か
。
抜
き
打
ち
の
検
札
が
あ
る
そ
う
で
、
切

符
が
な
い
と
多
額
の
罰
金
だ
そ
う
だ
。

ピ
レ
ウ
ス
に
着
く
と
、
嵐
。
強
い
風
と
と
も
に
雨
が
吹
き
つ
け
、
大
変
な
天
気
だ
。
嵐
の

中
を

分
傘
を
さ
し
て
船
ま
で
戻
っ
た
。
免
税
店
で
ギ
リ
シ
ャ
ワ
イ
ン
２
本
購
入
。

本
は

15

1

と
安
い
が
、
味
は
如
何
に
？
夕
食
は
、
牛
肉
ス
テ
ー
キ
。

3.25
€

使
っ
た
通
貨

44.45
€
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歩

34822月

日
（
火
）
第

日

ピ
レ
ウ
ス
・
ア
テ
ネ
上
陸

第
２
日

4

10

95

考
古
学
博
物
館
の
収
蔵
品
は
す
ご
い
！

今
日
は
ピ
レ
ウ
ス
停
泊
。
今
日
は
、
昨
日
や
り
残
し
の
博
物
館
回
り
。

６
時
半
に
起
き
、
７
時
に
朝
食
。
余
り
早
く
行
っ
て
も
開
い
て
な
い
か
ら
、
少
し
ゆ
っ
く

り
す
る
。
８
時
少
し
前
に
船
を
出
て
、
メ
ト
ロ
駅
ま
で
歩
く
。

メ
ト
ロ
の
駅
。
切
符
を
自
動
販
売
機
で
買
う
。
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
何
で
も
な
い
が
、
ボ

タ
ン
の
選
択
肢
は
、

と

と

と

の
４
つ
し
か
な
い
。

が
大
人
片
道
（
乗
り
換
え
含

1.4

0.7

4.0

14.0

1.4

）
、

、

、

。

、

め

時
間
半
有
効

が
子
供
片
道

が

時
間

が

回
分

ど
れ
か
を
押
し
て

1

0.7

4.0

24

14.0

10

コ
イ
ン
を
入
れ
て
い
く
と
、
金
額
が
減
っ
て
い
き
、

に
な
っ
た
と
き
切
符
が
出
る
と
い
う

0

単
純
な
も
の
。
１
、
２
、
３
の
順
で
買
え
と
書
い
て
あ
る
。
買
っ
た
切
符
を
刻
印
器
で
時
刻

を
刻
印
し
、
電
車
に
乗
る
だ
け
。
電
車
は
中
は
き
れ
い
だ
が
外
は
落
書
き
だ
ら
け
。
せ
っ
か

く
の
き
れ
い
な
駅
や
車
両
な
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
・
・
・
。

N
ational

分

少

し

で

、

今

日

は

、

オ

モ

ニ

ア

で

下

り

る

。

国

立

考

古

学

博

物

館

（

20

）
は

分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
。

時
少
し
前
に
着
く
。
行
っ
て
み

A
rchaeological

M
useum

９

10

る
と
、
な
ん
と
月
曜
日
も
時
間
は
少
し
短
い
が
開
い
て
い
た
の
だ
。
始
ま
り
は
朝
８
時
か
ら

と
早
い
。
ゆ
っ
く
り
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
入
場
料
は
７

。
静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
見

€
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て
回
る
。
彫
刻
・
土
器
・
金
属
器
・
貴
金
属
お
び
た
だ
し
い
数
の
収
蔵
品
で
あ
る
。
有
名
な

ゼ
ウ
ス
の
像
や
女
神
た
ち
の
像
、
様
々
な
様
式
で
描
か
れ
た
、
形
と
大
き
さ
の
異
な
る
壺
、

金
の
細
工
な
ど
が
、

の
展
示
室
に
置
か
れ
て
い
る
。
２
時
間
余
り
見
て
か
ら
出
る
。

64

歩
い
て
、
次
へ
行
く
。
国
立
歴
史
博
物
館
（

）
は
シ
ン
タ
グ

N
ational

H
istorical

M
useum

マ
の
近
く
に
あ
る
。
国
立
図
書
館
・
ア
テ
ネ
大
学
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
す
ば
ら
し
い
建
物
を
見

な
が
ら
南
へ
下
る
。
国
立
歴
史
博
物
館
は
、
パ
レ
ス
の
跡
だ
と
か
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
華
や

。

、

、

、

か
で
あ
る

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
時
代
か
ら

レ
パ
ン
ト
の
海
戦

ト
ル
コ
か
ら
の
独
立
戦
争

バ
ル
カ
ン
戦
争
、
第
二
次
大
戦
と
歴
史
が
綴
ら
れ
、
最
後
に
、
民
俗
衣
装
の
展
示
。

Iliu

次
は
、
ア
テ
ネ
市
博
物
館
を
探
す
が
、
見
つ
か
ら
ず
、
イ
リ
ウ
・
メ
ラ
ト
ロ
ン
（

「
ト
ロ
イ
の
家
：

）
の
貨
幣
博
物
館
（

）

M
elathoron

Trojan
M

ansion
N

um
ism

atic
M

useum

」

に
行
く
。
こ
こ
は
、
ト
ロ
イ
遺
跡
を
発
掘
し
た
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
が
暮
ら
し
た
と
こ
ろ
。
館
内

は
驚
く
べ
き
数
の
貨
幣
。

万
個
以
上
あ
る
と
の
こ
と
。
内
装
も
美
し
い
。

50

こ
こ
を
出
て
か
ら
、
シ
ン
タ
グ
マ
広
場
に
向
か
う
と
、
ち
ょ
う
ど
、
無
名
戦
士
の
墓
の
衛

兵
交
代
の
時
間
で
あ
っ
た
。
観
光
客
が
数
十
人
見
て
い
る
。

そ
の
先
が
国
立
庭
園
（

。
庭
園
の
中
は
、
広
々
と
し
て
気
持
ち
が
よ
い

N
ational

G
arden

）

が
、
す
で
に
昼
を
過
ぎ
て
、
昼
食
の
時
間
。
シ
ン
タ
グ
マ
広
場
の
先
に
あ
る
日
本
料
理
「
風

林
火
山
」
に
行
く
。
な
か
な
か
立
派
な
店
構
え
で
、
客
は
数
人
。
本
物
の
日
本
食
の
店
で
あ

る
。
大
根
サ
ラ
ダ
と
カ
ツ
カ
レ
ー
、
ビ
ー
ル
を
注
文
。
地
元
の
人
も
日
本
料
理
を
楽
し
ん
で
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い
る
。
デ
ザ
ー
ト
の
果
物
と
、
急
須
に
入
っ
た
煎
茶
ま
で
出
て
き
て
、
と
て
も
満
足
。

広
場
に
引
き
返
す
。
広
場
で
は
宝
く
じ
売
り
や
、
輪
に
な
っ
た
パ
ン
の
屋
台
が
い
る
。

２
時
を
過
ぎ
た
の
で
、
ピ
レ
ウ
ス
に
戻
る
。
４
時
過
ぎ
に
乗
船
。

時
か
ら
、

度
目
の
避
難
訓
練
。
一
ヶ
月
に
一
度
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ル
ー
ル

５

４

ら
し
い
。

時
半
か
ら
夕
食
。
ギ
リ
シ
ア
の
日
と
か
で
、
ス
ー
プ
と
メ
イ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
料

５

理
。
ム
サ
カ
と
か
い
う
挽
肉
料
理
。
船
は
食
事
中
に
出
港
し
た
。
食
事
の
後
、
記
録
整
理
。

使
っ
た
通
貨

58
€

歩

25236月

日
（
水
）
第

日

カ
タ
コ
ロ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ア
上
陸

4

11

96

オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
見
物
と
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
デ
ィ
ナ
ー

６
時
半
起
床
。
今
日
は
オ
リ
ン
ピ
ア
ま
で
行
く
日
。
帰
船
が
３
時
半
と
早
い
の
で
、
忙
し

い
。
と
く
に
、
カ
タ
コ
ロ
ン
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ア
ま
で
の
鉄
道
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
調

べ
た
限
り
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
。

朝
食
後
上
陸
準
備
。
８
時
に
船
を
出
て
、
鉄
道
駅
に
向
か
っ
て
街
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

、

、

。

歩
い
て
い
る
と

犬
を
連
れ
て
散
歩
中
の
婦
人
が
声
を
か
け
て
き
て

行
き
過
ぎ
だ
と
判
明

親
切
に
も
、
一
緒
に
行
く
か
ら
、
と
。
親
戚
に
日
本
人
と
結
婚
し
た
人
が
い
る
ら
し
い
。

少
し
戻
り
、
観
覧
車
の
あ
る
公
園
の
と
こ
ろ
が
駅
。
線
路
と
駅
舎
ら
し
き
建
物
が
あ
る
。
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時
刻
表
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
。
少
し
待
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
４
両
編
成
の
き
れ
い
な
車
両

が
や
っ
て
き
た
。
車
掌
と
お
ぼ
し
き
男
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
往
復

だ
と
い
う
。

10
€

時
刻
表
は
？
と
聞
く
と
、
先
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

、

、

と
書
き
、
こ
れ

:
:

:

12
00

13
08

14
00

が
オ
リ
ン
パ
ス
発
の
時
刻
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
結
局
、
時
刻
表
全
体
は
不
明
。

。

。

、

。

。

９
時
に
な
る
と
出
発

全
線
単
線

所
々
に

停
車
場
が
あ
る

分
ほ
ど
で
ピ
ル
ゴ
ス

20

そ
し
て
少
し
遅
れ
て

分
で
オ
リ
ン
ピ
ア
の
駅
に
着
く
。
駅
は
広
く
気
持
ち
の
よ
い
建
物
だ

51

、

。

。

、

が

閉
ま
っ
て
い
る

こ
こ
か
ら
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
ま
で
す
ぐ

そ
こ
を
登
っ
て
ゆ
く
と

古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
。
左
に
行
く
と
、

分
く
ら
い
遺
跡
の
入
口
に
着
く
。
遺
跡
と

10

博
物
館
の
共
通
券
を
９

で
買
う
。

€

オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
は
、
丘
を
下
っ
た
一
帯
に
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と

の
モ
ニ

23

ュ
メ
ン
ト
か
ら
な
る
。
神
殿
、
競
技
場
や
宿
泊
・
生
活
場
所
、
な
ど
で
、
神
殿
で
は
、
特
に

真
ん
中
に
あ
る
の
が
ゼ
ウ
ス
神
殿
。
か
つ
て
こ
こ
に
は
、
大
き
な
神
殿
と
、
そ
の
中
に
巨
大

な
ゼ
ウ
ス
像
が
あ
り
、
古
代
の
世
界
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。
ヘ
ラ
神
殿
や
祭
壇

跡
な
ど
が
あ
る
が
、
一
部
は
柱
が
再
現
さ
れ
て
い
る
が
、
刻
ま
れ
た
石
が
あ
る
だ
け
。

競
技
場
で
は
格
闘
技
場
パ
レ
ス
ト
ラ
や
練
習
場
ギ
ム
ナ
シ
オ
ン
そ
し
て
、
ア
ー
チ
を
く
ぐ

っ
て
競
技
場
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
。
ト
ラ
ッ
ク
は
長
さ

幅

。
両
側
が
観
覧
席
。

212.54m
28.50m

ち
ょ
う
ど
、
木
に
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
き
、
地
面
に
は
、
デ
ー
ジ
ー
や
桜
草
、
タ
ン
ポ
ポ
の

花
が
咲
い
て
お
り
、
春
た
け
な
わ
の
気
持
ち
の
よ
い
散
歩
で
あ
っ
た
。
途
中
、
万
歩
計
を
落
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と
し
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
記
憶
を
辿
り
５
分
ほ
ど
戻
り
発
見
！
ゼ
ウ
ス
の
神
の
お
か
げ
？

１
時
間
半
ほ
ど
で
オ
リ
ン
ピ
ア
博
物
館
へ
移
動
。
発
掘
さ
れ
た
彫
刻
や
陶
器
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
真
ん
中
の
第

室
に
は
先
に
述
べ
た
ゼ
ウ
ス
神
殿
の
破
風
が
あ
り
、
神
殿
の

５

大
き
さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
室
に
は
、
ゼ
ウ
ス
と
ガ
ニ
メ
デ
、
ま
た
、
６
室
に

は
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
勝
利
の
女
神
ニ
ケ
の
像
が
あ
る
。
金
属
器
も
す
ば
ら
し
く
、
鹿
と

ラ
イ
オ
ン
な
ど
は
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
気
が
す
る
。
こ
こ
の
カ
フ
ェ
で
、
パ
ン
を
食

、

。

。

、

。

べ

昼
食

駅
に
向
か
う

少
し
遅
れ
て
き
た
１
時

分
の
列
車
で

カ
タ
コ
ロ
ン
に
戻
る

8

カ
タ
コ
ロ
ン
は
小
さ
な
街
だ
が
、
大
き
な
ク
ル
ー
ズ
船
が
３
隻
も
停
泊
し
、
土
産
物
屋
が

並
ぶ
メ
イ
ン
通
り
は
賑
や
か
。
こ
こ
で
古
代
技
術
博
物
館
、
古
代
楽
器
博
物
館
に
入
る
。
通

り
で
ワ
イ
ン
な
ど
を
求
め
、
３
時
過
ぎ
に
船
に
戻
る
。

さ
て
、
今
日
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
・
デ
ィ
ナ
ー
と
や
ら
に
招
待
さ
れ
て
お
り
、
行
っ
て
み

た
。
ま
ず
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
食
前
酒
か
ら
。
そ
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
進
み
、
デ
ィ
ナ
ー
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
行
っ
て
み
て
の
感
想
。

１
、
疲
れ
た
。
２
、
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
、
ま
る
で
沈
黙
を
恐
れ
る
が
ご
と
く
。
い
つ
も

。

、

、

。

、

。

誰
か
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

従
っ
て

小
さ
な
部
屋
は

騒
音
の
嵐

３

お
土
産
が
出
た

食
べ
た
も
の
は
前
菜
の
キ
ャ
ビ
ア
と
か
フ
ォ
ア
グ
ラ
、
鮭
・
ヒ
ラ
メ
、
牛
肉
・
羊
肉
。
ワ
イ

ン
と
シ
ャ
ン
パ
ン
は
フ
リ
ー
。
９
時
半
に
終
わ
っ
て
、
ほ
っ
と
一
息
。

明
日
は
イ
タ
リ
ア
上
陸
。
記
録
整
理
の
途
中
で
、
寝
て
し
ま
う
。



- 178 -

使
っ
た
通
貨

53.37
€

歩

17198月

日
（
木
）

第

日

メ
ッ
シ
ー
ナ
（
イ
タ
リ
ア
）
上
陸

4

12

97

落
ち
着
い
た
街
メ
ッ
シ
ー
ナ

７
時
に
起
床
。
船
は
、
イ
オ
ニ
ア
海
か
ら
メ
ッ
シ
ー
ナ
海
峡
に
入
り
、
左
舷
に
シ
シ
リ
ア

島
の
エ
ト
ナ
火
山
（

）
が
雪
を
か
ぶ
っ
た
姿
で
そ
び
え
て
い
る
。
メ
ッ
シ
ー
ナ
入
港

3323m

は
、
少
し
早
く
９
時
過
ぎ
。
接
岸
し
、
上
陸
は

時
に
は
可
能
に
。
船
か
ら
街
を
見
る
と
、

10

斜
面
に
家
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
反
対
側
は
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
港
の
先
に
メ
ッ
シ
ー
ナ
海
峡
が

あ
り
そ
の
向
こ
う
は
イ
タ
リ
ア
本
土
。
港
の
マ
ド
ン
ナ
の
像
が
目
立
つ
。
上
陸
ま
で
の
あ
い

だ
に
、
昨
日
の
記
録
整
理
と
港
の
ス
ケ
ッ
チ
。

時
半
に
上
陸
。
街
の
真
ん
中
の
岸
壁
に
接

10

岸
し
た
の
で
、
移
動
は
楽
だ
。
目
の
前
が
市
庁
舎
。

海
岸
線
を
南
に
、
本
土
と
の
渡
し
船
の
着
く
海
港
駅
（

）
に
行
く
。
海

Stazione
M

arittim
a

港
駅
の
隣
が
イ
タ
リ
ア
鉄
道
中
央
駅
（

）
こ
こ
か
ら
シ
チ
リ
ア
島
各
地
へ

Stazione
C

entrale

鉄
道
が
延
び
て
い
る
。
駅
の
隣
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
地
図
と
州
立
博
物
館

（

）
の
行
き
方
・
開
館
時
間
を
聞
い
た
。
昼
休
み
が
長
い
の
で

M
useo

R
egionale

di
M

essina

（
１

～

）
時
間
を
考
え
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:
:

30

4
00

町
の
北
に
あ
る
博
物
館
に
行
く
。
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
通
り
を
北
に
行
く
。
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
の
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噴
水
を
過
ぎ
、
進
ん
で
い
く
と
、
博
物
館
は
海
沿
い
の
リ
ベ
ル
タ
通
り
に
あ
る
。

博
物
館
は
、
入
場
料
３

、
こ
こ
の
博
物
館
は
、

世
紀
か
ら

世
紀
ま
で
の
作
品
を
収

€

12

18

蔵
し
て
、
主
に
は

～

世
紀
。
お
目
当
て
の
カ
ラ
バ
ッ
ジ
ョ
の
作
品
は

世
紀
だ
か
ら
、

16

18

17

～

室
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
さ
な
博
物
館
で
は
あ
る
が
、
よ
く
で
き
て
い
る
。

9

11
か
く
し
て
、

時
に
着
き
、
小
一
時
間
見
て
回
り
、
ト
ラ
ム
の
停
留
所
へ
。
ち
ょ
う
ど
目

12

の
前
が
ピ
ザ
屋
。
腹
も
減
っ
た
の
で
、
ピ
ザ
と
ビ
ー
ル
で
昼
食
。
ト
ラ
ム
で
駅
ま
で
帰
る
。

昼
休
み
に
入
っ
た
の
か
、
街
は
静
か
な
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
。
町
並
み
も
美
し
い
。

、

、

。

（

）
。

ド
ゥ
オ
ー
モ

時
計
塔

オ
リ
オ
ン
の
噴
水
と
広
場
は
街
の
中
心

時
計
塔
に
登
る

３
€

そ
の
後
展
望
台
の
カ
リ
ス
ト
教
会
、
山
の
マ
ド
ン
ナ
教
会
か
ら
景
色
を
見
る
が
、
と
て
も

い
い
景
色
だ
。
街
と
海
峡
と
そ
の
向
こ
う
の
イ
タ
リ
ア
本
土
。

山
を
下
る
と
、
ガ
レ
リ
ア
。
美
し
い
建
物
だ
が
、
今
は
何
に
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

W
i-Fi

４
時
頃
船
に
戻
り

を
持
っ
て
引
き
返
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め

、

、

、

PC

と
あ
る
ピ
ザ
屋
に
入
る
。
ビ
ー
ル

。
１
時
間
ほ
ど
で
船
に
戻
る
。

、

２

W
i-Fi

1.5
€

€

、

。

、

。

今
夜

時
過
ぎ
出
港
し

明
日
は
ナ
ポ
リ

こ
ち
ら
は
大
き
な
街
で

見
る
も
の
も
一
杯

８

使
っ
た
通
貨

16.7
€

歩

24485月

日
（
金
）
第

日

ナ
ポ
リ
・
ポ
ン
ペ
イ
上
陸

4

13

98
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広
大
な
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
を
歩
く

今
日
は
、
ナ
ポ
リ
上
陸
の
日
。

６
時
半
起
床
。
船
は
港
に
近
づ
い
て
い
る
。
今
日
は
、
市
内
見
物
と
い
う
予
定
に
し
て
い

た
。
が
、
そ
び
え
る
ベ
ス
ビ
ア
ス
山
を
見
て
、
急
に
気
持
ち
が
動
い
た
。
予
定
変
更
。
ポ
ン

ペ
イ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
町
は
他
に
も
あ
る
け
れ
ど
、
ポ
ン
ペ
イ
は
こ
こ
に

し
か
な
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
全
く
準
備
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
鉄
道
で
行
け
る
、
く
ら
い

、

。

、

。

の
こ
と
は
わ
か
っ
た
の
で

行
動
開
始

あ
い
に
く

天
気
は
小
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

８
時
半
下
船
。
マ
リ
ッ
チ
マ
駅
は
き
れ
い
な
建
物
で
あ
る
。
目
の
前
が
ヌ
ォ
ー
ヴ
ォ
城
。

ト
レ
ド
通
り
に
ぶ
つ
か
っ
て
か
ら
右
に
ど
ん
ど
ん
進
む
。
や
が
て
地
下
鉄
の
ダ
ン
テ
駅
。
１

号
線
の
始
発
駅
。
一
日
切
符

を
買
い
、
次
の
ム
ゼ
オ
駅
で
乗
り
換
え
、
２
号
線
で
ガ
リ

3.6
€

バ
ル
デ
ィ
へ
。
こ
こ
が
イ
タ
リ
ア
国
鉄
（

）
の
ナ
ポ
リ
中
央
駅
。

F.S.

チ
ル
ク
ス
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
ス
鉄
道
（

）
で
ソ
レ
ン
ト
行
き
に
乗
る
。

C
ircum

vesuviana

40

分
ほ
ど
で
、

駅
（
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
駅

。
駅
を
出
て
少
し
歩
く
と
、
入
場
券
売

Pom
pei

Scavi

）

り
場
。

。
地
図
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
も
ら
い
入
場
。

11
€

広
い
！
と
に
か
く
広
い
。
当
た
り
前
だ
。
一
つ
の
街
が
全
部
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
か
ら
。
大
き
な
競
技
場
や
神
殿
の
跡
を
み
て
も
、
相
当
な
規
模
の
街
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
区
画
は
整
然
と
整
備
さ
れ
、
各
戸
に
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
所
有
者
名
が
書
か
れ
た

。

。

家
も
あ
る

家
の
間
取
り
も
再
現
さ
れ
ロ
ー
マ
時
代
の
市
民
の
生
活
ぶ
り
を
彷
彿
と
さ
せ
る
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公
共
施
設
と
し
て
、
神
殿
、
劇
場
、
共
同
浴
場
、
競
技
場
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
ロ
ー

マ
の
土
木
技
術
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
美
し
い
建
物
で
あ
る
。
す
ご
い
、
と
考
え
な
が
ら
、
約

２
時
間
、
遺
跡
を
歩
き
回
っ
た
。

１
時
少
し
前
に
駅
に
戻
り
、
電
車
が
１
時
７
分
。
売
店
で
パ
ン
を
買
っ
て
昼
食
。
２
時
前

に
ナ
ポ
リ
に
戻
る
。

２
時
間
ほ
ど
時
間
が
あ
る
の
で
、
メ
ト
ロ
で
ム
ゼ
オ
駅
に
行
き
、
国
立
考
古
学
博
物
館

（

）
に
行
く
。
こ
こ
で
は
見
る
も
の
が
多
数
あ
り
、
１
時
間
で

M
useo

A
rcheologico

N
azional

駆
け
足
で
回
っ
た
。
大
理
石
彫
刻
、
エ
ジ
プ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ポ
ン
ペ
イ
出
土
の
モ
ザ
イ

ク
画
と
様
々
あ
り
、
時
間
を
か
け
た
い
所
だ
が
、
４
時
半
の
乗
船
な
の
で
、
仕
方
が
な
い
。

地
下
鉄
で
、
ダ
ン
テ
ま
で
行
き
、
港
ま
で
歩
く
。
ス
ー
パ
ー
で
ワ
イ
ン
購
入
。
イ
タ
リ
ア

ワ
イ
ン
だ
が
、
特
売
品
で
安
い
！

の
赤
ワ
イ
ン
が

だ
。
２
本
買
っ
た
。

D
.
O
.
C
.

2.9
€

４
時
過
ぎ
に
船
に
戻
る
。
余
り
に
お
腹
が
減
っ
た
の
で
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
食
べ
る
。
そ

の
後
部
屋
で
休
憩
と
記
録
整
理
。
夕
食
は
、
前
菜
、
ス
ー
プ
、
ス
テ
ー
キ
パ
ス
タ
添
え
。

使
っ
た
通
貨

34.6
€

歩

27934月

日
（
土
）

第

日

ア
ジ
ャ
ッ
シ
オ
（
コ
ル
シ
カ
島
）
上
陸

4

14

99

青
い
海
、
赤
い
屋
根
、
花
の
咲
く
コ
ル
シ
カ
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今
日
は
、
コ
ル
シ
カ
島
の
ア
ジ
ャ
ッ
シ
オ
（

。

A
jaccio

）

ナ
ポ
リ
を
出
た
船
は
、
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
を
横
断
し
、
ボ
ニ
フ
ォ
シ
オ
海
峡
を
抜
け
、
コ
ル

シ
カ
島
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
コ
ル
ス
だ
が
、
コ
ル
シ
カ
で
い
き
ま
す
）
の
西
岸
に
あ
る
街
ア

ジ
ャ
ッ
シ
オ
（
ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
）
に
到
達
し
た
の
が
８
時
。
接
岸
が
９
時
。

、

。

、

、

６
時
半
過
ぎ
に
起
床

朝
食

上
陸
準
備

予
定
で
は

テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
の
は
ず
が

、

接
岸
し
て
い
る
。
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
テ
ン
ダ
ー
だ
と

分
以
上
余
計
に
時
間
が
か
か
る
。

30

船
か
ら
見
る
ア
ジ
ャ
ッ
シ
オ
の
町
は
、
青
い
海
と
家
々
の
屋
根
の
赤
瓦
、
淡
い
暖
色
系
の

色
合
い
の
壁
が
と
て
も
美
し
い
。
大
急
ぎ
で
ス
ケ
ッ
チ
。

時
の
予
定
が
早
ま
り
、

時
過

11

10

ぎ
に
上
陸
。
こ
こ
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
。
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
と
違

っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
は
少
し
わ
か
る
の
で
、
何
と
な
く
安
心
感
が
あ
る
。
街
を
歩
い
て
も
、
書

、

、

。

か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し

簡
単
な
会
話
も
で
き
る
し
で

ず
い
ぶ
ん
気
持
ち
が
違
う

岩
下
さ
ん
母
娘
と
一
緒
に
な
る
。
ま
ず
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
家

（

）
に

」

M
aison

B
onaparte

向
か
う
。
広
場
で
は
、
テ
ン
ト
が
出
て
、
市
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
家
に
着
い

た
が
、
ま
だ
開
館
し
て
い
な
い
。
待
っ
て
い
る
間
に
郵
便
局
に
行
き
切
手
を
購
入
。

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
家
に
戻
り
、
入
る
。
音
声
ガ
イ
ド
付
き
で
６

。
３
階
か
ら
、
下
り
て
く

€

。

、

。

、

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

当
時
の
も
の
で
は
な
く

後
に
手
を
入
れ
た
の
が
今
の
家
だ

が

当
時
の
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
く
る
。
街
の
南
側
の
シ
タ
デ
ル
（
要
塞
）
に
行
く
。
今
は
軍
が

使
っ
て
お
り
、
外
か
ら
見
る
の
み
。
向
こ
う
側
の
青
い
海
と
浜
が
き
れ
い
で
あ
る
。
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街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
通
り
に
沿
っ
て
北
上
。
途
中
、
絵
葉
書
と
名
物

の
コ
ル
シ
カ
ナ
イ
フ
（

）
を
購
入
。
国
鉄
駅
ま
で
歩
く
。

分
く
ら
い
。
櫛
形
ホ
ー
ム

19.8
€

20

の
終
着
駅
。
街
の
中
心
に
向
か
っ
て
戻
る
途
中
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
プ
ラ
デ
ジ
ュ
ー
ル
（
今

日
の
お
す
す
め
料
理
・
牛
肉
と
マ
カ
ロ
ニ
ト
マ
ト
味

）
と
ビ
ー
ル
。

12
€

そ
の
後
、
フ
ェ
ッ
シ
ェ
博
物
館
（

）
に
入
る
。
昔
の
宮
殿
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

M
usee

Fesch

関
係
の
資
料
と

世
紀
の
絵
画
を
多
数
収
蔵
し
て
い
る
。
ボ
ッ
チ
チ
ェ
リ
も
あ
る
。

～
16

18

船
に
戻
り
、

を
持
っ
て
来
て
、
ビ
ス
ト
ロ
に
入
り

に
ア
ク
セ
ス
し
、

の
更

W
i-Fi

W
eb

PC

新
と
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、
調
べ
物
を
少
し
。
繁
華
街
の
フ
ェ
ッ
シ
ェ
通
り
を
散
歩
。
桜
に

似
た
花
が
咲
き
春
の
趣
で
あ
る
。
昼
頃
に
わ
か
雨
、
午
後
は
晴
れ
て
気
持
ち
の
よ
い
天
気
。

４
時
半
頃
船
に
戻
る
。
隣
に
、
コ
ス
タ
の
大
き
な
ク
ル
ー
ズ
船
が
着
岸
し
、

隻
が
停
泊

３

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
港
は
賑
や
か
だ
。
５
時
半
に
乗
船
完
了
。
６
時
過
ぎ
、
出
港
。

明
後
日
で
下
船
す
る
岩
下
さ
ん
た
ち
、

さ
ん
た
ち
と
、
日
本
人
５
人
で
会
食
。

SIZU
E

使
っ
た
通
貨

62.17
€

歩

24449月

日
（
日
）
第

日

バ
ル
セ
ロ
ナ
上
陸

第
１
日

4

15

100

ピ
カ
ソ
と
ガ
ウ
デ
ィ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

今
日
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
上
陸
の
日
。
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昨
夜
か
ら
北
西
の
強
い
風
と
と
も
に
海
は
少
し
荒
れ
気
味
。
こ
れ
が
ミ
ス
ト
ラ
ル
と
い
う

風
だ
ろ
う
か
。
７
時
半
少
し
前
に
起
床
。
到
着
予
定
が

時
な
の
で
、
半
日
は
ゆ
っ
く
り
。

12

入
港
後
、
船
の
向
こ
う
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
が
見
え
て
い
る
。

朝
食
後
、

の
ア
ッ
プ
。
節
約
し
て
き
た
の
で
、
一
〇
〇
〇
分
の
う
ち
三
〇
〇
分
余
り

W
eb

残
っ
て
い
る
。
上
陸
地
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
資
料
を
読
む
。
今
日
は
、
街
を
歩
く
こ
と
に
す
る
。

時
半
少
し
早
い
昼
食
。

時
に
上
陸
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
広
場
ま
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出

11

12

て
い
る
。
５
分
ほ
ど
で
コ
ロ
ン
ブ
ス
広
場
。
広
場
に
は
、
と
て
も
高
い
塔
の
上
に
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
手
を
海
に
向
か
っ
て
広
げ
て
い
る
。

ま
ず
フ
ラ
ン
サ
駅
ま
で
歩
き
、
シ
タ
ウ
デ
リ
ャ
公
園
に
入
る
。
広
い
公
園
で
、
家
族
連
れ

や
若
者
が
楽
し
ん
で
い
る
。
楽
し
い
雰
囲
気
だ
。
踊
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
さ
て
、

地
球
の
歩
き
方
の
地
図
に
は
、
こ
こ
に
近
代
美
術
館
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
行
っ

て
み
る
と
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
議
会
の
建
物
。
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
ピ
カ
ソ
美
術
館
。
こ
ち
ら
は
、
町
中
の
建
物
の
中
に
あ
っ
た
。
入
場

料

。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
過
ご
し
た
時
期
が
長
か
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
作
品
の
数
は
多
い
。

11
€

特
に
、
若
き
頃
の
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
う
い
う
絵
を
描
い
て
い
た
の
か
、
と
感
心
す

る
。
手
の
デ
ッ
サ
ン
な
ど
は
す
ご
く
う
ま
い
。
時
代
が
移
り
、
青
の
時
代
、
桃
色
の
時
代
の

作
品
も
あ
り
、
あ
の
画
風
の
作
品
に
な
っ
て
い
く
。
陶
芸
な
ど
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
出
て
、
カ
テ
ド
ラ
ル
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
音
楽
堂
を
通
り
、
ガ
ウ
デ
ィ
の
カ
サ
カ
ル
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ベ
を
見
に
行
く
。
こ
れ
は
建
物
の
正
面
か
ら
見
る
の
み
。

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
広
場
に
出
て
、
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
を
歩
く
。
お
目
当
て
の
サ
ン
・
ジ
ュ
セ

ッ
プ
市
場
は
今
日
は
休
み
。
リ
セ
ウ
劇
場
前
を
通
り
グ
エ
ル
邸
（

）
に
行
く
。

Palau
G

uell

こ
こ
は
前
回
行
き
残
し
た
と
こ
ろ
。
入
場
料

で
日
本
語
音
声
ガ
イ
ド
付
き
。
こ
の
ガ
イ

10
€

ド
は
、
時
々
画
像
情
報
を
表
示
し
て
解
説
の
参
考
に
す
る
『
新
型
』
ガ
イ
ド
機
。
ガ
ウ
デ
ィ

の
才
能
の
す
ご
さ
に
改
め
て
目
を
見
張
る
。
金
属
・
石
・
木
な
ど
材
料
を
駆
使
し
、
新
し
い

形
を
作
り
出
し
、
な
お
か
つ
機
能
的
に
優
れ
た
建
物
だ
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ス

プ
ー
ン
（
６

）
を
買
っ
た
ら
、
立
派
な
フ
エ
ル
ト
の
袋
ま
で
つ
い
て
き
た
。

€

観
光
客
で
賑
や
か
な
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
を
そ
の
ま
ま
歩
く
と
、
今
日
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の

コ
ロ
ン
ブ
ス
広
場
。
ポ
ル
ト
ベ
イ
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
覗
い
て
、
バ
ス
で
船
に

戻
る
と
６
時
。
夕
食
は
、
前
菜
（
蟹
、
パ
テ

、
ス
ー
プ
、
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
。

）

旅
は
つ
い
に

日
目
と
な
っ
た
。
あ
と

日
。
早
い
も
の
だ
。

100

12

今
日
使
っ
た
通
貨

30.5
€

歩

23743

月

日
（
月
）

第

日

バ
ル
セ
ロ
ナ
上
陸

第

日

4

16

101

２

モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
で
プ
チ
山
歩
き

今
日
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
２
日
目
。
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バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら

ほ
ど
離
れ
た
モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
（

）
に
行
く
。
こ
の
モ
ン

M
ontserrat

60
km

セ
ラ
ッ
ト
は
、
昨
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
留
学
し
た
時
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
出
身
の
留
学
生
と
知

り
合
い
、
バ
ル
セ
ル
ナ
か
ら
１
時
間
く
ら
い
の
所
に
山
が
あ
り
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
と
教
え

て
も
ら
っ
た
。
彼
女
の
名

も
こ
の
山
に
ち
な
み
つ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

M
ontserrat

７
時
半
過
ぎ
に
船
を
出
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
広
場
の
地
下
鉄
駅
ド
ラ
タ
ナ
ス
ま
で
歩
く
。
８

、

（

）

（

）

（

）
。

時
過
ぎ
に
着
い
て

地
下
鉄

メ
ト
ロ

３
号
線

で
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
広
場
へ

２

L3

€

鉄
道
駅
に
行
く
と
、
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
に
行
く
切
符
の
案
内
所
が
あ
り
、
列
車
と
ラ
ッ
ク
鉄
道

。

、

。

と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
券
を

で
購
入
し
た

電
車
は

次
は

時

分

25.25
€

9

38

モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
着
は

時
４
分
と
書
か
れ
て
い
る
。

分
以
上
待
つ
が
仕
方
が
な
い
。

11

40

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
乗
客
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
席
が
な
く
な
り
１
時
間
立
っ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
乗
車
位
置
も
整
列
乗
車
も
な
い
こ
の
国
の
鉄
道
の
習
慣
だ
。
さ
す

が
に
１
時
間
は
つ
ら
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
観
光
地
に
行
く
列
車
で
立
た
さ
れ
た
の
は
、

記
憶
に
な
い
。
ど
こ
で
も
ゆ
と
り
を
持
っ
て
車
両
編
成
し
て
い
る
の
に
・
・
・
。

ア
エ
リ
駅
で
半
分
く
ら
い
降
り
た
の
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
行
く
人
た
ち
だ
。
も
ち
ろ
ん

標
高

の
モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
ま
で
歩
け
ば
、
３
時
間
位
で
着
く
の
で
歩
く
人
も
い
る
。

750
m

乗
換
駅
か
ら
は
、
ラ
ッ
ク
軌
道
を
電
車
で
、
急
斜
面
を
登
っ
て
い
く
。

分
程
で
、
モ
ン

20

セ
ラ
ッ
ト
に
着
く
。
目
の
前
に
は
頂
が
丸
く
削
ら
れ
た
岩
、
そ
の
間
に
作
ら
れ
た
岩
の
建
物

が
見
え
る
。
バ
ジ
リ
カ
に
行
く
が
、

時
ま
で
は
入
場
で
き
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。
建
物

12
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自
体
は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
彫
刻
な
ど
で
飾
り
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

発
の
サ
ン
ホ
ア
ン
に
行
く
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
る
。
こ
れ
は
す
ご
い
急
傾
斜
を
登
っ

:11
40

て
い
く
。
教
会
の
あ
る
と
こ
ろ
は
標
高

。
上
の
サ
ン
ホ
ア
ン
駅
は

で
あ
る
。

750
m

970
m

駅
か
ら
、
道
が
延
び
て
い
て
、
サ
ン
ホ
ア
ン
（

）

分
、
サ
ン
タ
マ
グ
ダ
レ
ー

Sant
Joan

15

ナ
（

）

分
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
、
自
動
車
が
通
れ
る
道
。
サ
ン
オ

Santa
M

agdarena

30

ノ
フ
レ
を
過
ぎ
る
と
、
細
い
ト
ラ
バ
ス
道
に
な
り
、
階
段
に
な
り
、
山
道
に
な
る
。

サ
ン
タ
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
の
展
望
台
が
あ
る
は
ず
だ
が
途
中
の
ピ
ー
ク
に
登
り
、
景
色
を
楽

し
ん
だ
。

分
く
ら
い
歩
い
て
標
高
は

だ
か
ら

く
ら
い
登
っ
た
こ
と
に
な
る
。

30

1150
m

180
m

久
し
ぶ
り
の
「
高
山
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
引
き
返
し
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
駅
へ
。
１
時
間

少
し
の
「
山
行
」
で
あ
っ
た
。
高
山
植
物
ら
し
き
花
も
い
く
つ
か
見
か
け
た
。

、

、

。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
下
り

バ
ジ
リ
カ
に
行
く
が

聖
歌
隊
の
合
唱
が
あ
る
と
か
で
超
満
員

外
か
ら
祭
壇
を
見
て
、
登
山
電
車
の
駅
に
向
か
う
。
１
時

分
に
出
発
。
が
ら
空
き
だ
。
途

20

中
、
遠
く
に
雪
を
か
ぶ
っ
た
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
が
見
え
、
深
い
谷
に
向
か
っ
て
電
車
は
ど
ん
ど

ん
下
っ
て
い
く
。
乗
換
駅
に
は
何
も
店
は
な
い
。
５
分
で
、
自
販
機
で
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
買
っ

て
昼
食
代
わ
り
。
電
車
に
乗
り
換
え
、
１
時
間
余
で
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
駅
。
時
刻
は

時
。

３

タ
ル
ー
ニ
ャ
美
術
館
に
行
く
。
建
物
は
昔
の
王
宮
だ
と
か
で
、
大
変
威
厳
の
あ
る
建
物
。

行
っ
た
が
、
月
曜
で
休
み
。
残
念
。
公
園
は
花
や
緑
の
葉
で
、
春
た
け
な
わ
で
あ
る
。

次
の
サ
ン
ジ
ョ
セ
ッ
プ
市
場
は
と
て
も
賑
や
か
。
木
の
実
や
果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
を
売
る
店
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は
カ
ラ
フ
ル
だ
。
肉
屋
や
チ
ー
ズ
屋
、
魚
屋
も
あ
る
。
ま
さ
に
、
市
民
の
台
所
だ
。
酒
屋
で

ワ
イ
ン
を
購
入
。

年
も
の
の
赤
ワ
イ
ン
が
、
特
売
で

。
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通
り
を
南
に
コ

2009

4.9
€

ロ
ン
ブ
ス
広
場
。
そ
こ
か
ら
船
ま
で

分
く
ら
い
歩
き
、
５
時
に
帰
船
。
久
し
ぶ
り
に
、
５

15

時
半
か
ら
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
夕
食
。

前
菜
、
ス
ー
プ
、
エ
ビ
の
フ
リ
ッ
タ
ー
。

８
時
か
ら
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
４
人
の
ダ
ン
サ
ー
が
踊
る
フ
ラ
メ
ン
コ
を
楽
し
ん
だ
。

、

。

。

日
を
越
え

あ
と
２
回
の
上
陸
で
こ
の
旅
は
終
わ
り
に
な
る

終
わ
り
が
見
え
て
き
た

100今
日
使
っ
た
通
貨

40.5
€

歩

26273月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

4

17

102

東
半
球
か
ら
西
半
球
へ

今
日
は
、
地
中
海
を
ひ
た
す
ら
西
へ
。
６
時
に
起
き
た
が
、
６
時
半
に
歩
き
始
め
る
。
上

陸
が
８
日
も
続
い
た
た
め
、
久
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
天
気
は
上
々
。

三
日
月
が
残
っ
て
い
る
。
船
が
何
隻
か
航
行
し
て
い
る
。
こ
こ
に
水
平
線
か
ら
太
陽
が
昇

っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
美
し
さ
と
い
っ
た
ら
何
と
表
現
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

船
は
ス
ペ
イ
ン
沖
を
航
行
し
て
い
る
。
昼
前
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
を
通
る
経
度
０
度
の
子
午
線

を
通
過
。
東
半
球
か
ら
西
半
球
へ
入
っ
た
。
前
に
東
半
球
に
入
っ
た
の
は
、
日
付
変
更
線
を

通
過
し
た
２
月

日
だ
っ
た
か
ら
、
約
２
ヶ
月
か
け
東
半
球
を
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。

20
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昼
過
ぎ
か
ら
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
山
々
が
見
え
た
。
フ
ィ
ラ
ブ
レ
ス
山
脈
・
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ

。

。

山
脈
な
ど
の
三
千

級
の
山
々
が
海
岸
近
く
に
あ
る

４
月
だ
か
ら
ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
る

m

午
前
中
、

の
更
新
と
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
し
て
、
明
日
の
上
陸
地
カ
デ
ィ
ス
の

W
eb

資
料
を
読
む
。
つ
い
に
資
料
も
、
次
の
マ
デ
ィ
ラ
島
だ
け
に
な
り
、
あ
と
数
枚
に
な
っ
た
。

昼
食
は
、
ミ
ー
ト
パ
イ
と
野
菜
サ
ラ
ダ
。
午
後
は
、
映
画
、
読
書
。
に
の
ん
び
り
し
た
。

、

、

、

。

、

、

夕
食
は

前
菜

ス
ー
プ

牛
肉
リ
ブ
ス
テ
ー
キ

い
つ
も
で
あ
る
が

こ
こ
の
牛
肉
は

カ
ッ
ト
が
大
き
い
。
今
夜
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
。

歩

12536月

日
（
水
）

第

日

カ
デ
ィ
ス
（
ス
ペ
イ
ン
）
上
陸

4

18

103

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
果
て
、
大
西
洋
の
港
町
カ
デ
ィ
ス

今
日
は
ス
ペ
イ
ン
の
大
西
洋
側
の
港
町
カ
デ
ィ
ス
に
上
陸
す
る
。
７
時
前
起
床
。
朝
食
を

済
ま
せ
、
手
早
く
ス
ケ
ッ
チ
。
船
か
ら
見
る
と
、
カ
デ
ィ
ス
は
『
塔
の
町

。
』

８
時
過
ぎ
に
船
を
下
り
る
。
民
族
衣
装
を
着
た
二
人
が
お
出
迎
え
。
停
泊
地
は
町
の
真
ん

中
で
市
庁
舎
の
前
。
市
庁
舎
の
隣
が
、
カ
テ
ド
ラ
ル
。
そ
こ
か
ら
海
に
行
く
と
ロ
ー
マ
の
劇

場
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
町
は
、
古
く
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
植
民
地
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
に

組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
イ
ス
ラ
ム
、
そ
し
て
独
立
し
た
ス
ペ
イ
ン
へ
と
変
遷
し
て
き
た
。

そ
の
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
劇
場
の
跡
で
あ
る
。
門
の
み
残
っ
て
い
る
。
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繁
華
街
を
通
っ
て
行
く
。
花
の
広
場
に
は
文
字
通
り
花
屋
が
た
く
さ
ん
。
向
か
い
の
黄
色

の
瀟
洒
な
建
物
は
郵
便
局
。
内
装
も
し
ゃ
れ
て
い
る
。
石
畳
の
細
い
道
を
歩
い
て
行
く
。

そ
こ
か
ら
す
ぐ
先
が
タ
ビ
ラ
の
塔
で
あ
る
。
こ
の
塔
は

年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
町
で
一

1778

番
高
い
塔
。
屋
上
に
上
る
と
、
海
に
囲
ま
れ
た
カ
デ
ィ
ス
の
町
が
一
望
で
き
る
。
名
物
の
カ

メ
ラ
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
は
潜
望
鏡
と
暗
箱
を
繋
い
だ
よ
う
な
外
界
の
景
色
を
見
る
装
置
。

少
し
戻
り
、
市
場
を
ぶ
ら
ぶ
ら
。
魚
屋
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
他
に
も
肉
屋
、
八
百
屋
、
果

物
屋
な
ど
が
建
物
の
中
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
営
業
し
て
い
る
。

町
の
先
端
の
シ
タ
デ
ル
（
要
塞
）
ま
で
行
く
。
こ
こ
か
ら
先
は
大
西
洋
。
向
こ
う
は
ア
メ

リ
カ
だ
。
建
物
は
、
写
真
や
絵
な
ど
の
展
示
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

町
に
戻
り
、
絵
は
が
き
を
買
い
、
昼
食
。
市
場
の
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
。
海
産
物
が

名
物
と
か
で
、
お
す
す
め
の
魚
の
料
理
と
ビ
ー
ル
を
頼
ん
だ
ら
、
焼
い
た
魚
が
出
て
き
た
。

そ
の
後
、
カ
デ
ィ
ス
美
術
館
へ
行
く
。
こ
こ
は
、
考
古
学
展
示
と
美
術
展
示
の
２
本
立
て

で
あ
る
。
日
本
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
た
。
建
物
は
元
の
修
道
院
と
か
で
、
ゆ

っ
た
り
作
ら
れ
て
い
る
。
考
古
学
展
示
で
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
植
民
地
時
代
の
も
の
、
ロ
ー

マ
時
代
の
も
の
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
美
術
は

～

世
紀
の
宗
教
画
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

16

18

。

。

、

次
は
サ
ン
フ
ェ
リ
ペ
ネ
リ
礼
拝
堂

隣
の
博
物
館
は
な
ぜ
か
無
料

宗
教
画
や
物
以
外
に

カ
デ
ィ
ス
の
昔
の
地
図
や
町
の
模
型
な
ど
が
あ
る
。

市
場
に
出
て
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
屋
で
小
さ
な
時
計
皿
を
一
つ
買
う
。
持
っ
て
帰
る
こ
と
を
考
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え
る
と
大
き
な
物
が
買
え
な
い
。
き
れ
い
な
皿
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
に
。

カ
テ
ド
ラ
ル
に
戻
っ
て
入
場
（
５

）
こ
れ
は
、
博
物
館
と
共
通
。
と
て
も
大
き
な
建
物

€

、

。

、

、

で

中
は
広
々
と
し
た
空
間
で
あ
る

裏
に
回
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
博
物
館
は

絵
の
他
に

宝
物
館
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な
、
き
ら
き
ら
光
る
儀
式
用
の
品
々
を
展
示
し
て
い
る
。

海
沿
い
の
道
を
進
み
、
カ
デ
ィ
ス
の
城
門
（

）
ま
で
来
る
。
大
砲
が
町
の

Puerto
de

Tierra

入
口
を
に
ら
ん
で
い
る
。
半
島
の
町
カ
デ
ィ
ス
を
外
敵
か
ら
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。
リ
ト
グ
ラ
フ
博
物
館
へ
行
く
。
入
場
無
料
で
展
示
室
に
は
石
版
印
刷
し
て
い
た
頃
の

道
具
や
機
械
、
そ
し
て
石
版
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
精
巧
さ
に
驚
い
た
。

ス
ペ
イ
ン
国
鉄

の
カ
デ
ィ
ス
駅
は
、
旧
駅
舎
を
残
し
た
ま
ま
、
新
し
い
駅
舎
に
な

renfe

っ
て
い
る
。
新
幹
線

の
車
両
が
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
か
、
鉄
道
を
使
え
ば
、
今
日

A
V

E

は
乗
船
が

時
と
遅
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
セ
ビ
リ
ア
に
行
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
！
と
気
が
つ

10

く
も
後
の
祭
り
。
２
時
間
弱
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
本
数
も
１
時
間
に
１
本
あ
る
。

６
時
に
船
に
戻
る
。
夕
食
は
、
ス
ペ
イ
ン
祭
り
と
か
で
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
な
ど
が
出
て
い

る
。
パ
エ
リ
ャ
は
い
ま
い
ち
だ
っ
た
が
、
セ
ラ
ノ
ハ
ム
や
ら
海
産
物
を
食
べ
た
。
と
い
う
こ

と
で
、
今
日
は
ス
ペ
イ
ン
料
理
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

使
っ
た
通
貨

72.46
€

歩

26250
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月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

4

19

104

大
西
洋
初
日
は
、
大
き
な
う
ね
り

朝
か
ら
風
が
強
く
、
う
ね
り
も
あ
る
。

（
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
）
と
は
、
海
上
で

B
eaufort

の
風
の
強
さ
の
指
標
で
、

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
数
値
で
表
す
の
だ
が
、
朝
の
う
ち

0

12

は
６
で
あ
っ
た
。
デ
ッ
キ
に
行
く
ド
ア
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

イ
ン
ド
ア
で
１
時
間
歩
く
。
揺
れ
て
結
構
歩
き
に
く
い
。
船
が
こ
れ
だ
け
揺
れ
た
の
は
、

チ
リ
沖
の
太
平
洋
で
の
１
日
だ
け
だ
っ
た
。
終
え
て
、
食
堂
に
行
く
と
、
人
は
ぱ
ら
ぱ
ら
。

そ
の
後
、

の
更
新
と
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
、
読
書
を
し
て
い
た
ら
、
猛
烈
に
眠

W
eb

く
な
り
、
少
し
早
い
シ
エ
ス
タ
。
昼
食
時
も
、
食
堂
に
客
は
少
な
い
。

午
後
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
。
揺
れ
る
椅
子
で
、
久
し
ぶ
り
に
３
時
間
ほ
ど
読
書
を
楽
し

ん
だ
。
午
後
に
は
、
少
し
う
ね
り
も
小
さ
く
な
り
、
デ
ッ
キ
も
開
放
さ
れ
た
が
、
揺
れ
は
続

き
、
風
は
強
く
人
は
少
な
い
。
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
は
、
動
か
な
い
よ
う
に
ヒ
モ
で
結
ば
れ
て
い

。

、

、

。

た

夕
方
に
は

ヒ
モ
を
外
し
て
い
た
の
で

も
う
こ
れ
以
上
は
揺
れ
な
い
と
言
う
こ
と
だ

と
こ
ろ
で
、
ア
テ
ネ
で
カ
デ
ィ
ス
の
船
会
社
の
自
分
宛
に
郵
便
物
を
送
っ
た
の
が
、
昨
日

。

、

、

、

届
い
た

こ
の
郵
便
は

ア
テ
ネ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
国
際
郵
便
局
に
送
ら
れ

カ
デ
ィ
ス
へ

そ
し
て
船
会
社
を
経
て
、
自
分
の
部
屋
に
届
い
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
が
返
還
さ
れ
た
。
中
を
あ
け
る
と
、
寄
港
し
た
国

の
ス
タ
ン
プ
が
ベ
タ
ベ
タ
と
押
さ
れ
て
い
る
。
ビ
ザ
も
多
数
。
も
う
必
要
な
シ
ー
ン
が
な
い
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と
言
う
こ
と
で
、
旅
も
い
よ
い
よ
終
わ
り
だ
。

明
日
は
最
後
の
上
陸
地
・
マ
デ
ィ
ラ
島
フ
ン
シ
ャ
ル
に
行
く
。

歩
12600月

日
（
金
）

第

日

フ
ン
シ
ャ
ル
（
マ
デ
ィ
ラ
島
）
上
陸

4

20

105

マ
デ
ィ
ラ
島
は
花
の
島

カ
デ
ィ
ス
を
出
て
１
日
半
の
航
海
で
、
大
西
洋
に
浮
か
ぶ
島
マ
デ
ィ
ラ
島
の
フ
ン
シ
ャ
ル

。

。

。

、

に
到
着
す
る

こ
こ
が
こ
の
航
海
最
後
の
寄
港
地

６
時
前
に
目
を
覚
ま
す

朝
７
時
頃
に

港
に
着
く
。
ま
だ
真
っ
暗
。
町
の
灯
り
は
一
杯
に
広
が
り
、
な
か
な
か
い
い
景
色
だ
。
朝
食

後
、
大
急
ぎ
で
ス
ケ
ッ
チ
。
上
陸
の
支
度
。
８
時
半
に
船
を
下
り
る
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
待
っ
て
い
る
。
５
分
ほ
ど
で
町
の
真
ん
中
の
要
塞
の
前
。

と
り
あ
え
ず
モ
ン
テ
に
登
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
行
く
。
石
を
埋
め
込
ん
だ
歩
道
が
美
し
い

。

、

。

。

町
だ

分
近
い
待
ち
時
間
に

近
く
の
ラ
ヴ
ラ
ド
ー
レ
ス
市
場
に
行
く

こ
こ
は
す
ご
い

30

魚
市
場
の
部
分
で
は
、
魚
屋
が
何
軒
も
店
を
出
し
て
い
る
。
マ
グ
ロ
・
鯖
・
ウ
ツ
ボ
・
黒
太

刀
魚
・
貝
と
い
ろ
い
ろ
並
ん
で
い
る
。
八
百
屋
果
物
屋
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜

果
物
が
並
ん
で
い
る
。
お
土
産
屋
も
あ
り
、
絵
は
が
き
３
枚
と
切
手
を
購
入
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
乗
り
場
に
戻
り
、
往
復
切
符

を
購
入
し
、
乗
り
込
む
。
窓
か
ら
の

15
€

景
色
は
、
フ
ン
シ
ャ
ル
の
町
が
海
岸
か
ら
次
第
に
山
に
向
か
っ
て
開
け
て
き
た
様
子
が
よ
く
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わ
か
る
。
白
い
漆
喰
と
赤
い
屋
根
瓦
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

分
で
標
高

の
モ

15

550
m

ン
テ
。
教
会
ま
で
歩
き
、
景
色
を
眺
め
る
。
さ
ら
に
上
に
、
か
な
り
急
な
坂
を
、
バ
ス
の
始

発
駅
（
標
高

）
ま
で
行
き
引
き
返
す
。
途
中
、
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
お
り
、
大
き
な

715
m

木
の
桜
の
花
も
あ
っ
た
。
春
た
け
な
わ
の
風
情
で
あ
る
。
次
に
ジ
ャ
ル
ダ
ン
イ
ン
ペ
ラ
ド
ー

ル
に
い
く
。
こ
こ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
別
荘
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
で
、
入
園
料
６

。
余

€

り
客
は
来
て
い
な
い
の
で
静
か
。
こ
こ
で
も
ツ
ツ
ジ
の
花
を
見
た
。

こ
こ
の
名
物
は
、
ト
ボ
ガ
ン
と
い
う
、
ソ
リ
の
付
い
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
坂
を
下
る
乗
り
物

だ
。
観
光
用
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
操
縦
す
る
男
た
ち
が
客
を
待
っ
て
い
る
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下
り
、
町
に
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
通
っ
て
ア
リ
ア
ガ
通
り
へ
。
カ

テ
ド
ラ
ル
の
あ
た
り
で
賑
や
か
な
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
か
で
、
花
の
展
示
や
道
添
い
に
生
花
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
あ
り
、
ま
た
、
テ
ン
ト
が
出
て

い
た
り
、
音
楽
が
あ
っ
た
り
、
踊
り
が
あ
っ
た
り
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
。
並
木
の
ジ
ャ
カ
ラ

ン
ダ
が
紫
色
の
花
を
付
け
、
こ
こ
が
亜
熱
帯
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
園
に
は
、
花
が
咲

、

、
「

」

。

き
乱
れ
て
い
る

と
い
っ
た
感
じ
で

花
の
島
マ
デ
ィ
ラ

を
感
じ
さ
せ
る
一
日
だ
っ
た

途
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
ビ
ー
ル
と
ラ
パ
ス
（
カ
サ
貝
の
グ
リ
ル
）
で
一
休
み
。
マ
デ
ィ

、

、

、

。

、

ラ
刺
繍
を
買
お
う
と

店
を
教
え
て
も
ら
い

行
っ
て
み
た
が

昼
休
み

市
場
の
近
く
で

、

。

。

他
の
刺
繍
の
店
を
見
つ
け
て
入
り

２
枚
購
入

ナ
プ
キ
ン
く
ら
い
の
大
き
さ
で
１
枚

100
€

し
か
し
、
全
部
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
物
だ
か
ら
、
こ
ん
な
も
の
だ
。
今
回
の
旅
行
で
最
も
高
額
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の
お
土
産
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
酒
造
に
行
く
が
見
学
ツ
ア
ー
は
残
念
だ
が
間
に
合
わ
な
い
。
マ
デ
ィ

ラ
ワ
イ
ン
を
購
入
。
こ
の
店
の
店
構
え
は
、
古
い
修
道
院
と
か
で
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。

要
塞
前
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、
船
に
帰
る
。
３
時
過
ぎ
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ピ
ザ
を
つ
ま
み
、
シ
ャ
ワ
ー
。

。

、

、

。

。

夕
食
は
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
で

前
菜

ス
ー
プ

貝
柱
グ
リ
ル

ち
ょ
う
ど
船
が
出
港

こ
れ
か
ら
７
日
間
は
海
で
、
次
の
陸
地
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
。
い
よ
い
よ
旅
も
大
詰
め
だ
。

使
っ
た
通
貨

46.25
€

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い

202
€

歩

27121月

日
（
土
）

第

日

終
日
航
海

4

21

106

下
船
モ
ー
ド
へ

６
時
起
床
、
う
ね
り
は
収
ま
っ
て
い
る
。
６
時
半
か
ら
歩
き
始
め
る
。
日
の
出
は
６
時
50

分
。
天
気
は
曇
。
高
積
雲
が
空
を
覆
っ
て
い
る
が
所
々
に
青
空
も
。
歩
き
終
え
て
、
ジ
ム
で

計
量
、
食
堂
で
ジ
ュ
ー
ス
。

あ
と
一
週
間
の
航
海
で
、
最
終
目
的
地
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
。
そ
れ
ま
で
に
や
る
こ

と
を
整
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
。
と
り
あ
え
ず
、

の
整
理
。
初
期
の
頃
、
書
式
も
い
ろ

W
eb
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い
ろ
だ
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
読
み
返
し
、
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
午
前
中
、
こ
の
仕

事
と
、
５
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
読
書
。

昼
食
時
、

姉
妹
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
鶏
の
唐
揚
げ
が
お
い
し
か
っ
た
。

SIZU
E

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
デ
ー
と
か
で
、
ウ
ェ
イ
タ
ー
さ
ん
た
ち
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
衣
装
バ
チ
ッ
ク

を
着
て
給
仕
を
し
て
い
た
。
バ
チ
ッ
ク
は
非
常
に
細
か
な
模
様
の
美
し
い
布
で
作
ら
れ
た
シ

ャ
ツ
で
あ
る
。
午
後
は

の
整
理
続
き
。

W
eb

い
よ
い
よ
、
下
船
に
備
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
動
き
だ
し
て
い
る
。
話
題
も
こ
の
こ

と
に
な
り
始
め
て
い
る
し
、
ラ
ゲ
ッ
ジ
シ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
、
梱
包
資
材
の
販
売

や
手
伝
い
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
窓
口
も
設
け
ら
れ
た
。

夕
食
は
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
人
５
人
で
会
食
。
シ
ー
フ
ー
ド
パ
ス
タ
を
い

た
だ
く
。
７
時
半
か
ら

時
ま
で
話
が
弾
む
。

10

、

。

、

、

、

か
く
し
て

淡
々
と
人
生

回
目
の
誕
生
日
は
終
わ
っ
た

時
は

刻
々
と

容
赦
な
く

60

過
ぎ
て
い
く
。

歩

13774月

日
（
日
）

第

日

終
日
航
海

4

22

107

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
イ
ト

波
浪
も
収
ま
っ
て
、
大
西
洋
を
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
向
か
っ
て
進
む
第
３
日
。
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時
計
は

時
間
バ
ッ
ク
。
６
時
に
目
を
覚
ま
す
。
６
時
半
歩
き
始
め
る
。
日
の
出
は
６
時

1

分
過
ぎ
。
１
時
間
歩
き
、
計
量
、
ジ
ュ
ー
ス
。
こ
れ
ま
で
の

ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク

W
eb

50と
更
新
。
昼
ま
で
か
か
っ
て
、
こ
の

日
分
の
チ
ェ
ッ
ク
。

昼
食
に
出
て
行
く
と
、
今
日

50

は
、
日
曜
日
。
日
曜
朝
市
（

）
が
開
か
れ
て
い
る
。

Sunday
M

orning
M

arket

昼
食
を
は
さ
み
、
今
度
は
ア
ッ
プ
。
あ
と

分
少
し
残
っ
て
い
る
の
で
、
使
い
果
た
さ
ね

200

ば
・
・
・
。
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
ケ
チ
ケ
チ
と
使
っ
た
も
の
だ
。

の
ア
ッ
プ
や
メ
ー
ル

W
eb

の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
物
も
で
き
る
。
午
後
は
、
読
書
。

今
日
は
、
４
時

分
か
ら
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ウ
ン
ジ
で
マ
リ
ナ
ー
ズ
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
プ
レ
デ

15

ィ
ナ
ー
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
さ
れ
て
お
り
、
４
時
過
ぎ
に
支
度
。
会
場
で
は
、
飲

み
物
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
や
が
て
、
長
時
間
の
乗
船
者
の
表
彰
。

日
超
と
い
う
人
も
い
る
よ

700

う
だ
。
世
界
一
周
旅
行
を
６
回
も
し
た
人
。
次
々
と
呼
び
出
さ
れ
、
船
長
と
と
も
に
写
真
撮

影
し

・
・
・
と
い
う
こ
と
で
１
時
間
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

、
夕
食
は

フ
ォ
ー
マ
ル
で

今
日
の
テ
ー
マ
は

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
イ
ト

お

、

、

、「

」
。「

祝
い
の
夜

。
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
行
く
と
、
ポ
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
と
い
う
こ
と
で
ブ
ラ

」

イ
ア
ン
・
ヴ
ェ
ラ
夫
妻
か
ら
誕
生
祝
い
の
シ
ャ
ン
パ
ン
。
マ
ッ
ク
ス
か
ら
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

た
し
か
、
１
月
は
じ
め
に
、
誕
生
日
の
話
を
し
た
だ
け
な
の
に
・
・
・
。
あ
り
が
た
く
い
た

だ
き
、
食
事
。
終
わ
り
に
は
、
ケ
ー
キ
ま
で
運
ば
れ
て
き
て
、
ク
ル
ー
の
合
唱
、
昨
日
の
よ

う
な
『
淡
々
と
し
た
』
日
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
感
謝
。
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食
事
を
終
え
、
部
屋
に
戻
る
。
日
没
は
８
時
過
ぎ
。

日
に
日
本
人
の
夕
食
会
と
の
連
絡

24

。

、

『

』
。

、

を
受
け
る

部
屋
に
は

会
社
か
ら
の

ギ
フ
ト

世
界
地
図
と
航
路
を
描
い
た
絵
皿
で

あ
り
が
た
い
の
だ
が
、
持
っ
て
帰
る
こ
と
を
考
え
る
と
・
・
・
。
昼
間
、
ギ
フ
ト
の
総
量
を

測
る
と
、

（
ク
リ
ス
タ
ル
グ
ラ
ス
を
除
く
）
そ
れ
に
こ
れ
で
は
、
帰
り
の
荷
物
の
枠

。

10.5
kg

が
２
個

し
か
な
い
の
に
・
・
・
。

46
kg

歩

11947月

日
（
月
）

第

日

終
日
航
海

4

23

108

ウ
ィ
ル
ス
発
見

昨
夜
も
１
時
間
バ
ッ
ク
。
６
時
起
床
、
６
時

分
歩
き
始
め
る
。
日
の
出
は
６
時
８
分
。

10

歩
い
て
い
る
と
、
こ
の
船
の
同
型
船
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
す
れ
違
う
。
こ
の
広
い
大
西
洋

で
の
す
れ
違
い
と
は
！
資
料
に
よ
る
と
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
、
南
太
平
洋
か
ら
パ
ナ
マ
運
河

を
通
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
て
い
る
。

朝
食
の
後
、

で
作
業
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
残
り
時
間
が
、

分
以
上
も
あ
る
の
で
、

PC

200

毎
日

分
ず
つ
使
え
る
勘
定
。
余
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
日
は
、
イ
ン

30

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
仕
事
。
仕
事
の
後
任
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
必
要
な
ソ
フ
ト
を
転

送
し
た
が
、
た
っ
た

の
フ
ァ
イ
ル
を
送
る
の
に
、
延
々
と
時
間
が
か
か
る
。
や
は
り
遅

13
MB

い
。
が
、
も
う
６
日
間
の
つ
き
あ
い
だ
。
そ
の
ほ
か
、
い
く
つ
調
べ
物
。
そ
こ
で
、

メ

U
SB
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モ
リ
を
使
っ
た
の
だ
が
、
ふ
と
、
見
た
こ
と
の
な
い
フ
ァ
イ
ル
に
気
が
つ
き
、
ウ
ィ
ル
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
る
と
、
感
染
！
こ
の
メ
モ
リ
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で

使
っ
た
の
で
、
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
が
、
や
は
り
！
と
い
う
結
果
。

本
体
の
方
は
、
幸
い

PC

に
も
汚
染
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

、

。

、

、

。

昼
食
は

焼
き
ホ
タ
テ
や
蟹
な
ど

種
類
が
増
え
て
い
て

よ
く
な
っ
て
い
る

SU
SH

I

そ
の
後
、
読
書
。
そ
し
て
、
荷
物
を
片
付
け
始
め
な
く
て
は
、
と
、
購
入
し
た
お
土
産
を

出
し
て
み
る
。
帰
り
の
こ
と
を
考
え
て
、
買
う
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で

も
結
構
な
量
に
な
る
。
本
当
に

の
荷
物

つ
に
収
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。

二

23
kg

、

。

、

。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら

夕
食

今
日
は

で
っ
か
い
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
た

日
本
に
帰
る
と
な
か
な
か
食
べ
な
い
か
ら
、
い
い
だ
ろ
う
。

歩

11604月

日
（
火
）

第

日

終
日
航
海

4

24

109

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
と
グ
ッ
ズ

船
は
ひ
た
す
ら
西
へ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
。

朝
６
時
に
起
床
、
６
時

分
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
日
の
出
は
６
時

分
。
き
れ
い
な
日

10

20

の
出
が
見
ら
れ
た
。

、

。

。

、

朝
食
後

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
物

残
り

分

久
し
ぶ
り
に

120
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ゆ
っ
た
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
読
書
。
今
日
は
、
岩
波
文
庫
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
「
古
代
へ
の
情
熱

。
ト
ロ
イ
遺

」

跡
の
発
掘
で
有
名
な
人
で
、
こ
の
本
の
第
１
章
が
す
ご
い
。
生
い
立
ち
か
ら
言
語
習
得
、
財

産
作
り
ま
で
の
話
。
貧
し
い
生
い
立
ち
で

才
か
ら
働
き
始
め
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、
い

14

ろ
い
ろ
な
言
語
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
ド
イ
ツ
語
は
母
国
語
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
英
語
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
語
、
現
代
ギ
リ
シ
ャ
語
と
次
々
に
マ
ス
タ
ー
し
、
そ
れ
を
使
え
る
の
だ
。
方
法
も
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
実
業
家
と
し
て
十
分
な
財
産
を
築
く
と
、
さ
っ
さ
と
整
理
し
、
遺
跡
発
掘
の
人
生
へ

転
身
。

歳
の
時
。
そ
れ
以
降
は
、
発
掘
の
話
に
な
る
の
だ
が
、
昔
こ
の
本
を
読
ん
だ
時
に

44

は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
記
憶
に
な
い
。
発
掘
の
話
も
、
ア
テ
ネ
や
オ
リ
ン
ポ
ス
の
遺
跡
を
見

た
後
だ
け
に
、
話
が
リ
ア
ル
に
感
じ
る
。

昼
食
は
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
ン
ア
ウ
ト
ク
ッ
ク
。
ヤ
キ
ソ
バ
を
食
べ
た
。
そ
の
後
、
天
気
も
よ

く
、
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
ー
で
読
書
の
続
き
。
４
時
か
ら
、
映
画
。

今
日
は
、
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
み
る
。

、

。

。

、

ま
ず

部
屋
は
デ
ッ
キ
３
の

ド
ア
に
目
印
の
折
り
紙
を
貼
っ
て
い
る

こ
こ
を
出
て

3359

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
へ
。
こ
こ
は
１
周
約

の
木
の
デ
ッ
キ
。
１
周
約
５
分
。
２
周
し

450
m

て
か
ら
、
前
部
の
階
段
に
移
動
。

階
段
は
デ
ッ
キ
１
か
ら
デ
ッ
キ
９
ま
で
は
室
内
。

段
あ
る
。
デ
ッ
キ
９
ま
で
登
る
と
、

170
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外
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
階
段
を
上
り
デ
ッ
キ

の
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
。
船

10

首
を
回
り
、
デ
ッ
キ
９
に
降
り
、
木
の
デ
ッ
キ
を
進
む
。
網
の
中
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
の
中
を
過
ぎ
、
船
尾
に
出
て
、
８
階
に
あ
る
展
望
プ
ー
ル
を
見
な
が
ら
船
尾
を
回

る
。
網
の
中
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
手
前
で
、
船
内
に
入
り
後
部
階
段
を
降
り
る
。

８
階
は
食
堂
。
７
・
６
階
は
居
室
（
ベ
ラ
ン
ダ
付
き

。
５
階
と
４
階
は
、
メ
イ
ン
ダ
イ

）

ニ
ン
グ
の
入
り
口
。
３
階
２
階
１
階
は
居
室
で
、
デ
ッ
キ
１
ま
で
降
り
、
廊
下
を
前
部
階
段

ま
で
歩
き
、
前
部
階
段
を
９
階
ま
で
上
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
登
り
→
後
部
へ
→
下
り
→
前

部
へ
と
１
回
り
で

分
。
こ
れ
を
４
回
ま
わ
り
、
３
階
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
出
て
、

10

２
周
す
る
と
ち
ょ
う
ど
１
時
間
。
だ
い
た
い

歩
、
登
る
階
段

段

7000

700

８
階
ま
で
登
り
、
ジ
ム
に
行
き
体
重
計
で
計
測
。
そ
し
て
食
堂
で
、
ジ
ュ
ー
ス
で
水
分
補

給
。
約
１
時
間

分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

15

持
っ
て
行
く
物

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ッ
ズ

は

シ
ュ
ー
ズ

ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク

手
帳

ペ

（

）

、

、

、

（

ン

、
帽
子
（
ク
リ
ッ
プ
紐
付
き

、
カ
メ
ラ
、

、
ル
ー
ム
カ
ー
ド
。

）

）

iPod

夕
食
は
、
リ
ド
で
。
前
菜
・
ス
ー
プ
・
鶏
肉
の
カ
ツ
レ
ツ
。

歩

12749月

日
（
水
）

第

日

終
日
航
海

4

25

110

つ
い
に
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
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６
時
に
起
き
、
６
時

分
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
日
の
出
は
７
時

分
で
、
は
じ
め
の

10

10

30

分
は
真
っ
暗
。
日
が
昇
る
の
が
見
え
た
。
太
陽
が
見
え
始
め
て
か
ら
、
全
部
姿
を
見
せ
る
ま

で
の
時
間
は

分
間
な
の
だ
が
、
こ
の

分
間
の
ド
ラ
マ
に
立
ち
会
え
る
の
が
、
な
か
な
か

1

1

難
し
い
。
雲
の
中
に
あ
っ
た
り
、
太
陽
が
見
え
る
場
所
に
い
な
か
っ
た
り
、
気
づ
い
た
と
き

は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
し
て
、
見
ら
れ
な
い
の
だ
。
今
日
は
、
雲
が
多
少
あ
る
が
、

こ
の
『

分
間
の
ド
ラ
マ
』
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
水
平
線
上
に
あ
る
の
で
、
揺
ら

1

ぎ
の
影
響
で
、
丸
く
見
え
な
い
太
陽
が
昇
っ
て
く
る
。

朝
食
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
物
。
そ
の
後
、
一
部
荷
物
整
理
。
お
み
や
げ
は
買

っ
て
な
い
つ
も
り
で
も
、
結
構
な
量
に
な
る
。
特
に
、
船
か
ら
の
ギ
フ
ト
が
大
変
だ
。
バ
ッ

グ
１
個
分
、
６

以
上
あ
る
（
前
書
い
た

は
誤
り
、
単
位
が
ポ
ン
ド
だ
っ
た
。
紛
ら
わ

kg

10
kg

し
い

。
荷
物
が

×

に
収
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？

）

23
kg

２

片
付
け
つ
い
で
に
、
持
ち
物
表
に
手
を
入
れ
る
。
片
付
け
を
し
て
い
た
ら
、
缶
ビ
ー
ル
が

出
て
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
ビ
ー
ル
。
片
付
け
て
し
ま
わ
ね
ば
。

昼
食
後
読
書
。
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
「
古
代
へ
の
情
熱
」
を
読
ん
だ
。
こ
の
前
ア
テ
ネ
で
訪

ね
た

『
考
古
博
物
館
』
の
ミ
ケ
ネ
室
に
あ
っ
た
物
は
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
が
発
掘
し
た
物
だ

、

っ
た
の
か
！
見
た
と
き
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

ド
ア
を
閉
め
る
と
き

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
手
の
ひ
ら
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
く
は

、

な
い
が
、
右
手
で
出
血
が
止
ま
ら
な
い
た
め

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
の
お
世
話
に
な
っ
て
し

、
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ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
何
事
も
な
く
縁
の
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
最
後
の
最
後
に
こ
ん
な
こ

と
に
。
と
て
も
親
切
に
、
て
き
ぱ
き
と
ア
メ
リ
カ
流
の
処
置
を
し
て
下
さ
っ
た
。
洗
剤
で
手

を
洗
う
。
ゼ
リ
ー
を
塗
り
圧
迫
、
バ
ン
ド
エ
イ
ド
。
テ
ー
プ
で

分
圧
迫
。
傷
は
単
な
る
切

30

、

。

。

り
傷
で
こ
ん
な
に
し
て
も
ら
っ
て

恐
縮
し
て
い
る

最
後
ま
で
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

。

。

部
屋
に
飾
っ
て
あ
っ
た
こ
け
し
人
形
３
体
は
ヴ
ェ
ラ
に
進
呈

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た

そ
の
後
、
ビ
デ
オ
を
見
る
。

夕
食
は
、

姉
妹
と
、
グ
ア
ム
に
住
む
若
い
日
本
人
３
世
グ
レ
ー
ス
と
ロ
シ
ア
人
の

SIZU
E

夫
デ
ミ
ト
リ
と
５
人
で
イ
タ
リ
ア
料
理
。
日
本
語
と
英
語
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
く
い
た
だ

い
た
。
持
参
の
折
り
紙
の
残
り
と
本
を
差
し
上
げ
、
喜
ば
れ
た
。

歩

12045月

日
（
木
）

第

日

終
日
航
海

4

26

111

最
後
の
お
祭
り
騒
ぎ

T
h
e
B
la
c
k
&

G
o
ld

M
a
s
k
e
d
B
a
ll

さ
て
、
い
よ
い
よ
残
り
２
日
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
・
フ
ロ
リ
ダ
半
島
め
ざ
し
て
船

は
ひ
た
す
ら
広
い
大
西
洋
を
走
っ
て
い
る
。

W
eb

７
時
少
し
前
に
明
る
く
な
っ
た

今
日
は
雲
が
多
く

日
の
出
は
見
え
ず

朝
食
後

。

、

。

、

の
整
理
と
ア
ッ
プ
、
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。
残
り
時
間
が

分
に
な
っ
た
。

75

持
参
の
地
球
儀
に
、
今
回
の
航
海
の
ル
ー
ト
を
書
き
入
れ
る
。
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昨
日
の
傷
は
、
大
体
ふ
さ
が
っ
た
が
、
念
の
た
め
バ
ン
ド
エ
イ
ド
。

掃
除
に
来
た
、
ル
ー
ム
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ベ
ン
と
マ
ル
デ
ィ
の
写
真
を
撮
影
。

今
日
は
、

時

分
か
ら
、
８
階
の
プ
ー
ル
で

「
海
で
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
」
と
い

、

10

45

う
実
演
。
旅
が
終
わ
る
頃
に
な
っ
て
こ
ん
な
企
画
が
あ
る
の
は
、
変
な
の
だ
が
、
行
っ
て
み

。

、

、

、

た

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
プ
ー
ル
に
は
い
る

と
か

ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
も
用
意
さ
れ
て

実
物
を
着
用
し
、
プ
ー
ル
に
。
ま
た
ラ
イ
フ
ラ
フ
ト
（
救
命
筏
）
を
実
際
に
浮
か
べ
て
、
実

演
が
あ
っ
た
。
転
覆
し
た
と
き
の
起
こ
し
方
も
や
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
小
道
具
を
み
せ
な

が
ら
の
説
明
。
興
味
深
い
企
画
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
時
期
が
変
だ
。

昼
食
は
、

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
取
っ
た
。

と
い
う
の
が
あ
っ
た
の

SH
IZU

E
U

D
O

N
SO

U
P

で
、
最
後
に

で
も
食
べ
る
か
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
乗
船
直
後
は
、
ま
ず
い
な
～
と

SU
SH

I

思
っ
た
が
、
多
少
よ
く
な
っ
て
い
る
。
ネ
タ
も
増
え
て
い
る
し
。

午
後
は
、
荷
物
片
付
け
を
少
し
。
そ
の
後
映
画
を
見
る
。

今
日
は
最
後
の
フ
ォ
ー
マ
ル
の
日
、
テ
ー
マ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ゴ
ー
ル
ド
と
か
。
マ
ス

ク
を
届
け
に
来
た
。
夕
食
時
に
、
コ
ッ
ク
、
ウ
ェ
ー
タ
さ
ん
た
ち
の
行
進
。
い
よ
い
よ
最
後

の
雰
囲
気
。
フ
ォ
ア
グ
ラ
の
パ
テ
、
ス
ー
プ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
を
食
べ
る
。

部
屋
に
戻
る
と
、
熊
ち
ゃ
ん
人
形
テ
デ
ィ
ベ
ア
が
最
後
の
『
ギ
フ
ト

。

時
か
ら
最
後

』

10

の
お
祭
り
騒
ぎ

。
行
っ
て
み
る
と
、
会
場
は
騒
然
と
し
た
雰

The
B

lack
&

G
old

M
asked

B
all

。

、

、

。

。

囲
気

マ
ス
ク
を
し
た
正
装
の
紳
士
淑
女
と
話
し
声

音
楽

ダ
ン
ス
・
・

早
々
に
退
散
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歩

12343月

日
（
金
）

第

日

終
日
航
海

4

27

112

C
h
a
m
p
a
g
n
e
D
is
e
m
b
a
rk
a
tio

n
P
re
s
e
n
ta
tio

n
&

C
re
w

F
a
re
w
e
ll

航
海
最
後
の
日

午
前
２
時
に
１
時
間
バ
ッ
ク
。
い
よ
い
よ
マ
イ
ア
ミ
時
間
に
も
ど
る
。
４
ヶ
月
前
に
出
港

し
て
、
消
え
た
一
日
を

日
で
分
け
た
最
後
の
１
時
間
が
調
整
さ
れ
た
。

24

６
時
前
に
起
き
、
歩
き
始
め
る
。
日
の
出
は
６
時

分
、
雲
が
厚
く
、
残
念
だ
が
日
の
出

40

は
見
え
な
い
。
計
量
、
ジ
ュ
ー
ス
を
終
え
シ
ャ
ワ
ー
。
そ
の
後
朝
食
。

荷
物
を
作
り
始
め
る
。
小
さ
な
鞄
２
つ
は
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
ト
ラ
ン
ク
。
着
る
物
を

順
に
入
れ
て
い
く
が
、
結
構
あ
る
。
着
な
か
っ
た
ス
ー
ツ
な
ど
、
う
ら
め
し
い
。
一
応
収
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
、
重
さ
を
量
る
。
全
部
で
６

く
ら
い
超
過
。

kg

続
い
て
、

の
ア
ッ
プ
と
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
。

W
eb

時
か
ら
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

。

C
ham

pagne
D

isem
barkation

Presentation
&

C
rew

Farew
ell

10
シ
ャ
ン
パ
ン
付
き
の
下
船
の
お
別
れ
会
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
会
場
に
行
く
と
シ
ャ
ン
ペ
ン

が
配
ら
れ
て
い
る
。
話
に
続
い
て
、
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
さ
ら
に
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
部

。

、

。

署
の
ク
ル
ー
が
登
場
し
舞
台
は
一
杯
に

キ
ャ
プ
テ
ン
の
挨
拶
の
後

歌
を
歌
っ
て
終
わ
り

部
屋
に
戻
る
と
、
最
後
の
ギ
フ
ト
。
航
行
ル
ー
ト
を
書
い
た
陶
板
。
オ
ラ
ン
ダ
製

「
最

。

、

」

、

。

後
の
ギ
フ
ト
は

パ
ッ
ク
し
や
す
い
よ
う
に

と
書
い
て
あ
る
が

最
後
の
最
後
ま
で
・
・
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さ
ら
に
明
日
の
予
定
と
荷
物
タ
グ
が
配
ら
れ
る
。
下
船
は

時
過
ぎ
に
な
る
模
様
。

10

昼
食
に
行
く
と
、

と
銘
打
っ
て
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
牡

Seafood
Specialties

蠣
、
シ
ュ
リ
ン
プ
が
出
て
い
る
！
最
後
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
堪
能
し
た
。

午
後
に
最
後
の
荷
物
作
り
。
重
さ
を
測
り
タ
グ
を
付
け
て
出
し
た
。
明
日
は
、
い
っ
た
ん

陸
上
で
受
け
取
り
税
関
を
通
り
、
ホ
テ
ル
ま
で
行
く
よ
う
だ
。
廊
下
に
は
、
次
々
と
荷
物
が

出
さ
れ
て
い
る
。
ほ
っ
と
一
息
、
そ
れ
か
ら
、
映
画
を
見
た
。

夕
食
は
、

と
か
で
、
リ
ブ
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
た
が
、
大
き
い
こ
と
。
テ

Farew
ell

dinar

ー
ブ
ル
で
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
１
本
開
け
る
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
夫
妻
と
マ
ル
コ
ム
夫
妻
に
サ
イ
ン
と

ア
ド
レ
ス
を
も
ら
う
。
終
わ
り
頃
、
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
ウ
ェ
ー
タ
ー
た
ち
の
合
唱
。

食
後
外
に
出
る
と
、
島
が
見
え
て
い
る
。
６
日
ぶ
り
の
陸
地
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
西
イ
ン
ド

諸
島
に
何
日
で
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
こ
こ
は
大
西
洋
と
い
う
よ
り
、
フ
ロ
リ
ダ
沖
と

い
う
感
じ
。
い
よ
い
よ
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
に
戻
る
。

歩

14432月

日
（
土
）

第

日

フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル

4

28

113

下
船

そ
し
て
旅
の
終
わ
り

。

。

、

朝
６
時
起
床

船
は
も
う
接
岸
し
て
い
た

時
半
に
な
ら
な
い
と
降
り
ら
れ
な
い
の
で

10。

。

、

。

今
日
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
す
る

曇
り

途
中
か
ら
は

雨
さ
え
降
っ
て
き
た
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歩
き
終
え
て
ジ
ム
に
行
く
と
、
閉
ま
っ
て
い
た
。
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
シ
ャ
ワ
ー
。

朝
食
に
行
く
と
、
ヴ
ェ
ラ
た
ち
が
ち
ょ
う
ど
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
行
き
、
一
緒
に
食
べ

た
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
会
っ
た
。
昨
日
の
夕
食
が
終
わ
り
だ
と
思
っ
た
の
に
・
・
・
。

そ
れ
か
ら

時
半
ま
で
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ベ
ン
と
マ
ル
デ
ィ
に
チ
ッ
プ
を
渡

10

し
た
り
、
デ
ッ
キ
を
歩
い
た
り
。
タ
グ
の
色
と
番
号
で
順
に
呼
び
出
し
が
さ
れ
て
い
る
。

時
半
に
な
り
、
呼
び
出
さ
れ
て
船
を
下
り
る
。
預
け
た
荷
物
が
ず
ら
ー
っ
と
並
ん
で
い

10
る
部
屋
で
、
自
分
の
荷
物
を
探
す
。
よ
う
や
く
見
つ
け
た
荷
物
を
持
っ
て
、
税
関
係
員
に
パ

ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
て
通
過
。
出
た
と
こ
ろ
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
。
そ
の
た
っ
た
数
十
メ
ー
ト
ル

、

。

。

を

全
部
の
荷
物
を
持
っ
て
通
る

持
ち
物
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
何
も
し
て
な
い
の
に
・
・
・

外
で
ホ
テ
ル
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
る
。
よ
う
や
く
発
車
し
た
の
が

時
半
過
ぎ
。

11

空
港
に
寄
り
３
カ
所
で
客
を
降
ろ
し
、
ヒ
ル
ト
ン
で
客
を
降
ろ
し
、
最
後
は
一
人
で
ウ
ィ
ン

ス
テ
ィ
ン
に
着
い
た
の
が
１
時
。
慣
れ
て
い
れ
ば
、
タ
ク
シ
ー
で
来
た
方
が
よ
ほ
ど
い
い
。

建
物
は

階
建
て
、
き
れ
い
な
部
屋
だ
。
広
い
！
船
の
船
室
の
何
倍
あ
る
だ
ろ
う
か
。

13

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
時
に
、
ホ
ラ
ン
ド
ア
メ
リ
カ
の
社
員
が
い
た
が
、
荷
物
を
置
い
て
ロ
ビ

ー
に
戻
る
と
い
な
い
。
実
は
、
昨
日
も
ら
っ
た
書
類
に
、

マ
イ
ア
ミ
発
の
便
に
乗
る

７:

25

の
だ
が
、
ホ
テ
ル
の
出
発
が

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
ホ
テ
ル
か
ら
マ
イ
ア
ミ
空
港
へ

３:

30

は
、

時
間
で
行
け
る
の
に
、
あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
。

１
ま
わ
り
は
、
ク
リ
ー
ク
と
林
で
、
鳥
も
い
る
。
こ
こ
か
ら
５
分
ほ
ど
歩
く
と
サ
イ
プ
ロ
ス
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ク
リ
ー
ク
の
店
が
固
ま
っ
て
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
も
あ
る
。
日
本
食
の

食
堂
が
あ
っ
た
。
寿
司
と
天
ぷ
ら
が
う
ま
か
っ
た
。
日
本
酒
も
久
し
ぶ
り

。
。

さ
て
、
３
時
半
に
出
発
す
る
に
は
、
早
く
寝
な
け
れ
ば
。
明
日
は
ど
う
せ
飛
行
機
で
寝
て

い
る
だ
け
だ
が
。

歩

22748
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終
章

旅
を
終
わ
る
に
当
た
っ
て

月

日
（
日
）
第

日

フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
→
マ
イ
ア
ミ
→
シ
カ
ゴ
→
東
京

4

29

114

帰
国３

時
起
床
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
手
早
く
支
度
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
時
間
は
あ
っ
た
。

３

ロ
ビ
ー
に
降
り
る
と
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
待
つ
夫
婦
１
組
。
外
は
雨
。
５
分
遅

:

25

れ
て
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
と
い
う
名
の
バ
ン
が
来
た
。
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
空
港
で

夫
婦
を
下
ろ
し
、
マ
イ
ア
ミ
空
港
へ
。
４

マ
イ
ア
ミ
空
港
へ
。
道
路
横
の
カ
ウ
ン
タ
ー

:

30

、

。

。

、

で

チ
ケ
ッ
ト
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
ろ
と
い
う

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
手
続
き

ポ
ン
ド
で

54

ポ
ン
ド
超
過
と
い
わ
れ
、
書
類
を
手
荷
物
に
移
す
。
そ
れ
で
も
少
し
越
え
て
い
た
が
、
な

４ん
と
か

。
ト
ラ
ン
ク
は
、
ヘ
ビ
ー
ラ
ゲ
ッ
ジ
シ
ー
ル
。

機
内
持
ち
込
み
は
リ
ュ
ッ
ク
と

OK

鞄
の
２
個
。
結
構
こ
ち
ら
も
重
い
の
だ
が
、
何
と
か
ク
リ
ア
し
て
一
安
心
。

シ
カ
ゴ
で
の

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
な
い
と
の
こ
と
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
通
過
。
結
構
厳
し
い
。
荷
物
の
う
ち
、
ギ
フ
ト
で
も
ら
っ
た
地
球
儀
が

不
審
を
抱
い
た
ら
し
く
、
箱
か
ら
取
り
出
し
て
チ
ェ
ッ
ク
。
ホ
ラ
ン
ド
ア
メ
リ
カ
も
困
っ
た

も
の
を
く
れ
た
も
の
だ
。
よ
う
や
く
通
過
。

。

。

。

、

こ
こ
で
５
時
半

２
時
間
も
あ
る

ミ
ー
ト
パ
イ
で
腹
ご
し
ら
え

映
画
を
見
て
い
る
と
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時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

に
搭
乗
。
３
時
間
半
で
シ
カ
ゴ
。

A
A

415

こ
こ
で
２
時
間
。
今
回
の
チ
ケ
ッ
ト
で
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
が
使
え
る
と
い
う
の
で
行
っ
て
み

た
。

い
な
り
寿
司
の
お
弁
当
、
ド
リ
ン
ク
券
２
枚
、

、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
米
国
版

W
i-Fi

の
『
国
際
版
朝
日
新
聞
』
と
『
日
経
新
聞

。
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
ワ
イ
ン
と
ビ
ー
ル
を
飲

』

み
な
が
ら
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
新
聞
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
に
な
っ
た
。

９
便
に
搭
乗
。

時
間
余
の
フ
ラ
イ
ト
で
日
本
。
映
画
を
４
本
見
た
。
成
田
に

日
午

JL

12

30

後
２
時
。
正
月
明
け
に
寒
い
日
本
を
出
て
き
た
が
、
降
り
立
っ
た
日
本
は
春
た
け
な
わ
。

電
車
で
帰
っ
た
が
、
車
窓
に
は
、
花
と
明
る
い
太
陽
が
見
え
た
。
武
蔵
野
線
に
新
し
い
駅

が
開
業
し
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
そ
ん
な
に
も
長
い
時
間
の
留
守
だ
っ
た
の
だ
。

家
に
着
く
と
、

月
に
球
根
を
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
、
枯
れ
て
い
た
木
々
が
柔

12

ら
か
い
緑
の
葉
を
出
し
て
い
た
。
緑
が
鮮
や
か
だ
っ
た
。

こ
の
旅
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て

こ
の
旅
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
一
言
。
四
ヶ
月
の
不
在
中
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
、
ま
た
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
特
に
旅
の
準
備
を
し
て

い
た
だ
い
た
、
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
ト
ラ
ベ
ル
の
三
尾
奈
緒
子
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
こ
と
を

「
黙
認
」
し
て
く
れ
た
家
族
に
も
。

、

世
界
一
周
の
航
海
に
行
こ
う
と
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
は
、
子
供
の
頃
か
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ら
で
し
た
。
小
学
校
の
頃
、
外
国
航
路
の
船
乗
り
の
叔
父
が
お
り
、
一
年
お
き
と
か
二
年
お

き
に
帰
っ
て
き
て
、
珍
し
い
品
と
と
も
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
と
、
小
学
校
高
学
年
で
世
界
地
図
を
見
、
中
学
で
地
理
の
勉
強
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
地
球
の
上
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
の
う
ち
、
船
で
世
界
一

周
を
、
と
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
が
、
職
に
就
い
て
し
ま
う
と
、
そ
ん

な
こ
と
は
実
現
す
る
は
ず
も
な
く
、
退
職
す
る
ま
で
の
数
十
年
間
心
の
奥
に
、
埋
み
火
の
よ

。

、

、

。

う
に
あ
っ
た
の
で
す

で

退
職
が
日
程
に
登
っ
た
と
き

こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た

ち
ょ
う
ど
、
地
デ
ジ
化
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
で
『
豪
華
客
船
の
旅
』
な
ど
と
い
う
番
組
が
流

さ
れ
、
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
映
像
で
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
が
、
欧
米
の
大
金

持
ち
の
世
界
の
話
で
、
現
実
の
話
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
行
く
な
ら
、
日
本
の
船

、

、

。

で
は
な
く

外
国
で
の
生
活
を
す
る
の
だ
か
ら
外
国
船
で

と
無
謀
な
こ
と
も
考
え
ま
し
た

昨
年
の
三
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
半
信
半
疑
で
、
船
旅
を
扱
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の

旅
行
代
理
店
に
、
メ
ー
ル
を
出
し
ま
し
た
。
全
く
初
め
て
の
こ
と
で
、
何
も
わ
か
ら
な
い
の

で
資
料
を
欲
し
い
、
一
人
で
、
外
国
船
で
世
界
一
周
航
海
に
行
き
た
い
の
だ
が
、
と
。
そ
の

頃
は
、
ど
こ
か
ら
出
港
す
る
の
か
、
ど
ん
な
生
活
を
す
る
の
か
、
い
く
ら
か
か
る
の
か
、
何

千
万
な
の
か
何
億
な
の
か
、
全
く
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

、

、

い
く
つ
か
の
会
社
か
ら

立
派
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ど
っ
さ
り
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が

た
だ
一
つ
だ
け
、
料
金
表
、
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
た
の
が
、
三
尾
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
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返
事
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
料
金
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
と
と
も
に
、
具
体
的
な
金

額
も
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
て
、
話
は
一
挙
に
現
実
に
近
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
く
ら
い
の
お
金
で
行
け
る
の

か
、
こ
れ
な
ら
払
え
る
な
、
と
。
同
時
に
、
こ
う
い
う
配
慮
が
で
き
る
人
な
ら
、
旅
の
ト
ラ

ブ
ル
に
う
ま
く
対
応
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
、
会
社
を
一
度
お
た
ず
ね
し
て
、
ご

く
初
歩
的
な
こ
と
を
伺
い
、
こ
れ
な
ら
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
問
題
は
、
言
葉
。
僕
の
英
語
は
、
本
を
読
む
た
め
の
英
語
で
、
コ
ン
バ
ー
セ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
。
四
ヶ
月
も
一
人
で
生
活
で
き
る
の
か
、
心
配
で
し
た
。
そ
こ
で
、
二

ヶ
月
間
語
学
学
校
に
留
学
す
る
こ
と
に
し
て
、
そ
こ
で
生
活
で
き
た
ら
行
こ
う
、
と
渋
谷
に

。

、

、

あ
る

と
い
う
学
校
を
訪
ね
ま
し
た

こ
の
年
で

語
学
学
校
に
留
学
な
ど
が
可
能
な
の
か

EF

半
信
半
疑
で
。
そ
こ
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
、

の
高
木
絵
美
さ
ん
で
し
た
。
背
中
を
押

EF

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
八
～
九
月
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
で
学
校

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
全
く
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
何
が
必
要
な
の
か
、

一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
な
が
ら
も

最

。

、

「

年
長
学
生
」
と
し
て
二
ヶ
月
過
ご
せ
ま
し
た
。

９
月
末
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
帰
国
後
、
こ
の
旅
に
行
く
こ
と
に
し
て
、
三
尾
さ
ん
と

何
度
も
や
り
と
り
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

～
10

12

月
が
過
ぎ
、
１
月
の
正
月
明
け
に
、
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
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こ
の
年
に
な
っ
て
、
全
く
知
ら
な
い
世
界
で
何
ヶ
月
も
過
ご
す
と
い
う
の
は
、
本
人
は
平

気
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
後
押
し
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
お
か
げ
な
の
で
す
。

旅
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
い
た
以
上
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ

と
は
本
文
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
旅
を
終
え
た
現
在
、
残
り
の
人
生
の
栄
養
剤
を

も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
・
四
・
二
七

旅
の
最
終
日
の
大
西
洋
上
に
て
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